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ご注意

保証

HP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によっ

てのみ規定されるものとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。ここに

含まれる技術的、編集上の誤り、または欠如について、HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPからの

有効な使用許諾が必要です。商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文

書類、および商用アイテムの技術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標

準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 1993-2013 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe™は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社 )の商標です。

Microsoft®、米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。

Javaは，Oracleおよびその関連企業の登録商標です。
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ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

l ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの登録

は、次のWebサイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

または、HP Passportのログインページの [New users - please register] リンクをクリックします。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手い

ただけます。詳細は、HPの営業担当にお問い合わせください。
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サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com

このサイトでは、HPのお客様窓口のほか、HPソフトウェアが提供する製品、サービス、およびサポート

に関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに

必要な対話型の技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポート

のWebサイトでは、次のようなことができます。

l 関心のあるナレッジドキュメントの検索

l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインイン

していただく必要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP
Passport IDを登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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PDF版のオンラインヘルプに関する免責事項
本ドキュメントはPDF版のオンラインヘルプです。このPDFは、ヘルプ情報から複数のトピックを簡単に

印刷したり、オンラインヘルプをPDF形式で閲覧できるようにするために提供されています。

注 : トピックによっては、書式上の問題により正しくPDFに変換されていない場合があります。ま

た、PDF版では完全に削除されているオンラインヘルプの要素もあります。このような問題のあるト

ピックについては、オンラインヘルプから正しく印刷することができます。
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Analysisユーザーズ・ガイドへようこそ
『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』へようこそ。本書は，LoadRunner Analysisグラフとレ

ポートを使用してシステム・パフォーマンスを分析する方法について説明します。

Analysisは，HP LoadRunner ControllerまたはHP Performance Centerで負荷テスト・シナリオを実

行した後に使用します。

HP LoadRunnerは，パフォーマンス・テストのためのツールです。このツールを使用して，アプリケーショ

ン全体に負荷をかけ，クライアント，ネットワークおよびサーバの潜在的なボトルネックの切り分けと特

定を行います。

HP Performance Centerでは，LoadRunnerの機能が企業レベルで実装されます。

LoadRunnerヘルプ

LoadRunnerヘルプは LoadRunner Analysisの使用方法を説明するオンラインのヘルプ・システムで

す。LoadRunnerヘルプには次のようにしてアクセスできます。

l LoadRunner Analysis の［ヘルプ］メニューの［文書ライブラリ］をクリックして，LoadRunnerヘルプの

ホーム・ページを開きます。ホーム・ページでは主要なヘルプ・トピックへのクイック・リンクを提供しま

す。

l LoadRunnerヘルプで現在表示されている画面を説明するトピックを開くには，任意のウィンドウま

たはダイアログ・ボックスで F1をクリックします。

トピックの種類

上記のLoadRunnerガイドの目次はトピック別に整理されています。主なトピックの種類として，概

念，タスク，および参照の3つが使用されます。トピックの種類はアイコンで視覚的に区別されます。

トピックの種

類 説明 使用方法

概念 背景，説明的な情

報，または概念的な

情報。

機能についての一般的な情報を学習します。
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トピックの種

類 説明 使用方法

タスク 手順に従ったタスク。

アプリケーションを使っ

た作業を行って目標

を達成するためのス

テップ・バイ・ステップの

ガイダンス。

タスクの手順は，番号

付けされている場合と

番号付けされていない

場合があります。

l 番号付けされた手

順。順序どおりに

各手順に従うこと

で実行するタスク。

l 番号付けされてい

ない手順。任意の

順序で実行できる

自己完結型の一

連の操作。

l タスクのワークフロー全体について学習します。

l 番号付けされたタスク内の各手順に従って，タスクを

完了します。

l 番号付けされていないタスク内の各手順を完了し

て，独立した操作を実行します。

事例シナリオ・タスク。

特定の状況におけるタ

スクの実行方法を示

す例。

現実に近いシナリオでタスクをどのように実行できるかを

学習します。

リファレンス 一般参照。参照指

向の資料の詳細なリ

ストと説明。

特定のコンテキストに関連する，参照情報の特定の部

分を調べます。

ユーザ・インタフェースの

参照。特定のユーザ・

インタフェースを詳細に

説明する専門的な参

照トピック。通常，製

品の［ヘルプ］メニュー

から［Help on this
page］を選択すると，

ユーザ・インタフェースの

トピックが開きます。

ウィンドウ，ダイアログ・ボックス，ウィザードなど，1つ以上

の特定のユーザ・インタフェース要素の入力項目や使用

方法に関する特定の情報を調べます。
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トピックの種

類 説明 使用方法

トラブルシュー

ティングと制

限事項

トラブルシューティングと

制限事項。一般的に

発生する問題とその

解決策の説明，およ

び機能または製品領

域の制限事項の一覧

が含まれる専門的な

参照トピック。

機能を使って作業を行う前に，またはソフトウェアで有

用性の問題に直面した場合に，重要な問題に関する

認識を高めます。

その他のオンライン・リソース

次のその他のオンライン・リソースは，LoadRunner Analysisの［ヘルプ］メニューから利用可能です。

リソース 説明

トラブルシュー

ティングとナ

レッジ ベース

セルフソルブ技術情報を検索できるHPソフトウェア・サポート Webサイトのトラブ

ルシューティング・ページを開きます。［ヘルプ］>［トラブルシューティングとナレッジ

ベース］を選択します。このWebサイトのURL
は，http://support.openview.hp.com/troubleshooting.jspです。

LoadRunner
ライセンス・

ユーティリティ

［LoadRunnerライセンス・ユーティリティ］ダイアログ・ボックスを開きます。このダイアロ

グ・ボックスには，既存のライセンスの概要が表示されます。追加のライセンスをイン

ストールすることもできます。詳細については，『LoadRunnerインストール・ガイド』を

参照してください。

HP ソフトウェ

ア・サポート

HPソフトウェア・サポート Webサイトを開きます。このサイトでは，セルフ・ソルブ技

術情報を参照できます。また，ユーザディスカッションフォーラムにおける新情報送

信，既存情報の検索，サポート・リクエストの送信，パッチや最新版ドキュメントの

ダウンロードなど，さまざまなサービスをご利用いただけます。［ヘルプ］>［HP ソフト

ウェアサポート］を選択します。このWebサイトのURLは
http://support.openview.hp.comです。

l 一部を除き，サポートのご利用には，HP Passportユーザとしてご登録の上，

ログインしていただく必要があります。また，多くのサポートのご利用には，サポー

ト契約が必要です。

l アクセス・レベルに関する詳細は，以下のWebサイトにアクセスしてくださ

い。http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

l HP Passportユーザ IDを登録するには，次のURLを参照してくださ

い。http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html(英語サイト )

HP ソフトウェ

アWeb サイ

ト

HPソフトウェアWebサイトを開きます。このサイトでは，HPソフトウェア製品に関

する最新情報をご覧になれます。たとえば，新しいソフトウェアのリリース，セミ

ナー，展示会，カスタマ・サポートなどの情報が含まれます。［ヘルプ］>［HP ソフト

ウェアWeb サイト］を選択します。このWebサイトのURLは
www.hp.com/go/software(英語サイト )です。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)21 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysisユーザーズ・ガイドへようこそ

http://h20230.www2.hp.com/troubleshooting.jsp
http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport
http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp
http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
http://www.hp.com/go/software


LoadRunner 11.50の新機能

VuGenの改善

VuGenのユーザ・インタフェースが改善および機能強化され，より柔軟でカスタマイズ可能なユーザ・

エクスペリエンスが提供されます。新しい IDEにより，LoadRunnerのスクリプト作成がより簡単になり，

生産性が向上します。

以下の機能が強化されています。

l 新しいルック・アンド・フィール :柔軟なペイン，レイアウトなどが提供されます。

l ソリューション・エクスプローラ :複数のスクリプトのグループ化，スクリプト項目へのアクセス，および

スクリプトに関連する操作を簡単に行えます。

l スナップショット :複数のビュー，パフォーマンスの向上，スナップショットの同期，および検索機能が

提供されます。

l エディタの改善 : コンテキスト・センシティブのサポート，コード補完機能のサポート，および強化され

た配色および書式設定が提供されます。

l デバッガ :真正のC言語のデバッガです。

l 検索と置換 :ログやスナップショット内の検索機能などが追加されました。

l ステップ・ナビゲータ :ステップ・ナビゲータは従来の「ツリー・ビュー」です。簡単に操作できるフィルタ

や検索のメカニズムを使用した，スクリプトの単一ビューを提供します。

l 新しいペイン :エラー，タスク，およびブックマークの各ペインには，すべてのエラー，メッセージおよび

タグがシンプルで項目の特定が容易なビューに表示されます。

l コミュニティへの参加 : コミュニティの統合により，HP Software Community内の会話やスレッドに

簡単にアクセスできるようになりました。

Ajax TruClient Firefoxの機能強化

この革新的なプロトコルは，機能強化により最新のテクノロジをサポートします。また，お客様のニー

ズに応えた使い勝手の改善が多く含まれています。

Ajax TruClient Firefox プロトコルは，以下の機能強化により改善されています。

l Firefox 8への移行によるパフォーマンスの向上。

l HTML5のサポート。

l 関数を作成して，再利用およびコードの共有を容易に実行。

l 試行遅延時間の記録。

l イベント・ハンドラによる，非同期動作のサポート。

l URLフィルタリング用 API。

l HTTPヘッダ設定用 API。

l ステップごとの自動トランザクション。

Ajax TruClient Internet Explorer
TruClientの機能を Internet Explorer 9で使用できるようにする新しいプロトコルです。Ajax TruClient
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ファミリに新しく追加されたこのプロトコルにより， Internet Explorer( IE)ベースのアプリケーションのサ

ポートが拡張されます。

Web プロトコル非同期サポート

非同期動作へのサポートが追加されました。この新機能により，ポーリング，ロング・ポーリング，およ

びプッシュの各相互作用の記録が可能になりました。

高度な Webアプリケーションには，情報を正確にまた最新の状態に保つために多くの非同期通信

が使用されています。チャット，メッセージング，株価表示，最新のニュースの表示などでは，すべて

ポーリング，ロング・ポーリング，およびプッシュなどの非同期メカニズムを使用してデータを維持してい

ます。これらのメカニズムのサポートがWeb( HTTP/HTML)仮想ユーザ・スクリプト，Flex内のWeb
ベース関数，Silverlight，およびWebServices仮想ユーザ・スクリプトに追加されています。これらの

固有な通信パターンが自動的に認識され，それに応じて記録されたスクリプトが更新されます。

相関の改善

新しい応答相関機能が追加され，相関が簡単，高速になりました。記録中のサーバの応答に基

づいて相関を検索できるようになりました。多くの場合は，繰り返し再生して動的な値を検索する

必要がなくなります。新しいデザイン・スタジオ・インタフェースとAPIをこの新しい相関機能と組み合わ

せて，XPathと正規表現に基づいてパラメータを特定すると，スクリプトを簡単に素早く作成できま

す。

Flexの機能強化

さまざまな機能強化が追加され，この重要な環境のサポートが拡充しました。

以下の Flexの機能が強化されています。

l Web相関メカニズム(ルール，スタジオ，応答ベース相関，Web相関 API)の使用。

l Web要求のサポート。

l Adobe Flexプラットフォーム jarが製品にバンドルされているため，メッセージのシリアル化用のアプリ

ケーション jarが不要。

l RTMP FMSストリーミングのサポート。

l RTMPT & RTMPSのサポート。

l GraniteDSのサポート。

モバイル・プロトコル

モバイル・アプリケーションのスクリプト作成を可能にする新しいプロトコルです。ネイティブ・アプリケー

ションにはトラフィック・ベースの分析を使用し，ブラウザ・ベースのモバイル・アプリケーションには Ajax
TruClientテクノロジを使用します。

Google Web Toolkit( GWT)用のデータ形式拡張機能 ( DFE)
WebプロトコルにはDFEが組み込まれ，GWTリモート・プロシージャ・コールの一部として交換される

GWT情報のデコードおよびエンコードをサポートします。これにより，GWTベースのWebアプリケーショ

ンの相関およびパラメータ化が容易になります。DFE機能は，フォーマットされたデータを交換するアプ

リケーションのスクリプト作成を容易にするために設計されています。フォーマットされたデータをより可

読性の高い形式に変換することにより，スクリプトを容易に相関およびパラメータ化できるようになりま

す。GWTDFEは，すでにサポートされている形式のBase64，JSON，URLEncoding，XML，および

Prefix-Postfixに追加された新しい形式です。

GWT のサポートには次の内容が含まれます。
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l GWTRPCデータを，可読性があり相関可能な内容にフォーマット。

l オブジェクト・フィールド名などのより多くのデータの公開。

l パラメータ化の簡素化。

l GWT固有の相関の解決。

.NET4のサポート

.NETプロトコルは， .NET4フレームワークをサポートするようになりました。

すでにサポートされている .NET frameworks 2～ 3.5のサポートに加え， .NET4のサポートが追加さ

れました。

Web Servicesの機能強化

WebServicesプロトコルに新しい機能が追加され，セキュリティのサポート強化，WCFの処理の改

善，さらにお客様のフィードバックに基づいた追加の改善が行われました。

Web Services プロトコルには，以下の機能強化が含まれています。

l アドレッシング・バージョンなどのセキュリティ設定インタフェースの改善。

l 証明書選択の簡易化。

l 署名および暗号化アルゴリズムの柔軟な定義。タイムスタンプを除外するオプションも含まれます。

l WCFのカスタム拡張のサポート。

l WCF用のLoadRunner HTTP機能のサポート。

仮想化されたサービスの統合

HP Service Virtualizationとの統合，およびシミュレートされたサービスの使用により，すぐに使用でき

ない，またはコストが高いサービスが含まれるビジネス・プロセスの負荷テストが容易になります。パ

フォーマンス・テストの一環として，ビジネス・シナリオの一部である別のサービスに依存するアプリケー

ションをテストする必要がある場合があります。実際のサービスを読み込む代わりに，テストの実行時

にシミュレートされたサービスを使用できます。仮想化されたサービスは，実際のサービスのシミュレー

ションです。使用できないサービスが含まれるビジネス・プロセスのパフォーマンス・テストを円滑に行うた

めに，Performance CenterはHP Service Virtualizationと統合されています。実際のサービスの使用

に追加のコストが発生したり，パフォーマンス・テスト実行のタイミングで開発中もしくはアクセス不可

能なアプリケーションのサービスが必要となる場合に，シミュレートされたサービスをテスト内で使用する

と，テストを容易に実行できるようになります。

64ビット・アプリケーションの記録

64ビット・オペレーティング・システムの既存のサポートに加え，64ビット・アプリケーションの記録がサ

ポートされます。通常，Windows タスク・マネージャでアプリケーションのプロセスに「*32」サフィックスが

表示されていない場合，64ビット・アプリケーションが認識されます。再生は 32ビットで行われます。

IPv6のサポート

IPv4ベースのアプリケーションに加え， IPv6ベースのアプリケーションもテスト可能です。 IPスプーフィン

グのサポートも含まれます。

注 : ControllerとLoadGenerator間などのLoadRunnerの内部通信は，従来どおりに IPv4ベー

スで行われます。
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LoadRunner Service Pack 11.51の新機能

LoadRunner Service Pack 11.51には，LoadRunner機能およびユーザ・エクスペリエンスを大幅に向

上させる豊富な新機能および機能強化が含まれています。

新機能および機能強化について説明します。

VuGenの改善

VuGenのユーザ・インタフェースがさらに改善および機能強化され，より柔軟でカスタマイズ可能な

ユーザ・エクスペリエンスが提供されます。

以下の機能が強化されています。

l スナップショット -新しい比較スナップショット機能により，分割したスナップショット・ペインで記録ス

ナップショットと再生スナップショットを表示し，比較することが可能です。

l 向上したサマリ・レポート -すべての反復からの詳細情報を含めるようになりました。

l デザイン・スタジオ–次の相関に関する機能が改善されました。

n 動的な値が新規のステータスを持っているときに，選択した動的な値を相関グリッドから削除

することを可能にする相関機能に対する破棄。

n デザイン・スタジオによって RTMP/Tプロトコルの相関がサポートされます。

l 条件付きブレークポイント –条件付きブレークポイントの機能性が強化されました。

l サムネイル・エクスプローラおよびサムネイル -新しいサムネイルおよびサムネイル・エクスプローラの機

能により，記録されたビジネスプロセスを視覚的にフォローできます。サムネイル・エクスプローラ機

能によって，ステップの視覚的な表示に基づいて，エディタ内の場所に移動することができます。エ

ディタ内で移動してから，サムネイル・エクスプローラ内で，対応するステップの視覚的なコンテンツ

を表示することも可能です。

Ajax TruClient
Ajax TruClientは次のように大幅に機能強化されました。

l IEクライアント用のAjax TruClient – IE用のAjax TruClientは，これまで FFクライアント用 Ajax
TruClientに提供されていたサポートを踏襲する豊富な機能をサポートするようになりました。たと

えば，関数ライブラリやイベントハンドラなどがサポートされます。

l Ajax TruClientは改善されたよりユーザ・フレンドリなインタフェースを備えています。

l 追加のJavaScript APIsが提供されています。

l TruClient Engine -このエンジンには強化されたパフォーマンスが搭載され，向上したヒューリス

ティクスが実装されています。

l パラメータでの置換機能が新たに追加されています。

l Ajax TruClientのドキュメントが，より直観的で分かりやすく，機能に焦点をあてた内容になりまし

た。

相関の改善

相関に関する機能が，次のように改善されています。
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l 引数がweb_reg_save_param_xpath APIに追加されています。このAPIはクエリに対して，選択

したノードの値だけでなくコンテンツ全体を返すよう指示します。

l web_reg_save_param_regexp APIで，複数のキャプチャ・グループを正規表現で入力し，どの

キャプチャ・グループを保存するか指定できるようになりました。また，一致する表現全体を保存す

ることも可能になりました。

l すぐに使える新しいASP.NET用の相関ルールが提供されます。

l 相関処理を行う前に，境界 /正規表現 /Xpathを変更できるようになりました。

l 相関スタジオが，RequestUrl引数も相関処理できるようになりました。

管理者権限の制限

Virtual User Generator( VuGen)およびAnalysisを管理者権限なしで実行できるようになりました。

データ形式拡張 ( DFE)機能のサポートの強化

次に対する DFE サポートが追加されました。

l Microsoft WCFバイナリXMLをXML形式に変換するバイナリXMLDFE。

l Remedy リクエスト・データをXML形式に変換するRemedy DFE

l クロスサイト・スクリプティング( XSS)防御コードを使用するサイトのテストを可能にするXSS DFE。

機能強化されたWeb HTTP/HTML プロトコルのサポート

Web HTTP/HTML プロトコルは次のように機能強化されています。

l PAC設定をスクリプト内から変更可能にする，新しいweb_set_pac API。

l web_set_user APIは機能強化されています。空の文字列 ( "")がホスト :ポートに渡されると，現

在のweb_set_user呼び出しのユーザ名とパスワードがすべてのドメインに適用されます。ただし，

異なるユーザとパスワードが別のweb_set_user呼び出しでドメインに設定されている場合は例

外です。

l サーバへの同時接続の最大数はユーザ-エージェント文字列に基づいて自動的に設定されます。

l JavaScriptエンジン – JavaScript コードをWebHTTP/HTMLスクリプトで実行可能にする新機能

が追加されました。

Flexの機能強化

l AMFポーリングとロング・ポーリングに対するサポートを新たに提供しています。これにより，Flex
Vuserスクリプトの flex_amf_callステップでポーリングとロング・ポーリングの認識および再生が可能

です。

l RTMP/Tは自動相関 (スタジオ，ルール，応答ベースRBC)をサポートするようになりました。

l flex_rtmp_receive_streamと flex_rtmp_tunneled_send APIによって，スクリプトが次のステップに

続行するまでの時間を指定できるようになりました。

拡大されたCitrixのサポート

Citrixのサポートが次のように拡大されています。
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l XenAppの機能強化 :

n 次のAPIが追加されています - Ctrx_Logoff:現在のCitrixセッションを閉じます。Ctrx_Get_
Server_Name:Citrixサーバの名前を返します。

n XenApp 6.5に対するサポートが追加されました。

l ICAファイルの調整 -サポートエンジニアがCitrix ICA とNFuseの記録 /再生中に受信した ICA
ファイルを，Citrix ServerWebインタフェース・レベルで変更を行うことなく調整できるようになりま

す。

l Citrix XenDesktopに対するサポートが追加されました。

l Citrix Access Gatewayのサポート :LoadRunnerは，Citrix Clientバージョン 10.200(またはそれ以

前 )とCitrix Clientバージョン 13.x用のCAGをサポートします。

IPv6のサポート

次の IPv6サポートが現在サポートされているモニタおよびユーティリティに追加されています。

l ネットワーク遅延モニタ( NDM)

l Web トレース

Java over HTTP( JOH)の機能強化

非対称 Javaオブジェクトのトラフィック・サポートが追加されました。

Oracle NCA
Oracle Forms 11に対するサポートが追加されました。

Analysis
Analysisは，次のように機能強化されました。

l SQLite -埋め込み型のSQLiteデータベースに対する新たなサポートが追加されました。SQLite
はロード結果のデータベースを最大 32 TBまでサポートします。

l カラー・パレット -新しいカラー・パレット機能が追加されました。これにより，最大 100個の色を指

定したり，グラフの実体に関連付けられる色を選択することができます。

l Analysisグラフ -リッチ・レポートにグラフのメモを追加できるようになりました。

LoadRunner Service Pack 11.52の新機能

LoadRunner Service Pack 11.52には，LoadRunner機能およびユーザ・エクスペリエンスを大幅に向

上させる豊富な新機能および機能強化が含まれています。

新機能および機能強化について説明します。

VuGenの改善されたパフォーマンス

VuGen の次の領域でパフォーマンスが向上しています。

l 複数のスクリプトを開く，削除する，閉じる，および使用して作業を行う機能。

l スクリプトの再生。

l ALMを使った作業
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n スクリプトのアップロードおよび再生。

n スクリプトのコンパイル。

l ステップ・ナビゲータの使用。

l Webスナップショット。

l VuGenを開く機能。

Analysisの改善されたパフォーマンス

Analysisの次の領域でパフォーマンスが向上しています。

l テスト結果の読み込み。

l リッチ・レポートの生成 (特に，1000を超える大規模なトランザクションの結果についてのレポート

向け)。

l Analysis APIでの統計計算。

l Analysisの起動。

Shunra™ネットワーク仮想化の機能強化

最新の Shunraネットワーク仮想化は次の機能強化を実現しています。

l Shunraネットワーク仮想化との統合機能が改善。これにより，Vuserグループ単位でネットワーク

仮想化が実行可能になり，LoadGenerator単位で複数の場所が指定できるようになります。

l 新しいMonitoringとAnalysisのネットワーク仮想化のグラフ。

l モバイル・ネットワークをシミュレートする，共有帯域幅または非共有帯域幅に対する追加サポー

ト

注 : LoadRunner 11.52にアップグレードすると，Shunraのリリース版 ( Shunra NVバージョン 8.6以
前 )を使用している場合は最新のShunra NVバージョンにアップグレードする必要があります。

NUnit，JUnit，およびいくつかのJavaベースのブラウザ自動化テストをサポート

l Controllerで新規シナリオを作成した際に，NUnit，JUnit，またはいくつかのJavaベースのブラウザ

自動化テストを読み込めるようになりました。

l NUnit，JUnit，またはいくつかのJavaベースのブラウザ自動化テストが，通常のVuGenスクリプト

と同様の方式で実行可能です。

注 : この機能にはDeveloper Virtual Userライセンスが必要です。

HP Live Network (HPLN)との統合

コンテンツを HPLN にダウンロードおよびアップロードできる新機能。

l VuGenユーザ・インタフェースで，HPLNから，関数 /アクションファイル，データ形式拡張機能ファイ

ル，相関ルールをダウンロードできます。ダウンロードされたファイルは VuGenに統合できます。

l VuGenユーザ・インタフェースで，HPLNをポータルを開いて関数 /アクション・ファイルをアップロード

し，データ形式拡張機能ファイル，および相関ルールをアップロードできます。
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仮想テーブル・サーバ(VTS)ユーティリティ

スタンド・アロン・サーバにインストールされた Web ベースのアドインによって，次のことが可能になりま

す。

l 標準のLoadRunnerパラメータ化の代替機能として提供される，Vuserスクリプトとを使用して作

業します。

l 単一のパラメータ値のセットから複数の仮想ユーザにパラメータ値を割り当てます。

l パラメータ値の表形式へのインポートVuserスクリプトで，これらのパラメータ値が使用できます。

l テスト・データを単一のサーバで管理すること可能にする方法を提供します。

注 :新しいVTS APIは VTSの過去のバージョンと互換性があります。レガシー・スクリプトへの細

かい変更が必要です。

アドインについて詳しくは，『LoadRunnerインストール・ガイド』の「追加コンポーネントのインストール」

セクションを参照してください。

IPv6の機能強化

Webtrace - IPv6対応のLinux用監視機能が， ICMP，TCP，UDPについて追加されました。

Visual Studio 2010および Eclipseの開発者向けアドイン

アドインによって次のことが可能になります。

l 標準の開発環境からユニット・テストを作成。

l LoadRunner APIを使用して，シナリオに直接組み込むことが可能なユニットテストを作成。

l LoadRunner Controllerからの実行をエミュレートする形で，テストを直接 Visual Studio 2010また

は Eclipseから実行。

アドインについて詳しくは，『LoadRunnerインストール・ガイド』の「追加コンポーネントのインストール」

セクションを参照してください。

Jenkinsの継続的な統合

Jenkinsプラグインが追加されており，LoadRunnerシナリオを構築ステップとしてトリガすることが可能

です。また，その結果は Jenkins結果ダッシュボードに表示されます。

このプラグインの完全なダウンロード，ドキュメント，およびサポートはhttp://wiki.jenkins-ci.orgから入

手可能です。

Windows 8および Internet Explorer 10のサポート

Windows 8および Internet Explorer 10に対するサポートが追加されています。

Chromeのサポート

WebHTTP/HTMLプロトコルに対するChromeサポートが追加されており，記録およびスクリプト再生

時のブラウザ・エミュレーション機能に追加で対応しています。

追加された Linuxディストリビューション

次のプロトコルの Linux機能強化が追加されました。

l Load Generator は現在次の Linuxディストリビューションにインストール可能です。
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Linuxディストリビューション

サポートされているバー

ジョン

アーキテク

チャ

サポートしているバー

ジョン

RedHat Enterprise Linux 5.0/6.0 x86 9.x以降

RedHat Enterprise Linux 5.0/6.0 x64 11.52

Oracle Enterprise Linux 32-
ビット

5.0 RH / 6.0 RH / 6.0
UEK

x86 11.52

Oracle Enterprise Linux 64-
ビット

5.0 RH / 6.0 RH / 6.0
UEK

x64 11.52

Ubuntuサーバ 10.04 LTS/12.04 LTS x86/x64 11.52

Amazon Linux Image 2012.03以降 x86/x64 11.52

l Linuxにインストールされた Load Generator では次のプロトコルがサポートされています。

n Web - HTTP/HTML( Service Pack 11.51でもサポート )

n Mobile(HTTP/HTML)( Service Pack 11.51でもサポート )

n SAPWeb( Service Pack 11.51でもサポート )

n C仮想ユーザ

n Oracle 2層

n Oracle NCA

n OracleWeb App 11i

l 改善された Linux LoadGeneratorインストーラ。

詳細については，『HP LoadRunnerインストール・ガイド』を参照してください。

改善された VuGenの使いやすさと機能性

次の機能改善が追加されました。

l 再生のサマリ・レポートは，詳細な統計を表示するようになりました。たとえば，接続，コンテンツ・

タイプ，応答コードに関する情報が示されます。

l 改善された実行環境設定のユーザ・インタフェース。

l VuGenは Eclipseと統合し，JavaベースのスクリプトをEclipseで編集，デバッグ，および再生を

行えるようになりました。

改善されたモバイル・トラフィックの記録

モバイル・トラフィックの記録が次のように機能強化されています。

l LoadRunnerプロキシの記録機能を使用してスクリプトを作成できます。VuGenマシンはモバイル・

デバイスとターゲット・サーバとの間のすべてのトラフィックをキャプチャしているプロキシ・サーバとして

機能します。

l HPのモバイル・レコーダを使用したスクリプトの作成。LoadRunner Mobile Recorderアプリケーショ

ンを使用してキャプチャ・ファイルをモバイル・デバイス上に記録可能にします。
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l モバイル・アプリケーションの記録方法を選択する方法を手順について説明するドキュメント・ガイ

ドが追加されています。

プロトコルの機能強化

次のプロトコルの機能強化が追加されました。

l データ形式拡張 ( DFE)機能の強化。

n DFEのドキュメントが大幅に強化されました。

n DFEのユーザ・インタフェースが再設計されました。

l Java 1.7 - Java 1.7に対するサポートが追加されました。

l PeopleSoft 9.1 - PeopleSoft 9.1に対するWebHTTP/HTMLサポートが追加されました。

l RDPプロトコルが機能強化されており，新たに次をサポートしています。

n 64ビットのエージェント。

n Windows 8を使用したサーバ・マシン。

n RDP 8.0 -Windows 7およびMSTSC 6.2での記録をサポート。

n セキュアな認証 -スクリプト再生時にネットワークレベルの認証をサポート。

l Flex – LCDS jarsが自動的に含まれるようになりました。

l Citrix - Citrix Agentは XenDesktop環境でサポートされます。

l Oracle NCAプロトコルが機能強化され，VuGenでの相関スキャンとデザイン・スタジオをサポート

するようになりました。

Controller
Controller の機能強化は次のとおりです。

l LoadRunnerを，ラウンド・ロビン・メソッドを使用してすべてのLoadGenerator間でグループをラン

プ・アップするように設定可能です。

Web Transportプロトコルのブラウザ・サポート

ブラウザ・サポートが次のように強化されています。

l 実行環境設定に， Internet Explorer 10のブラウザ・エミュレーションのサポートが追加されました。

l Internet Explorer 10で，プロキシ・サーバ使用時でも再生がサポートされるようになりました。

l LinuxのWeb仮想ユーザに対するweb_js API関数をサポート。

l プロキシ記録機能を使用して，たとえば Linuxマシンやモバイル・デバイスなどのVuGenをロードで

きないマシン上でWebHTTP/HTMLスクリプトを記録できます。
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Analysis
『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』へようこそ。本書は，LoadRunner Analysisグラフとレ

ポートを使用してシステム・パフォーマンスを分析する方法について説明します。

Analysisは，HP LoadRunner ControllerまたはHP Performance Centerで負荷テスト・シナリオを実

行した後に使用します。

HP LoadRunnerは，パフォーマンス・テストのためのツールです。このツールを使用して，アプリケーショ

ン全体に負荷をかけ，クライアント，ネットワークおよびサーバの潜在的なボトルネックの切り分けと特

定を行います。

HP Performance Centerでは，LoadRunnerの機能が企業レベルで実装されます。

Analysis を使った作業

Analysis の紹介

Analysis の概要

LoadRunner Analysisは，負荷テストのデータの収集と表示を行うためのHPツールです。負荷テス

ト・シナリオの実行時に，仮想ユーザはトランザクションを実行しながら結果データを生成しま

す。Analysisツールは，データの表示と理解を可能にするグラフとレポートを提供します。

各グラフには，グラフ内のメトリクスを説明する凡例が含まれています。データをフィルタリングしたり，特

定のフィールドごとに並べ替えることもできます。
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シナリオのパフォーマンスをテストの「実行中」に監視するには，『HP LoadRunner Controllerユーザー

ズ・ガイド』ので説明されているオンライン監視ツールを使用します。テストの「実行後」に結果のサマ

リを表示するには，次の1つまたは複数のツールを使用します。

l 仮想ユーザ・ログ・ファイル負荷テスト・シナリオ実行時の各仮想ユーザの全ログ記録が含まれて

います。これらのファイルは，シナリオ結果フォルダに格納されています(仮想ユーザ・スクリプトをスタ

ンドアロン・モードで実行する場合，これらのファイルは仮想ユーザ・スクリプト・フォルダに保存され

ます)。

l Controller の出力ウィンドウ :負荷テスト・シナリオの実行に関する情報が表示されます。シナリオ

の実行が失敗した場合は，このウィンドウでデバッグ情報を確認します。

l Analysisグラフ :標準およびプロトコル固有のグラフにより，システムのパフォーマンスを確認できま

す。これらのグラフには，トランザクションと仮想ユーザに関する情報も表示されます。また，複数の

負荷テスト・シナリオの結果を結合したり，複数のグラフを 1つのグラフにマージしたりすることによっ

て，複数のグラフを比較できます。

l Analysisグラフ・データおよび未処理のデータ・ビュー :これらのビューには，グラフの基となる実デー

タがスプレッドシート形式で表示されます。このデータを外部の表計算アプリケーションにコピーして

ほかの処理を行うことも可能です。

l Analysis レポート :このユーティリティを使用すると，各グラフのサマリを生成できます。レポートに

は，テストの重要データが自動的に集計され，グラフや表形式で表示されます。レポートは，カス

タマイズ可能なレポート・テンプレートに基づいて生成できます。
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Analysis の基本

本項では，Analysisを使用した作業方法の理解を深める基本概念について説明します。

Analysisセッションの作成

負荷テスト・シナリオを実行すると，データが結果ファイル(拡張子 .lrr)に格納されます。Analysis
は，収集された結果データを処理してグラフとレポートを作成するユーティリティです。

Analysisユティリティでは，「セッション」単位で作業を行います。Analysisセッションでは，少なくとも 1
つのシナリオ結果セット ( .lrrファイル)を使用します。現在のグラフの表示設定情報およびレイアウト

設定は，拡張子 .lraのファイルに保存されます。

Analysisの起動

Analysisは，独立したアプリケーションとして起動するか，Controllerから直接起動します。Analysis
を独立したアプリケーションとして起動するには，次のいずれかを選択します。

l ［スタート］ > ［すべてのプログラム］ > ［HP ソフトウェア］ > ［HP LoadRunner］ > ［Analysis］

l デスクトップ上のAnalysisショートカット

Analysisを直接 Controllerから開くには，ツールバーで［Analysis］ボタン をクリックまたは［結果］
> ［結果の分析］を選択します。この方法は，負荷テスト・シナリオの実行後にのみ可能で

す。Analysisは，現在のシナリオの最新の結果ファイルを取得し，その結果を使って新規セッションを

開きます。また，シナリオの実行後にAnalysisが自動的に起動されるように設定することもできます。

その場合は，Controllerで［結果］ > ［Analysisの自動起動］を選択します。

実行結果の照合

負荷テスト・シナリオを実行すると，標準ではすべての仮想ユーザ情報が各仮想ユーザのホストに保

存されます。シナリオの実行後，すべてのホストからの結果が自動的に「照合」または統合され，結

果フォルダに送られます。

この自動照合機能をオフにするには，Controller ウィンドウで［結果］>［結果の自動照合］を選択

し，該当するオプションのチェック・マークを外します。手作業で結果を照合するには，［結果］>［結果

の照合］を選択します。  結果が照合されなかった場合は，Analysisによって分析データを生成する

前に，自動的に結果が照合されます。

トラブルシューティング

Analysisの動作が想定外で，予期しないメッセージが表示される場合，これは Analysisに対して

有効になっているUAC仮想化によるものである場合があります。UAC仮想化を，Windows タスク・

マネージャ内のAnalysis.exeプロセス上で無効にすることができます。

Analysis グラフ

Analysisグラフは，次のカテゴリに分類されます。

l アプリケーション・コンポーネント・グラフ :Microsoft COM+サーバとMicrosoft NET CLRサーバのリ

ソースの使用状況に関する情報が表示されます。詳細については，「アプリケーション・コンポーネ

ント・グラフ」 (269ページ)を参照してください。

l アプリケーションの導入ソリューション・グラフ :Citrix MetaFrameサーバのリソースの使用状況に関
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する情報が表示されます。詳細については，「アプリケーションの導入ソリューション・グラフ」 (292
ページ)を参照してください。

l データベース・サーバ・リソース・グラフ :データベース・リソースに関する情報が表示されます。詳細

については，「データベース・サーバ・リソース・グラフ」 (229ページ)を参照してください。

l ERP/CRM サーバ・リソース・グラフ :ERP/CRMサーバのリソースの使用状況に関する情報が表

示されます。詳細については，「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフ」 (255ページ)を参照してくださ

い。

l エラー・グラフ :負荷テスト・シナリオの実行中に発生したエラーに関する情報が表示されます。詳

細については，「エラー・グラフ」 (156ページ)を参照してください。

l ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ :ファイアウォール・サーバのリソースの使用状況に関する情

報が表示されます。詳細については，「ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ」 (216ページ)を参照

してください。

l Flex RTMP グラフ : Flexサーバのリソースの使用状況に関する情報が表示されます。詳細につ

いては，「Flexグラフ」 (147ページ)を参照してください。

l インフラストラクチャ・リソース・グラフ :ネットワーク・クライアント上での

FTP，POP3，SMTP， IMAP，DNS仮想ユーザのリソースの使用状況に関する情報が表示され

ます。詳細については，「インフラストラクチャ・リソース・グラフ」 (304ページ)を参照してください。

l J2EE & .NET 診断グラフ :J2EE & .NETWeb，アプリケーション，データベース・サーバを利用する

個々のトランザクションを追跡し，時間を測定し，トラブルシューティングを行うための情報が表示

されます。詳細については，「J2EE & .NET診断グラフ」 (382ページ)を参照してください。

l ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ : Tuxedoおよび IBMWebSphereMQサーバのリソースの使用

状況に関する情報が表示されます。詳細については，「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ」 (298
ページ)を参照してください。

l ネットワーク・モニタ・グラフ :ネットワークの遅延に関する情報が表示されます。詳細については，

「ネットワーク・モニタ・グラフ」 (174ページ)を参照してください。

l Oracle 11i 診断グラフ :Oracle NCAシステムのトランザクションによって生成された SQLの詳細

なブレークダウン診断が表示されます。詳細については，「Oracle 11i診断グラフ」 (358ページ)を
参照してください。

l SAP 診断グラフ :SAPサーバのトランザクションによって生成された SAPデータの詳細なブレーク

ダウン診断が表示されます。詳細については，「SAP診断グラフ」 (364ページ)を参照してくださ

い。

l Siebel 診断グラフ :Siebel Web，Siebel App，Siebelデータベース・サーバで生成されたトランザク

ションの詳細なブレークダウン診断が表示されます。詳細については，「Siebel診断グラフ」 (335
ページ)を参照してください。

l Siebel DB 診断グラフ :Siebelシステムのトランザクションによって生成された SQLの詳細なブ

レークダウン診断が表示されます。詳細については，「Siebel DB診断グラフ」 (349ページ)を参照

してください。

l ストリーミング・メディア・グラフ :ストリーミング・メディアのリソースの使用状況に関する情報が表示

されます。詳細については，「ストリーミング・メディア・グラフ」 (248ページ)を参照してください。

l システム・リソース・グラフ :負荷テスト・シナリオの実行中にオンライン・モニタによって監視されたシ

ステム・リソースに関する統計情報が表示されます。このカテゴリには，SNMP監視グラフも含まれ

ます。詳細については，「システム・リソース・グラフ」 (198ページ)を参照してください。
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l トランザクション・グラフ :トランザクション・パフォーマンスと応答時間に関する情報が表示されます。

詳細については，「トランザクション・グラフ」 (138ページ)を参照してください。

l ユーザ定義データ・ポイント・グラフ :オンライン・モニタによって収集された，ユーザ定義のデータ・ポ

イントに関する情報が表示されます。詳細については，「ユーザ定義データ・ポイント・グラフ」 (172
ページ)を参照してください。

l 仮想ユーザ・グラフ :仮想ユーザの状態や統計情報などに関する情報が表示されます。詳細に

ついては，「仮想ユーザ・グラフ」 (153ページ)を参照してください。

l Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ :さまざまな Webアプリケーション・サーバのリソースの

使用状況に関する情報が表示されます。詳細については，「Webアプリケーション・サーバ・リソー

ス・グラフ」 (220ページ)を参照してください。

l Web ページ診断グラフ :Webページ内の各コンポーネントのサイズとダウンロード時間に関する情

報が表示されます。詳細については，「Webページ診断グラフ」 (177ページ)を参照してください。

l Web リソース・グラフ :Web仮想ユーザのスループット，秒ごとのヒット数，秒ごとのHTTP応答数，

秒ごとの再試行数，および秒ごとのダウンロード・ページ数に関する情報が表示されます。詳細に

ついては，「Webリソース・グラフ」 (160ページ)を参照してください。

l Web サーバ・リソース・グラフ :ApacheおよびMS IIS Webサーバのリソースの使用状況に関する

情報が表示されます。詳細については，「Webリソース・グラフ」 (160ページ)を参照してください。

Analysis API
LoadRunner Analysis APIを使用すると，Analysisユーザ・インタフェースの機能の一部を実行するプ

ログラムや，外部アプリケーションで使用するデータを抽出するプログラムを作成することができま

す。APIを使ってさまざまな機能を実行できますが，特に，テスト結果からAnalysisセッションを作成

する，Analysisセッションの未処理の結果を分析する，外部で使用するためにセッションの主要な測

定値を抽出する，といったことが可能です。アプリケーションは，テスト完了時に LoadRunner
Controllerから起動できます。詳細については，『Analysis API Reference』を参照してください。

ネットワークの仮想化

LoadRunnerはHP ソフトウェア用にShunraネットワーク仮想化と統合します。これにより，実際のネッ

トワーク条件下での，WANまたは他のネットワーク・デプロイが適用される製品のポイント・ツー・ポイ

ント・パフォーマンスをテストできるようになります。このソフトウェアを LoadGeneratorにインストールする

と，遅延，パケットの喪失，リンク障害など，発生する可能性が高い影響を取り入れることができま

す。その結果，アプリケーションの実際のデプロイメントをより正確に表した環境で，シナリオがテストを

実行できます。

同じ WANの影響の固有セットを使用する複数のLoadGeneratorマシンまたは単一のLoad
Generatorグループを設定し，各セットに( NY- Londonなどの)固有の場所の名前を与えることで，よ

り有用な結果を作成できます。シナリオの結果をAnalysisで表示するときに，メトリクスを場所名ごと

にグループ分けできます。

詳細については，「ネットワーク仮想化のグラフ」 (208ページ)を参照してください。

Analysis ウィンドウのレイアウトをカスタマイズする方法

このタスクでは，Analysisセッションのウィンドウのレイアウトをカスタマイズする方法について説明しま

す。
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ウィンドウを開く

ウィンドウを開いたり，閉じられたウィンドウを復元するには，［ウィンドウ］メニューから該当するウィンド

ウの名前を選択します。

画面のレイアウトのロックまたはロック解除を行う

画面のロックまたはロック解除するには，［ウィンドウ］>［レイアウトのロック］を選択します。

ウィンドウの配置を標準レイアウトに戻す

Analysisウィンドウの配置を標準レイアウトに戻すには，［ウィンドウ］>［標準のレイアウトに戻す］を選

択します。

注 : このオプションは，開いているAnalysisセッションがない場合にのみ使用できます。

ウィンドウの配置をクラシック・レイアウトに戻す

Analysisウィンドウの配置をクラシック・レイアウトに戻すには，［ウィンドウ］>［クラシック レイアウトに戻

す］を選択します。クラシック・レイアウトは，旧バージョンのAnalysisのレイアウトに似ています。

注 : このオプションは，開いているAnalysisセッションがない場合にのみ使用できます。

ウィンドウの位置変更とドッキングを行う

どのウィンドウも，画面上の望みの場所までドラッグして位置を変更することができます。また，ウィンド

ウをドラッグし，ガイドのひし形の矢印を使用して，望みの場所にウィンドウをドッキングすることができ

ます。

注 :

l 画面の中央部にドッキングできるのは，ドキュメント・ウィンドウ(グラフまたはレポート )だけで

す。

l ウィンドウの位置変更またはドッキングを行う場合，［ウィンドウ］>［レイアウトのロック］を選択

しないでください。

自動非表示の使い方

自動非表示機能を使うと，開いている使用されていないウィンドウを最小化できます。ウィンドウは

画面の端に沿って最小化されます。

ウィンドウのタイトル・バーにある［自動非表示］ボタンをクリックすると，自動非表示機能が有効また

は無効になります。

Analysis ツールバー

本項では，Analysisのメイン・ツールバーからアクセスできるボタンについて説明します。

共通ツールバー

このツールバーには，ページの最上部にあるツールバーから常にアクセスでき，次のボタンが含まれてい

ます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

セッションを新規作成します。

既存のセッションを開きます。

結果の相互参照グラフを生成します。

セッションを保存します。

項目を印刷します。

HTMLレポートを作成します。

実行環境設定を表示します。

グローバル・フィルタ・オプションを設定します。

SLAルールの設定

トランザクションを分析します。

直前に行ったアクションを取り消します。

取り消した直前のアクションをやり直します。

サマリページにフィルタを適用

サマリをExcelへエクスポート

グラフ・ツールバー

このツールバーには，グラフが開いているときにページの最上部からアクセスでき，次のボタンが含まれ

ています。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

フィルタを設定します。

フィルタ設定を解除します。

目盛間隔を設定します。
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UI 要素 説明

グラフを結合します。

自動相関を設定します。

未処理のデータを表示します。

グラフにコメントを追加します。

グラフに矢印を追加します。

表示オプションを設定します。

［セッション エクスプローラ］ウィンドウ

このウィンドウには，現在のセッションで開かれている項目 (グラフとレポート )のツリー・ビューが表示され

ます。セッション・エクスプローラ内の項目をクリックすると，その項目がAnalysisのメイン・ウィンドウで

アクティブになります。
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利用方法 次のいずれかを使用します。

l セッション・エクスプローラ

l ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリレポート］

l ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サービスレベルア

グリーメント レポート］

l ［セッション エクスプローラ］> >［トランザクションの分析］

l ［セッション エクスプローラ］>［グラフ］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

新規のグラフまたはレポートを現在のAnalysisセッションに追

加する。［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックスを開きます。詳

細については，「［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス」 (41
ページ)を参照してください。

選択されたグラフまたはレポートを削除する。

選択されたグラフまたはレポートの名前を変更する。

選択されたグラフのコピーを作成する。
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［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，Analysisのメイン・ウィンドウでアクティブにするグラフ・タイプを選択

できます。

利用方法
［セッション エクスプローラ］>［グラフ］>

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

グラフの選択 グラフ・タイプのリストを表示し

ます。

データを含むグラフのみを表示す

る

これにチェックマークを入れる

と，データのあるグラフだけが

［グラフの選択］領域に(青で)
表示されます。

グラフの説明 選択したグラフに関する詳細

情報が表示されます。
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UI 要素 説明

選択したグラフが生成され，

次に追加されます。

セッション・エクスプローラ:

グラフの［グラフの設定］ダイア

ログ・ボックスを開きます。詳細

については，「［フィルタ］ダイア

ログ・ボックス」 (87ページ)を参

照してください。このオプション

を使用して，グラフが表示され

る前に選択したグラフに対して

フィルタ条件を適用できます。

(続き)

グラフまたはレポートの印刷

このダイアログ・ボックスを使用して，グラフまたはレポートを印刷できます。

利用方法 次のいずれかの処理を行います。

l ［ファイル］>［印刷］

l メイン・ツールバー>

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

印刷する項目の選択 l 全項目 :現在のセッションのすべてのグラフとレポートを印刷

します。

l 現在の項目 :セッション・エクスプローラで現在選択されて

いるグラフまたはレポートを印刷します。

l 選択した項目 :印刷するグラフまたはレポートを選択しま

す。

次を含める l ユーザのメモ : ［ユーザのメモ］ウィンドウ内のメモを印刷しま

す。

l グラフの詳細 :グラフのフィルタや粒度設定などの詳細情

報を印刷します。

Analysis の設定

サマリ・データと完全データ

100MBを超える大規模な負荷テスト・シナリオでは，Analysisでのデータ処理に時間がかかることが

あります。Analysisが負荷テスト・シナリオから結果データを生成する方法を設定する場合，完全

データを生成するのか，サマリ・データを生成するのかを選択できます。

完全データとは，Analysisでの使用のために処理が行われた処理済みの結果データのことです。

サマリ・データとは，未処理のデータのことです。サマリ・グラフには，トランザクションの名前や時間など

の一般情報が含まれています。フィールドの中には，サマリ・グラフを使った作業を行っているときにフィ

ルタリングの対象にできないものもあります。

一部のグラフは，サマリ・データのみを表示させている場合には使用できません。

Analysis マシンからのデータの直接インポート

Analysisの結果データを保存するためにSQLServerやMSDEマシンを使用している場合

は，Analysisマシンからデータを直接インポートするようにAnalysisを設定できます。

SQL Serverからデータをインポートする

Analysisマシンからデータを直接インポートするためのオプションを選択しなかった場合は，CSVファイ

ルがローカルの tempフォルダに作成されます。そのCSVファイルは，SQLServerマシンの共有フォル

ダにコピーされます。SQLServerエンジンがそのCSVファイルをデータベースにインポートします。次の

図は，そのデータの流れを示しています。
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Analysisマシンからデータをインポートする

Analysisマシンからデータを直接インポートするためのオプションを選択した場合は，CSVファイルが

Analysisマシンの共有フォルダに作成され，SQLServerがそれらのCSVファイルをAnalysisマシンか

らデータベースへ直接インポートします。次の図は，そのデータの流れを示しています。
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負荷テスト結果の分析の設定方法

次の手順では，Analysisの負荷テスト結果の分析方法に大きく影響する特定のAnalysisの設定

を行う方法について説明します。

Analysisが結果データを処理する方法の設定

［ツール］>［オプション］>［結果の収集］タブで，Analysisが負荷テスト・シナリオの結果データを処理

する方法を定義します。たとえば，Analysisが結果データを集計する方法，データの処理範囲，お

よびControllerから出力メッセージをコピーするのかどうかを設定できます。ユーザ・インタフェースの詳

細については，「［結果の収集］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボックス) 」 (48ページ)を参照してくださ

い。

テンプレートの設定

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テンプレートの適用 /編集］ダイアログ・ボックス」 (73ページ)
を参照してください。

トランザクションの分析の設定

［ツール］>［オプション］>［一般］タブの［サマリレポート］領域で，トランザクションの分析方法やサマリ・

レポートでの表示方法を設定します。詳細については，「［一般］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボック

ス) 」 (45ページ)の説明を参照してください。

［一般］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボックス)
このタブでは，日付形式，一時保存先，およびトランザクション・レポートの設定など，一般的な

Analysisオプションを設定できます。
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利用方法 ［ツール］>［オプション］>［一般］タブ

関連項目 「負荷テスト結果の分析の設定方法」 (45ページ)
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

日付の形式 保存および表示用の日付形式を選択します(サマリ・レポート

に表示される日付など)。

l ヨーロッパ式 :ヨーロッパ式の日付形式を表示します。

l 米国 ：米国式の日付形式を表示します。

l 繁体字中国語式 :繁体字中国語式の日付形式を表示

します。

l ローカル地域オプション :現在のユーザの地域設定で定義

された日付形式を表示します。

注 :変更した日付形式は，新しく作成された Analysisセッ

ションにのみ反映されます。既存のセッションの日付形式には

影響しません。

ファイルブラウザ ファイルを開くためのダイアログが開くディレクトリの場所を選択

します。

l 最後に使用したディレクトリで開く :ファイルを開くためのダイ

アログで最後に使用したディレクトリを開きます。

l 指定したディレクトリで開く :ファイルを開くためのダイアログで

指定のディレクトリを開きます。

［ディレクトリのパス］ボックスで，ファイルを開くためのダイアログ

で開くディレクトリの場所を入力します。

一時保存先 一時ファイルを格納するディレクトリの場所を選択します。

l Windows一時ディレクトリを使用する :一時ファイルを

Windowsの tempディレクトリに保存します。

l 指定したディレクトリを使用する :一時ファイルを指定された

ディレクトリに保存します。

［ディレクトリのパス］ボックスで，一時ファイルを保存するディ

レクトリの場所を入力します。
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UI 要素 説明

サマリ・レポート サマリ・レポート内の次のトランザクション設定を指定します。

l トランザクションのパーセンタイル値 :サマリ・レポートに

は，90%のトランザクションの応答時間を示すパーセンタイ

ル・カラムがあります( 90%のトランザクションがこの時間内に

収まります)。90% という標準の値を変更するには，［トラン

ザクションのパーセンタイル値］ボックスに新しい数値を入力

します。

これはアプリケーション・レベルの設定であるため，新しい値が

適用されるのは，次に結果ファイルを分析するときだけです

( ［ファイル］ > ［新規作成］)。

注 :新しいセッションにテンプレートが自動的に適用される場

合，トランザクションの設定は，［オプション］ダイアログ・ボックス

内の定義ではなくテンプレート内の定義に従って定義されま

す。テンプレートの設定は，［テンプレート］ダイアログ・ボックスで

定義します( ［ツール］>［テンプレート］>［テンプレートの適用 /編
集］)。

スタート・ページ Analysisアプリケーションを開くたびに，［Analysisへようこそ］タ

ブが表示されるようにするには，［開始時にスタート ページを表

示する］を選択します。

グラフ 経過シナリオ時間をグラフのX軸に表示する方法を選択しま

す。

Use Absolute time :マシンのシステム・クロックの絶対時間を

基準として経過時間が表示されます。オフの場合は，シナリオ

実行の開始を基準として経過時間が表示されます。標準設

定ではオフになっています。

［結果の収集］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボックス)
このタブでは，Analysisが負荷テスト・シナリオの結果データを処理する方法を定義できます。
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利用方法 ［ツール］>［オプション］>［結果の収集］タブ

重要情報 このタブのオプションは，標準設定であらかじめ定義されていま

す。変更する必要が特にない場合は，これらの標準設定を

使用することをお勧めします。一部の設定 (標準設定の集計

など)を変更すると，Analysisデータベースに保存されるデータ

量に大きく影響する可能性があります。

関連項目 「負荷テスト結果の分析の設定方法」 (45ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

データ ソース この領域では，Analysisが負荷テスト・シナリオから

結果データを生成する方法を設定します。

完全データとは，Analysisでの使用のために処理が

行われた処理済みの結果データのことです。サマリ・

データとは，未処理のデータのことです。サマリ・グラフ

には，トランザクションの名前や時間などの一般情報

が含まれています。サマリ・データと完全データの詳細

については，「サマリ・データと完全データ」 (43ページ)
を参照してください。

次のオプションのいずれかを選択します。

l サマリデータのみ生成する :このオプションを選択

すると，フィルタリングやグループ分けなどの高度な

操作のためのデータ処理は行われません。

l 完全データのみ生成する :このオプションを選択す

ると，グラフの並べ替え，フィルタリング，そのほかの

操作が可能です。

l 完全データの生成中にサマリを表示する :完全

データの処理の完了を待つ間，サマリ・データを表

示できます。

注 : 完全データを生成するためのオプションのいずれ

かを選択した場合，［データ集計］領域で Analysis
が完全データを集計する方法を定義できます。
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UI 要素 説明

データ集計 ［データ ソース］領域で完全データを生成するように

選択した場合，この領域を使用して Analysisが
データを集計する方法を設定します。

データの集計は，大規模なシナリオでデータベースの

サイズを縮小し，処理時間を削減するために必要

です。

次のオプションのいずれかを選択します。

l データを自動集計してパフォーマンスを最適化す

る :組み込みのデータ集計数式を使用してデー

タを集計します。

l Web データのみ自動集計する :組み込みのデー

タ集計数式を使用して，Webデータのみを集計

します。

l ユーザ定義の集計を適用する :ユーザが定義し

た設定を使用してデータを集計します。

［集計の設定］ボタンをクリックして［データ集計の設

定］ダイアログ・ボックスを開き，カスタム集計設定を

定義します。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，「［データ集計の設定］ダイアログ・ボックス( ［結
果の収集］タブ) 」 (52ページ)を参照してください。

データの時間範囲 この領域で，シナリオの実行時間全体のデータを表

示するのか，指定の時間範囲のデータのみを表示す

るかを指定します。次のオプションのいずれかを選択

します。

l シナリオ全体 :負荷テスト・シナリオの実行時間

全体のデータが表示されます。

l 指定したシナリオの時間範囲 :次のボックスを使

用して時間範囲を指定します。

n 結果分析の開始位置 :シナリオの開始からどの

くらいの時間が経過した時点からのデータを表

示するかを( hh:mm:ss形式で)入力します。

n 終了 :シナリオのどの時点までのデータを表示す

るかを( hh:mm:ss形式で)入力します。

注 :

l データが不完全な可能性があるため，Oracle 11i
やSiebel DBの診断グラフを分析する場合には，

［指定したシナリオの時間範囲］オプションを使用

しないことをお勧めします。

l ［指定したシナリオの時間範囲］設定は［仮想

ユーザの接続と実行］グラフには適用されません。
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UI 要素 説明

Controller 出力メッセージを Analysis
セッションにコピー

Controller出力メッセージは，Analysisの［Controller
出力メッセージ］ウィンドウに表示されます。Controller
によって生成される出力メッセージをAnalysisセッショ

ンにコピーするには，次のいずれかのオプションを選択

します。

l データ セットが X MB 未満の場合，コピーする :
Controllerの出力データ・セットが指定された量よ

り少ない場合，そのデータをAnalysisセッションに

コピーします。

l 常にコピー :Controllerの出力データを常に

Analysisセッションにコピーします。

l コピーしない :Controllerの出力データをいっさい

Analysisセッションにコピーしません。

［結果の収集］タブの設定を現在のセッションに適用

するには，このボタンをクリックします。Controller出力

データは，Analysisセッションが保存されるときにコ

ピーされます。

［データ集計の設定］ダイアログ・ボックス( ［結果の収集］タブ)
負荷テスト・シナリオの結果から完全データを生成する場合，Analysisによって，組み込みのデータ

集計数式またはユーザが定義した集計設定を使用してデータが集計されます。このダイアログ・

ボックスでは，カスタム集計設定を定義できます。
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利用方法 ［ツール］>［オプション］>［結果の収集］を選択します。［ユーザ

定義の集計を適用する］オプションを選択し，［集計の設定］

ボタンをクリックします。

重要情報 このダイアログ・ボックスで，粒度の設定を選択できます。データ

ベースのサイズを縮小するには，粒度を大きくします。より詳細

な結果を得るには，粒度を小さくします。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

集計データ 次の条件を使用してカスタム集計設定を定義するには，この

オプションを選択します。

l 集計するデータのタイプを選択 :データを集計するグラフのタ

イプを選択するには，このチェック・ボックスを使用します。

l 集計するグラフのプロパティを選択 :集計するグラフのプロパ

ティを選択するには，このチェック・ボックスを使用します。

失敗した仮想ユーザからのデータを除外する場合は，［失敗

した仮想ユーザを集計しない］を選択します。

注 : このリストで選択したグラフのプロパティはドリルダウンでき

ません。

l 使用する粒度の選択 :データの粒度 (目盛間隔 )を指定

します。最小の粒度は 1秒です。

Web データの集計のみ Webデータのみを集計するには，このオプションを選択します。

［Web データに対し X の粒度を使用］ボックスで，Webデータ

独自の粒度を指定します。

最小の粒度は 1秒です。標準では，Webの測定値は 5秒ご

とに集計されます。

［データベース］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボックス)
このタブでは，Analysisセッション結果データを格納するデータベースを指定し，CSVファイルをデータ

ベースにインポートする方法を設定できます。
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利用方法 ［Analysis］>［ツール］>［オプション］>［データベース］タブ
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重要情報 Analysisデータは次の3つの形式のいずれか1つで保存され

ます。次の表に示されるように，Analysisセッション・ファイルの

サイズに基づいて形式を選択します。

Analysisセッション・ファイルのサ

イズ

推奨される形式

l 2GB未満 Access 2000

l 2GB～10GB SQL Server/MSDE

注 : マルチスレッド /
モードで作業する

必要がある場合は

SQL Server/MSDE
を選択します。

l 10GBを超える場合 SQLite

注 : SQLite形式

では，32テラバイト

までのデータを格納

できます。

注 : Access 2000データベース形式とSQLite形式は両

方とも埋め込まれたデータベースです。セッション・ディレクト

リにはデータベースと分析データの両方が含まれます。

関連項目 「Analysisマシンからのデータの直接インポート」 (43ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

Access 2000 Analysisの結果データをAccess 2000データベース形式で保

存するよう LoadRunnerに指示します。これは標準設定です。

SQL Server/MSDE Analysisの結果データをSQLServerまたはMSDEマシンに

保存するよう LoadRunnerに指示します。このオプションを選択

した場合，次に示す［サーバの詳細］と［共有フォルダの詳細］

を設定する必要があります。

SQLite Analysisの結果データをSQLiteデータベース形式で保存する

よう LoadRunnerに指示します。

この形式を選択すると，マルチスレッド・モードで作業を行うこと

はできません。
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UI 要素 説明

［サーバの詳細］領域 SQLServer /MSDEマシンの詳細。次の説明を参照してくださ

い。

［共有フォルダの詳細］領域 SQLServer /MSDEマシンの共有フォルダの詳細。次の説明

を参照してください。

使用するデータベースに応じて，このボタンでは次のアクションが

実行されます。

l Accessの場合 :Accessデータベースに接続して，ユーザ

のマシンの区切り文字レジストリ・オプションがデータベース・

マシンの区切り文字と同じであることを確認できます。

l SQL Server /MSDE の場合 :SQLServerマシンまたは

MSDEマシンに接続して，指定した共有フォルダがサーバ

に存在するかどうか，またその共有サーバ・フォルダに対して

書き込み権限があるかどうかを確認できます。共有サーバ・

フォルダが存在し，書き込み権限がある場合，共有サー

バ・ディレクトリと物理サーバ・ディレクトリの同期がとられま

す。

l SQLiteの場合 :このボタンは無効になります。

Analysisセッションを設定およびセットアップすると，結果が格

納されているデータベースが断片化することがあります。その結

果，ディスク領域が過度に使用されることになります。Access
データベースの場合，［データベースの圧縮］ボタンを使用し

て，結果データを圧縮して修復し，データベースを最適化でき

ます。［SQLite］を選択するとこのボタンは無効になります。

注 : 実行が長時間 ( 2時間以上 )にわたる負荷テスト・シナリ

オは，圧縮により多くの時間がかかります。

［詳細オプション］ダイアログ・ボックスが開き，LoadRunnerの結

果を処理するときやほかのソースからデータをインポートするとき

のパフォーマンスを向上させることができます。［SQLite］を選択

するとこのボタンは無効になります。ユーザ・インタフェースの詳

細については，「［詳細オプション］ダイアログ・ボックス( ［データ

ベース］タブ) 」 (59ページ)を参照してください。

［サーバの詳細］領域

Analysisの結果データをSQLServerまたはMSDEマシンに保存する場合，サーバの詳細を入力す

る必要があります。ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

サーバ名 SQLServer /MSDEが実行されているマシンの名前。
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UI 要素 説明

Windows統

合セキュリティ

を使用

ユーザ名とパスワードを指定する方法の代わりに，Windowsログインを使用でき

ます。標準設定では，SQLServerのユーザ名は「sa」で，パスワードには何も指

定されていません。

ユーザ名 マスタ・データベースのユーザ名。

パスワード マスタ・データベースのパスワード。

(続き)

［共有フォルダの詳細］領域

Analysisの結果データをSQLServerまたはMSDEマシンに保存する場合，共有フォルダの詳細を

入力する必要があります。ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

Analysisマシンからデータを直

接インポート

Analysisマシンからデータを直接インポートするには，このオプ

ションを選択します。このオプションの詳細については，

「Analysisマシンからのデータの直接インポート」 (43ページ)を
参照してください。
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UI 要素 説明

MS SQL Server の共有フォルダ l 共有フォルダのパス :SQLServer/MSDEマシン上の共有

フォルダのパスを入力します。たとえば，SQLServerの名前

がflyの場合は，「\\fly\<Analysis database

folder>\」と入力します。

このフォルダの役割は，Analysisデータのインポート方法に

よって異なります。

n Analysisマシンからデータを直接インポートするためのオプ

ションを選択しなかった場合，このフォルダには永続または

一時データベース・ファイルが保存されます。なお，SQL
ServerマシンまたはMSDEマシンに格納されている

Analysisセッションの結果データは，そのマシンのローカル

LANでのみ表示できます。

n Analysisマシンからデータを直接インポートするためのオプ

ションを選択した場合，このフォルダには Analysisマシンか

らコピーされた空のデータベース・テンプレートが保存されま

す。

l ローカルフォルダのパス :前述の共有フォルダ・パスに対応

するSQLServerマシンまたはMSDEマシンの実ドライブと

フォルダ・パスを入力します。たとえば，Analysisデータベー

スがflyという名前のSQLServerに割り当てられ，flyが

D ドライブに割り当てられている場合は，「D:\<Analysis

データベース・フォルダ>」と入力します。

SQLServerまたはMSDE とAnalysisが同一マシン上にある

場合，論理的保管場所と物理的保管場所は，まったく同

じになります。
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UI 要素 説明

Analysisホストの共有フォルダ Analysisマシンからデータを直接インポートするためのオプション

を選択した場合は，［共有フォルダのパス］ボックスが有効に

なっています。Analysisは，Analysisマシン上のすべての共有

フォルダを検出し，それらをドロップダウン・リストに表示します。

リストから共有フォルダを選択してください。

注 :

l SQLServerを実行するユーザ(標準設定では SYSTEM)
がこの共有フォルダに対するアクセス権を持っていることを確

認してください。

l マシンに新しい共有フォルダを追加する場合は，更新ボタ

ン をクリックすると，更新された共有フォルダのリストが
表示されます。

l AnalysisがこのフォルダにCSVファイルを作成し，SQL
ServerがそれらのCSVファイルをAnalysisマシンからデータ

ベースへ直接インポートします。このフォルダには，永続的

なデータベース・ファイルと一時データベース・ファイルが保存

されます。

［詳細オプション］ダイアログ・ボックス( ［データベース］タブ)
このダイアログ・ボックスでは，LoadRunnerの結果を処理するときやほかのソースからデータをインポート

するときのパフォーマンスを向上させることができます。

利用方法 ［ツール］>［オプション］>［データベース］タブ >［詳細］ボタン

関連項目 「［データベース］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボックス) 」 (53ペー

ジ)
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

Analysisデータをデータベースに

挿入するための個別のスレッドを

作成

このオプションは，データベース・サーバのメモリを大量に消費す

る可能性があるため，十分なメモリ・リソースがある場合にのみ

使用してください。

SQL パラメータを使用して，SQL
Server のメモリバッファを利用で

きます。

このオプションは，Analysisセッションの結果データをSQL
ServerまたはMSDEマシンに保存する場合にのみ有効になり

ます。

［Web ページ診断］タブ( ［オプション］ダイアログ・ボックス)
このタブでは，Webページのブレークダウンのオプションを設定できます。セッション IDなどの動的情報

を含むURLの表示を集計する方法を選択できます。これらのURLは個別に表示することも，デー

タ・ポイントを結合し 1本の線として統合して表示することもできます。
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利用方法 ［ツール］>［オプション］>［Web ページ診断］タブ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

個別のURL を表示 各 URLを個別に表示します。

結合された URL の平均を表示 同じスクリプト・ステップのURLを 1つのURLに統合し，結合

(平均 )データ・ポイントを使ってグラフを表示します。

［セッション情報］ダイアログ・ボックス( ［オプション］ダイアログ・
ボックス)

このダイアログ・ボックスでは，現在のAnalysisセッションの設定プロパティのサマリを表示できます。

利用方法 ［ファイル］>［セッション情報］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

集計されるデータの種類，集計に適用される基準，集計され

るデータの時間の粒度が表示されます。

SQLServerデータベースとMSDEデータベースのプロパティが

表示されます。

集計 セッション・データが集計されたかどうかを示します。

データ収集モード セッションに含まれるデータが完全データなのかサマリ・データな

のかを示します。

データ時間フィルタ セッションに時間フィルタが適用されたかどうかを示します。

データベース名 データベースの名前とディレクトリ・パスが表示されます。

データベースタイプ テスト・シナリオのデータの保存に使用されるデータベースの種

類が表示されます。

結果 LoadRunnerの結果ファイルの名前が表示されます。

セッション名 現在のセッションの名前が表示されます。

Web 粒度 セッションで使用されるWebデータの粒度が表示されます。

グラフの表示の設定

Analysisでは，データを最も効果的な形式で表示できるよう，セッション内のグラフと測定値の表示

をカスタマイズできます。

Analysis の表示をカスタマイズする方法

次の手順では，分析の表示をカスタマイズする方法について説明します。データを最も効果的な形

式で表示できるよう，セッション内のグラフと測定値の表示をカスタマイズできます。

グラフの一部を拡大する

グラフの一部をズーム・インまたは拡大するには，グラフの拡大する部分にマウスを移動して，マウスの

左ボタンを押したままにします。

グラフでコメントを使用する

コメントをグラフに追加するには， をクリックし，コメントを追加するグラフの部分でマウスをクリックし
ます。［コメントを追加］ダイアログ・ボックスでコメントを入力します。

コメントを編集，書式設定，またはグラフから削除するには，コメントをクリックして，［コメントを編集］

ダイアログ・ボックスで変更を適用します。編集，書式設定，または削除を行う前に，左のペインで，

関連するコメントが選択されていることを確認します。

グラフで矢印を使用する

矢印をグラフに追加するには， をクリックし，グラフ内の矢印の基点となる位置でマウス・ボタン
をクリックします。
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グラフから矢印を削除するには，矢印を選択して Deleteキーを押します。

［ユーザのメモ］ウィンドウを使用する

［ユーザのメモ］ウィンドウでは( ［ウィンドウ］>［ユーザのメモ］)，現在開いているグラフまたはレポートに

関するテキストを入力できます。［ユーザのメモ］ウィンドウで入力したテキストは，セッションと一緒に保

存されます。

特定のグラフまたはレポートについて入力したテキストを表示するには，そのグラフまたはレポートを選

択して［ユーザのメモ］ウィンドウを開きます( ［ウィンドウ］>［ユーザのメモ］)。

［表示オプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，グラフ・タイプを選択し，グラフの表示を設定できます。

注 : このオプションは，一部のグラフ・タイプで使用できません。

利用方法 ［表示］>［表示オプション］

関連項目 l 「［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス( ［表示オプション］

ダイアログ・ボックス) 」 (64ページ)

l 「［グラフ］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」
(66ページ)

l 「［系列］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」
(66ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素> 説明

タイプ 表示するグラフのタイプをドロップダウン・リストから選択します。

値のタイプ 使用可能な値リストから表示情報のタイプを選択します。たと

えば，平均トランザクション応答時間を表示する棒グラフは，

最小値，最大値，平均，STD，回数，合計平均を表示する

ように設定できます。

グラフの X 軸 (棒グラフのみ) X軸方向の棒の配列を選択します。棒は，値の種類順また

は測定値順に並べることができます。

時間のオプション 経過シナリオ時間をグラフのX軸に表示する方法を選択しま

す。シナリオの実行開始を基準とする経過時間，またはマシン

のシステム・クロックに基づく絶対時刻を基準とする経過時間

を選択できます。

分解対象測定値の表示 このチェック・ボックスを選択すると，分解対象測定値の名前と

プロパティがグラフの最上部に表示されます(標準設定では無

効になっています)。

3次元 グラフを 3次元表示するには，このチェック・ボックスを選択しま

す。

3D % グラフで使用される線の3次元の厚みをパーセンテージで指定

します。この厚みは，棒グラフ，線グラフ，または円グラフの厚み

を示します。

グラフの凡例の表示 グラフの下部に凡例を表示するには，このチェック・ボックスを選

択します。

矢印の描画 グラフ情報を強調表示するために描画する矢印のスタイル，

色，幅を設定できます。

［MainChartの編集］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細につ

いては，「［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス( ［表示オプ

ション］ダイアログ・ボックス) 」 (64ページ)を参照してください。

［MainChart の編集］ダイアログ・ボックス( ［表示オプション］ダイ
アログ・ボックス)

このダイアログ・ボックスを使用して，グラフのルック・アンド・フィール，タイトル，およびデータの形式を設

定できます。
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利用方法 ［表示］>［表示オプション］>［詳細］ボタン

関連項目 「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」 (63ページ)

「［グラフ］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」 (66
ページ)

「［系列］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」 (66
ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［グラフ］タブ グラフ全体のルック・アンド・フィールを設定できます。［グラフ］タ

ブでは，次のサブタブを使用して設定を行います。詳細につい

ては，「［グラフ］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」
(66ページ)を参照してください。

［系列］タブ グラフ上でプロットされた個々のポイントの外観を制御できま

す。［系列］タブでは，次のサブタブを使用して設定を行いま

す。詳細については，「［系列］タブ( ［MainChartの編集］ダイ

アログ・ボックス) 」 (66ページ)を参照してください。

［エクスポート］タブ 現在のグラフを，選択した形式で( BMP，JPG，または EMF)
画像ファイルに保存することができます。グラフのデータを

HTML，Excel，または XML形式でエクスポートすることもでき

ます。

［印刷］タブ 凡例やユーザのメモなどのほかのデータを含めずに，グラフ本体

だけを印刷できます。
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［グラフ］タブ( ［MainChart の編集］ダイアログ・ボックス)
このタブでは，グラフ全体のルック・アンド・フィールを設定できます。

利用方法 ［表示］>［表示オプション］>［詳細］ボタン>［グラフ］タブ

関連項目 l 「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」 (63ページ)

l 「［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス( ［表示オプション］

ダイアログ・ボックス) 」 (64ページ)

l 「［系列］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」
(66ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［系列］タブ グラフのスタイル(棒グラフ，折れ線グラフなど)，表示 /非表

示，線と塗りつぶしの色，系列のラベルを選択します。

［一般］タブ 印刷プレビュー，エクスポート，余白，スクロール，ズームのオプ

ションを選択します。

［軸］タブ 表示する軸，軸の倍率，タイトル，目盛，位置を選択しま

す。

［ラベル］タブ グラフのタイトル，およびグラフ・タイトルのフォント，背景色，境

界，配置を設定します。

［凡例］タブ 凡例に関する設定 (位置，フォント，境界線など)が含まれま

す。

［パネル］タブ グラフの背景パネルのレイアウトを表示します。色，濃淡を変

更したり，背景の画像を指定できます。

［ページング］タブ ページに関する設定 (ページごとのデータ量，倍率，ページのナ

ンバリングなど)を行います。これらの設定は，グラフ・データが1
ページを越える場合に意味を持ちます。

［壁］タブ 3Dグラフの壁面の色を設定します。

3D アクティブなグラフの3D設定，オフセット，ズーム，回転角度を

選択します。

［系列］タブ( ［MainChart の編集］ダイアログ・ボックス)
このページでは，グラフ上でプロットされた個々のポイントの外観を制御できます。
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利用方法 ［表示］>［表示オプション］>［詳細］ボタン >［系列］タブ

関連項目 l 「［表示オプション］ダイアログ・ボックス」 (63ページ)

l 「［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス( ［表示オプション］

ダイアログ・ボックス) 」 (64ページ)

l 「［グラフ］タブ( ［MainChartの編集］ダイアログ・ボックス) 」
(66ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［形式］タブ グラフの境界の色，線の色，パターンを設定したり，グラフの折

れ線や棒のプロパティを変更したりします。

［ポイント］タブ 折れ線グラフに表示されるポイントのサイズ，色，形を設定し

ます。

［一般］タブ カーソルの種類，軸の値の形式，横軸と縦軸の表示 /非表示

の設定を選択します。

［マーク］タブ グラフの各ポイント形式を設定します。

［凡例］ウィンドウ

このウィンドウを使用すれば，グラフに示される各測定値の色，倍率，最低値，最高値，平均値，

中央値，および標準偏差を設定できます。
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利用方法 ［Analysis］ウィンドウ >［凡例］ウィンドウ

ヒント フィルタリング:特定の値のみを表示するには，選択した列で

下向き矢印をクリックして，［ユーザ定義］をクリックします。［カス

タムフィルタ］ダイアログ・ボックスが開きます。詳細については，

「［カスタムフィルタ］ダイアログ・ボックス」 (87ページ)を参照してく

ださい。

並べ替え:測定値を特定のメトリクスで並べ替えするには，昇

順で測定値を表示する列のヘッダを選択します。ヘッダを再

度クリックすると，昇順で表示されます。

関連項目 l 「［測定値の説明］ダイアログ・ボックス」 (70ページ)

l 「［測定値のオプション］ダイアログ・ボックス」 (71ページ)

凡例ツールバー

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

表示 :グラフで選択した測定値を表示します。

非表示 :グラフで選択した測定値を非表示にします。

選択されたもののみを表示 :強調表示された測定値だけを表示します。

すべて表示 :グラフで使用可能なすべての測定値を表示します。

フィルタ : ［凡例］ウィンドウで選択された測定値によってグラフをフィルタリング

します。複数の測定値を選択できます。フィルタを解除するには，［表示］>
［フィルタとグループ化のクリア］を選択します。

設定 : ［測定値のオプション］ダイアログ・ボックスを開きます。このダイアログ・

ボックスでは，測定値のオプション(たとえば色の設定や測定値の目盛など)
を設定できます。詳細については，「［測定値のオプション］ダイアログ・ボック

ス」 (71ページ)を参照してください。

説明の表示 :選択された測定値の名前，モニタの種類，説明を表示する

［測定値の詳細］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細については，「［測定

値の説明］ダイアログ・ボックス」 (70ページ)を参照してください。

アニメーション :選択された測定値を点滅する線として表示します。
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UI 要素 説明

列の設定 : ［凡例］ウィンドウに表示するカラムを選択できる［凡例のカラム

オプション］ダイアログ・ボックスを開きます。

選択のコピー :選択した行をクリップボードにコピーします。そのデータをテキス

ト・ファイルやスプレッドシートに貼り付けることができます。

すべての行をコピー :すべての凡例データを，選択されているかどうかに関係

なくクリップボードにコピーします。そのデータをテキスト・ファイルやスプレッド

シートに貼り付けることができます。

エクスポート :凡例データをCSVファイルに保存します。

<カスタムフィルタ> (列のヘッダの下向き矢印を展開して)カスタム・フィルタを追加すると，ウィン

ドウの凡例の下部にそれらのフィルタが表示されます。［x］ボタンをクリックして

フィルタを削除するか，チェックボックスをクリアして，一時的に無効にします。

詳細については，「［カスタムフィルタ］ダイアログ・ボックス」 (87ページ)を参照

してください。

カスタマイズ フィルタ・ビルダが開き，フィルタの設定がファイルに保存できるようになります。

凡例グリッドのショートカット・メニュー

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

表示 グラフで選択した測定値を表示します。

非表示 グラフで選択した測定値を非表示にします。

選択されたものの

みを表示

強調表示された測定値だけを表示します。

すべて表示 グラフで使用可能なすべての測定値を表示します。

フィルタ ［凡例］ウィンドウで選択された測定値によってグラフをフィルタリングします。

複数の測定値を選択できます。フィルタを解除するには，［表示］>［フィルタ

とグループ化のクリア］を選択します。

設定 ［測定値のオプション］ダイアログ・ボックスを開きます。このダイアログ・ボックス

では，測定値のオプション(たとえば色の設定や測定値の目盛など)を設定

できます。詳細については，「［測定値のオプション］ダイアログ・ボックス」 (71
ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

説明の表示 選択された測定値の名前，モニタの種類，説明を表示する［測定値の詳

細］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細については，「［測定値の説明］ダイ

アログ・ボックス」 (70ページ)を参照してください。

アニメーション 選択された測定値を点滅する線として表示します。

自動相関 ［自動相関］ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使用し

て，選択した測定値を負荷テスト・シナリオ内のほかのモニタ測定値と相関

できます。自動相関機能の詳細については，「測定値を自動相関させる」

(98ページ)を参照してください。

列の設定 ［凡例］ウィンドウに表示するカラムを選択できる［凡例のカラムオプション］ダ

イアログ・ボックスを開きます。

Web ページ診断

の対象<選択済み

測定項目>

選択したトランザクション測定値の［Webページ診断］グラフを表示します

( ［平均トランザクション応答時間］グラフと［トランザクションパフォーマンスサ

マリ］グラフ内の測定値のみで表示可能 )。

ブレークダウン 選択されたページのブレークダウンとともにグラフを表示します( ［Webページ

診断］グラフのみで表示可能 )。

［測定値の説明］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，選択した測定値に関する追加情報が表示されます。

利用方法 凡例ツールバー>

関連項目 l 「［凡例］ウィンドウ」 (67ページ)

l 「［測定値のオプション］ダイアログ・ボックス」 (71ページ)
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

測定値 選択した測定値の名前が表示されます。ほかの測定値を選

択するには，ドロップダウン矢印をクリックします。

モニタ タイプ 選択した測定値を取得するのに使用されたモニタの種類が表

示されます。

説明 選択した監視対象測定値の説明が表示されます。

SQL SQLの論理名が使用されている場合は，完全な SQLステー

トメントが表示されます。

［測定値のオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，選択したグラフの測定値の色と倍率を設定できます。

利用方法
凡例ツールバー>

関連項目 l 「［凡例］ウィンドウ」 (67ページ)

l 「［測定値の説明］ダイアログ・ボックス」 (70ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

測定値 設定する測定値を選択します。
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UI 要素 説明

色の変更 選択した測定値の新しい色を選択します。

倍率 使用する倍率オプションを選択します。

l 測定値の倍率の設定 :選択した測定値の表示に使用す

る倍率を選択します。

l すべての測定値に自動倍率を設定 :各測定値がグラフに

最適に表示されるようにする自動倍率を使用します。

l すべての測定値に倍率 1を設定 :グラフのすべての測定値

の倍率を 1に設定します。

l すべての測定値の測定値トレンドを表示 :グラフのY軸値

は次の数式に従って標準化されます。新しいY値 ＝ (元
のY値 -元の値の平均 ) /元の値の標準偏差

［凡例のカラムオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，表示するカラムを選択できます。

利用方法 ［表示］>［凡例のカラム］

関連項目 「［凡例］ウィンドウ」 (67ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

使用可能のカラム 表示または非表示にするカラム名の左にあるチェック・ボックス

を，それぞれ選択または選択解除します。
注 :

l ［色］，［倍率］，および［測定値］カラムは必須であり，選

択解除できません。

l カラムの表示順序 (左から右 )を変更するには，［使用可

能のカラム］リストの右にある上下の矢印ボタンを使用し

て，カラムを希望の位置へ移動します。

［テンプレートの適用 /編集］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，テンプレートの設定行い，レポート・テンプレートのオプションを選

択できます。このダイアログ・ボックスを使用すると，セッション用の新しいテンプレートを作成したり，既

存のテンプレートを開いたり，標準設定のテンプレートを設定できます。

利用方法 ［ツール］ > ［テンプレート］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです(ラベルのない要素は山括弧で囲んで示しま

す)。
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UI 要素 説明

テンプレート 次のボタンのいずれかを選択します。

l テンプレートを参照します。

l 新しいテンプレートを追加します。［新しいテンプレート
を追加］ダイアログ・ボックスで，新しいテンプレートのタイトル

を入力します。

l 選択したテンプレートを複製します。

l 選択したテンプレートを削除します。

l 選択したテンプレートを標準設定として設定します。

自動粒度を使用する テンプレートにAnalysisの標準の粒度 ( 1 秒 )を適用しま

す。Analysisの粒度の設定に関する詳細については，「データ

の粒度の変更」 (96ページ)を参照してください。

自動的に次のHTML レポートを

生成する

テンプレートを使用して HTMLレポートを生成します。レポート

名を指定するか選択します。HTMLレポートの生成について

は，「HTMLレポート」 (323ページ)を参照してください。

作成後に HTML レポートを開く 自動 HTMLレポートを生成するオプションを選択していた場

合，このオプションを選択すると，HTMLレポートが作成された

後自動的に開かれるようになります。

セッションを次の名前で自動的

に保存する

指定したテンプレートを使用してセッションが自動的に保存さ

れるようにします。ファイル名を指定するか選択します。

上位の問題のあるトランザクショ

ンを自動的に分析する

SLA違反が最悪のトランザクションに関するトランザクション分

析レポートを自動的に生成します。最大 5つのトランザクション

についてレポートが生成されます。トランザクション分析レポート

の詳細については，「［トランザクションの分析］ダイアログ・ボック

ス」 (307ページ)を参照してください。

セッションの保存後に Analysis
を自動的に閉じる

セッションが自動的に保存された後にAnalysisを自動的に閉

じます(前のオプションを使って)。これにより，Analysisの複数

のインスタンスが実行されなくなります。

次の自動リッチ レポートを生成 選択したレポートがテンプレートに追加されます。

<テンプレートの名前の左にある

チェックボックス>
チェックボックスを選択すると，レポート・テンプレートが選択した

テンプレートに追加されます。レポートはセッションに追加されま

す。

Word 選択したレポート・テンプレートを使用して，MSWordにレポー

トを生成します。

注 : コンテンツの量によってはMSWordドキュメント内の表形

式が影響を受ける場合があることを考慮してください。
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UI 要素 説明

Excel 選択したレポート・テンプレートを使用して，Excelにレポートを

生成します。

PDF 選択したレポート・テンプレートを使用して，PDFにレポートを

生成します。

HTML 選択したレポート・テンプレートを使用して，HTMLにレポートを

生成します。

グラフ タブ テンプレートに含まれるグラフのリストを表示します。テンプレート

をセッションに適用すると，［セッションエクスプローラ］の［グラフ］

の下にグラフが表示されます。セッションにデータがない場合，グ

ラフは作成されません。

セッションに適用 ダイアログ・ボックスを閉じずに，変更を現在のAnalysisセッショ

ンに適用します。

カラー・パレット

カラー・パレットにより，Analysisグラフで使用される色を定義して，それらの色を特定の系列に割り

当てることができます。一般的な，標準設定のパレットが用意されていますが，特定セッション向けの

色パレットを定義することも可能です。新しい色をパレットに追加したり，既存の色をパレットから削除

することができます。ただし，パレットには 32色以上が含まれている必要があります。

新しいセッションが作成される場合，またはグラフの色ファイルがない既存のセッションを開く場

合，Analysisは一般色パレットを使用します。グラフの色ファイルがある既存のセッションを開く場

合，Analysusはセッション・フォルダからのファイルを使用します。

色はパレットでの表示順どおりにグラフに割り当てられます。系列に割り当てられる色は，色が割り当

てられた順に系列のグラフ要素を表すために使用されます。グラフの色を変更する場合は，パレットを

更新し，グラフを閉じてから再度開きます

詳細については，［カラーパレット］ダイアログ・ボックスを参照してください。

［カラーパレット］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，グラフで使用される色を設定できます。一般色パレットを使用して，すべ

てのグラフに対する標準設定の色セットを定義します。セッション色パレットを使用して，特定のセッ

ションに対する色セットを定義します。
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利用方法 l ［ツール］>［一般色パレット］

l ［ツール］>［セッション色パレット］

関連項目 カラー・パレット

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素> 説明

パレットを現在の保存されている一般パレットに戻します。

注 : このボタンは一般色パレット上に表示されます。セッ

ション色パレットには表示されません。

標準設定のパレットをセッション・パレットとして適用します。

注 : このボタンはセッション色パレット上に表示されます。

一般色パレットには表示されません。

［色］タブ パレット上の色を設定できます。

パレットに新しい色を追加します。

既存の色を新しい色と置換します。

パレットから色を削除します。

色を上に移動します。

色を下に移動します。

［系列］タブ -左ペイン パレット上の系列を設定できます。

パレットに新しい系列を追加します。

系列を編集します。

パレットから系列を削除します。

系列を上に移動します。

系列を下に移動します。

［系列］タブ -右ペイン 選択した系列に対する色を定義できます。

系列に色を追加します。
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UI 要素> 説明

系列から色を削除します。

色を上に移動します。

色を下に移動します。

グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え

グラフ・データのフィルタリングの概要

グラフ・データにフィルタを適用して，負荷テスト・シナリオの特定箇所のトランザクションだけを表示させ

ることができます。たとえば，シナリオが実行されてから 5分後に始まり，シナリオが終了する 3分前に

終わる，4つのトランザクションを表示する，といったことが可能です。

フィルタは，1つのグラフに対して，または負荷テスト・シナリオのすべてのグラフ，あるいはサマリ・グラフ

に対して適用できます。

使用可能なフィルタ条件はグラフ・タイプによって異なります。また，フィルタ条件はシナリオによっても

異なります。たとえば，シナリオに 1つのグループ，または 1つのLoadGeneratorマシンしか含まれない

場合，グループ名とLoadGenerator名というフィルタ条件は使用できません。

注 :結合されたグラフにフィルタを適用することもできます。各グラフのフィルタ条件は，別々のタブ

に表示されます。

グラフ・データの並べ替えの概要

より適切にデータが表示されるように，グラフ・データを並べ替えることができます。たとえば，トランザク

ション・グラフはトランザクション終了ステータスでグループ化でき，仮想ユーザ・グラフはシナリオ経過時

間，仮想ユーザ終了ステータス，仮想ユーザ・ステータス，および仮想ユーザ IDでグループ化できま

す。1つのグループまたは複数のグループで並べ替えることができます。

たとえば，まず仮想ユーザ IDをキーとして並べ替えを行い，次に仮想ユーザ・ステータスをキーとして

並べ替えを行うことができます。並べ替えの結果は，一覧に含まれるグループ順に表示されます。グ

ループ分けされている項目の順序は，リストを並べ替えることで変更できます。

フィルタ条件

共通のフィルタ条件オプション

以下フィルタ条件は，多くのグラフに共通しています。
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フィルタ条件 条件の内容

ホスト名 ホスト・マシンの名前。ドロップダウン・リストからホスト名を 1つ
以上選択します。

トランザクション終了ステータス トランザクションの終了ステータス(成功，失敗，停止 )。

シナリオ経過時間 負荷テスト・シナリオの開始から終了までに経過した時間。時

間範囲の設定の詳細については，「［シナリオ経過時間］ダイ

アログ・ボックス」 (91ページ)を参照してください。

仮想ユーザ ID 仮想ユーザの IDです。詳細については，「［仮想ユーザ ID］ダ
イアログ・ボックス」 (94ページ)を参照してください。

スクリプト名 スクリプトの名前。

グループ名 フィルタに使用するグループの名前。

思考遅延時間 標準設定では，完了モードのグラフ・フィルタの［思考遅延時

間］オプションはオフになっています。表示されるトランザクション

時間は，思考遅延時間が考慮されていない時間です。

仮想ユーザ・グラフ

仮想ユーザ・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

仮想ユーザ・ステータス 仮想ユーザのステータス(ロード，一時停止，終了，準備完

了，実行中 )。

仮想ユーザ終了ステータス トランザクション終了時の仮想ユーザのステータス(エラー，失

敗，成功，停止 )。

解放された仮想ユーザ数 解放された仮想ユーザの数。

ランデブー名 ランデブー・ポイントの名前。

エラー・グラフ

エラー・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

エラータイプ エラーのタイプ(エラー番号ごとの)。

親トランザクション 親トランザクション。

スクリプト内の行番号 スクリプト内の行番号。

トランザクション・グラフ

トランザクション・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。
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フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 トランザクションの名前。

トランザクション応答時間 トランザクションの応答時間。

トランザクションの階層パス トランザクションの階層パス。この条件の設定の詳細について

は，「［階層パス］ダイアログ・ボックス」 (91ページ)を参照してくだ

さい。

Web リソース・グラフ

Webリソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

Web リソース名 Webリソースの名前。

Web リソース値 Webリソースの値。

Web サーバリソース名 Webサーバ・リソースの名前。

Web サーバリソース値 Webサーバ・リソースの値。

Webページ診断グラフ

Webページ診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

コンポーネント名 コンポーネントの名前。

コンポーネントの応答時間 コンポーネントの応答時間。

コンポーネントのDNS 解決時

間

コンポーネントが最も近いDNSサーバを使って DNS名を IPア

ドレスに変換するのにかかった時間。

コンポーネントの接続時間 コンポーネントが指定されたURLをホストするWebサーバとの

最初の接続を確立するのにかかった時間。

コンポーネントの第 1バッファ時

間

コンポーネントの最初のHTTP要求 (通常はGET)が送信さ

れてから，第 1バッファをWebサーバから正常に受信するまで

にかかった時間。

コンポーネントの受信時間 コンポーネントの最後のバイトがサーバから到着し，ダウンロー

ドが完了するまでに要した時間。

コンポーネントの SSL ハンドシェ

イク時間

コンポーネントがSSL接続を確立するのにかかった時間

( HTTPS通信の場合のみ)。

コンポーネントの FTP 認証時間 コンポーネントがクライアントを認証するのに要した時間 ( FTP
プロトコル通信の場合のみ)。
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フィルタ条件 条件の内容

コンポーネントのエラー時間 コンポーネントのHTTP要求が送信されてからエラー・メッセー

ジ( HTTPエラーのみ)が返されるまでに経過した時間の平

均。

コンポーネント サイズ( KB) コンポーネントのサイズ(単位は KB)。

コンポーネント タイプ コンポーネントのタイプ(アプリケーション，画像，ページ，テキス

ト )。

コンポーネント階層パス コンポーネントの階層パス。この条件の設定の詳細について

は，「［階層パス］ダイアログ・ボックス」 (91ページ)を参照してくだ

さい。

コンポーネントのネットワーク時間 コンポーネントの最初のHTTP要求からACKを受信するまで

に経過した時間。

コンポーネントのサーバ時間 コンポーネントがACKを受信してから第 1バッファをWebサー

バから正常に受信するまでにかかった時間。

コンポーネントのクライアント時間 ブラウザの思考遅延時間またはクライアントに関連するほかの

遅延のため，クライアント・マシンでコンポーネントの要求の処

理が遅れている間に経過した平均時間。

(続き)

ユーザ定義データ・ポイント・グラフ

ユーザ定義データ・ポイント・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

データ・ポイント名 データ・ポイントの名前。

データポイント値 データ・ポイントの値。

システム・リソース・グラフ

システム・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

システムリソース名 システム・リソースの名前。

システムリソース値 システム・リソースの値。詳細については，「［次元情報の設

定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

ネットワーク・モニタ・グラフ

ネットワーク・モニタ・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。
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フィルタ条件 条件の内容

ネットワークパス名 ネットワーク・パスの名前。

ネットワーク・パス遅延 ネットワーク・パスの遅延。

ネットワークパスの親 ネットワーク・パスの親。

ネットワーク・サブパス名 ネットワーク・サブパスの名前。

ネットワーク・サブパス遅延 ネットワーク・サブパスの遅延。

ネットワーク・フル・パス ネットワークのフル・パス。

ネットワークセグメント名 ネットワーク・セグメントの名前。

ネットワークセグメント遅延 ネットワーク・セグメントの遅延。

ネットワーク・セグメント フルパス ネットワーク・セグメントのフル・パス

ファイアウォール・グラフ

ファイアウォール・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

ファイアウォールリソース名 ファイアウォール・リソースの名前。

ファイアウォールリソース値 ファイアウォール・リソースの値。詳細については，「［次元情報

の設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

Webサーバ・リソース・グラフ

Webサーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

測定値の名前 測定値の名前。

測定値 測定値。詳細については，「［次元情報の設定］ダイアログ・

ボックス」 (92ページ)を参照してください。

Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフ

Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

リソース名 リソースの名前。

リソース値 リソースの値。詳細については，「［次元情報の設定］ダイアロ

グ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

データベース・サーバ・リソース・グラフ

データベース・サーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。
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フィルタ条件 条件の内容

データベース・リソース名 データベース・リソースの名前。

データベース・リソース値 データベース・リソースの値。詳細については，「［次元情報の

設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

ストリーミング・メディア・グラフ

ストリーミング・メディア・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

ストリーミングメディア名 ストリーミング・メディアの名前。

ストリーミングメディア値 ストリーミング・メディアの値。詳細については，「［次元情報の

設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

ERP/CRMサーバ・リソース・グラフ

ERP/CRMサーバ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

ERP/CRM サーバリソース名 ERP/CRMサーバ・リソースの名前。

ERP/CRM サーバ・リソース値 ERP/CRMサーバ・リソースの値。詳細については，「［次元情

報の設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

ERP サーバ・リソース名 ERPサーバ・リソースの名前。

ERP サーバ・リソース値 ERPサーバ・リソースの値。詳細については，「［次元情報の

設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

Siebel診断グラフ

Siebel診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

Siebel トランザクション名 Siebel トランザクションの名前。

Siebel 要求名 Siebel要求名。

Siebel レイヤ名 Siebelレイヤの名前。

Siebel 領域名 Siebel領域の名前。

Siebel サブ領域名 Siebelサブ領域の名前。

Siebel サーバ名 Siebelサーバの名前。

Siebel スクリプト名 Siebelスクリプトの名前。
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フィルタ条件 条件の内容

応答時間 Siebel トランザクションの応答時間。

Siebel 呼び出しチェーン Siebel トランザクションの呼び出しチェーン。

(続き)

Siebel DB 診断グラフ

Siebel DB診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 - SIEBEL Siebel DB トランザクションの名前。

呼び出しの SQL メソッド チェー

ン

Siebel DB トランザクションの呼び出しのSQLチェーン。

SQL エイリアス名 Siebel DB トランザクションのSQLエイリアス名。

SQL 応答時間 Siebel DB トランザクションのSQL応答時間。

Oracle 11i診断グラフ

Oracle 11i診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 - ORACLE Oracle トランザクションの名前。

呼び出しの SQL メソッド チェー

ン

Oracle トランザクションの呼び出しのSQLチェーン。

SQL 別名 - Oracle Oracle トランザクションのSQLエイリアス名。

SQL 応答時間 Oracle トランザクションのSQL応答時間。

Oracle SQL 解析時間 Oracle トランザクションのSQL解析時間。

Oracle SQL 実行時間 Oracle トランザクションのSQL実行時間。

Oracle SQL フェッチ時間 Oracle トランザクションのSQLフェッチ時間。

Oracle SQL その他の時間 Oracle トランザクションのその他のSQL時間。

Javaパフォーマンス・グラフ

Javaパフォーマンス・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

Javaパフォーマンス・リソース名 Javaパフォーマンス・リソースの名前。

Javaパフォーマンス・リソース値 Javaパフォーマンス・リソースの値。
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J2EE & .NET診断グラフ

J2EE & .NET診断グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

トランザクション名 Java トランザクションの名前。

メソッドの呼び出しチェーン Javaメソッドの呼び出しチェーン。

レイヤ名 レイヤの名前。

クラス名 クラスの名前。

メソッド名 メソッドの名前。

SQL 論理名 Java トランザクションのSQL論理名。

応答時間 Java トランザクションの応答時間。

ホスト名 - J2EE/.NET J2EE & .NET トランザクションのホストの名前。

アプリケーション ホスト名 -( JVM) VMアプリケーション・ホストの名前。

トランザクション要求 トランザクションの要求。

トランザクションの階層パス トランザクションの階層パス。この条件の設定の詳細について

は，「［階層パス］ダイアログ・ボックス」 (91ページ)を参照してくだ

さい。

アプリケーション・コンポーネント・グラフ

アプリケーション・コンポーネント・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

コンポーネント リソース名 コンポーネントのリソース名。

コンポーネント リソース値 コンポーネント・リソースの値。詳細については，「［次元情報の

設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

COM+ インタフェース COM+ コンポーネントのインタフェース。

COM+ 応答時間 COM+ コンポーネントの応答時間。

COM+ 呼び出し数 COM+ コンポーネントの呼び出し数。

COM+ メソッド COM+ コンポーネントのメソッド。

.NET リソース名 .NETコンポーネントのリソース名。

.NET Value .NETリソースの値。詳細については，「［次元情報の設定］ダ

イアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

.NET クラス .NETコンポーネントのクラス。
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フィルタ条件 条件の内容

.NET 応答時間 .NETコンポーネントの応答時間。

.NET 呼び出し数 NETコンポーネントの呼び出し数。

.NET メソッド .NETコンポーネントのメソッド。

(続き)

アプリケーションのデプロイメント・グラフ

アプリケーションのデプロイメント・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

Citrix リソース名 Citrix リソースの名前。

Citrix リソース値 Citrix リソースの値。詳細については，「［次元情報の設定］ダ

イアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ

ミドルウェア・パフォーマンス・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

メッセージ キューリソース名 メッセージ・キュー・リソースの名前。

メッセージ キューリソース値 メッセージ・キュー・リソースの値。詳細については，「［次元情

報の設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

インフラストラクチャ・リソース・グラフ

インフラストラクチャ・リソース・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

ネットワーク・クライアント ネットワーク・クライアントの名前。

ネットワーククライアント値 ネットワーク・クライアントの値。詳細については，「［次元情報

の設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。

外部モニタ・グラフ

外部モニタ・グラフには，次のフィルタ条件を適用できます。

フィルタ条件 条件の内容

外部モニタのリソース名 外部モニタ・リソースの名前。

外部モニタのリソース値 外部モニタ・リソースの値。詳細については，「［次元情報の設

定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)を参照してください。
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［カスタムフィルタ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，フィルタ条件をカスタマイズできます。

利用方法 次の操作を行います。

1. ［凡例］ウィンドウで，列のヘッダをクリックします。

2. 下向き矢印を展開して，(カスタム)を選びます。

ヒント ワイルドカードを使用できます。

l _を使用すると，任意の1文字を表せます。

l %を使用すると，任意の文字列を表せます。

関連項目 「［凡例］ウィンドウ」 (67ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

<1つめの評価式> イコール，次以上，類似などの後に値が続く評価式のドロップダウ

ン・リストです。

演算子 2つめの式を追加する論理演算子です。 ANDまたはOR。

<2つめの評価式> イコール，次以上，類似などの後に値が続く評価式のドロップダウ

ン・リストです。

たとえば，上記の画像では，「Action_Transaction」という句で始まっているトランザクションのデータを

類似とAction_Transaction%を使ってフィルタする方法が示されています。

メトリクスの1つについてのカスタマイズ設定を保存すると，Analysisによって［凡例］ウィンドウの下部

に表示されます。

［フィルタ］ダイアログ・ボックス

フィルタ・ダイアログ・ボックス( ［グラフの設定］，［グローバルフィルタ］，［Analysisサマリフィルタ］)では，

グラフまたはレポートに表示されるデータにフィルタを適用できます。
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グラフを追加するときにフィルタや並べ替えのボタンが表示され，グラフが表示される前にデータのフィル

タリングや並べ替えを実行できます。

利用方法 次のいずれかを使用します。

l ［表示］>［フィルタ/グループ化の設定］または をクリック

l ［ファイル］>［グローバルフィルタの設定］または  をク
リック。

l ［表示］>［サマリフィルタ］または をクリック。

注 次のフィールドの一部は，フィルタ・ボックスによっては表示され

ないものもあります。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

フィルタ条件 使用する各フィルタ条件の条件と値を選択します。各グラフに

適用可能なフィルタ条件が表示されます。各グラフのフィルタ

条件の詳細については，関連するグラフの章を参照してくださ

い。

条件 ［=］(左右が等しい)か［<>］(左右が等しくない)を選択しま

す。
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UI 要素 説明

値 フィルタ条件は，3つの値の種類 (個別，連続，時間基準 )に
分類されます。

個別値は，トランザクション名や仮想ユーザ IDなどの整数値

(自然数 )または文字列値です。フィルタに含める値のチェック・

ボックスを選択します。任意の1文字または文字列を示すワイ

ルドカードを入力して，フィルタをカスタマイズすることもできま

す。

l 連続値は，トランザクション応答時間のように，値の上限と

下限の間の値を取り得る可変の値です。各測定値の範

囲情報は，「［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス」 (92
ページ)で設定します。

l 時間基準値は，負荷テスト・シナリオ開始からの相対時

間に基づく値です。［シナリオ経過時間］は，時間基準値

を使用する唯一の条件です。時間基準値は，「［シナリオ

経過時間］ダイアログ・ボックス」 (91ページ)で指定します。

フィルタ条件によっては，次のいずれかのダイアログ・ボックスが

開き，さらに詳細なフィルタ条件を指定できます。

l 「［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス」 (92ページ)

l 「［仮想ユーザ ID］ダイアログ・ボックス」 (94ページ)

l 「［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボックス」 (91ページ)

l 「［階層パス］ダイアログ・ボックス」 (91ページ): トランザクショ

ンまたはコンポーネントの階層パスやメソッドの呼び出し

チェーンを表示できます。

トランザクションのパーセンタイル

値

サマリ・レポートには，90%のトランザクションの応答時間を示

すパーセンタイル・カラムがあります( 90%のトランザクションがこの

時間内に収まります)。90% という標準の値を変更するには，

［トランザクションのパーセンタイル値］ボックスに新しい数値を入

力します。

標準設定 各フィルタ条件の標準設定の条件と値が表示されます。

すべてクリア ダイアログ・ボックスに入力したすべての情報が削除されます。
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UI 要素 説明

［グループ別］設定 データをグループ分けしてグラフの表示を並べ替えるには，これ

らの設定を使用します。データは次のようにグループ分けできま

す。

l 指定可能なグループ :結果を並べ替える基準となるグルー

プを選択し，右向きの矢印をクリックします。

l 選択済みのグループ :結果を並べ替える基準となる選択

されたすべてのグループの一覧が表示されます。値を削除

するには，値を選択して，左向きの矢印をクリックします。

グローバルフィルタの適用前にす

べてのグラフを標準設定値にリ

セット

すべてのグラフのフィルタ設定が標準設定に戻ります。

［フィルタ ビルダ］ダイアログ・ボックス

［フィルタビルダ］ダイアログ・ボックスを使用すると，使用するグラフの設計，追加，編集が可能になり

ます。

利用方法 次のいずれかを使用します。

1. ［凡例］ペインで，列のヘッダの下向き矢印を展開します。

2. ［カスタム］を選択して［カスタムフィルタ］ダイアログ・ボックス

を開きます。フィルタの詳細を入力して，［OK］をクリックし

ます。

3. ［凡例］ペインの下部にあるフィルタのエントリで，［カスタマ

イズ］をクリックします。

関連項目 「［カスタムフィルタ］ダイアログ・ボックス」 (87ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［フィルタ］ボタン 次のオプションが含まれるメニューを開きます。

l 条件の追加 :現在のフィルタに対して別の条件を追加し

ます。

l グループの追加 :論理演算子 ANDまたはORで結ばれ

た 2つめの条件をリスト内の最後の条件に追加します。

l すべてクリア :ウィンドウ内の条件をすべて削除します。
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UI 要素 説明

次のオプションが含まれるメニューを開きます。

l 条件の追加 :現在のフィルタに対して別の条件を追加し

ます。

l グループの追加 :論理演算子 ANDまたはORで結ばれ

た 2つめの条件をリスト内の選択した条件に追加します。

l 行の削除 :選択した条件を削除します。

開く : 以前のセッションから保存された .fltファイルを開きます。

名前をつけて保存 すべての条件を .fltファイルに保存します。

［階層パス］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，トランザクションまたはコンポーネントの階層パスやメソッドの呼び出し

チェーンを表示できます。

利用

方法

［表示］メニュー>［フィルタ/グループ化の設定］>［フィルタ条件］ペイン>［トランザクション］，

［コンポーネント階層パス］，［メソッドの呼び出しチェーン］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

トランザクション，コンポーネント階層

パス，メソッドの呼び出しチェーン

結果の表示を開始するパスのボックスを選択します。選択

したパスとその直下のサブノードだけが表示されます。

［シナリオ経過時間］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，グラフのX軸の時間範囲を開始時間と終了時間で指定できます。
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利用方法 ［表示］メニュー>［フィルタ/グループ化の設定］>［フィルタ条件］

ペイン>［シナリオ経過時間］

注 時間は，シナリオ実行の開始を基準として入力します。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

開始 範囲の開始値を指定します。

終了 範囲の終了値を指定します。

［次元情報の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，結果セットの各測定値 (トランザクション，解放された仮想ユーザ

数，リソース)の範囲情報を設定できます。分析に使用する各測定値の最低値と最高値を指定し

ます。標準では，各測定値が取り得る範囲の上限と下限が表示されます。
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利用方法 このダイアログ・ボックスは，次の場所から開くことができます。

l ［トランザクション］グラフ>［表示］メニュー>［フィルタ/グループ

化の設定］>［フィルタ条件］ペイン>［トランザクション応答時

間］

l ［仮想ユーザ］グラフ>［ランデブー］グラフ>［表示］メニュー>
［フィルタ/グループ化の設定］>［フィルタ条件］ペイン>［解放

された仮想ユーザ数］

l リソース(Web サーバ，データベース・サーバなど)を測定す

るすべてのグラフ>［表示］メニュー>［フィルタ/グループ化の設

定］>［フィルタ条件］ペイン>［リソース値］

注 トランザクションの開始時間と終了時間を( 「分 :秒」の形式

で)指定する場合，時間は負荷テスト・シナリオ実行の開始か

らの相対時間となります。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

最小 測定値の最低値を指定します。

最大値 測定値の最高値を指定します。
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［仮想ユーザ ID］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスが開き，［仮想ユーザ ID］フィルタ条件の追加フィルタ情報を入力できます。

利用方法 ［表示］メニュー > ［フィルタ/グループ化の設定］ > ［フィルタ条

件］ペイン > ［仮想ユーザ ID］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

値 グラフに表示する仮想ユーザの仮想ユーザ IDをカンマで区

切って入力します。

範囲 グラフに表示する仮想ユーザの範囲の開始と終了を指定しま

す。

クロス仮想ユーザ クロス仮想ユーザのトランザクションは，電子メールの送信など

の，1つの仮想ユーザで始まり，別の仮想ユーザで終わるトラ

ンザクションです。このチェックボックスを選択すると，

「CrossVuser」の値が［仮想ユーザ ID］フィルタに配置されま

す。標準設定では，チェックボックスは選択されていません。

注 : トランザクションのグラフのみが，クロス仮想ユーザの

データを持ちます。

仮想ユーザ 選択できる既存の仮想ユーザ IDが表示されます。

Analysis のグラフ・データを使った作業
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座標点の確認

グラフ上の任意の点の座標と値を確認できます。対象となる点の上にカーソルを置くと，座標軸の値

とその他のグループ分け情報が表示されます。

グラフのドリルダウン

ドリルダウンによって，グラフの特定の測定値に絞り込んで，特定のグループ分けで表示できます。使

用可能なグループは，グラフによって異なります。たとえば，［平均トランザクション応答時間］グラフに

は，トランザクションごとに 1本の折れ線が表示されます。各仮想ユーザの応答時間を調べるには，1
つのトランザクションをドリルダウンし，仮想ユーザ IDを基準にして並べ替えます。グラフには，仮想

ユーザごとに，トランザクションの応答時間を表す折れ線が表示されます。

注 : ドリルダウン機能は，［Webページ診断］グラフでは使用できません。

次のグラフには，5つのトランザクションがそれぞれ折れ線で表示されています。
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MainPage トランザクションを仮想ユーザ ID別にドリルダウンすると，グラフにはMainPage トランザク

ションの応答時間だけが，仮想ユーザ別に 1本の折れ線となって表示されます。

このグラフから，いくつかの仮想ユーザの応答時間はほかの仮想ユーザより長かったことがわかります。

各ホストの応答時間を調べるには，1つのトランザクションをドリルダウンし，ホストを基準にして並べ

替えを行います。グラフには，各ホストのトランザクション応答時間を表す折れ線が個別に表示され

ます。グラフのドリルダウンの詳細については，「グラフ・データの管理方法」 (99ページ)を参照してくだ

さい。

データの粒度の変更

グラフは，X軸の目盛間隔 (粒度 )を変更することで，より簡単に読み取りと分析が行えるようになり

ます。最小の目盛間隔はグラフの時間範囲の半分です。グラフの読みやすさとわかりやすさを考慮し

て，最大の目盛間隔はグラフの範囲が500秒以上のときに自動的に調整されます。

次の例では，［秒ごとのヒット数］グラフが複数の粒度で表示されています。Y軸は，設定した目盛

間隔の秒ごとのヒット数を表します。目盛間隔が1のグラフでは，Y軸に負荷テスト・シナリオの1秒
ごとのヒット数が示されます。

また，目盛間隔が5のグラフでは，Y軸にシナリオの5秒ごとのヒット数が表示されます。
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前述の目盛間隔がそれぞれ 1，5，10のグラフは，同じ負荷テスト・シナリオの実行結果を表してい

ます。粒度が低いと，結果が詳細になります。たとえば，前述に示す目盛間隔の小さいグラフだと，

ヒットがない時間帯がわかります。シナリオの全体を通じた仮想ユーザの振る舞いを調べるには，目

盛間隔の設定数値が小さいグラフが役に立ちます。

同じグラフをより大きい目盛間隔で表示させることによって，全体像を知ることができます。前述の場

合は，1秒につき平均約 1ヒットあったことが簡単にわかります。

測定値の傾向の表示

グラフのY軸の値を標準化することで，折れ線グラフのパターンをより効果的に表示できます。グラフ

を標準化することで，グラフのY軸の値は 0を中心にして収束します。これにより，測定値の実際の

値を無視して，負荷テスト・シナリオの実行中におけるグラフの振る舞いのパターンに注目することが

できます。

グラフのY軸値は次の数式に従って標準化されます。

新しい Y 値 ＝(元の Y 値 - 元の値の平均)/ 元の値の標準偏差
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測定値を自動相関させる

1つのグラフの測定値をほかのグラフの測定値と相関させることで，傾向が似ている測定値を検出で

きます。相関により，測定値の実際の値を無視して，負荷テスト・シナリオの指定時間範囲内にお

ける測定値の振る舞いのパターンに注目することができます。

次の例では，［平均トランザクション応答時間］グラフの t106Zoek:245.lrrの測定値を，［Windows リ
ソース］グラフ，［Microsoft IIS］グラフ，および［SQLServer］グラフの測定値と相関しています。このグラ

フでは，t106Zoek:245.lrrと最も密接に相関している 5つの測定値が表示されています。

注 : この機能は，［Webページ診断］グラフを除くすべての折れ線グラフに適用できます。

未処理データの表示

未処理データ・ビューには，テストの実行中に収集された，現在のグラフの実際の未処理のデータが

表示されます。ただし，未処理データ・ビューが使用できないグラフもあります。

未処理のデータの表示は，次の場合に特に便利です。
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l 突出した値に関する詳細情報を確認する場合。たとえば，突出した値の原因となったトランザク

ションを実行していた仮想ユーザ名など。

l 外部の表計算アプリケーションに未処理データをすべてエクスポートする場合。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［グラフ/未処理デー］ビューのテーブル」 (104ページ)をク

リックしてください。

グラフ・データの管理方法

Analysisで実行できる実用的なユーティリティを次に示します。これらのユーティリティを使用してデー

タを最も効果的に表示できるようにグラフ・データを管理できます。

座標点を確認する

グラフ上の任意の点の座標と値を確認するには，確認するポイントにカーソルを置きます。Analysis
によって，軸値とほかのグループ情報が表示されます。

グラフをドリルダウンする

ドリルダウンによって，グラフの特定の測定値に絞り込んで，特定のグループ分けで表示できます。

1. 折れ線グラフの折れ線，棒グラフの棒，または円グラフの扇形の部分を右クリックし，［ドリルダウ

ン］を選択します。［ドリルダウンのオプション］ダイアログ・ボックスが開き，グラフのすべての測定値

が表示されます。

2. ドリルダウンする測定値を選択します。

3. ［グループ別］ボックスで，並べ替えの基準となるグループを選択します。

4. ［OK］をクリックします。ドリルダウンが実施され，新しいグラフが表示されます。

最後に行ったドリルダウンの設定を取り消すには，ショートカット・メニューから［元に戻すフィルタ/
グループ化の設定］を選択します。

n 別のドリルダウンを実施するには，1～ 4の手順を繰り返します。

n フィルタとドリルダウンの設定をすべて解除するには，ショートカット・メニューから［フィルタとグルー

プ化のクリア］を選択します。

データのフィルタ

このタスクでは，データのフィルタ方法とカスタム・フィルタの作成方法について説明します。

1. ［凡例］ウィンドウで，フィルタの基準として使用する測定値の列のヘッダをクリックします。

2. 1つのエントリを表示するには，ドロップダウンリストを展開して，エントリを選択します。

3. カスタム・フィルタを作成するには，ドロップ・ダウン・リストで［カスタム］を選択します。［カスタムフィ

ルタ］ダイアログ・ボックスが開きます。

4. 評価式を選択し，値を入力します。ワイルドカードを使用する場合は，1文字を表すのにアン

ダースコア_を使用したり，複数の文字を表す%を使用します。詳細については，「［カスタム

フィルタ］ダイアログ・ボックス」 (87ページ)を参照してください。

5. 追加の条件を指定するには，ANDまたはORの論理演算子を選択して，2つめの式を設定

します。
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データの粒度を変更する

このタスクでは，グラフの粒度を変更する方法について説明します。

1. グラフ内部でクリックします。

2. ［表示］>［設定］ ［粒度］を先約するか，［粒度の設定］ボタン をクリックします。［粒度］ダイ
アログ・ボックスが開きます。

3. X軸の目盛間隔を入力し，時間の測定値を選択します。最小の目盛間隔はグラフの時間範

囲の半分です。

4. グラフの読みやすさとわかりやすさを考慮して，最小の粒度は，LoadRunnerによって 500秒以上

の範囲内で自動的に調整されます。

5. ［OK］をクリックします。

測定値の傾向を表示する

このタスクでは，折れ線グラフで［測定値の傾向の表示］オプションをアクティブにする方法について説

明します。

1. ［表示］>［測定値の傾向の表示］を選択するか，グラフを右クリックして［測定値の傾向の表

示］を選択します。あるいは，［表示］>［測定値の設定］を選択し，［すべての測定値の測定値

トレンドを表示］ボックスにチェック・マークを付けます。

注 :標準化機能は，［Webページ診断］グラフを除くすべての折れ線グラフに適用できます。

2. 選択した折れ線グラフの標準化された値を表示します。［最小］，［平均］，［最大値］および

［標準偏差］凡例カラムの値は実数値です。

グラフの標準化を取り消すには，1の手順を繰り返します。

注 : 2つの折れ線グラフを標準化する場合，2つのY軸が結合されて 1つのY軸になりま

す。

測定値を自動相関させる

1つのグラフの測定値をほかのグラフの測定値と相関させることで，傾向が似ている測定値を検出で

きます。相関により，測定値の実際の値を無視して，負荷テスト・シナリオの指定時間範囲内にお

ける測定値の振る舞いのパターンに注目することができます。

1. グラフまたは凡例の中で，相関対象の測定値を右クリックし，［自動相関］を選択します。［自

動相関］ダイアログ・ボックスが開き，選択した測定値がグラフに表示されます。

2. 時間範囲の提案方法および時間範囲を選択します。

3. グラフに時間フィルタを適用した場合，ダイアログ・ボックスの右上角に表示される［表示］ボタン

をクリックして，全部のシナリオ時間範囲の値を相関させることができます。

4. 選択した測定値と相関させるグラフと，表示するグラフ出力の種類を指定するには，次の手順

を実行します。

n ［相関オプション］タブを選択します。

n 「［ドリルダウンのオプション］ダイアログ・ボックス」 (101ページ)の説明に従って，相関するグラフ，

データの間隔，出力オプションを選択します。
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n ［時間範囲］タブで［OK］をクリックします。指定した相関グラフが生成されます。2つの新しいカ

ラム，［相関一致］カラムと［相関］カラムがグラフの下の［凡例］ウィンドウに表示されます。

相関させる別の測定値を指定するには，［自動相関］ダイアログ・ボックスの一番上にある［相関

する測定値］ボックスから測定値を選択します。

時間の最小範囲は，測定値全体の時間範囲の5%以上である必要があります。測定値全体

の5%の範囲を超えない傾向は，5%以上の範囲をカバーするほかのセグメントに吸収されま

す。

測定値に非常に大きな変化があると，より小さな変化は隠れてしまうことがあります。そのような

場合は大きな変化だけが表示され，［次へ］ボタンは使用できなくなります。

注 : この機能は，［Webページ診断］グラフを除くすべての折れ線グラフに適用できます。

［ドリルダウンのオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，グラフのすべての測定値が表示されます。
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利用方法 グラフの線 /棒 /セグメントを<右クリック> >［ドリルダウン］

関連項目 「グラフのドリルダウン」 (95ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

ドリルダウンの対象 選択したトランザクションでグラフがフィルタリングされます。

グループ別 選択したトランザクションが選択した条件で並べ替えられま

す。

［自動相関］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，選択したグラフの測定値をほかのグラフの測定値と相関させるために使

用する設定を指定できます。

利用方法 次のいずれかの操作を行います。グラフを右クリック > ［自動相

関］，グラフを右クリック > ［自動相関］ > ［時間範囲］タブ，グ

ラフを右クリック > ［自動相関］ > ［相関オプション］タブ
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重要情報 また，緑および赤の垂直ドラッグ・バーを使って，シナリオ時間

範囲の開始値と終了値を指定することもできます。

注 測定値を相関させたグラフの目盛間隔は，定義したシナリオ

時間の範囲に応じて元のグラフの目盛間隔とは異なる場合

があります。

関連項目 「測定値を自動相関させる」 (98ページ)

［時間範囲］タブ

［自動相関］ダイアログ・ボックスの［時間範囲］タブを使用して，測定値が相関されるグラフの負荷テ

スト・シナリオ時間範囲を指定できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

相関する測定値 相関させる測定値を選択します。

時間範囲全体の値を表示 シナリオの完全時間範囲の値を相関させるには，［表示］をク

リックします。このオプションは，グラフに時間フィルタを適用した

場合にのみ使用できます。

時間範囲の提案 シナリオの測定値において最も注目される時間が自動的に

表示されます。

l 傾向 :最も注目される変化が含まれる，長時間のセグメン

トが表示されます。

l 特徴 :測定値の傾向を示す，より狭い範囲のセグメントが

表示されます。

ベスト 隣接するセグメントと最も大きく異なる時間セグメントを選択し

ます。

次へ 自動相関される次のセグメントが表示されます。示される各セ

グメントの相違は徐々に小さくなります。

前へ その前に提示されていた時間セグメントに戻ります。

新しい測定値について自動的

に提案する

［相関する測定値］の項目が変更されるたびに新しい提案が

提示されます。

開始 使用するシナリオ時間範囲の開始値を hh:mm:ss形式で指

定します。

終了 使用するシナリオ時間範囲の終了値を hh:mm:ss形式で指

定します。

［相関オプション］タブ

［自動相関］ダイアログ・ボックスの［相関オプション］タブを使用して，相関するグラフ，データの間隔，

出力オプションを設定できます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

相関対象グラフの選択 測定値を選択した測定値と相関させるグラフを選択します。

データ間隔 測定値の相関間隔が算出されます。

l 自動 :対象となる時間の範囲に基づいて自動的に決まる

値が使用されます。

l データを X 秒間隔で相関する :固定値を入力します。

出力 表示する出力レベルを選択します。

l もっとも相関性の強い測定値 X つを表示 :指定された件

数の，最も相関性の高い測定値が表示されます。標準

設定値は 5です。

l 影響要因が少なくとも X% の測定値を表示 :選択した測

定値が，指定したパーセンテージの範囲に収まる測定のみ

が表示されます。標準設定値は 50%です。

［グラフ/未処理デー］ビューのテーブル

スプレッドシート・ビューまたは未処理データ・ビューでグラフ・データを表示できます。データは，要求に

応じてすぐに表示されます。
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利用方法 Analysisウィンドウの右境界上の適切なタブをクリックするか，次のいず

れかを行います。

l ［ウィンドウ］>［グラフデータ］

l ［ウィンドウ］>［未処理データ］

注 未処理データが使用できないグラフもあります。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択されたデータをコピーします。

スプレッドシートをクリップボードにコピーします。クリップボード上

のコピーはスプレッドシートに貼り付けることができます。

スプレッドシート・データがExcelまたはCSVファイルに保存さ

れます。Excelでは，独自のカスタマイズしたグラフを生成でき

ます。

ツールバーのボタンを使用して，テーブルを移動するか，後で参

照できるようにレコードをマークできます。

相対時間 ［グラフデータ］ウィンドウの最初のカラムには，シナリオの経過

時間 ( X軸の値 )が表示されます。以降のカラムには，グラフ内

の各測定値の相対的な Y軸値が表示されます。

［未処理データ］ダイアログ・ボック

ス

［範囲の設定］で，時間範囲を設定します。

［グラフのプロパティ］ウィンドウ

このウィンドウには，セッション・エクスプローラで選択されたグラフまたはレポートの詳細が表示されま

す。黒で表示されたフィールドは編集可能です。編集可能なフィールドを選択すると，選択した

フィールド値の横に編集ボタンが表示されます。
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利用方法 ［ウィンドウ］>［プロパティ］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択したフィールドの値を編集できます。

［グラフ］フィールド l フィルタ :設定したフィルタが表示されます。

l 粒度 :設定した粒度が表示されます。

l グループ別 :選択したグループのフィルタが表示されます。

l 測定値のブレークダウン :グラフの測定値が表示されます。

l タイトル :グラフ表示ウィンドウのグラフ名が表示されます。

［サマリレポート］フィールド l 説明 :サマリ・レポートに含まれている内容の概要。

l フィルタ :サマリ・レポートに設定されているフィルタが表示さ

れます。

l パーセンタイル :サマリ・レポートには，90%のトランザクション

の応答時間を示すパーセンタイル・カラムがあります( 90%の

トランザクションがこの時間内に収まります)。90% という標

準の値を変更するには，［トランザクションのパーセンタイル

値］ボックスに新しい数値を入力します。

l タイトル :サマリ・レポートの名前。

［トランザクション分析レポート］

フィールド

一部のフィールドでは，編集ボタンをクリックすると，［トランザク

ション分析の設定］ダイアログ・ボックスが開き，トランザクション

分析の設定を編集できます。
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負荷テスト・シナリオ情報の表示

負荷テスト・シナリオ情報の表示

Analysisでは，分析している負荷テスト・シナリオに関する情報を表示できます。シナリオの実行環

境設定とシナリオ実行中にControllerが生成した出力メッセージを表示できます。

［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックスに，仮想ユーザ・グループと，各シナリオで実行された

スクリプトに関する情報，およびシナリオの各スクリプトの実行環境設定を表示できます。

注 :実行環境設定により，仮想ユーザ・スクリプトの実行方法をカスタマイズできます。実行環

境設定は，シナリオを実行する前に，Controllerまたは Virtual User Generator(VuGen)から実

行できます。実行環境設定方法の詳細については，『HP Virtual User Generator User Guide』
を参照してください。

［ファイル］>［シナリオ実行環境設定の表示］を選択するか，ツールバーで［実行環境設定の表示］

をクリックします。

［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックスが開き，仮想ユーザ・グループ，スクリプト，各シナリオ

のスケジュール情報が表示されます。シナリオのスクリプトごとに，シナリオの実行前に，Controllerまた

は VuGenで設定された実行環境設定を表示できます。

Controllerの出力メッセージの設定方法

このタスクでは，出力メッセージの設定方法について説明します。

1. ［ツール］>［オプション］を選択し，［結果の収集］タブを選択します。

2. ［Controller 出力メッセージを Analysisセッションにコピー］領域で，次のいずれかのオプションを

選択します。
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n データ セットが X MB 未満の場合，コピーする :Controllerの出力データ・セットが指定された

量より少ない場合，そのデータをAnalysisセッションにコピーします。

n 常にコピー :Controllerの出力データを常にAnalysisセッションにコピーします。

n コピーしない :Controllerの出力データをいっさいAnalysisセッションにコピーしません。

3. 設定を適用します。

n これらの設定を現在のセッションに適用するには，［現在アクティブなセッションに今すぐ適用］

をクリックします。

n 現在のセッションを保存した後でこれらの設定を適用するには，［OK］をクリックします。

［Controller出力メッセージ］ウィンドウ

このウィンドウには，シナリオの実行中に仮想ユーザとLoadGeneratorによって Controllerに送信され

たエラー，通知，警告，デバッグ，およびバッチ・メッセージが表示されます。

利用方法 ［ウィンドウ］>［Controller 出力メッセージ］

重要情報 l 標準設定では，このウィンドウを開くと［サマリ］タブが表示さ

れます。

l Analysisによって，現在のAnalysisセッションの出力データ

が検索されます。データが見つからない場合は，シナリオ結

果フォルダ内を検索します。Analysisが結果フォルダを見つ

けられないと，メッセージは表示されません。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［サマリ］タブ 詳細については，「［サマリ］タブ」 (108ページ)を参照してくだ

さい。

［フィルタ済み］タブ 詳細については，「［フィルタ済み］タブ」 (111ページ)を参照し

てください。

［サマリ］タブ

このタブには，シナリオ実行中に送信されたメッセージに関するサマリ情報が表示されます。
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利用方法 ［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ>［サマリ］タブ

重要情報 青で表示されている情報は，さらにドリルダウンすることができま

す。

親のトピック 「［Controller出力メッセージ］ウィンドウ」 (108ページ)

関連項目 「［フィルタ済み］タブ」 (111ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択した出力メッセージの完全なテキストが，［出力］ウィンド

ウの下部にある［詳細メッセージテキスト］領域に表示されま

す。

すべてのメッセージを削除 :すべてのログ情報を［出力］ウィンド

ウから消去します。

ビューをエクスポート :出力が指定したファイルに保存されま

す。

l 固定 :［出力］ウィンドウのメッセージの更新を停止します。

l 再開 :［出力］ウィンドウのメッセージの更新が再開します。

新しく更新されたログ情報は赤い枠で囲んで表示されま

す。

詳細メッセージ テキスト ［詳細］ボタンをクリックすると，選択した出力メッセージの完全

なテキストが表示されます。

ジェネレータ 指定されたメッセージ・コードが割り当てられているメッセージを

生成した LoadGeneratorの数が表示されます。

ヘルプ メッセージに関するトラブルシューティングへのリンクがある場合

は，アイコンが表示されます。

メッセージ コード 類似したすべてのメッセージに割り当てられているコードが表示

されます。括弧内の数は，［出力］ウィンドウに表示される異な

るコードの数を示します。

サンプルメッセージ テキスト 指定されたコードが割り当てられているメッセージのテキストの

例が表示されます。

スクリプト 指定されたコードが割り当てられているメッセージを実行時に

生成したスクリプトの数が表示されます。

メッセージ合計 指定されたコードが割り当てられているメッセージが送信された

総数が表示されます。
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UI 要素 説明

タイプ 表示されるメッセージの種類。次のアイコンは，さまざまなメッ

セージの種類を表しています。それぞれの種類の詳細につい

ては，下記の［メッセージの種類］を参照してください。

l バッチ

l デバッグ

l エラー

l 通知

l 警告

l アラート

メッセージの種類 特定の種類のメッセージだけを表示するために，出力メッセー

ジにフィルタを適用します。次のフィルタのいずれかを選択しま

す。

l 全メッセージ :すべての種類のメッセージを表示します。

l バッチ メッセージ :自動化機能を使用している場合

に，Controllerでのメッセージ・ボックス表示の代わりに送信

されます。

l デバッグ : Controllerでデバッグ機能が有効になっている場

合にのみ送信されます( ［エキスパート モード］ : ［ツール］>
［オプション］>［デバッグ情報］)。詳細については，242 ペー

ジの「［オプション］>［デバッグ情報］タブ」を参照してくださ

い。

l エラー :通常は，スクリプトの実行が失敗したことを示しま

す。

l 通知 :たとえば lr_output_messageを使って送信された

メッセージなど，実行時の情報が提供されます。

l 警告 :仮想ユーザが問題に遭遇したが，シナリオの実行

は継続されたことを示します。

l アラート :警告を示します。

仮想ユーザ 指定されたコードが割り当てられているメッセージを生成した仮

想ユーザの数が表示されます。
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［フィルタ済み］タブ

このタブには，メッセージ，仮想ユーザ，スクリプト，または LoadGeneratorごとにドリルダウンされた

ビューが表示されます。たとえば，［仮想ユーザ］カラムをドリルダウンすると，全メッセージが選択した

コードとともに，メッセージを送信した仮想ユーザによってグループ分けされて［フィルタ済み］タブに表示

されます。

利用方法 ［Controller 出力メッセージ］ウィンドウ> ［サマリ］タブ詳細を

表示するカラムの青いリンクをクリックします。

重要情報 このタブは，［サマリ］タブの青いリンクをクリックすると表示されま

す。

関連項目 「［サマリ］タブ」 (108ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです(ラベルのない要素は山括弧で囲んで示しま

す)。

UI 要素 説明

前のビュー/次のビュー :さまざまなドリルダウン階層間を移動で

きます。

選択した出力メッセージの完全なテキストが，［出力］ウィンド

ウの下部にある［詳細メッセージテキスト］領域に表示されま

す。

ビューをエクスポート :出力が指定したファイルに保存されま

す。

新しいログ情報で［フィルタ済み］タブが更新されます。このログ

情報は，［サマリ］タブの更新された［出力］ウィンドウで受信さ

れます。

<メッセージ・アイコン> 現在の出力ビューに対するフィルタとして使用されているメッ

セージの種類を示すアイコンが表示されます。

使用中のフィルタ 現在の出力ビューに対するフィルタとして使用されているカテゴ

リが表示されます。
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UI 要素 説明

表示対象 ドリルダウンの対象として選択されたカラムの名前が表示され

ます。次のアイコンは，さまざまなメッセージの種類を表していま

す。

l バッチ

l デバッグ

l エラー

l 通知

l 警告

l アラート

詳細メッセージ テキスト ［詳細］ボタンを選択すると，選択した出力メッセージの完全な

テキストが表示されます。

Message サンプル・メッセージ・テキストのすべてのインスタンスが表示され

ます。

スクリプト メッセージが生成されたスクリプト。青いリンクをクリックする

と，VuGenが起動し，スクリプトが表示されます。

アクション メッセージが生成されたスクリプトのアクション。青いリンクをク

リックすると，VuGenによってスクリプトが開き，関連するアクショ

ンに移動します。

行 # メッセージが生成されたスクリプトの行。青いリンクをクリックする

と，VuGenによってスクリプトが開き，関連する行が強調表示

されます。

# Lines 仮想ユーザが失敗したスクリプトの合計行数。

時間 メッセージが生成された時間。

Iteration メッセージが生成された反復。

仮想ユーザ メッセージを生成した仮想ユーザ。

Generator メッセージが生成された LoadGenerator。青いリンクをクリックす

ると，［LoadGenerator］ダイアログ・ボックスが開きます。

# Messages 特定の仮想ユーザによって生成されたメッセージの数。
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［シナリオの実行環境設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，実行された負荷テスト・シナリオに関する情報と，シナリオの各スクリプト

の実行環境設定を表示できます。

利用方法 ツールバー>

関連項目 「負荷テスト・シナリオ情報の表示」 (107ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

結果の名前 結果ファイルの名前。

シナリオのスクリプト 実行された各シナリオの結果セットと，シナリオで実行された仮

想ユーザおよびスクリプトが表示されます。

グループ名 選択したスクリプトが属するグループの名前が表示されます。

フルパス スクリプトのフル・ディレクトリ・パスが表示されます。

スクリプト名 選択したスクリプトの名前が表示されます。

シナリオのスケジュール 選択したシナリオのゴール指向または手動のシナリオ・スケ

ジュール情報が表示されます。

スクリプトの表示 Virtual User Generatorが開き，スクリプトを編集できます。詳

細については，『HP Virtual User Generator User Guide』を参

照してください。

結果の相互参照グラフと結合グラフ

結果の相互参照グラフと結合グラフの概要

ボトルネックや問題を特定するには，シナリオの実行結果を比較することが不可欠です。結果の相

互参照グラフは，複数回の負荷テスト・シナリオ実行の結果を比較するのに使用します。結合グラフ

は，同じシナリオ実行から得られた異なるグラフを比較するのに作成します。

結果の相互参照グラフの概要

結果の相互参照グラフは，次の場合に役立ちます。

l ハードウェアのベンチマーク測定

l ソフトウェアのバージョンごとのテスト

l システム能力の検証

2つのハードウェア構成のベンチマーク測定をする場合は，同一の負荷テスト・シナリオを両方の構成

で実行し，それらのトランザクション応答時間を 1つの結果の相互参照グラフ上で比較します。
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たとえば，あるベンダが，ソフトウェアの新バージョンを旧バージョンよりも高速に実行するように最適化

したと主張しているとします。その場合には，ソフトウェアの両方のバージョンを対象に同一のシナリオ

を実行し結果を比較することによって，この主張が確かかどうかを確認できます。

また，結果の相互参照グラフを使ってシステムの能力を確認できます。それには，同じスクリプトを実

行するさまざまな数の仮想ユーザを使うシナリオを実行します。結果の相互参照グラフを分析すれ

ば，許容範囲を超える応答時間を引き起こすユーザ数がわかります。

次の例では，2回のシナリオ実行の結果である res12と res15を並べて比較しています。同じスクリ

プトを，最初は 100個の仮想ユーザ，次に 50個の仮想ユーザで計 2回実行しています。

最初の実行では，平均トランザクション時間は約 59秒でした。また，2回目の実行では，平均トラ

ンザクション時間は 4.7秒でした。このことから，負荷が大きくなると，システムの動作が非常に遅くな

ることがわかります。

結果の相互参照グラフには，Result Nameというフィルタとグループ化カテゴリがあります。上のグラフ

では，シナリオの実行結果である res12と res15についてOrderRide トランザクションに絞り込むため

のフィルタを適用して，Result Name別にグループ分けしています。

結合の種類の概要

結合の種類には次の3つがあります。

重ね合わせる

共通のX軸を持つ 2種類のグラフを重ね合わせます。結合後グラフの左側のY軸には，現在のグラ

フの値が示されます。右のY軸には，結合されたグラフの値が表示されます。重ね合わせられるグラフ

の数に制限はありません。2種類のグラフを重ね合わせると，それぞれのグラフのY軸はグラフの右側

と左側に別々に表示されます。3種類以上のグラフを重ね合わせると，異なる測定値倍率が適宜

変更されて 1つのY軸上に表示されます。

次の例では，［スループット］グラフと［秒ごとのヒット数］グラフを重ね合わせています。
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並べる

共通のX軸を持つ 2種類のグラフを上下に並べて表示します。次の例では，［スループット］グラフと

［秒ごとのヒット数］グラフを上下に並べて表示しています。

相関させる

2種類のグラフのY軸をプロットします。アクティブなグラフのY軸が結合後のグラフのX軸となり，結

合した方のグラフのY軸が結合後のグラフのY軸となります。

次の例では，［スループット］グラフと［秒ごとのヒット数］グラフを相関させています。X軸にはバイト /秒
(スループットの測定値 )が示され，Y軸には秒ごとの平均ヒット数が示されます。
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結果の相互参照グラフを作成する方法

このタスクでは，2つ以上の結果セットに対する結果の相互参照グラフを作成する方法について説

明します。［結果の相互参照］ダイアログ・ボックスを使用して，複数回の負荷テスト・シナリオ実行の

結果を比較できます。

1. ［ファイル］>［結果を対象に相互参照］を選択します。［結果の相互参照］ダイアログ・ボックスが

開きます。

2. 結果セットを［結果の一覧］に追加するために［追加］をクリックします。［新規アナリシスセッション

の結果ファイルを開く］ダイアログ・ボックスが開きます。

3. 結果フォルダにある結果ファイル( .lrr)を選択します。［OK］をクリックします。シナリオが［結果リス

ト］に追加されます。

4. 比較する結果がすべて［結果リスト］に入るまで 2と3の手順を繰り返します。

5. 生成された結果の相互参照グラフは，標準では Analysisの新規セッションとして保存されま

す。既存のセッションに保存するには，［結果の相互参照のために新規 Analysisセッションを

作成する］ボックスをオフにします。

6. ［OK］をクリックします。Analysisは結果データを処理し，標準のグラフを開くかどうか確認するメッ

セージを表示します。

注 :結果の相互参照セッションを生成するときは，トランザクション名に <_>または <@>記

号が含まれていないことを確認してください。これらの記号が含まれている場合，結果の相

互参照グラフを開こうとするとエラーが発生します。

結果の相互参照グラフの作成後，特定のシナリオとトランザクションを表示するように，このグラフ

にフィルタを適用できます。また，目盛間隔や寸法を変更したりグラフを部分拡大したりして，グラ

フを編集できます。

結果の相互参照グラフのサマリ・レポートを表示できます。
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結合グラフを作成する方法

このタスクでは，同一の負荷テスト・シナリオから得られた 2種類のグラフを 1つのグラフに結合する方

法について説明します。結合することで，いくつかの異なる測定値を一度に比較できます。たとえば，

ネットワーク遅延と実行中の仮想ユーザ数をシナリオの経過時間の関数として表示するようなグラフ

を作成できます。

共通のX軸を持つすべてのグラフを結合できます。

1. セッション・エクスプローラの中でグラフを選択するか，グラフのタブを選択してアクティブにします。

2. ［表示］>［グラフの結合］を選択するか，［グラフの結合］ボタンをクリックします。［グラフの結合］ダ

イアログ・ボックスが開き，アクティブなグラフの名前が表示されます。

3. アクティブなグラフに結合するグラフを選択します。アクティブなグラフと共通のX軸を持つグラフに

だけ指定できます。

4. 結合の方法と結合後のグラフのタイトルを入力します。標準では，結合する 2つのグラフのタイト

ルを組み合わせたものが，結合後のグラフのタイトルとなります。詳細については，「［グラフの結

合］ダイアログ・ボックス」 (117ページ)を参照してください。

5. ［OK］をクリックします。

6. 通常のグラフにフィルタを適用するのと同じように，このグラフにフィルタを適用することができます。

［グラフの結合］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，2つのグラフを 1つのグラフに結合できます。

利用方法 ［表示］>［グラフの結合］

重要情報 グラフを結合するには，それらのグラフのX軸の測定値が同じ

である必要があります。たとえば，［スループット］グラフと［秒ごと

のヒット数］グラフは，どちらも X軸がシナリオの経過時間である

ため結合が可能です。

関連項目 「結合の種類の概要」 (114ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

結合対象グラフの選択 ドロップダウン・リストに，現在のグラフと共通のX軸測定値を

持つ開かれているグラフがすべて表示されます。リストからグラフ

を 1つ選択します。
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UI 要素 説明

結合タイプの選択 l 重ね合わせ :共通のX軸を持つ 2種類のグラフを表示し

ます。結合後グラフの左側のY軸には，現在のグラフの値

が示されます。右のY軸には現在のグラフと結合したグラフ

の値が示されます。

l 並べて表示 :共通のX軸を持つ 2種類のグラフを上下に

並べて表示します。

l 相関 : 2種類のグラフのY軸をプロットします。アクティブな

グラフのY軸が結合後のグラフのX軸となり，結合した方

のグラフのY軸が結合後のグラフのY軸となります。

結合したグラフのタイトル 結合後のグラフのタイトルを入力します。このタイトルは，セッ

ション・エクスプローラに表示されます( ［ウィンドウ］>［セッション

エクスプローラ］)。

サービス・レベル・アグリーメントの定義  

サービス・レベル・アグリーメントの概要

サービス・レベル・アグリーメント ( SLA)とは負荷テスト・シナリオに対して定義した特定のゴールです。

シナリオの実行後，HP LoadRunner Analysisはこれらのゴールを，実行中に収集，保存したパ

フォーマンスに関連したデータと比較し，SLAの成功または失敗を判断します。

ゴールの評価対象の測定値に応じて，LoadRunnerは次のいずれかの方法で SLAステータスを判

定します。

SLA の種類 説明

SLA ステータスが実行期間の時

間間隔内に決まるもの

Analysisは実行期間内の設定された時間間隔で SLAス

テータスを表示します。Analysisは実行期間内の各時間間

隔ごとに(たとえば 10秒ごとに)，測定値のパフォーマンスが

SLAで定義されたしきい値から逸脱しているかどうかをチェック

します。

このように評価される測定値を次に示します。

l トランザクション応答時間 (平均 ) (時間間隔ごとのステータ

ス)

l 秒ごとのエラー数 (時間間隔ごとのステータス)
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SLA の種類 説明

SLA ステータスが実行の全体に

よって決まるもの

Analysisはシナリオ実行全体に対して 1つのSLAステータス

を表示します。

このように評価される測定値を次に示します。

l トランザクション応答時間 (パーセンタイル値 ) (実行ごとのス

テータス)

l 合計ヒット数 (実行ごとのステータス)

l 秒ごとの平均ヒット数 (実行ごとのステータス)

l 合計スループット (バイト ) (実行ごとのステータス)

l 平均スループット (バイト /秒 ) (実行ごとのステータス)

(続き)

SLAはControllerまたは Analysisで定義，編集できます。

追跡期間

時間軸全体で評価される測定値のサービス・レベル・アグリーメント ( SLA) SLAを定義する

と，Analysisによって，その時間軸内で指定した時間間隔で SLAステータスが確認されます。時間

間隔の頻度は追跡期間と呼ばれます。

内部で計算された追跡期間は標準設定で定義されています。追跡期間を変更するには，［詳細

オプション］ダイアログ・ボックスに値を入力します。Analysisはこの値を組み込みのアルゴリズムに適用

して追跡期間を計算します。詳細については，「［詳細オプション］ダイアログ・ボックス( ［サービスレベ

ルアグリーメント］ペイン) 」 (123ページ)を参照してください。

サービス・レベル・アグリーメントの定義方法

このタスクでは，サービス・レベル・アグリーメント ( SLA)を定義する方法について説明します。

時間間隔またはシナリオ実行全体でシナリオ・ゴールを測定するサービス・レベル・アグリーメント

( SLA)を定義できます。詳細については，「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)を参

照してください。

ヒント : このタスクに関連する事例シナリオについては，「サービス・レベル・アグリーメントの定義方

法 -事例シナリオ」 (120ページ)を参照してください。

1. 前提条件

平均トランザクション応答時間のSLAを定義する場合，1つ以上のトランザクションがあるスクリ

プトをシナリオに含める必要があります。

2. SLA ウィザードを使用して実行する

［サービスレベルアグリーメント］ペインで，［新規作成］をクリックしてサービス・レベル・アグリーメン

ト・ウィザードを開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「サービス・レベル・アグリーメン

ト・ウィザード」 (124ページ)を参照してください。
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a. SLAの測定値を選択します。

b. 平均トランザクション応答時間またはトランザクション応答時間 (パーセンタイル)のSLAを定

義する場合，ゴールに含めるトランザクションを選択します。

c. (任意 )実行期間内で SLAステータスを評価する場合，考慮する負荷条件を選択し，負

荷条件に適した負荷値の範囲を定義します。例については，「サービス・レベル・アグリーメ

ントの定義方法 -事例シナリオ」 (120ページ)を参照してください。

d. 測定値のしきい値を設定します。

o ［平均トランザクション応答時間］または［秒ごとのエラー数］が定義したしきい値を超える

と，Analysisによって［失敗］のSLAステータスが生成されます。

o ［トランザクション応答時間 -パーセンタイル］，［合計ヒット数 (実行ごとのステータス) ］，
［秒ごとの平均ヒット数 (実行ごとのステータス) ］，［合計スループット (バイト ) (実行ごとの

ステータス) ］，または［平均スループット (バイト /秒 ) (実行ごとのステータス) ］が定義したし

きい値よりも低い場合，Analysisによって［失敗］のSLAステータスが生成されます。

3. 追跡期間を定義する(任意 )
SLAステータスが時間間隔で決まる測定値の場合，時間間隔の頻度 (追跡期間 )を定義す

る必要があります。詳細については，「追跡期間」 (119ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［詳細オプション］ダイアログ・ボックス( ［サービスレベル

アグリーメント］ペイン) 」 (123ページ)を参照してください。

4. 結果

シナリオ実行の分析時にHP LoadRunner Analysisによって，シナリオ実行で収集されたデータ

とSLA設定が比較され，標準のサマリ・レポートに含まれるSLAステータスが決定します。

サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 - 事例シナリオ

この事例シナリオでは，平均トランザクション応答時間のサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)を定義

する方法について説明します。

1. 背景

HPWeb Toursの管理者が，フライトの予約と検索にかかる平均トランザクション応答時間がい

つ一定の値を超えるのかを確認したいと考えているとします。book_flightとsearch_flightのト

ランザクションがあるスクリプトがシナリオに含まれていると想定します。

2. SLA ウィザードを起動する

［サービスレベルアグリーメント］ペインで，［新規作成］をクリックしてサービス・レベル・アグリーメン

ト・ウィザードを開きます。

3. SLA の測定値を選択する

［測定項目の選択］ページの［目標設定用の測定項目を選択してください］にある［トランザク

ション応答時間］ボックスで，［平均］を選択します。

4. ゴールで評価するトランザクションを選択する

［トランザクションの選択］ページで，評価するトランザクション( book_flightとsearch_flight)を選

択します。
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5. 負荷条件の選択と負荷の適切な範囲を定義する(任意 )
［負荷の条件の設定］ページで，平均トランザクション応答時間を評価するときに考慮する負荷

条件を選択します。

この場合，システムで実行されているさまざまな仮想ユーザが各トランザクションの平均トランザク

ション応答時間に与える影響を確認するには，［負荷の条件］ボックスで［実行中の仮想ユー

ザ］を選択します。

実行中の仮想ユーザの値範囲を設定します。

仮想ユーザ数が20未満の場合は軽い負荷，20以上 50未満の場合は平均的な負荷，50
以上の場合は重い負荷であると考えます。これらの値を［負荷の値］ボックスに入力します。

注 :

n 中間の範囲は 3つまで設定できます。

n 有効な負荷値範囲は連続的であり，すべての値はゼロから無限大におよびます。

6. しきい値を設定する

［しきい値の設定］ページで，定義した負荷条件を考慮に入れて，トランザクションの許容できる
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平均トランザクション応答時間を定義します。

この場合，両方のトランザクションに同じしきい値を定義します。軽い負荷の適正な平均応答

時間の上限は 5秒，平均的な負荷の場合は 10秒，重い負荷の場合は 15秒になります。

ヒント :すべてのトランザクションに同じしきい値を定義するには，［しきい値の設定］ページの

下部にある表に値を入力し，［全トランザクションに適用］をクリックします。

7. 追跡期間を定義する(任意 )
測定値のSLAステータスが実行期間内の時間間隔で決まる場合，時間間隔の頻度は［追

跡期間］によって決まります。

内部で計算された追跡期間 ( 5秒以上 )は標準設定で定義されているため，この手順は任意

です。追跡期間は，［詳細オプション］ダイアログ・ボックスで変更できます。

a. ［サービスレベルアグリーメント］ペインで，［詳細設定］ボタンをクリックします。

b. ［最低追跡期間 : X 秒間］を選択し，追跡期間を選択します。時間間隔は，組み込みの

アルゴリズムとここで入力する値に従って Analysisによって計算されます。

例 :

追跡期間として 10を選択し，シナリオの集計精度 ( Analysisによって定義される)が6の場

合，追跡期間は 10以上で最も近い 6の倍数に設定されます。つまり，追跡期間 = 12に
なります。

詳細については，「追跡期間」 (119ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［詳細オプション］ダイアログ・ボックス( ［サービスレ

ベルアグリーメント］ペイン) 」 (123ページ)を参照してください。

8. 結果

シナリオ実行の解析時に，Analysisによって SLA設定が標準のサマリ・レポートに適用され，関

連するすべてのSLA情報が含まれるようにレポートが更新されます。

たとえば，定義した SLAの観点から最もパフォーマンスの悪かったトランザクション，設定した時

間間隔でのトランザクションの具体的な処理内容，全般的な SLAステータスが表示されます。

［サービスレベルアグリーメント］ペイン

このペインには，シナリオに対して定義されているすべてのサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)が表

示されます。

利用方法 ［ツール］メニュー>［SLA ルールの設定］>［サービスレベルアグ

リーメント］ペイン
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関連タスク l How to Design aGoal-Oriented Scenario

l How to Design aManual Scenario

l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (119ページ)

l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 -事例シナリ

オ」 (120ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードが起動し，負荷テス

ト・シナリオの新しいゴールを定義できます。

［目標詳細］ダイアログ・ボックスが開き，選択した SLAの詳細

サマリが表示されます。

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードが開き，SLAで定義

されているゴールを変更できます。

選択した SLAが削除されます。

［詳細オプション］ダイアログ・ボックスが開き，実行期間内の時

間間隔ごとに評価される測定値の追跡期間を調整できま

す。

詳細については，「追跡期間」 (119ページ)を参照してくださ

い。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［詳細オプション］ダ

イアログ・ボックス( ［サービスレベルアグリーメント］ペイン) 」 (123
ページ)を参照してください。

［サービスレベルアグリーメント］リ

スト

シナリオで定義されているSLAが表示されます。

［詳細オプション］ダイアログ・ボックス( ［サービスレベルアグリーメ
ント］ペイン)

このダイアログ・ボックスでは，負荷テスト・シナリオの追跡期間を定義できます。

利用方法 ［ツール］メニュー>［SLA ルールの設定］>［サービスレベルアグ

リーメント］ペイン >

重要情報 追跡期間は，組み込みのアルゴリズムとここで入力する値に

応じて Analysisによって計算されます。
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関連タスク l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (119ページ)

l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 -事例シナリ

オ」 (120ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

内部で計算された追跡期間 Analysisはシナリオに定義された集計精度を考慮して，追跡

期間をできるだけ最小値に設定します。この値は最低 5秒
間です。この計算では次の式が使用されます。

追跡時間 = 最大(5 秒間，集計粒度)

最低追跡期間 : X 秒間 追跡期間の最小時間を決定します。この値は 5秒未満には

できません。

Analysisは，選択した値 ( X)以上で，シナリオの集計粒度に

最も近い倍数に追跡期間を設定します。

このオプションでは，次の式が使用されます。

Tracking Period =

Max(5 seconds, m(Aggregation Granularity))

mはシナリオの集計粒度の倍数であり，m(集計粒度 )は X
以上になります。

例 :追跡期間として X=10を選択し，シナリオの集計粒度が

6の場合，追跡期間は 10以上で最も近い 6の倍数に設定

されます。つまり，追跡期間 = 12になります。

［ゴール詳細］ダイアログ・ボックス( ［サービスレベルアグリーメン
ト］ペイン)

このダイアログ・ボックスには，選択された SLAに対して設定されたしきい値が表示されます。

利用方法 ［ツール］メニュー>［SLA ルールの設定］>［サービスレベルアグ

リーメント］ペイン >

重要情報 SLAの一部として負荷条件を定義した場合，定義した負荷

値範囲ごとにしきい値が表示されます。

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード

このウィザードでは，負荷テスト・シナリオのゴールやサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)を定義できま

す。
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利用方法 ［ツール］メニュー>［SLA ルールの設定］>［サービスレベルアグ

リーメント］ペイン >

重要情報 サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，2つのモードが

あります。ウィザードに含まれるページは，選択した測定値に

よって異なります。次のウィザード・マップを参照してください。

関連タスク l 74 ページの「ゴール指向シナリオの設計方法」

l 76 ページの「マニュアル・シナリオの設計方法」

l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (119ページ)

l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 -事例シナリ

オ」 (120ページ)

ウィザード・マップ - ゴールが時間

間隔ごとに測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［負荷の条件の

設定］ページ」 (127ページ) > 「［しきい値の設定］ページ(時間

間隔ごとのゴール) 」 (129ページ)

ウィザード・マップ - ゴールがシナリ

オ実行全体で測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［しきい値の設

定］ページ(実行全体でのゴール) 」 (130ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

［測定項目の選択］ページ

このウィザード・ページでは，ゴールの測定値を選択できます。

重要情報 l このウィザードに関する一般情報は，「サービス・レベル・アグ

リーメント・ウィザード」 (124ページ)に記載されています。 .

l サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードには，2つのモード

があります。ウィザードに含まれるページは，このページで選

択する測定値によって異なります。次のウィザード・マップを

参照してください。

ウィザード・マップ - ゴールが時間

間隔ごとに測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［負荷の条件の

設定］ページ」 (127ページ) > 「［しきい値の設定］ページ(時間

間隔ごとのゴール) 」 (129ページ)
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ウィザード・マップ - ゴールがシナリ

オ実行全体で測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［しきい値の設

定］ページ(実行全体でのゴール) 」 (130ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

SLA ステータスが実行の全体に

よって決まるもの

シナリオ実行全体で 1つのSLAステータスが評価されます。次

のいずれかの測定値を選択します。

l トランザクション応答時間 -パーセントタイル

l 合計ヒット数 (実行ごとのステータス)

l 秒ごとの平均ヒット数 (実行ごとのステータス)

l 合計スループット (バイト ) (実行ごとのステータス)

l 平均スループット (バイト /秒 ) (実行ごとのステータス)

SLA ステータスが実行期間の時

間間隔内に決まるもの

実行の範囲内に設定された時間間隔で SLAステータスが評

価されます。次のいずれかの測定値を選択します。

l 平均トランザクション応答時間

l 秒ごとのエラー数

SLAステータスが評価される時間間隔は追跡期間と呼ばれ

ています。詳細については，「追跡期間」 (119ページ)を参照し

てください。

［トランザクションの選択］ページ

このウィザード・ページでは，ゴールの一部として評価するトランザクションを選択できます。

重要情報 l このウィザードに関する一般情報は，「サービス・レベル・アグ

リーメント・ウィザード」 (124ページ)に記載されています。

l このページは，トランザクション応答時間 (平均またはパーセ

ンタイル)のSLAを作成するときに表示されます。

l トランザクション応答時間 (平均またはパーセンタイル)の
SLAを定義するには，シナリオの1つ以上の仮想ユーザ・

スクリプトにトランザクションが含まれている必要があります。

l CTRLキーを使うと，複数のトランザクションを選択できます。
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ウィザード・マップ - ゴールが時間

間隔ごとに測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［負荷の条件の

設定］ページ」 (127ページ) > 「［しきい値の設定］ページ(時間

間隔ごとのゴール) 」 (129ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

利用可能なトランザクション シナリオの仮想ユーザ・スクリプトのトランザクションが表示されま

す。

スクリプトを［選択済みトランザクション］リストに移動するには，

そのスクリプトを選択して［追加］をクリックします。

選択済みトランザクション SLAに選択されているシナリオの仮想ユーザ・スクリプトのトラン

ザクションが表示されます。

このリストからスクリプトを削除するには，そのスクリプトを選択し

て［削除］をクリックします。

［負荷の条件の設定］ページ

このウィザード・ページでは，ゴールをテストするときに考慮する負荷条件を選択できます。

重要情報 l このウィザードに関する一般情報は，「サービス・レベル・アグリーメント・ウィ

ザード」 (124ページ)に記載されています。

l このページは，実行期間内の時間間隔ごとにSLAステータスを決定する

SLAを定義する場合にのみ表示されます。

l 次のウィザード・ステップ( ［しきい値の設定］ページ)で，ここで選択する各

負荷範囲ごとに異なるしきい値を設定します。

ウィザード・マップ -
ゴールが時間間

隔ごとに測定され

る

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，次のページが

含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トランザクションの

選択］ページ」 (126ページ)) > 「［負荷の条件の設定］ページ」 (127ページ) >
「［しきい値の設定］ページ(時間間隔ごとのゴール) 」 (129ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

負荷の条

件

使用する適切な負荷条件。

例 :実行中の仮想ユーザが測定値に与える影響を確認するには，［実行中の仮

想ユーザ］を選択します。

負荷の条件なしで SLAを定義する場合は，［なし］を選択します。

負荷の値 有効な負荷値範囲は連続的であり，すべての値はゼロから無限大におよびます。

l 未満 :負荷条件の下の値範囲の上限値を入力します。

下の範囲は，0から入力値の範囲になります。上限値は含まれません。

例 : 5を入力すると，負荷条件の下の値範囲は 0から 5になりますが，5は含ま

れません。

l 間 :負荷条件の中間の値範囲。この範囲の下限値と上限値を入力します。

下限値はこの範囲に含まれますが，上限値は含まれません。

例 : 5と10を入力すると，負荷条件の中間の値範囲は 5から 10になります

が，10は含まれません。

注 : 中間の範囲は 3つまで設定できます。

l 以上 :負荷条件の上の値範囲の下限値を入力します。

上の範囲は，入力値以上になります。

例 : 10を入力すると，負荷条件の上の値範囲は 10以上になります。

選択済み

測定項目

ゴールに選択した測定値。

［パーセンタイルしきい値の設定］ページ

このウィザード・ページでは，ゴールをテストするときに考慮する負荷条件を選択できます。

重要情報 l このウィザードに関する一般情報は，「サービス・レベル・アグ

リーメント・ウィザード」 (124ページ)に記載されています。

l パーセンタイルのSLAでは，トランザクション・サンプルの割

合が定義したしきい値の条件を満たしているかどうかを測

定できます。

l 入力できるしきい値は，小数点以下 3桁までです。

ウィザード・マップ - ゴールがシナリ

オ実行全体で測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［パーセンタイルし

きい値の設定］ページ」 (128ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)
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ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。

パーセンタイル 設定したしきい値に対して測定するトランザクションの割合。

すべてのトランザクションにしき

い値を指定

ゴールに選択したすべてのトランザクションに対してしきい値の単

一のセットを適用するには，しきい値を入力して［全部に適用］

をクリックします。これらの値は，ページ下部のしきい値の表に含ま

れているすべてのトランザクションに適用されます。

トランザクション名 シナリオ実行からのトランザクション。

しきい値 選択したトランザクションのしきい値。

［しきい値の設定］ページ(時間間隔ごとのゴール)

このウィザード・ページでは，ゴールで評価する測定値のしきい値を設定できます。

重要情報 l このウィザードに関する一般情報は，「サービス・レベル・アグ

リーメント・ウィザード」 (124ページ)に記載されています。

l 「［負荷の条件の設定］ページ」 (127ページ)で負荷条件を

定義した場合は，定義した負荷範囲ごとにしきい値を設

定する必要があります。負荷条件を定義しなかった場合

は，単一のしきい値を設定します。平均トランザクション応

答時間の場合，トランザクションごとにしきい値を設定しま

す。

l 入力できるしきい値は，小数点以下 3桁までです。

ウィザード・マップ - ゴールが時間

間隔ごとに測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) >( 「［トラ

ンザクションの選択］ページ」 (126ページ)) > 「［負荷の条件の

設定］ページ」 (127ページ) > 「［しきい値の設定］ページ(時間

間隔ごとのゴール) 」 (129ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです(ラベルのない要素は山括弧で囲んで示しま

す)。
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UI 要素 説明

<しきい値の表> ゴールのしきい値。負荷条件を定義した場合，値範囲ごとに

しきい値を入力します。

注 :実行中に特定の時間間隔で最大しきい値を超えると，

その時間間隔に関して［失敗］のSLAステータスがAnalysis
に表示されます。

全部に適用
(平均トランザクション応答時間

のゴールのみ)

ゴールに選択したすべてのトランザクションに対してしきい値の

単一のセットを適用するには，この表にしきい値を入力して

［全トランザクションに適用］をクリックします。これらの値は，

ページ上部のしきい値の表に含まれているすべてのトランザク

ションに適用されます。

注 : 選択したトランザクションに対する各しきい値は同じであ

る必要はありません。各トランザクションに異なる値を割り当て

られます。

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。

［しきい値の設定］ページ(実行全体でのゴール)

このウィザード・ページでは，ゴールで評価する測定値の最小しきい値を設定できます。

重要情報 このウィザードに関する一般情報は，「サービス・レベル・アグ

リーメント・ウィザード」 (124ページ)に記載されています。

ウィザード・マップ - ゴールがシナリ

オ実行全体で測定される

「サービス・レベル・アグリーメント・ウィザード」 (124ページ)には，

次のページが含まれています。

［ようこそ］> 「［測定項目の選択］ページ」 (125ページ) > 「［しき

い値の設定］ページ(実行全体でのゴール) 」 (130ページ)

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

選択済み測定項目 ゴールに選択した測定値。

しきい値 選択した測定値の最小しきい値。

注 :実行中に測定値の値がこのしきい値を下回ると，実行

全体に関して［失敗］のSLAステータスがAnalysisに表示さ

れます。

Application Lifecycle Management を使った作業
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ALM を使ったスクリプト管理の概要

AnalysisはHPのALM( Application Lifecycle Management)と組み合わせて使用できます。ALM
は，シナリオおよび分析結果の保存と取得を効率よく行う手段を提供します。結果をALMプロ

ジェクトに格納し，固有のグループに編成できます。

Analysisで ALMプロジェクトにアクセスするには，AnalysisをALMがインストールされているWeb
サーバに接続する必要があります。ローカルとリモートのどちらのWebサーバにも接続できます。

Performance CenterがインストールされているALMサーバで作業する場合，ALM統合にいくつかの

機能が追加されます。たとえば，Analysisセッションを新しい場所に保存する機能やレポートをファイ

ル・システムからALMにアップロードする機能などです。詳細については，「ALM内の結果を使って作

業する方法 - Performance Centerがある場合」 (132ページ)を参照してください。

ALMを使った作業の詳細については，『Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参

照してください。

ALM に接続する方法

ALMから結果の保存と取得を行うには，ALMプロジェクトに接続する必要があります。テスト・プロセ

スでは，いつでも ALMプロジェクトと接続または切断できます。

Analysisから 1つのバージョンのHP ALMとブラウザから別のバージョンのHP ALMに接続することがで

きます。詳細については，「［HP ALM接続］ダイアログ・ボックス [Analysis]」 (136ページ)の「重要情

報」セクションを参照してください。

ALMに接続する

1. ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択します。［HP ALM接続］ダイアログ・ボックスが開きます。

2. 「［HP ALM接続］ダイアログ・ボックス [Analysis]」 (136ページ)の説明に従って，必要な情報を

［HP ALM接続］ダイアログ・ボックスに入力します。

3. ALMから切断するには，［切断］をクリックします。

ALM 内の結果を使って作業する方法 - Performance Center
がない場合

次の手順では，サーバにPerformance CenterがインストールされていないALMプロジェクトに保存さ

れた結果を使って作業するためのワークフローについて説明します。

HP Performance CenterがあるALMサーバで作業する場合は，いくつかの相違点があります。詳細

については，「ALM内の結果を使って作業する方法 - Performance Centerがある場合」 (132ページ)
を参照してください。

1. ALMに接続する

ALMサーバ，およびLoadRunner結果ファイルまたは Analysisセッション・ファイルを含むプロ

ジェクトへの接続を開きます。タスクの詳細については，「ALMに接続する方法」 (131ページ)を
参照してください。

2. 既存のAnalysisセッション・ファイルを開く(任意 )
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a. ［ファイル］>［開く］を選択します。

b. 左のペインでスクリプトを選択します。

c. 右のペインで，Analysisセッション・ファイルの作成元となった結果を選択します。

d. ［OK］をクリックします。

3. 未処理データから新しいAnalysisセッション・ファイルを作成する(任意 )
この手順では，ALMサーバで未処理の結果ファイルから新しいAnalysisセッション・ファイルを作

成する方法について説明します。未処理データのAnalysisセッション・ファイルがすでに存在する

場合，その既存ファイルを上書きするように選択できます。

a. ［ファイル］>［新しいプロジェクト］を選択します。

b. 左のペインでスクリプトを選択します。

c. 右側のペインで，分析する結果を選択します。

d. ［OK］をクリックします。

4. LoadRunner結果ファイルを保存する

結果の分析，およびレポートまたはグラフの作成が終了したら，変更を保存します。［ファイル］>
［保存］を選択します。Analysisセッション・ファイルは ALMプロジェクトに含まれます。

注 : Performance CenterがインストールされていないALMを使って作業する場合，［名前

を付けて保存］はサポートされません。したがって，Analysisセッション・ファイルを別の場所に

保存できません。

ALM 内の結果を使って作業する方法 - Performance Center
がある場合

Performance CenterがインストールされていれるALMサーバでは，次の操作を実行できます。

既存のAnalysisセッション・ファイルを開く

1. ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALMへの接続が開いていることを確認します。

2. ［ファイル］>［開く］を選択します。

3. テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，個々の実行を選択します。

4. Analysisセッション・ファイルを含むzipファイルを選択します。
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5. ［開く］をクリックします。

未処理データを開き，新しいAnalysisセッションを作成する

1. ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALMへの接続が開いていることを確認します。

2. 未処理データから新しいAnalysisセッション・ファイルを作成するには，［ファイル］>［新規作成］

を選択します。

3. テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，個々の実行を選択します。

4. 実行の未処理データを含むzipファイルを選択します。

5. ［開く］をクリックします。

Analysisセッション・ファイルへの変更を保存する

1. Analysis結果への変更を完了します

2. ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALMへの接続が開いていることを確認します。

3. ［ファイル］>［保存］を選択します。

4. ファイル・システムから開かれた Analysisセッションを保存するには，［テスト ラボ］モジュールのボタ
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ンをクリックします。

5. テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，zipファイルの名前を指定します。

6. Analysisセッションについてのコメントを入力します(任意 )。

7. ［保存］をクリックします。

Analysisセッション・ファイルをALMの新しい場所に保存する

1. ［ツール］>［HP ALM 接続］を選択し，ALMへの接続が開いていることを確認します。

2. ファイル・システムからAnalysisセッション・ファイルを開くか，前述のようにALMからAnalysisセッ

ション・ファイルを開きます。

3. ［ファイル］>［名前を付けて保存］を選択します。

4. テスト計画モジュール内の実行レベルにドリルダウンし，個々の実行を選択します。

5. Analysisセッションのzipファイルの名前を指定します。Results という名前は予約されています。

6. Analysisセッションについてのコメントを入力します(任意 )。
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7. ［保存］をクリックします。

レポートを ALM にアップロードする方法

次の手順では，レポートをファイル・システムからALMのテスト・ラボ・モジュールにアップロードする方法

について説明します。この機能は，Performance Centerが含まれるALMインストールにのみ適用さ

れます。

HP Performance CenterがあるALMサーバで作業する場合は，いくつかの相違点があります。詳細

については，「ALM内の結果を使って作業する方法 - Performance Centerがある場合」 (132ページ)
を参照してください。

1. ALMに接続する

ALMサーバ，およびLoadRunner結果ファイルまたは Analysisセッション・ファイルを含むプロ

ジェクトへの接続を開きます。タスクの詳細については，「ALMに接続する方法」 (131ページ)を
参照してください。

2. ［アップロード］ダイアログ・ボックスを開く

［ツール］>［レポートをテスト ラボにアップロード］を選択します。

3. レポートを選択する

［ステップ 1］のセクションで［参照］を選択します。［レポート ファイルを選択します］ダイアログ・

ボックスが開きます。ファイル・システムからHTMLまたは XMLファイルを選択します。［開く］をク

リックします。

4. ALMで場所を選択する

［ステップ 2］のセクションで［参照］を選択します。［レポートの場所を選択してください］ダイアロ

グ・ボックスが開きます。テスト・ラボ・モジュール内の実行レベルに移動します。レポートの名前を

指定し，関連するすべてのコメントを含めます。［OK］をクリックします。

5. アップロードを開始する

［アップロード］をクリックします。アップロードが開始します。
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［HP ALM 接続］ダイアログ・ボックス [Analysis]
このダイアログ・ボックスを使用して，Analysis内からALMプロジェクトに接続できます。

利用方法 ［ツール］>［HP ALM 接続］

重要情報 Analysisから 1つのバージョンのHP ALMとブラウザから別の

バージョンのHP ALMに接続することができます。

バージョンの1つがHP ALM 11.00以降の場合にのみ，異なる

バージョンのHP ALMに接続することができます。

注 : Analysis インタフェースを通して ALNに格納されている

結果に接続する前に，まずブラウザを介して HP ALM サーバに

接続することを推奨します。これにより，自動的にALM クライ

アント・ファイルがご使用のコンピュータにダウンロードされます。

関連タスク 「ALMに接続する方法」 (131ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

ステップ 1 :サーバに接続します l サーバURL :ALMがインストールされているサーバの

URL。URLは必ずhttp://<server_name:port>/qcbinの

形式で指定します。

l 起動時にサーバに再接続する :Analysisを起動するたび

にサーバに自動的に再接続します。

l / :［サーバURL］
ボックスで指定したサーバに接続します。接続ステータスに

応じて，一度に 1つのボタンのみが表示されます。

手順 2 :ユーザ情報を認証する l ユーザ名 :ALMプロジェクトのユーザ名。

l パスワード :ALMプロジェクトのパスワード。

l 起動時に認証する :アプリケーションを次回開いたときに

ユーザ情報が自動的に認証されます。このオプションは，前

述の［起動時にサーバに再接続する］を選択した場合にの

み使用できます。

l : ALMサーバに対してユーザ情報が認
証されます。

ユーザ情報が認証されたら，［ユーザ情報を認証する］領域

のフィールドは読み取り専用形式で表示されます。［認証］ボ

タンが に変わります。

別のユーザ名を使用して同じ ALMサーバにログインするに

は，［ユーザを変更］をクリックして新しいユーザ名とパスワード

を入力し，再び［認証］をクリックします。

ステップ 3 : プロジェクトにログイン

します

l ドメイン :ALMプロジェクトが保存されているドメイン。接続

する権限のあるプロジェクトが保存されているドメインだけが

表示されます

l プロジェクト :ALMプロジェクト名を入力するか，リストからプ

ロジェクトを選択します。接続する権限のあるプロジェクトだ

けが表示されます。

l 起動時にプロジェクトにログインする :このオプションは，［起

動時に認証する］チェック・ボックスを選択しているときのみ

有効になります。

l / : ALMプロジェク
トにログインおよびプロジェクトからログアウトします。

［レポートをテスト ラボにアップロード］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用して，AnalysisレポートをALMプロジェクトのテスト・ラボ・モジュールに

アップロードできます。
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利用方法 ［レポート］>［レポートをテスト ラボにアップロード］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

手順 1 : レポート ファイルの選択 ファイル・システムからAnalysisレポートを選択できます。HTML
レポート，または XML形式のリッチ・レポートを選択できます。

手順 2 : テスト ラボの参照 テスト・ラボ・モジュール内のレポートの場所を選択できます。

注 : テスト・ラボ・モジュール内の実行レベルにドリルダウンする

必要があります。

アップロード レポートのアップロードを開始します。アップロードが正常に終

了したら，Analysisによってメッセージが発行されます。

Analysisグラフ

トランザクション・グラフ

トランザクション・グラフの概要

負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザはトランザクションを実行しながら，結果データを生成し

ます。Analysisでは，スクリプト実行中のトランザクションのパフォーマンスとステータスを示すグラフを生

成できます。

結果のマージや相関を行うためのAnalysisツールを使用して，トランザクション・パフォーマンス・グラフ

を分析できます。また，グラフ情報をトランザクション別に並べ替えることもできます。Analysisを使った

作業については，「Analysisの紹介」 (32ページ)を参照してください。

［平均トランザクション応答時間］グラフ

このグラフには，トランザクションの実行に要した時間の平均が負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒

ごとに表示されます。
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目的 許容可能な最短および最長のトランザクション応答時間を定

義してある場合は，このグラフを使って，サーバのパフォーマンス

が許容範囲内に収まっているかどうかを評価できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )

ブレークダウン・オプション トランザクション・ブレークダウン

トランザクションのブレークダウンを表示するには，グラフ内でト

ランザクションを右クリックして［トランザクション ブレークダウン

ツリーを表示］を選択します。トランザクション・ブレークダウン・

ツリーで，ブレークダウンしたいトランザクションを右クリックし，

［ブレークダウン<トランザクション名>］を選択します。［平均ト

ランザクション応答時間］グラフに，サブトランザクションのデー

タが表示されます。詳細については，「トランザクション・ブ

レークダウン・ツリー」 (141ページ)を参照してください。

Webページのブレークダウン

トランザクションまたはサブトランザクションに含まれるWebペー

ジのブレークダウンを表示するには，トランザクションまたはサブ

トランザクションを右クリックし，［Web ページ診断の対象 : <ト
ランザクション名>］を選択します。Webページ診断グラフの詳

細については，「Webページ診断グラフ」 (177ページ)を参照

してください。

ヒント 粒度

このグラフは，粒度 (目盛間隔 )を変えて表示できます。粒

度が低いと，結果が詳細になります。しかし，シナリオ全体で

の仮想ユーザの振る舞いの概略を調査するには，粒度を粗

くして結果を見るのが便利です。たとえば，粒度を細かくした

場合，トランザクションが実行されていない部分も発見できま

す。粒度を粗くして同じグラフを見ることにより，トランザクショ

ン全般の応答時間がわかります。目盛間隔の設定について

は，「グラフ・データの管理方法」 (99ページ)を参照してくださ

い。

実行中の仮想ユーザと比較します

［平均トランザクション応答時間］グラフを［実行中の仮想

ユーザ］グラフと比較することによって，実行中の仮想ユーザの

数がトランザクションのパフォーマンス時間にどのような影響を

与えたかを確認できます。たとえば，トランザクションの処理時

間が徐々に減少していることが［平均トランザクション応答時

間］グラフに示されているとき，このグラフを［実行中の仮想

ユーザ］グラフと比較することで，仮想ユーザによる負荷が減っ

たためにパフォーマンス時間が向上したのかどうかわかります。

注 標準では，成功したトランザクションだけが表示されます。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例
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［秒ごとの合計トランザクション数］グラフ

このグラフには，成功，失敗，および中止したトランザクションのそれぞれの総数が負荷テスト・シナリ

オ実行時の経過秒ごとに表示されます。

目的 トランザクションによってシステムにかかる任意の時点での実際

の負荷を調べることができます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの合計数。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例
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トランザクション・ブレークダウン・ツリー

トランザクション・ブレークダウン・ツリーには，現在のセッションにおけるトランザクションとサブトランザク

ションがツリー形式で表示されます。ツリーからトランザクションをブレークダウンして，ブレークダウンの結

果を，［平均トランザクション応答時間］グラフまたは［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフに表

示できます。

利用方法 ［平均トランザクション応答時間］グラフまたは［トランザクション

パフォーマンスサマリ］グラフ内を右クリックし，［トランザクション

ブレークダウン ツリーを表示］を選択します。

重要情報 トランザクションをブレークダウンした後に，元のトランザクション・

グラフに戻ることができます。これを行うには，グローバル・フィル

タ( ［ファイル］>［グローバルフィルタの設定］)を再度適用する

か，ブレークダウン・アクションを，［編集］>［最後のアクションを

取り消す］を使用して元に戻します。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです(ラベルのない要素は山括弧で囲んで示しま

す)。

UI 要素 説明

<右クリック・メニュー> l 最上位レベルからのブレークダウン :トランザクションの最上

位レベルの階層パスのデータを表示します。

l ブレークダウン <トランザクション名> :［平均トランザクション

応答時間］グラフまたは［トランザクションパフォーマンスサマ

リ］グラフに，サブトランザクションのデータが表示されます。

l 次のみ表示 <トランザクション名> :選択したトランザクショ

ン/サブトランザクションのデータのみを表示します。

l Web ページ診断の対象 <ページ名> :トランザクションまた

はサブトランザクションに含まれるWebページのブレークダウ

ンを［Webページ診断］グラフに表示します。詳細について

は，「Webページ診断グラフ」 (177ページ)を参照してくださ

い。

［秒ごとのトランザクション］グラフ

このグラフには，各トランザクションが成功，失敗，および中止した回数が負荷テスト・シナリオ実行

時の経過秒ごとに表示されます。

目的 トランザクションによってシステムにかかる任意の時点での実際

の負荷を調べることができます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの数。
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ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフと比較しま

す

また，このグラフを［平均トランザクション応答時間］グラフと比

較することで，トランザクション数がパフォーマンス時間に与え

る影響を分析できます。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例

［トランザクション パフォーマンスサマリ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオのすべてのトランザクションの最小，最大，および平均の処理時

間が表示されます。

X 軸 トランザクションの名前。

Y 軸 各トランザクションの応答時間 (秒単位で四捨五入される)。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)142 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



ブレークダウン・オプション トランザクション・ブレークダウン

［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフにトランザクション

のブレークダウンを表示するには，グラフ内でトランザクションを

右クリックして［トランザクション ブレークダウン ツリーを表示］を

選択します。トランザクション・ブレークダウン・ツリーで，ブ

レークダウンしたいトランザクションを右クリックし，［ブレークダウ

ン<トランザクション名>］を選択します。［トランザクションパ

フォーマンスサマリ］グラフに，サブトランザクションのデータが表

示されます。詳細については，「トランザクション・ブレークダウ

ン・ツリー」 (141ページ)を参照してください。

Webページのブレークダウン

トランザクションまたはサブトランザクションに含まれるWebペー

ジのブレークダウンを表示するには，トランザクションまたはサブ

トランザクションを右クリックし，［Web ページ診断の対象 : <ト
ランザクション名>］を選択します。詳細については，「Web
ページ診断グラフ」 (177ページ)を参照してください。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例

［トランザクション応答時間 (分散 ) ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオでトランザクションの実行に要した時間の分布が示されます。

目的 許容可能な最短および最長のトランザクション応答時間を定

義してある場合は，このグラフを使って，サーバのパフォーマンス

が許容範囲内に収まっているかどうかを評価できます。

X 軸 トランザクションの応答時間 (秒単位で切り捨てられる)。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)143 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの数。

ヒント ［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフと比較

します

これを［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフと比較すれ

ば，平均応答時間がどのように算出されたかわかります。

注 このグラフは棒グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例

次の例は，ほとんどのトランザクションの応答時間が20秒未満だったことを示しています。

［トランザクション応答時間 - パーセンタイル］グラフ

このグラフは，一定の時間内に実行されたトランザクションの割合を分析します。

目的 システムに対して定義されているパフォーマンス基準を満たして

いるトランザクションの割合がわかります。許容応答時間内に

応答するトランザクションの割合を知る必要が生じることがよく

あります。最長応答時間が異常に長いこともありますが，ほと

んどのトランザクションが許容時間内に完了するなら，システム

全体としてはニーズに応えられると考えられます。

X 軸 負荷テスト・シナリオ実行中に測定されたトランザクションの総

数の割合を示します。
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Y 軸 トランザクションの最大応答時間 (秒単位 )。

注 :各トランザクションの一定割合ごとに，トランザクション応答

時間が見積もられます。したがって，Y軸の値は正確ではない

場合があります。

ヒント ［平均応答時間］グラフと比較します。

［トランザクション応答時間 -パーセントタイル］グラフを，［平

均トランザクション応答時間］グラフなどの平均応答時間を

表すグラフと比較することをお勧めします。いくつかのトランザク

ションに長い応答時間があると，全体の平均が引き上げられ

ることがあります。ただし，応答時間が長いトランザクションの

発生がその全体の5%未満だった場合，この点は重要性が

低い場合があります。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例

次の例は， tr_matrix_movieというトランザクションで応答時間が70秒を下回ったのは 20%未満だっ

たことを示しています。

［トランザクション応答時間 - 負荷下］グラフ

このグラフは，［実行中の仮想ユーザ］グラフと［平均トランザクション応答時間］グラフを組み合わせた

ものです。負荷テスト・シナリオの任意の時点で実行されている仮想ユーザの数に対応するトランザク

ション時間を示します。

目的 仮想ユーザの負荷が処理時間に与える影響の概要を確認

できます。また，このグラフは，負荷が段階的に増減するシナリ

オを分析するのに役立ちます。

X 軸 実行中の仮想ユーザの数
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Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例

［トランザクション サマリ］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオの実行中に失敗，成功，中止，およびエラーで終了したトランザク

ションの数を示します。

X 軸 トランザクションの名前。

Y 軸 シナリオの実行中に実行されたトランザクションの数。

関連項目 「トランザクション・グラフの概要」 (138ページ)

例
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Flex グラフ

Flexグラフには，Flexサーバのパフォーマンスに関する情報が表示されます。Flexグラフを使用して，

次のデータを分析できます。

［Flex RTMP スループット］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，RTMP/Tサーバでのスループット量 (バイト

単位 )を示します。スループットは，任意の1秒間に仮想ユーザがサーバから受け取った，またはサー

バに送信したデータ量を表します。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，サーバのスループットの観

点で評価するのに使用できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 サーバのスループット (バイト単位 )。

注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。

例

次の例は，最高スループットは，シナリオの実行開始から 35秒目の600,000バイト超であることを示

しています。
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［Flex RTMP の他の統計］グラフ

このグラフでは，Flex RTMP仮想ユーザのさまざまな統計データを表示します。

目的 このグラフでは，さまざまな RTMP タスクの実行にかかった期間

を表示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 タスク期間 (ミリ秒単位 )。

例

次の例では，シナリオの48秒で RTMPハンドシェイクに 75ミリ秒の期間があります。
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［Flex RTMP 接続］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の任意の期間に開かれているRTMP接続数が表示さ

れます。スループットは，任意の1秒間に仮想ユーザがサーバから受け取った，またはサーバに送信し

たデータ量を表します。

目的 このグラフは，追加の接続の必要性を知るのに役立ちます。た

とえば，接続数が一定に数に達し，それを維持した状態でト

ランザクション応答時間が急上昇する場合，接続を追加する

ことによってパフォーマンスが劇的に向上 (トランザクション応答

時間が短縮 )することがあります。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 接続の数。

例

次の例では，シナリオの48～ 56秒の間に，開かれている接続は 80個あります。

［Flex ストリーミング配信］グラフ

このグラフはサーバによって正常に配信されたストリームの総数を示します。正常に完了した配信

は，要求されたストリームの終了時にサーバが「NetStream.Stop」メッセージを開始したときに，定義

されます。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，サーバのスループットの観

点で評価するのに使用できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 配信されたストリームの数。

例
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次の例では，グラフは 45度の方向に上昇しており，所定の時間内を通して，一定数のストリームが

配信されていることを表しています。

［Flex 平均バッファリング時間］グラフ

このグラフには，RTMPストリームの平均バッファリングが表示されます。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，バッファでのストリームに

消費した時間で評価するのに活用できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 バッファリング時間 (ミリ秒単位 )。

例

次の例では，バッファリング時間が，シナリオの4分 32秒以降，再びピークへと上昇する前に最小値

に達しているシナリオが示されています。他のグラフと比較して，その時間に発生したことを確認してく

ださい。
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Service Virtualization

Service Virtualization のグラフの概要

Service Virtualizationのグラフは，対応する LoadRunner Controllerのモニタに似ています。詳細につ

いては，Service VirtualizationMonitoring Overview.を参照してください。

［HP Service Virtualization 操作］グラフ

このグラフには，HP Service Virtualization -操作の概要が表示されます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 使用されているリソースの数。

ヒント l 最も問題のある測定値を特定するには，使用されている平均リソー

ス数に従って凡例を並び替えると，確認がしやすくなります。平均を

基準に凡例を並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブルク

リックします。

l グラフ上の折れ線がどの測定値を表しているのか識別するには，識

別したい折れ線を選択します。すると，［凡例］ウィンドウの中で，該

当する行が選択されます。

注 このグラフを使用するには，まずControllerシナリオで Service
Virtualizationプロジェクトを開く必要があります。

関連項目 「Webページ診断グラフ」 (181ページ)

例
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グラフを使用して，どのリソースが最も問題なのか，また，シナリオのどの時点で問題が発生したか追

跡できます。

［HP Service Virtualization サービス］グラフ

このグラフには，HP Service Virtualization -サービスの概要が表示されます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 使用されているリソースの数。

ヒント l 最も問題のある測定値を特定するには，使用されている平均リソー

ス数に従って凡例を並び替えると，確認がしやすくなります。平均を

基準に凡例を並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブルク

リックします。

l グラフ上の折れ線がどの測定値を表しているのか識別するには，識

別したい折れ線を選択します。すると，［凡例］ウィンドウの中で，該

当する行が選択されます。

注 このグラフを使用するには，まずControllerシナリオで Service
Virtualizationプロジェクトを開く必要があります。

関連項目 「Webページ診断グラフ」 (181ページ)

例

グラフを使用して，どのリソースが最も問題なのか，また，シナリオのどの時点で問題が発生したか追

跡できます。
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仮想ユーザ・グラフ

仮想ユーザ・グラフの概要

負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザはトランザクションを実行しながら，結果データを生成し

ます。仮想ユーザ・グラフでは，シナリオ実行時の仮想ユーザの振る舞いの全体像を確認できます。

仮想ユーザ・グラフには，仮想ユーザの状態，スクリプトを完了した仮想ユーザの数，およびランデ

ブーの統計情報が表示されます。仮想ユーザ・グラフをトランザクション・グラフと併用すれば，仮想

ユーザの数がトランザクション応答時間に与える影響を調べることができます。トランザクション・グラフ

の詳細については，「トランザクション・グラフ」 (138ページ)を参照してください。

［ランデブー］グラフ(仮想ユーザ・グラフ)
シナリオの実行中，ランデブー・ポイントを使って複数の仮想ユーザにタスクを同時に実行させることが

できます。ランデブー・ポイントでサーバに大きなユーザ負荷を生成し，LoadRunnerで負荷がかかった

状態のサーバのパフォーマンスを測定できます。ランデブー・ポイントの使用法の詳細については，

『HP Virtual User Generator User Guide』を参照してください。

このグラフは，仮想ユーザがランデブー・ポイントで解放されたタイミングと，各点で解放された仮想

ユーザの数を示します。

目的 トランザクションのパフォーマンス時間がわかります。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ランデブーから解放された仮想ユーザの数。
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ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフとの比較

［ランデブー］グラフを［平均トランザクション応答時間］グラフと

比較すれば，ランデブーによって作り出された負荷のピークが

トランザクション時間にどのような影響を与えるかを確認でき

ます。

関連項目 「仮想ユーザ・グラフの概要」 (153ページ)

例

［実行中の仮想ユーザ］グラフ

このグラフには，テストの経過秒ごとに，仮想ユーザ・スクリプトを実行した仮想ユーザの数とそのス

テータスが表示されます。

目的 サーバにかかる任意の時点での仮想ユーザの負荷を調べるの

に役立ちます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 シナリオの仮想ユーザの数。

注 標準設定では，「実行」ステータスの仮想ユーザだけが表示さ

れます。ほかのステータスの仮想ユーザを表示するには，そのス

テータスをフィルタ条件に設定します。詳細については，「グラ

フ・データのフィルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)を参照し

てください。

関連項目 「仮想ユーザ・グラフの概要」 (153ページ)

例
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［仮想ユーザサマリ］グラフ

このグラフには，仮想ユーザのパフォーマンスの概要が表示されます。

目的 負荷テスト・シナリオの実行を正常に終えた仮想ユーザの数

を，失敗した仮想ユーザの数と比較できます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 「仮想ユーザ・グラフの概要」 (153ページ)

例
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エラー・グラフ

エラー・グラフの概要

負荷テスト・シナリオの実行中，仮想ユーザがトランザクションを正常に終了しない場合があります。

エラー・グラフには，失敗，中止，およびエラーで終了したトランザクションに関する情報が表示されま

す。エラー・グラフを使用して，シナリオの実行中に発生したエラーの概要，および秒ごとの平均エラー

発生件数を確認できます。

［秒ごとのエラー(説明 ) ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中に発生したエラーの秒ごとの平均発生件数が，エラーの

説明別に表示されます。エラーの説明が凡例に表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 エラー数。

関連項目 「エラー・グラフの概要」 (156ページ)

例
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［秒ごとのエラー数］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中に発生したエラーの秒ごとの平均発生件数が，エラー・

コード別に表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 エラー数。

関連項目 「エラー・グラフの概要」 (156ページ)

例

［エラーの統計 (説明 ) ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオの実行中に発生したエラーの数が，エラーの説明別に表示され

ます。エラーの説明が凡例に表示されます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 「エラー・グラフの概要」 (156ページ)

例
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［エラーの統計］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオの実行中に発生したエラーの数が，エラー・コード別に表示され

ます。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 「エラー・グラフの概要」 (156ページ)

例

次の例では，シナリオの実行中に発生した全エラー178件のうち，凡例の2番目に表示されている

エラーは，全体の6.74%を占め，12回発生したことがわかります。
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［秒毎の合計エラー数］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中に発生したエラーの秒ごとの平均発生件数が表示され

ます。(要完成 :すべてのエラーの合計に関する文を追加してください)

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 エラー数。

関連項目 「エラー・グラフの概要」 (156ページ)

例

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)159 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



Web リソース・グラフ

Web リソース・グラフの概要

Webリソース・グラフには，Webサーバのパフォーマンスに関する情報が表示されます。Webリソース・

グラフを使用して，次のデータを分析できます。

l Webサーバ上のスループット

l 秒ごとのヒット数

l 秒ごとのHTTP応答数

l Webサーバから返されたHTTPステータス・コード

l 秒ごとのダウンロード・ページ数

l 秒ごとのサーバの再試行回数

l 負荷テスト・シナリオ実行時のサーバ再試行のサマリ

l 開いている TCP/IP接続の数

l 1秒ごとのTCP/IP接続数。

l 1秒あたりの新規利用または再利用のために開かれた SSL接続の数

注 : Ajax TruClientプロトコルの非同期性により，Webリソース・グラフで収集および表示される

データが実際のパフォーマンスを表していない場合があります。
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［秒ごとのヒット数］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとの，仮想ユーザがWebサーバに対して行っ

たHTTP要求の数を示します。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，ヒット数の観点で評価す

るのに使うことができます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 サーバでのヒット数。

ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフとの比較

このグラフを［平均トランザクション応答時間］グラフと比較し

て，ヒットの数がトランザクション・パフォーマンスにどのように影

響するかを知ることができます。

注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

例

次の例では，秒ごとのヒット数はシナリオの実行開始から 55秒目で最大になっています。

［スループット］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サーバでのスループット量を示します。ス

ループットは，バイトまたはメガバイト単位で測定され，任意の時点で仮想ユーザがサーバから受け
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取ったデータ量を表します。スループットをメガバイト単位で表示するには，［スループット ( MB) ］グラフ

を使用します。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，サーバのスループットの観

点で評価するのに使用できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 サーバのスループット (バイトまたはメガバイト単位 )。

ヒント ［平均トランザクション応答時間］グラフとの比較

このグラフと［平均トランザクション応答時間］グラフとを比較し

て，スループットがトランザクション・パフォーマンスにどのように

影響するかを知ることができます。

注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

例

次の例は，最高スループットは，シナリオの実行開始から 55秒目の193,242バイトであることを示し

ています。

［HTTP ステータスコードのサマリ］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時にWebサーバから返されたHTTPステータス・コードの数

を，ステータス・コード別に表示します。HTTPステータス・コードは，「要求が成功しました」，「ページ

が見つかりません」などのHTTP要求のステータスを示します。
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ヒント エラー・コードを生成したスクリプトを特定します

このグラフを［秒ごとのHTTP応答数］グラフと併用することに

よって，エラー・コードを生成したスクリプトを特定できます。

注 このグラフは，円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 l 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

l 「HTTPステータス・コード」 (163ページ)

例

次の例のグラフは，HTTPステータス・コード 200と302のみが生成されたことを示しています。ステータ

ス・コード 200は 1,100回生成され，302は 125回生成されました。

HTTP ステータス・コード

次の表は，HTTPステータス・コードの一覧です。

コード 説明

200 OK

201 Created

202 Accepted

203 Non-Authoritative Information

204 NoContent(コンテンツがありません)
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コード 説明

205 Reset Content(コンテンツがリセットされます)

206 Partial Content部分コンテンツです

300 Multiple Choices(複数の選択肢 )

301 Moved Permanently(恒久的に移動されました)

302 Found

303 SeeOther(ほかを参照してください)

304 Not Modified(変更されていません)

305 Use Proxy(プロキシを使用します)

307 Temporary Redirect(一時的にリダイレクトされます)

400 Bad Requests(不正要求 )

401 Unauthorized(権限がない)

402 Payment Required(未使用。将来のために予約 )

403 Forbidden(アクセス拒否 )

404 Not found(参照先が見つからない)

405 Method Not Allowed(メソッド不許可 )

406 Not Acceptable(内容が認められない)

407 Proxy Authentication Required(プロキシ認証が必要 )

408 Request Timeout(要求タイムアウト )

409 Conflict(競合がある)

410 Gone(存在しない)

411 Length Required(長さ不明 )

412 Precondition Failed(条件が不正 )

413 Request Entity Too Large(要求エンティティが大きすぎる)

414 Request - URI Too Large(要求のURIが長すぎる)

415 UnsupportedMedia Type(要求のタイプがサポートされていな

い)

416 Requested range not satisfiable( Requestヘッダが不正 )

417 Expectation Failed( Expectヘッダが不正 )

(続き)
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コード 説明

500 Internal Server Errors(サーバ内部エラー)

501 Not Implemented(未実装 )

502 BadGateway(ゲートウェイが不正 )

503 Service Unavailable(サービス利用不能 )

504 Gateway Timeout(ゲートウェイのタイムアウト )

505 HTTP Version not supported( HTTPのバージョンをサポートし

ていない)

(続き)

上記のステータス・コードの詳細とその説明については，http://www.w3.orgを参照してください。

［秒ごとのHTTP 応答数］グラフ

このグラフは，Webサーバから返されたHTTPステータス・コードの数を，負荷テスト・シナリオ実行時

の経過秒ごとにステータス・コード別に表示します。HTTPステータス・コードは，「要求が成功しまし

た」，「ページが見つかりません」などのHTTP要求のステータスを示します。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒ごとのHTTP応答数。

ヒント エラー・コードを生成したスクリプトを特定します

このグラフに示された結果をスクリプト別に分類 ( 「Group By」
関数を使用する)して，エラー・コードを生成したスクリプトを

特定できます。「Group By」関数の詳細については，「グラフ・

データのフィルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)を参照して

ください。

関連項目 l 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

l 「HTTPステータス・コード」 (163ページ)

例

次の例は，ステータス・コード 200の最大数は，シナリオの実行開始から 55秒目に発生した 60であ

ることを示しています。ステータス・コード 302の最大数は，シナリオの実行開始から 50秒目に発生

した 8.5です。
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［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフ

このグラフは，サーバからダウンロードされたWebページの数を負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒

ごとに示します。

［スループット］グラフ同様，［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフは，任意の時点で仮想ユー

ザがサーバから受信したデータ量を表します。ただし，［スループット］グラフは，各リソースとそのサイズ

(たとえば 1つ 1つの .gifファイルやWebページのサイズなど)を測ります。［秒ごとにダウンロードされ

たページ数］グラフは，ページ数だけを測ります。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，ダウンロードされたWeb
ページ数の観点で評価するのに使用できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 サーバからダウンロードされたWebページの数。

注 ［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフを表示するにはシ

ナリオを実行する前に，［実行環境設定］の［プリファレンス］

ノードで［秒ごとのページ数 (HTML モードのみ)］を選択する必

要があります。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

例 1

次の例は，1秒あたりにダウンロードされたページの最大数は，シナリオの実行開始から 50秒目に

発生したおよそ7ページであることを示しています。
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例 2

次の例では，［スループット］グラフを［秒ごとにダウンロードされたページ数］グラフと結合しています。こ

のグラフから，秒ごとにダウンロードされたWebページ数とスループットが完全には比例していないこと

がわかります。たとえば，シナリオの実行開始後 10秒から 25秒の間では，スループットが減少してい

る一方で，秒ごとにダウンロードされたページ数は増加しています。

［秒ごとの再試行数］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとにサーバが接続を試みた回数が表示され

ます。次の場合にサーバの接続が再試行されます。
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l 最初の接続が許可されなかった

l プロキシ認証が必要

l 最初の接続がサーバによって閉じられた

l サーバへの最初の接続が確立できなかった

l サーバが最初に LoadGeneratorの IPアドレスを変換できなかった

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒ごとのサーバの再試行回数。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

例

次の例のグラフは，シナリオの実行開始から 1秒後の再試行数が0.4であったのに対し，シナリオの

実行開始から 5秒後の秒ごとの再試行数が0.8に上がったことを示しています。

［再試行サマリ］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時にサーバが接続を試みた回数を再試行の原因別に示し

ます。

ヒント サーバがどの時点で再試行を試みたかを確認しま

す

このグラフを［秒ごとの再試行数］グラフと一緒に使用すると，

シナリオのどのポイントでサーバへの接続が再試行されたかを

確認できます。
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注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

例

次の例のグラフでは，シナリオ実行時のサーバ接続の再試行の主な原因は，サーバがLoad
Generatorの IPアドレスを解決できなかったことにあることを示しています。

［接続］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の各時点 ( X軸 )で開いている TCP/IP接続の数 ( Y
軸 )が表示されます。エミュレートされたブラウザタイプに応じて，各仮想ユーザはWebサーバごとに

複数の同時接続を開くことができます。

目的 このグラフは，追加の接続の必要性を知るのに役立ちます。た

とえば，接続数が一定に数に達し，それを維持した状態でト

ランザクション応答時間が急上昇する場合，接続を追加する

ことによってパフォーマンスが劇的に向上 (トランザクション応答

時間が短縮 )することがあります。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 開いている TCP/IP接続数。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)
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［秒ごとの接続数］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の秒ごとの( X軸 )，新規に開かれた TCP/IP接続の数

( Y軸 )とシャットダウンされた接続数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒ごとのTCP/IP接続数。

ヒント 秒ごとの新しい接続数対ヒット数

新規の接続は，サーバ，ルータ，およびネットワークのリソースを大量に消

費するため，秒ごとの接続数は，秒ごとのヒット数に比べてごくわずかである

必要があります。多数のHTTP要求が要求ごとに新規接続を開かずに，

同じ接続を使用するのが理想です。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)
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［秒ごとのSSL］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中の秒ごとの( X軸 )，新規または再利用で開かれた SSL
接続の数 ( Y軸 )が表示されます。SSL接続は，セキュア・サーバへのTCP/IP接続が開かれた後

で，ブラウザによって開かれます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SSL接続の数。

ヒント SSL接続を少なくします。

新しいSSL接続を作成すると大量のリソースが消費されま

す。したがって，新規に開くSSL接続の数はできるだけ少な

くする必要があります。SSL接続を確立したら，そのSSL接
続を再利用する必要があります。いったん確立した SSL接
続を再利用するようにして，1個の仮想ユーザにつき複数の

新規 SSL接続を開かないようにしてください。

反復の間で TCP接続をリセットする場合 ( VuGenの［実行

環境設定］>［ブラウザエミュレーション］ノード >［反復ごとに

新規ユーザをシミュレート］)，新しいSSL接続は，1回の反

復につき 1つ以下にする必要があります。

関連項目 「Webリソース・グラフの概要」 (160ページ)

例
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ユーザ定義データ・ポイント・グラフ

ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要

ユーザ定義データ・ポイント・グラフは，ユーザ定義のデータ・ポイントの値を示します。データ・ポイント

は，仮想ユーザ・スクリプトの適切な箇所に lr_user_data_point関数を挿入することで定義します

( GUI仮想ユーザの場合 user_data_point，Java仮想ユーザの場合 lr.user_data_point)。

Action1()

{

    lr_think_time(1);

    lr_user_data_point ("data_point_1",1);

    lr_user_data_point ("data_point_2",2);

    return 0;

}

WebやOracle NCAなどのグラフィカルなスクリプト表現をサポートする仮想ユーザ・プロトコルでは，

データ・ポイントを「ユーザ定義」ステップとして挿入します。データ・ポイント情報は，スクリプトが関数ま

たはステップを実行するたびに収集されます。データ・ポイントの詳細については，関数リファレンスを

参照してください。

データ・ポイントは，ほかのAnalysisデータのように数秒ごとに集約されます。そのため，グラフに表示

されるデータ・ポイントは，実際に記録されるものより少なくなります。詳細については，「データの粒度

の変更」 (96ページ)を参照してください。
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［データ ポイント (平均 ) ］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行中に記録されたユーザ定義データ・ポイントの平均値を示し

ます。

目的 通常このグラフは，測定値の実際の値が必要な場合に使用

されます。たとえば，各仮想ユーザがマシンのCPU使用率を

監視し，それをデータ・ポイントとして記録するとします。この場

合，実際に記録されたCPU使用率の値が必要となります。

［データポイント (平均 )］グラフには，シナリオ全体を通じて記

録された平均値が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 記録されたデータ・ポイント・ステートメントの平均値。

関連項目 「ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要」 (172ページ)

例

この例では，CPU使用率がデータ・ポイント user_data_point_val_1として記録されています。ここで

は，シナリオの経過時間に対する関数として示されています。

［データ ポイント (合計 ) ］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオの実行全体を通して記録されたユーザ定義データ・ポイントの合

計値を示します。
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通常このグラフは，すべての仮想ユーザが生成できる測定値の総数を示します。たとえば，ある一連

の条件がそろったときにかぎって仮想ユーザがサーバを呼び出せるとします。そして，呼び出しが行わ

れるたびにデータ・ポイントが記録されるとします。この場合，［データポイント (合計 )］グラフには，仮

想ユーザが関数を呼び出した合計回数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 記録されたデータ・ポイントの合計値。

関連項目 「ユーザ定義データ・ポイント・グラフの概要」 (172ページ)

例

次の例では，サーバへの呼び出しがデータ・ポイント user_data_point_val_1として記録されています。

ここでは，シナリオの経過時間に対する関数として示されています。

ネットワーク・モニタ・グラフ

ネットワーク・モニタ・グラフの概要

アプリケーションやWebシステムのパフォーマンスにおいて，ネットワークの設定は非常に大切です。設

計が適切でないと，クライアントの動作速度が許容可能なレベルを下回ることがあります。アプリケー

ションには，多数のネットワーク・セグメントがあります。パフォーマンスの悪い 1つのネットワーク・セグメン

トが，アプリケーション全体に影響を与えることもあります。

次の図は，一般的なネットワークを示しています。データは，サーバ・マシンから仮想ユーザ・マシンに

到達するまでに，複数のセグメントを経由します。
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ネットワーク・モニタは，ネットワークのパフォーマンスを測定するために，ネットワークを経由してデータの

パケットを送信します。パケットが返ると，ネットワーク・モニタは，そのパケットが，要求されたノードに

行って戻ってくるのにかかった時間を算出します。

［ネットワークサブパス時間］グラフには，送信元マシンからパス上の各ノードまでの遅延が表示されま

す。［ネットワークセグメントの遅延］グラフには，パスの各セグメントの遅延が表示されます。［ネット

ワーク遅延時間］グラフには，送信元マシンと送信先マシンの間のパス全体の遅延が表示されます。

ネットワーク・モニタ・グラフを使用すれば，そのネットワークがボトルネックの原因となっているかどうか判

断できます。そして，問題がネットワークに起因するようであれば，その問題のセグメントを特定し，修

正できます。

Analysisでネットワーク・モニタ・グラフを生成するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，ネット

ワーク・モニタを起動しておく必要があります。ネットワーク・モニタの設定で，監視対象のパスを指定し

ます。ネットワーク・モニタの設定については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照

してください。

［ネットワーク遅延時間］グラフ

このグラフは，送信元マシンと送信先マシン間 (たとえば，データベース・サーバと仮想ユーザのLoad
Generator間 )のパス全体における遅延を示します。このグラフは，負荷テスト・シナリオの経過時間

に対する関数として遅延を示します。

Controllerで定義されたそれぞれのパスは，異なる色の折れ線でグラフに表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク遅延時間。

ヒント グラフを結合してネットワークのボトルネックを判断す

る

さまざまなグラフを結合することによって，ネットワークがボトル

ネックとなっているかどうかを判断できます。たとえば，［ネット

ワーク遅延時間］グラフと［実行中の仮想ユーザ］グラフを使

用して，仮想ユーザの数がネットワークの遅延にどのような影

響を与えているか調べることができます。

関連項目 「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」 (174ページ)

例
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次の結合されたグラフの例では，ネットワークの遅延を実行中の仮想ユーザと比較しています。このグ

ラフは，10個の仮想ユーザがすべて実行中のとき，22ミリ秒のネットワークの遅延が発生したことを示

し，ネットワークが過負荷状態だった可能性があることを示しています。

［ネットワークセグメント遅延］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ経過時間ごとにパスの各セグメントの遅延が表示されます。各セ

グメントは，異なる色の折れ線で示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク遅延時間。

注 セグメントの遅延は近似値であり，正確な値が測定されるネッ

トワーク・パス遅延とは必ずしも一致しません。パスの各セグメ

ントの遅延は，送信元マシンからあるノードまでの遅延を計算

し，送信元マシンからほかのノードまでの遅延を差し引くことに

よって見積もります。たとえば，セグメント BからCの遅延は，

監視元マシンからポイント Cまでの遅延を測定し，監視元マ

シンからポイント Bまでの遅延を差し引いて計算します。

関連項目 「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」 (174ページ)

例

次のグラフには，4つのセグメントが表示されています。グラフの中の1つのセグメントで 6分目に 70
秒の遅延が生じています。
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［ネットワークサブパス時間］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオの経過時間ごとに，送信元マシンからパス上の各ノードまでの遅

延が表示されます。各セグメントは，異なる色の折れ線で示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク遅延時間。

注 送信元マシンから各ノードまでの間の遅延は，同時ながら個別に測定さ

れます。したがって，送信元マシンからノードの1つまでの遅延が，送信元

マシンと送信先マシンの間の完全パスの遅延より大きくなることがあります。

関連項目 「ネットワーク・モニタ・グラフの概要」 (174ページ)

例

次のグラフには，4つのセグメントが表示されています。グラフの中の1つのセグメントで 6分目に 70ミ
リ秒の遅延が生じています。

Web ページ診断グラフ
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Web ページ診断ツリー・ビューの概要

Webページ診断ツリー・ビューには，Webページ診断グラフに表示されるトランザクション，サブトラン

ザクション，Webページがツリー形式で表示されます。Webページ診断グラフの詳細については，

「Webページ診断グラフ」 (181ページ)を参照してください。

Webページ診断グラフを使用すれば，トランザクションの応答時間がWebページのコンテンツの影響

を受けたかどうか評価できます。たとえば，ダウンロードに時間がかかる画像，リンク切れなど，Web
サイトの問題要素をこのグラフで分析できます。

Web ページ診断グラフの概要

Webページ診断グラフで，スクリプトに含まれる各監視対象 Webページのパフォーマンス情報がわか

ります。これらのグラフには，スクリプトに含まれている各ページ・コンポーネントのダウンロードにかかった

時間が表示されるほか，ダウンロード時のどの時点で問題が発生したかが示されます。また，各ペー

ジとそのコンポーネントの相対的なダウンロード時間とサイズも表示できます。Analysisには，平均ダ

ウンロード時間のデータと時間の経過に伴うダウンロード時間の変化の両方が表示されます。

問題が発生する場所と原因の分析，および問題がネットワークにあるのかサーバにあるのかといった

分析を行うには，Webページ診断グラフのデータを，［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフや

［平均トランザクション応答時間］グラフのデータと相関させます。

次の図に，HTTP要求送信後の一連のイベントを示します。

注 :サーバ時間はクライアント側から測定されているため，最初のHTTP要求が送信されてから

第一バッファのデータが送信されるまでのネットワーク・パフォーマンスに変化があると，ネットワーク

時間によってサーバ時間が影響を受ける場合があります。したがって，表示されるサーバ時間は
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推定サーバ時間であり，若干不正確なことがあります。

［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフおよび［平均トランザクション応答時間］グラフをWebペー

ジ診断グラフを使って分析します。Webページ診断グラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過

秒ごとに監視した各 Webページの平均ダウンロード時間 (秒 )が表示されます。X軸は，シナリオの

実行開始時点から経過した時間を示します。Y軸は，各 Webページの平均ダウンロード時間を秒

単位で示します。

AnalysisでWebページ診断グラフを作成するには，シナリオを実行する前に，ControllerでWeb
ページ診断機能を有効にしておく必要があります。

1. Controllerメニューから，［診断］>［設定］を選択し，［次の診断を有効化］チェック・ボックスを選

択します。

2. ［オフライン診断］で，［Web ページ診断 (仮想ユーザサンプリング最高率 : 10%) ］の右の［有効

にする］をクリックします。

注 : VuGenにおいて，［記録オプション］ダイアログ・ボックスの［記録］ノードで［HTML ベースの

スクリプト］を選択しておくことをお勧めします。

スクリプトの記録の詳細については，『LoadRunner User Guide』のVuGenセクションを参照してくださ

い。

トランザクションのブレークダウンを表示する方法

Webページ診断グラフは，［トランザクションパフォーマンスサマリ］グラフまたは［平均トランザクション応

答時間］グラフで検出された問題を分析するのに最もよく使用されます。たとえば，次の［トランザク

ション応答時間 -平均］グラフは， trans1というトランザクションの平均トランザクション応答時間が長

かったことを示しています。
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Webページ診断グラフを使用すれば， trans1 トランザクションの応答時間の遅延の原因が特定でき

ます。

このタスクでは，トランザクションをブレークダウンする方法について説明します。

1. trans1を右クリックし，［Web ページ診断の対象 :trans1］を選択します。Webページ診断グラフ

が開き，Webページ診断ツリーが表示されます。ページ名の横には，ページのコンテンツを表すア

イコンが表示されます。詳細については，「Webページ診断コンテンツ・アイコン」 (180ページ)を参

照してください。

2. Webページ診断ツリーで，問題が生じているブレークダウン対象のページを右クリックし，［ブ

レークダウン<コンポーネント名>］を選択します。あるいは，［Webページ診断］グラフの下に表示

される［ブレークダウン対象のページ］ボックスで対象ページを選択します。選択したページのWeb
ページ診断グラフが表示されます。

注 :Webページ診断ツリーで，問題の生じているページを右クリックして［ページをブラウザに

表示］を選択することで，そのページを表示するブラウザを開くことができます。

3. 次のブレークダウン・オプションの中から 1つを選択します。

n ダウンロード時間 :選択したページのダウンロード時間のブレークダウンを示すテーブルが表示さ

れます。また，各ページ・コンポーネントのサイズ(コンポーネントのヘッダを含む)も表示されま

す。この表示の詳細については，「［ページダウンロード時間ブレークダウン］グラフ」 (186ページ)
を参照してください。

n コンポーネント (一定時間内 ) :選択したWebページの「［ページコンポーネント ブレークダウン

(一定時間内 ) ］グラフ」 (184ページ)が表示されます。

n ダウンロード時間 (一定時間内 ) :選択したWebページの「［ページダウンロード時間ブレーク

ダウン(一定時間内 ) ］グラフ」 (188ページ)が表示されます。

n 第一バッファまでの時間 (一定時間内 ) :選択したWebページの「［第一バッファまでの時間の

ブレークダウン(一定時間内 ) ］グラフ」 (192ページ)が表示されます。

グラフを画面全体に表示するには， ボタンをクリックします。また，前述のグラフやその他の
Webページ診断グラフには［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックスからもアクセスできます。

Web ページ診断コンテンツ・アイコン

Webページ診断ツリーには次のアイコンが表示されます。これらのアイコンは，ページのHTTPコンテン

ツを表します。

名前 説明

トランザクション : コンテンツがトランザクションの一部であることを

示します。

ページ・コンテンツ : このアイコンの下位にあるテキストや画像な

どのコンテンツがすべて 1つの論理ページを構成することを示し

ます。
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名前 説明

テキスト・コンテンツ :テキスト情報です。プレーン・テキストがそ

のまま表示されることを意図しています。HTMLのテキストとスタ

イル・シートが含まれます。

マルチパート・コンテンツ :個別のデータ・タイプの複数のエンティ

ティで構成されるデータです。

メッセージ・コンテンツ :カプセル化されたメッセージです。よくある

サブタイプはニュースです。つまり，外部データ・ソースへの参照

によって大きな本体を指定する，外部に本体をもつものです。

アプリケーション・コンテンツ :ほかのタイプのデータです。通常，

解釈されていないバイナリ・データか，アプリケーションによって

処理される情報です。サブタイプの例としては，ポストスクリプ

ト・データがあります。

画像コンテンツ :画像データです。よくあるサブタイプは jpeg形
式とgif形式です。

リソース・コンテンツ :前述以外のリソースです。また，「使用不

可」と定義されるコンテンツが含まれます。

Web ページ診断グラフ

Webページ診断グラフで，スクリプトに含まれる各監視対象 Webページのパフォーマンス情報がわか

ります。これらのグラフには，スクリプトに含まれている各ページ・コンポーネントのダウンロードにかかった

時間が表示されるほか，ダウンロード時のどの時点で問題が発生したかが示されます。また，各ペー

ジとそのコンポーネントの平均ダウンロード時間も表示できます。

目的 このグラフではシナリオのどの時点で，Webページへのアクセスに影響を及ぼ

した可能性がある，ネットワークまたはサーバの問題が発生したかを確認でき

ます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ダウンロード・プロセスの各 Webページでかかるダウンロード時間 (秒 )。

ヒント l ［ブレークダウン対象のページ］ドロップダウンボックスでページを選択しま

す。

l 最も問題のあるコンポーネントを特定するには，コンポーネントをダウンロー

ドするのにかかった平均秒数に従って凡例を並べ替えます。平均を基準

に凡例を並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブルクリックします。
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診断のオプション 次のオプションのいずれか1つを選択して，結果をドリルダウンできます。サン

プル・グラフについては，下記を参照してください。

l ［ダウンロード時間］ -棒グラフ形式

l ［コンポーネント (一定時間内 ) ］ -線グラフ形式

l ［ダウンロード時間 (一定時間内 ) ］ -面グラフ形式

l ［第一バッファまでの時間 (一定時間内 ) ］ -面グラフ形式

関連項目 「Webページ診断グラフ」 (181ページ)

例

このグラフで，シナリオ実行中のダウンロード時間を監視し，どの時点でネットワークまたはサーバの問

題が発生したか確認できます。

ダウンロード時間

次の例では， itinerary.plページのダウンロード時間が，受信ステージ中で.最大になりました。

コンポーネント (一定時間内 )

次の例では， itinerary.pl コンポーネントのダウンロード時間が，シナリオに対しておよそ8:40と最大

になりました。

ダウンロード時間 (一定時間内 )

このグラフは， itinerary.plページのダウンロード時間を面グラフ形式で表示しています。
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第一バッファまでの時間 (一定時間内 )

次の例では，splash_itinerary.gifファイルのダウンロード時間が，シナリオに対しておよそ8:40と最
大になりました。

［ページ コンポーネント ブレークダウン］グラフ

このグラフは，各 Webページとそのコンポーネントの平均ダウンロード時間 (秒 )を示します。

ブレークダウン・オプション ダウンロード時間の遅延を引き起こしているコンポーネントを特

定するには，問題が生じているURLをWebページ診断ツリー

の中でダブルクリックして，そのURLをブレークダウンします。

ヒント 問題のあるコンポーネントを特定するには，コンポーネントをダ

ウンロードするのにかかった平均秒数に従って凡例を並び替え

ると，確認がしやすくなります。平均を基準として凡例を並べ

替えるには，［グラフの平均値］カラムの見出しをクリックします。

注 このグラフは円グラフ形式でのみ表示されます。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)

例

たとえば，次のグラフは，メインのURLである cnn.comのダウンロード時間が全体のダウンロード時間

の28.64%を占め，www.cnn.com/WEATHER コンポーネントのダウンロード時間は 35.67%を占め

ていることを表します。
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例

グラフは，メインのcnn.com/WEATHER コンポーネントが，ダウンロードに最も時間がかかったことを示

しています(ダウンロード時間全体の8.98%)。

［ページ コンポーネント ブレークダウン(一定時間内 ) ］グラフ

このグラフは，各 Webページとそのコンポーネントの平均応答時間 (秒 )を負荷テスト・シナリオ実行

時の経過秒ごとに示します。
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X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各コンポーネントの平均応答時間 (秒 )。

ヒント l 最も問題のあるコンポーネントを特定するには，コンポーネ

ントをダウンロードするのにかかった平均秒数に従って凡例

を並び替えると，確認がしやすくなります。平均を基準に凡

例を並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブルク

リックします。

l グラフ上の折れ線がどのコンポーネントを表しているのか識

別するには，識別したい折れ線を選択します。すると，［凡

例］ウィンドウの中で，該当する行が選択されます。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)

例

次のグラフでは，シナリオ全体を通して Satellite_Action1_963の応答時間がmain_js_Action1_938
の応答時間より著しく長かったことがわかります。

例

グラフを使用して，メイン・コンポーネントの中のどのコンポーネントが最も問題なのか，また，シナリオ

のどの時点で問題が発生したか追跡できます。
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［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，各ページ・コンポーネントのダウンロード時間のブレークダウンが表示されます。

目的 応答時間の遅延の原因が，Webページのダウンロード中にお

けるネットワーク・エラーまたはサーバ・エラーのどちらにあるのかを

確認できます。

ブレークダウン・オプション ブレークダウン・オプションについては，「［ページダウンロード時

間ブレークダウン］グラフのブレークダウン・オプション」 (190ペー

ジ)を参照してください。

注 : ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コン

ポーネントごとに記録された各測定値を合計したものです。た

とえば，www.cnn.comの接続時間は，それぞれのページ・コン

ポーネントの接続時間の合計です。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)

例

［ページダウンロード時間ブレークダウン］グラフは，受信時間，接続時間，および第一バッファ時間

が，メインのcnn.com URLをダウンロードするのに要した時間の大部分を占めていたことを表してい

ます。
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例

URL「cnn.com」をさらにブレークダウンすれば，ダウンロード時間が最も長いコンポーネントを特定し，

応答時間の遅延の原因となったネットワークまたはサーバの問題を分析できます。

URL「cnn.com」をブレークダウンすると，ダウンロード時間が最も長かったコンポーネント

( www.cnn.comコンポーネント )では，受信時間がダウンロード時間の大部分を占めていたことがわ

かります。
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［ページ ダウンロード時間ブレークダウン(一定時間内 ) ］グラフ

このグラフは，各ページ・コンポーネントのダウンロード時間のブレークダウンを負荷テスト・シナリオ実行

時の経過秒ごとに示します。

目的 このグラフで，シナリオのどの時点でネットワークまたはサーバの問題が

発生したか確認できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ダウンロード・プロセスの各ステップでかかる時間 (秒 )。

ヒント 最も問題のあるコンポーネントを特定するには，コンポーネントをダウン

ロードするのにかかった平均秒数に従って凡例を並べ替えます。平

均を基準に凡例を並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブ

ルクリックします。

注 l ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コンポーネントご

とに記録された各測定値を合計したものです。たとえ

ば，www.cnn.comの接続時間は，それぞれのページ・コンポーネ

ントの接続時間の合計です。

l ［ダウンロード時間のブレークダウン(一定時間内 ) ］グラフを［Web
ページ診断］グラフで選択した場合には，面グラフ形式で表示さ

れます。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)
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例

このグラフで，シナリオのどの時点でネットワークまたはサーバの問題が発生したか確認できます。

例

前の節の例で，最も問題のあるコンポーネントは cnn.comだったことがわかりました。cnn.comコン

ポーネントの［ページダウンロード時間ブレークダウン(一定時間内 ) ］グラフを調べると，第一バッファ

時間と受信時間はシナリオ全体を通じて長いままであり，DNS 解決時間はシナリオの実行の経過

に伴って減少していたことがわかります。
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［ページ ダウンロード時間ブレークダウン］グラフのブレークダウン・
オプション

［ページダウンロード時間ブレークダウン］グラフは，DNS解決時間，接続時間，第一バッファ時

間，SSLハンドシェイク時間，受信時間，FTP認証時間，クライアント時間，およびエラー時間別に

各コンポーネントをブレークダウンします。

これらのブレークダウンについては，下記を参照してください。

名前 説明

DNS解決時間 最も近いDNSサーバで DNS名を IPアドレスに変換するのに

かかった時間を示します。「DNS検索」測定値は，DNS解決

における問題，つまりDNSサーバの問題を示す良い指標とな

ります。

接続 指定されたURLをホストするWebサーバとの最初の接続を

確立するのにかかった時間を示します。接続測定値は，ネット

ワークに関する問題の指標となります。また，この測定値は，

要求に対するWebサーバの応答性も表します。

第一バッファ時間 最初のHTTP要求 (通常はGET)が送信されてから，第一

バッファをWebサーバから正常に受信するまでにかかった時間

を示します。第一バッファ測定値は，Webサーバの遅延とネッ

トワーク・レイテンシを示す良い指標となります。

注 : バッファ・サイズは 8Kまでのため，第一バッファを受信する

までの時間は，要素全体をダウンロードするのにかかる時間と

等しい場合もあります。

SSLハンドシェイク時間 SSL接続 (クライアントのhello，サーバのhello，クライアント公

開鍵の転送，サーバ証明書の転送，および一部省略可能

なその他の段階を含む)を確立するのに要した時間を表示し

ます。SSL接続が確立した時点から，クライアントとサーバの

間のすべての通信が暗号化されます。

SSLハンドシェイク測定値は，HTTPS通信にのみ適用されま

す。

受信時間 最後のバイトがサーバから到着し，ダウンロードが完了するまで

に要した時間を示します。

受信測定値は，ネットワークの品質を示す良い指標となります

(受信速度を算出するには，この時間とサイズの比率を調べ

ます)。

FTP認証時間 クライアントを認証するのに要した時間を示します。FTPでは，

サーバはクライアントの命令を処理する前にクライアントを認証

する必要があります。

FTP認証測定値は，FTP通信にのみ適用されます。
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名前 説明

クライアント時間 ブラウザの思考遅延時間またはクライアントに関連するほかの

遅延のため，クライアント・マシンでリクエストの処理が遅れてい

る間に経過した平均時間を表示します。

エラー時間 HTTP要求が送信されてからエラー・メッセージ( HTTPエラーの

み)が返されるまでに経過した平均時間を表示します。

［第一バッファまでの時間のブレークダウン］グラフ

このグラフは，第一バッファをWebサーバから正常に受信するまでにかかった，各 Webページ・コン

ポーネントのサーバ時間およびネットワーク時間 (秒 )を相対的に示します。

注 : このグラフは LoadGeneratorがプロキシを使用せずにテスト対象アプリケーションに接続すると

きにのみ関係します。LoadGeneratorがプロキシを介して接続される場合，このグラフは AUTレ

イテンシではなく，プロキシのレイテンシのみを表示します。

目的 コンポーネントのダウンロード時間が長い場合は，このグラフを

使用して，問題がサーバにあるのかネットワークにあるのか確認

できます。

X 軸 コンポーネントの名前を示します。

Y 軸 各コンポーネントの平均ネットワーク/サーバ時間を秒単位で示

します。

測定値 l ネットワーク時間とは，最初のHTTP要求が送信されてか

らACK(肯定応答 )を受信するまでにかかった時間の平均

です。

l サーバ時間とは，最初のHTTP要求 (通常 GET)に対す

るACKを受信してから，第一バッファをWebサーバから正

常に受信するまでにかかった時間の平均です。

注 l ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コンポー

ネントごとに記録された各測定値を合計したものです。たと

えば，www.cnn.comのネットワーク時間は，それぞれの

ページ・コンポーネントのネットワーク時間の合計です。

l サーバ時間はクライアント側から測定されているため，最初

のHTTP要求が送信されてから第一バッファのデータが送

信されるまでのネットワーク・パフォーマンスに変化があると，

ネットワーク時間によってサーバ時間が影響を受ける場合

があります。したがって，表示されるサーバ時間は推定サー

バ時間であり，若干不正確なことがあります。

l このグラフの表示形式は棒グラフのみです。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)

例
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次の例では，ネットワーク時間の方がサーバ時間より長いことがわかります。

例

次の例では，メインのURLである cnn.comをさらにブレークダウンすれば，各コンポーネントの第一

バッファまでの時間のブレークダウンを表示できることが示されています。cnn.comコンポーネント (右端

のコンポーネント )では，第一バッファ時間のブレークダウンは，ほとんどがネットワーク時間であることが

わかります。

［第一バッファまでの時間のブレークダウン(一定時間内 ) ］グラフ

このグラフは，第一バッファをWebサーバから正常に受信するまでにかかった，各 Webページ・コン

ポーネントのサーバ時間およびネットワーク時間 (秒 )を負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに示します。

注 : このグラフは LoadGeneratorがプロキシを使用せずにテスト対象アプリケーションに接続すると

きにのみ関係します。LoadGeneratorがプロキシを介して接続される場合，このグラフは AUTレ

イテンシではなく，プロキシのレイテンシのみを表示します。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)192 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



目的 このグラフを使用すれば，シナリオのどの時点でサーバまたは

ネットワークに関連する問題が発生したかを確認できます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各コンポーネントの平均ネットワーク時間またはサーバ時間

(秒 )。

測定値 l ネットワーク時間とは，最初のHTTP要求が送信されてか

らACK(肯定応答 )を受信するまでにかかった時間の平均

です。

l サーバ時間とは，最初のHTTP要求 (通常 GET)に対す

るACKを受信してから，第一バッファをWebサーバから正

常に受信するまでにかかった時間の平均です。

注 : サーバ時間はクライアント側から測定されているため，

最初のHTTP要求が送信されてから第一バッファのデータが

送信されるまでのネットワーク・パフォーマンスに変化があると，

ネットワーク時間によってサーバ時間が影響を受ける場合が

あります。したがって，表示されるサーバ時間は推定サーバ時

間であり，若干不正確なことがあります。

注 l ページ・レベルで表示される各測定値は，ページ・コンポー

ネントごとに記録された各測定値を合計したものです。たと

えば，www.hp.comのネットワーク時間は，それぞれのペー

ジ・コンポーネントのネットワーク時間の合計です。

l ［第一バッファブレークダウンの時間 (一定時間内 ) ］グラフ

を［Webページ診断］グラフで選択した場合には，面グラフ

形式で表示されます。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)
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例

次の例では，メインのURLである cnn.comをさらにブレークダウンすれば，各コンポーネントの第一

バッファまでの時間のブレークダウンを表示できることが示されています。

［クライアント側のブレークダウン(経過時間ごと) ］グラフ

このグラフには，各トランザクションのクライアント側のブレークダウンが負荷テスト・シナリオ実行時の経

過秒ごとに表示されます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )。

ヒント l 最も問題のあるトランザクションを特定するには，トランザク

ションを実行するのにかかった平均秒数に従って凡例を並

び替えると，確認がしやすくなります。平均を基準に凡例を

並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブルクリックしま

す。

l グラフ上の折れ線がどのトランザクションを表しているのか識

別するには，識別したい折れ線を選択します。すると，［凡

例］ウィンドウの中で，該当する行が選択されます。

関連項目 「Webページ診断グラフ」 (181ページ)

例
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グラフを使用して，クライアント側のどのトランザクションが最も問題なのか，また，シナリオのどの時点

で問題が発生したか追跡できます。

［クライアント側の JavaScript ブレークダウン(経過時間ごと) ］グ
ラフ

このグラフには，各 JavaScript トランザクションのクライアント側のブレークダウンが負荷テスト・シナリオ

実行時の経過秒ごとに表示されます。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )。

ヒント l 最も問題のあるトランザクションを特定するには，トランザク

ションを実行するのにかかった平均秒数に従って凡例を並

び替えると，確認がしやすくなります。平均を基準に凡例を

並べ替えるには，［平均］カラムの見出しをダブルクリックしま

す。

l グラフ上の折れ線がどのトランザクションを表しているのか識

別するには，識別したい折れ線を選択します。すると，［凡

例］ウィンドウの中で，該当する行が選択されます。

関連項目 「Webページ診断グラフ」 (181ページ)

例

グラフを使用して，クライアント側のどのトランザクションが最も問題なのか，また，シナリオのどの時点

で問題が発生したか追跡できます。
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［ダウンロードされたコンポーネントのサイズ］グラフ

このグラフは，各 Webページ・コンポーネントのサイズを示します。

注 l Webページのサイズは，各コンポーネントのサイズの合計で

す。

l ［ダウンロードされたコンポーネントのサイズ( KB) ］グラフは円

グラフ形式でのみ表示できます。

関連項目 「Webページ診断グラフの概要」 (178ページ)

例

次の例は，www.cnn.com/WEATHER コンポーネントが全体のサイズの39.05%を占めているのに対

し，メインのcnn.comコンポーネントは 34.56%であることを示しています。
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例

次の例は，cnn.comコンポーネントのサイズ(全体のサイズの20.83%)がダウンロードの遅延の原因と

なっていた可能性があることを示しています。このコンポーネントのサイズを縮小すれば，ダウンロード

時間が短縮されると考えられます。

システム・リソース・グラフ

システム・リソース・グラフの概要

システム・リソース・グラフは，負荷テスト・シナリオの実行中にオンライン・モニタによって測定された，シ

ステム・リソースの使用状況を示します。これらのグラフを使用するには，シナリオを実行する「前」に，

測定対象のリソースを指定する必要があります。オンライン・モニタのセクションの詳細については，

『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』のを参照してください。

サーバ・リソース・パフォーマンス・カウンタ

次の表に利用可能なカウンタを示します。

モニタ 測定値 説明

CPU モニタ Utilization CPUの使用状況を測定します。

ディスク容量モニタ Disk space ディスクの空き領域と(単位 : MB)，使用され

ているディスク領域の割合を測定します。
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モニタ 測定値 説明

メモリ・モニタ MB free 空きメモリ容量をMBで測定します。

Pages/sec メイン・メモリからディスク・ストレージに移動さ

れた仮想メモリ数を測定します。

Percent used 使用されているメモリの割合とページング・ファ

イル・スペースを測定します。

サービス・モニタ ローカルまたはリモート・システムでプロセスを監

視します。特定のプロセスが実行中であること

を検証する場合にも使用できます。

(続き)

Linux リソースの標準の測定値

次の標準の測定値は，Linuxサーバで使用できます。

測定値 説明

平均ロード 直前の1分間に同時に「準備完了」状態であったプロセスの

平均数。

衝突率 Ethernetで検出された秒ごとの衝突回数。

コンテキスト切り替え率 プロセス間またはスレッド間の秒ごとの切り替え回数。

CPU 利用化 CPUが使用された時間の割合。

ディスク・トラフィック ディスク転送速度。

着信パケット・エラー率 Ethernetパケット受信中の秒ごとのエラー数。

着信パケット率 秒ごとの受信 Ethernetパケット数。

中断率 秒ごとのデバイスの割り込み回数。

発信パケット・エラー率 Ethernetパケット送信中の秒ごとのエラー数。

発信パケット率 秒ごとの送信 Ethernetパケット数。

ページイン率 物理メモリに読み込まれた秒ごとのページ数。

ページアウト率 ページファイルに書き込まれた，または，物理メモリから削除さ

れた秒ごとのページ数。

ページング率 物理メモリに読み込まれた，またはページファイルに

書き込まれた秒ごとのページ数。

スワップイン率 ディスクの内容がコンピュータのメモリにスワップされるKbps単
位の速度。

スワップアウト率 コンピュータのメモリがディスクへとスワップするKbps単位の速

度。
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測定値 説明

システム・モード CPU 利用化 CPUがシステム・モードで使用された時間の割合。

ユーザ・モード CPU 利用化 CPUがユーザ・モードで使用された時間の割合。

(続き)

Windows リソースの標準の測定値

［Windows リソース］グラフでは，次の標準の測定値が使用できます。

オブジェクト 測定値 説明

System % Total
Processor Time

システム上のすべてのプロセッサが非アイド

ル・スレッドを実行するために使用中となる

時間の平均的な割合。マルチプロセッサ・

システムで，すべてのプロセッサが常に使用

中ならば，この値は 100%です。すべての

プロセッサが50%の時間だけ使用中なら

ば，この値は 50%です。4分の1のプロ

セッサが100%の時間使用中ならば，この

値は 25%です。この値は，何らかの処理

を行うために費やされた時間の割合です。

各プロセッサにはアイドル・プロセス内のアイ

ドル・スレッドが割り当てられます。アイド

ル・スレッドによって，ほかのスレッドが使用

していない非生産的なプロセッサ・サイクル

が消費されます。

プロセッサ % Processor
Time

プロセッサが非アイドル・スレッドを実行して

いる時間の割合。このカウンタは，プロセッ

サの動作状況を示す重要な指標となりま

す。この値は，プロセッサがアイドル・プロセ

スのスレッドを実行するのに費やす時間を

サンプリング間隔ごとに測定し，その値を

100%から引くことによって算出されます

(各プロセッサには，ほかのスレッドが実行

する準備ができていないときにサイクルを消

費するアイドル・スレッドが割り当てられて

います)。この値は，あるサンプリング時点

から次のサンプリング時点までの間に何ら

かの有用な処理を行うために費やされた

時間の割合です。このカウンタは，サンプリ

ング間隔の間に観察された使用中の時

間の平均的な割合を示します。この値

は，サービスがアクティブではなかった時間

を監視し，その値を 100%から引くことに

よって算出されます。
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オブジェクト 測定値 説明

System File Data
Operations/sec

コンピュータがファイル・システム・デバイスに

対する読み書き操作を行う頻度。これに

は，ファイル制御操作は含まれません。

System Processor
Queue Length

スレッド数で表されるプロセッサ・キューの瞬

間的な長さ。このカウンタは，スレッド・カウ

ンタの監視も行われていなければ，常に 0
です。プロセッサはすべて，スレッドがプロ

セッサ・サイクルを待機する単独のキューを

使用します。この長さには，現在実行中

のスレッドは含まれません。一般に，プロ

セッサ・キューが常に 2より長い場合，プロ

セッサが輻輳状態であることを意味しま

す。このカウンタは瞬間的な値を示し，一

定時間における平均値ではありません。

Memory Page Faults/sec プロセッサ内で発生したページ・フォルトの

回数。ページ・フォルトは，プロセッサが，メ

イン・メモリ上のワーキング・セットに存在し

ない仮想メモリ・ページを参照したときに発

生します。問題のページがスタンバイ・リス

ト上に存在する場合 (したがってすでにメイ

ン・メモリ中にある場合 )，また，そのページ

を共有している別のプロセスによってその

ページが使用されている場合には，ディ

スクからそのページが取り出されることはあり

ません。

PhysicalDisk % Disk Time 選択したディスク・ドライブで読み取りまた

は書き込みの要求を処理するために使用

中となっていた経過時間の割合。

Memory Pool Nonpaged
Bytes

ページング対象外プールのバイト数。ペー

ジング対象外プールはシステム・メモリ領域

の1つで，オペレーティング・システムの各コ

ンポーネントが指定されたタスクを実行する

とき，この領域に一定の空間を確保しま

す。ページング対象外プールのページは，

ページング・ファイルにページ・アウトすること

はできません。これらのページは割り当てら

れているかぎり，メイン・メモリに存在しま

す。

(続き)
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オブジェクト 測定値 説明

Memory Pages/sec 参照時にメモリに入っていなかったページ

へのメモリ参照を解決するために，ディスク

から読み取られたページ数またはディスクに

書き込まれたページ数。このカウンタ

は，Pages Input/secおよびPages
Output/secの合計です。このカウンタに

は，システム・キャッシュに代わってアプリ

ケーションのファイル・データにアクセスするた

めのページング・トラフィックが含まれます。こ

の値には，キャッシュ対象外マップ済みメモ

リ・ファイルとメモリの間で読み書きされる

ページも含まれます。メモリが過度に使用

される点 (つまり，スラッシング)，およびその

結果生じる可能性のある過剰なページン

グが気になる場合には，このカウンタを観

察することが重要になります。

System Total
Interrupts/sec

コンピュータがハードウェア割り込みを受信

して処理する頻度。割り込みを生成する

可能性があるデバイスとしては，システム・

タイマ，マウス，データ通信回線，ネット

ワーク・インタフェース・カードなどの周辺機

器があります。このカウンタにより，これらの

デバイスがコンピュータ全体から見てどの程

度使用されているのか確認できます。

「Processor : Interrupts/sec」も参照して

ください。

Objects Threads データ収集時のコンピュータのスレッド数。

このカウンタは瞬間的な値を示し，一定

時間における平均値ではないことに注意

してください。スレッドとは，プロセッサで命

令を実行できる，基本的な実行単位で

す。

Process Private Bytes プロセスによって割り当てられ，ほかのプロ

セスとは共有できないバイト数の最新の

値。

(続き)

［サーバリソース］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行中に測定された，リモートのLinuxサーバで使用されるリソー

ス( CPU，ディスク領域，メモリ，サービス)を示します。

目的 このグラフを使用して，さまざまなシステム・リソースにおける仮

想ユーザの負荷の影響を特定できます。
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X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Linuxサーバでのリソースの使用状況。

関連項目 「システム・リソース・グラフの概要」 (198ページ)

「サーバ・リソース・パフォーマンス・カウンタ」 (198ページ)

例

次の例では，負荷テスト・シナリオ実行中にWindows リソースの使用状況が測定されています。ここ

では，シナリオの経過時間に対する関数として示されています。

［ホスト リソース］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行中に測定された，各 WindowsベースのPerformance Center
ホスト ( ControllerおよびLoadGenerator)についてシステム・リソースの使用状況のサマリを表示しま

す。

目的 このグラフを使用して，さまざまなホスト・リソースにおける仮想

ユーザの負荷の影響を特定できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Windowsホストでのリソースの使用状況。

関連項目 「システム・リソース・グラフの概要」 (198ページ)

例
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次の例では，負荷テストの終わりに向かってメモリ使用率が減少しているのに伴い，ディスク時間とプ

ロセッサ時間の使用率がピークに達していることが分かります。

［SiteScope］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時のSiteScopeマシンでのリソースの使用状況に関する統

計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SiteScopeマシンでのリソースの使用状況。

関連項目 「システム・リソース・グラフの概要」 (198ページ)

例

次の例には，使用されたメモリ・リソースの割合，読み取られた秒ごとのページ数，CPU使用率が表

示されています。
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［SNMP リソース］グラフ

このグラフには，SNMP( Simple Network Management Protocol)を使用して SNMPエージェントを実

行しているマシンの統計情報が表示されています。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SNMPエージェントを実行するマシンでのリソースの使用状

況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからSNMPモニ

タを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの実行前に

選択します。

関連項目 「システム・リソース・グラフの概要」 (198ページ)

例

次の例には，bonaporteという名前のマシンのSNMP測定値が表示されています。
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［Linux リソース］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に測定された Linux リソースを示します。Linuxの統計測

定値には，rstatdデーモンが対象とする次の次の項目が含まれます。平均負荷，衝突率，コンテキ

スト切り替え率，CPU使用率，着信パケット・エラー率，着信パケット率，中断率，発信パケット・エ

ラー率，発信パケット率，ページイン率，ページアウト率，ページング率，スワップイン率，スワップアウト

率，システム・モード CPU使用率，ユーザ・モード CPU使用率。

目的 このグラフを使用して，さまざまなシステム・リソースにおける仮

想ユーザの負荷の影響を特定できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Linuxマシンでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controllerからオンライン・モ

ニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの実行前

に選択します。

関連項目 「Linux リソースの標準の測定値」 (199ページ)

例

次の例では，負荷テスト・シナリオ実行中に Linux リソースが測定されています。
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［Windows リソース］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に測定されたWindows リソースを示します。Windowsの
測定値は，Windowsのパフォーマンス・モニタに組み込まれているカウンタに対応しています。

目的 このグラフを使用して，さまざまなシステム・リソースにおける仮

想ユーザの負荷の影響を特定できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 負荷テスト・シナリオを実行しているWindowsマシンでのリソー

スの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controllerからオンライン・モ

ニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの実行前

に選択します。

関連項目 「システム・リソース・グラフの概要」 (198ページ)

「Windows リソースの標準の測定値」 (200ページ)

例

次の例では，負荷テスト・シナリオを実行しているサーバでWindows リソースが測定されています。
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ネットワーク仮想化のグラフ

パケット・ロスのグラフ

このグラフは，パケット実行中の直近の1秒間のパケットのロスを示しています。パケット・ロスは，デー

タのパケットが宛先に到達できない場合に発生します。この問題は，ゲートウェイの過負荷，信号の

劣化，チャネルの輻輳状態，ハードウェアの不具合などによって生じます。

目的 ある特定の時間間隔でどれだけのデータ・パケットが喪失した

かを理解するのに役立ちます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 次の測定値が含まれます。

l 送信された総パケットに対して，喪失したパケットの割合。

l 60秒間にわたって喪失したデータ・パケットの数。

l 喪失したパケットの合計数。

注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。
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ヒント LoadRunner Analysisの場合 (監視グラフには適用されませ

ん) :

特定の場所の情報を表示するには，次の手順を実行しま

す。

1. グラフ内をクリックします。

2. ［フィルタ/グループ化の設定］を右クリック・メニューから選択

して，［グラフの設定］ダイアログ・ボックスを開きます。

3. ［フィルタ条件］セクションで，［場所名］行を選択し，ドロッ

プ・ダウン・リストから希望する場所を選びます。

関連項目 「ネットワーク仮想化のグラフ」 (208ページ)

例 -グループごとのネットワーク仮想化

次の例では，USAグループの場合で，シナリオの進行とともにパケット・ロスの合計がどのように増加

したかが示されています。
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例 - Load Generator ごとのネットワーク仮想化

次の例では，LoadGenerator別にグループ化されたパケット・ロスを見ることができます。これは，シナリ

オに対してネットワーク仮想化を有効にしたときに選択されたモードです。

平均レイテンシ・グラフ

このグラフは，指定されたソース・ポイントから要求された宛先へデータのパケットを移動させるために

必要な平均の記録時間を，直近の60秒間にミリ秒単位で測定した値で示します。

目的 ネットワーク上でデータのパケットが移動するのに必要な時間の見積もりに

役立ちます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 平均レイテンシで，データのパケットが宛先に到着するのに必要な時間

を，60秒間隔ごとに，ミリ秒単位で測定した値です。

注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］タブで定義

したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはできません。

ヒント LoadRunner Analysisの場合 (監視グラフには適用されません) :

特定の場所の情報を表示するには，次の手順を実行します。

1. グラフ内をクリックします。

2. ［フィルタ/グループ化の設定］を右クリック・メニューから選択して，［グラ

フの設定］ダイアログ・ボックスを開きます。

3. ［フィルタ条件］セクションで，［場所名］行を選択し，ドロップ・ダウン・

リストから希望する場所を選びます。
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関連項目 l 「ネットワーク仮想化のグラフ」 (208ページ)

l 「［カスタムフィルタ］ダイアログ・ボックス」 (87ページ)

例 -グループごとのネットワーク仮想化

次の例では，USAグループのレイテンシがシナリオ実行開始からおよそ4分の時点でのピークに達し

ていることが分かります。一方，Ukraineグループは約 14ミリ秒の単位でほぼ一定を保った状態で

す。

ネットワーク仮想化を(グループ単位ではなく) LoadGenerator単位で有効化した場合，「パケット・ロ

スのグラフ」 (208ページ)に示されているように，グラフには LoadGenerator単位の測定値が表示され

ます。

帯域幅の平均使用率グラフ

このグラフは，仮想ユーザまたは仮想化された場所によって，それらに対して割り当てられた最大限

の使用可能な帯域幅から使用された平均の帯域幅について，直近の1秒間でパーセント単位で

測定された値で示しています。

目的 ネットワーク上で使用された帯域幅の見積もりに役立ちます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 帯域幅の使用量の割合。
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注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。

ヒント LoadRunner Analysisの場合 (監視グラフには適用されませ

ん) :

特定の場所の情報を表示するには，次の手順を実行しま

す。

1. グラフ内をクリックします。

2. ［フィルタ/グループ化の設定］を右クリック・メニューから選択

して，［グラフの設定］ダイアログ・ボックスを開きます。

3. ［フィルタ条件］セクションで，［場所名］行を選択し，ドロッ

プ・ダウン・リストから希望する場所を選びます。

関連項目 「ネットワーク仮想化のグラフ」 (208ページ)

例

次の例では，すべての場所および測定値において，帯域幅の使用率が10%で一定であったことが

分かります。

ネットワーク仮想化を(グループ単位ではなく) LoadGenerator単位で有効化した場合，「パケット・ロ

スのグラフ」 (208ページ)に示されているように，グラフには LoadGenerator単位の測定値が表示され

ます。
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平均スループット・グラフ

このグラフは，仮想化された場所と受け渡しされたデータ・トラフィックの平均を，キロバイト単位で測

定して示します。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，サーバおよびクライアント

のスループットの数字の観点で評価するのに使用できます。グ

ラフでは，サーバとクライアントの両方のマシンに対する，トラ

フィックの入出力のメトリクスを示します。グラフの下の凡例で，

これらのメトリクスそれぞれの線の色を確認できます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 グループごとまたは LoadGeneratorごとに次のメトリクスに対し

て kbps単位で表示される，仮想の場所とのデータの受け渡

しの速度。

l クライアント・マシンへの入力

l クライアント・マシンからの出力

l サーバ・マシンへの入力

l サーバ・マシンからの出力

注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。

ヒント LoadRunner Analysisの場合 (監視グラフには適用されませ

ん) :

特定の場所の情報を表示するには，次の手順を実行しま

す。

1. グラフ内をクリックします。

2. ［フィルタ/グループ化の設定］を右クリック・メニューから選択

して，［グラフの設定］ダイアログ・ボックスを開きます。

3. ［フィルタ条件］セクションで，［場所名］行を選択し，ドロッ

プ・ダウン・リストから希望する場所を選びます。

関連項目 「合計スループットのグラフ」 (214ページ)
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例

次の例では，平均のサーバ入力スループットはUkraineグループの場合で最も低い状態でした。

ネットワーク仮想化を(グループ単位ではなく) LoadGenerator単位で有効化した場合，「パケット・ロ

スのグラフ」 (208ページ)に示されているように，グラフには LoadGenerator単位の測定値が表示され

ます。

合計スループットのグラフ

仮想化された場所と受け渡しされたデータ・トラフィックの合計を，キロバイト単位で測定して示しま

す。

目的 仮想ユーザが生成する負荷の量を，ネットワーク仮想化でシ

ナリオを実行している際に見積もるのに役立てられます。

グラフでは，サーバとクライアントの両方のマシンに対する，トラ

フィックの入出力のメトリクスを示します。グラフの下の凡例に

は，これらのメトリクスそれぞれの線の色が示されています。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 秒あたりのキロバイト数で示される，サーバのスループット

( Kbps)。
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注 X軸の目盛間隔は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［一般］

タブで定義したWeb目盛間隔よりも小さく変更することはでき

ません。

ヒント LoadRunner Analysisの場合 (監視グラフには適用されませ

ん) :

特定の場所の情報を表示するには，次の手順を実行しま

す。

1. グラフ内をクリックします。

2. ［フィルタ/グループ化の設定］を右クリック・メニューから選択

して，［グラフの設定］ダイアログ・ボックスを開きます。

3. ［フィルタ条件］セクションで，［場所名］行を選択し，ドロッ

プ・ダウン・リストから希望する場所を選びます。

関連項目 「平均スループット・グラフ」 (213ページ)

例

次の例では，最高のスループット・レベルは，Ukraineグループの，クライアントへの入力データ向けのも

のでした。

ネットワーク仮想化を(グループ単位ではなく) LoadGenerator単位で有効化した場合，「パケット・ロ

スのグラフ」 (208ページ)に示されているように，グラフには LoadGenerator単位の測定値が表示され

ます。
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ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフ

ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフの概要

ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフでは，ファイアウォール・サーバのパフォーマンス情報を確認できま

す。グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，ファイアウォール・サーバ・オン

ライン・モニタを起動しておく必要があります。ファイアウォール・サーバ・オンライン・モニタをセットアップす

る際に，監視する統計値と測定値を指定します。ファイアウォール・サーバ・モニタの起動と設定につ

いては，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Check Point FireWall-1 サーバの測定値

Check Point Firewall-1サーバでは，次の測定値が使用可能です。

測定値 説明

fwRejected 拒否されたパケットの数。

fwDropped ドロップされたパケットの数。

fwLogged ログを取ったパケットの数。

［Check Point FireWall-1 サーバ］グラフ

このグラフには，Check Point社のFirewallサーバに関する統計値が負荷テスト・シナリオの経過時

間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Check Point Firewall-1サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，Check Point FireWall-1モニタを( Controllerから)有効に

し，表示する標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 「ファイアウォール・サーバ・モニタ・グラフの概要」 (216ページ)

「Check Point FireWall-1サーバの測定値」 (216ページ)

例

次の例のグラフは，シナリオの実行開始から 1分 20秒後までの fwDropped，fwLogged，および

fwRejectedの測定値を示しています。測定値の倍率は次のように異なります。fwDroppedの倍率

は 1，fwLoggedの倍率は 10，fwRejectedの倍率は 0.0001です。
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Web サーバ・リソース・グラフ

Web サーバ・リソース・グラフの概要

Webサーバ・リソース・グラフは，Apache，およびMicrosoft IIS Webサーバのリソースの使用状況に

関する情報を示します。グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，サーバ

のオンライン・モニタを起動し，測定するリソースを指定しておく必要があります。Webサーバ・リソース・

モニタの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。

Analysisは，すべての測定値を 1つのグラフ上に表示できるように，測定値の倍率を変更することが

あります。［凡例］ウィンドウには，各リソースの倍率が示されています。実際の値を知るには，表示さ

れている値にその倍率を乗じます。

Apache サーバの測定値

Apacheサーバでは，次の標準の測定値が使用可能です。

測定値 説明

# Busy Servers Busy状態にあるサーバの数。

# Idle Servers Idle状態にあるサーバの数。

Apache CPU Usage ApacheサーバがCPUを使用した時間の割合。

Hits/sec HTTP要求の秒ごとの数。

KBytes Sent/sec Webサーバがデータ・バイトを送信する速度。
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IIS サーバの測定値

IISサーバでは，次の標準の測定値が使用可能です。

オブジェクト 測定値 説明

Web サービス Bytes Sent/sec Webサービスがデータ・バイトを送信

する速度。

Web サービス Bytes Received/sec Webサービスがデータ・バイトを受信

する速度。

Web サービス Get Requests/sec GET メソッドを使用するHTTP要求

の秒ごとの数。GETリクエストは，普

通は基本的なファイルの取得または

イメージ・マップに使用しますが，

フォームにも使用できます。

Web サービス Post Requests/sec POST メソッドを使用するHTTP要

求の秒ごとの数。通常，POST メソッ

ドは，フォームまたはゲートウェイの要

求に使用されます。

Web サービス Maximum
Connections

Webサービスとの間で確立された同

時接続の最大数。

Web サービス Current Connections Webサービスとの間で現在確立され

ている接続の数。

Web サービス Current
NonAnonymous
Users

Webサービスに対して非匿名接続

を行っている現在のユーザの数。

Web サービス Not Found
Errors/sec

要求されたドキュメントが見つからな

かったためにサーバが処理できなかっ

た要求の秒ごとの数。通常，この種

のエラーは，HTTPのエラー・コード

404としてクライアントに通知されま

す。

Process Private Bytes プロセスによって割り当てられ，ほか

のプロセスとは共有できないバイト数

の最新の値。

［Apache サーバ］グラフ

このグラフには，サーバの統計データが負荷テスト・シナリオの経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。
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Y 軸 シナリオ実行中のApacheサーバでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからApacheオン

ライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの

実行前に選択します。

関連項目 「Webサーバ・リソース・グラフの概要」 (217ページ)

「Apacheサーバの測定値」 (217ページ)

例

次の例では，CPUの使用状況は，シナリオ全体を通じて安定しています。アイドル・サーバの数が，

シナリオの終了近くで増加しています。また，使用中のサーバの数は，シナリオ全体を通じて安定し

て 1でした。これは，仮想ユーザが1つのApacheサーバにだけアクセスしたことを示します。

Busy Servers測定値の倍率は 1/10であり，CPU Usageの倍率は 10です。

［MS IIS］グラフ

このグラフには，サーバの統計データが負荷テスト・シナリオの経過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 MS IISでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからMS IISオン

ライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの

実行前に選択します。

関連項目 「Webサーバ・リソース・グラフの概要」 (217ページ)

「IISサーバの測定値」 (218ページ)

例
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次の例では，受信バイト数 /秒と取得要求数 /秒の各測定値は，シナリオ全体を通じて安定してい

ます。一方，総プロセッサ時間の割合，送信バイト数 /秒，およびPOST 要求数 /秒の各測定値

は，大きく変動しています。

送信バイト数 /秒と受信バイト数 /秒測定値の倍率は 1/100であり，POST 要求数 /秒の倍率は 10
です(倍率はグラフの下の［凡例］ウィンドウに示されます)。

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフ

Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要

Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフには，Ariba，ATG
Dynamo，BroadVision，ColdFusion，Fujitsu INTERSTAGE， iPlanet( NAS)，Microsoft
ASP，Oracle9iAS HTTP，SilverStream，WebLogic( SNMP)，WebLogic( JMX)，WebSphereなど

のさまざまな Webアプリケーション・サーバのリソース使用状況に関するデータが表示されます。

グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，アプリケーション・サーバのオンラ

イン・モニタを起動し，測定するリソースを指定しておく必要があります。Webアプリケーション・サーバ・

リソース・モニタの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を

参照してください。

Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフを開くときに，グラフにフィルタを適用することによって特定

のアプリケーションを表示できます。また，別のアプリケーションを分析する必要があるときは，フィルタ

条件を変更して目的のリソースを表示できます。

Analysisは，すべての測定値を 1つのグラフ上に表示できるように，測定値の倍率を変更することが

あります。［凡例］ウィンドウには，各リソースの倍率が示されています。実際の値を知るには，表示さ

れている値にその倍率を乗じます。測定値の倍率変更の詳細については，「Webサーバ・リソース・

グラフの概要」 (217ページ)を参照してください。
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Web アプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測定値

Microsoft Active Server Pages( ASP)の測定値

Microsoft Active Server Pagesでは，次の標準の測定値が使用可能です。

>測定値 説明

秒ごとのエラー数 秒ごとのエラー数。

Requests Wait Time 直前の要求がキューで待機していた時間 (ミリ秒 )。

Requests Executing 現在実行している要求の数。

Requests Queued キューでサービスを待機している要求の数。

Requests Rejected 処理に必要なリソースが不足していたために実行されなかった

要求の総数。

Requests Not Found ファイルが見つからなかった要求の数。

Requests/sec 秒ごとの実行要求数。

Memory Allocated Active Server Pagesによって現在割り当てられているメモリの

総量 (バイト )。

Errors During Script Run-
Time

実行時エラーにより失敗した要求の数。

Sessions Current サービスされているセッションの数。

Transactions/sec 開始したトランザクションの秒ごとの数。

Oracle9iAS HTTP サーバのモジュール

次の表に，Oracle9iAS HTTPサーバで使用できるモジュールの一部を示します。

測定値 説明

mod_mime.c ファイルの拡張子によってドキュメントの形式を判定します。

mod_mime_magic.c 「マジック・ナンバー」によってドキュメントの形式を判定します。

mod_auth_anon.c 認証が必要な領域に匿名ユーザ・アクセスできるようにしま

す。

mod_auth_dbm.c DBMファイルを使用して，ユーザ認証を行います。

mod_auth_digest.c MD5認証を提供します。

mod_cern_meta.c HTTPヘッダ・メタファイルをサポートします。

mod_digest.c MD5認証を提供します( mod_auth_digestの登場により使用

廃止 )。
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測定値 説明

mod_expires.c Expires:ヘッダがリソースに適用されます。

mod_headers.c 指定したHTTPヘッダをリソースに追加します。

mod_proxy.c プロキシ・キャッシュ機能を提供します。

mod_rewrite.c 正規表現を使用して URIからファイル名へのマッピングを行い

ます。

mod_speling.c URLのスペルミスを自動修正します。

mod_info.c サーバ設定情報を提供します。

mod_status.c サーバの状態を表示します。

mod_usertrack.c Cookieを使用してユーザを追跡できるようにします。

mod_dms.c DMS Apache統計にアクセスできるようにします。

mod_perl.c Perlスクリプトを実行します。

mod_fastcgi.c 長期実行プログラムへのCGIアクセスをサポートします。

mod_ssl.c SSLサポートを提供します。

mod_plsql.c Oracleストアド・プロシージャに対する要求を処理します。

mod_isapi.c Windows ISAPI拡張子サポートを提供します。

mod_setenvif.c クライアント情報に基づいて環境変数を設定します。

mod_actions.c メディアの種類や要求メソッドに基づいて CGIを実行します。

mod_imap.c イメージ・マップ・ファイルを処理します。

mod_asis.c 固有のHTTPヘッダを含むファイルを送信します。

mod_log_config.c mod_log_commonの代わりとなるユーザ定義ログ機能を提供

します。

mod_env.c CGIスクリプトに環境を渡します。

mod_alias.c ドキュメント・ツリー内のホスト・ファイル・システムの項目を割り

当て，URLをリダイレクトします。

mod_userdir.c ユーザのホーム・ディレクトリを処理します。

mod_cgi.c CGIスクリプトを起動します。

mod_dir.c 基本ディレクトリを処理します。

mod_autoindex.c ディレクトリの一覧を自動的に取得します。

(続き)
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測定値 説明

mod_include.c サーバ解析ドキュメントを取得します。

mod_negotiation.c コンテンツ・ネゴシエーションを処理します。

mod_auth.c テキスト・ファイルを使用してユーザ認証を行います。

mod_access.c クライアントのホスト名または IPアドレスに基づいたアクセス制

御を提供します。

mod_so.c モジュールの実行時のロードをサポートします( UNIXでは

.so，Win32では .dll)。

mod_oprocmgr.c JServプロセスを監視し，このプロセスが失敗すると再起動しま

す。

mod_jserv.c HTTP要求を JServサーバにルートします。巡回方式で新し

い要求を複数のJServに分散して負荷のバランスを取りま

す。

mod_ose.c 要求をOracleのデータベース・サーバに組み込まれている

JVMにルートします。

http_core.c 静的 Webページに対する要求を処理します。

(続き)

Oracle9iAS HTTP サーバのカウンタ

次の表に，Oracle9iAS HTTPサーバに使用できるカウンタを示します。

測定値 説明

handle.minTime モジュール・ハンドラので最短処理時間。

handle.avg モジュール・ハンドラでの平均処理時間。

handle.active 現在ハンドル処理されているスレッド数。

handle.time モジュール・ハンドラでの処理時間の合計。

handle.completed ハンドル処理が完了した回数。

request.maxTime HTTP要求のサービスに要する最長時間。

request.minTime HTTP要求のサービスに要する最短時間。

request.avg HTTP要求のサービスに要する平均時間。

request.active 現在，要求処理の段階にあるスレッド数。

request.time HTTP要求のサービスに要する時間の合計。

request.completed 要求処理が完了した回数。
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測定値 説明

connection.maxTime 任意のHTTP接続サービスにかかる最長時間。

connection.minTime 任意のHTTP接続サービスにかかる最短時間。

connection.avg 任意のHTTP接続サービスにかかる平均処理時間。

connection.active 現在オープン状態のスレッドを持っている接続数。

connection.time HTTP接続のサービスにかかる時間の合計。

connection.completed 接続処理が完了した回数。

numMods.value 読み込まれたモジュールの数。

childFinish.count 理由にかかわらず，Apache親サーバが子サーバを起動した回

数。

childStart.count 「子」が「秩序正しく」終了した回数。エラーまたはクラッシュに

よって終了した回数は，childFinish.countでカウントされませ

ん。

Decline.count 各モジュールがHTTP要求を拒否した回数。

internalRedirect.count 「内部リダイレクト」によって任意のモジュールが別のモジュール

に制御を渡した回数。

cpuTime.value Apacheサーバ上のすべてのプロセスで使用されているCPU
時間の合計 (ミリ秒 )。

heapSize.value Apacheサーバ上の全プロセスで使用されるヒープ・メモリの合

計 (キロバイト )。

pid.value 親 Apacheプロセスのプロセス識別子。

upTime.value サーバの連続稼動時間 (ミリ秒 )。

(続き)

WebLogic( SNMP) Server Tableの測定値

Server Tableには，エージェントによって監視されているすべてのWebLogic( SNMP)サーバが一覧表

示されます。サーバがこのテーブルに表示されるには，少なくとも 1度はクラスタのメンバとして接触され

るか報告されるかする必要があります。サーバは，クラスタにアクティブに加わっているとき，またはその

直後の場合のみ，クラスタのメンバとして報告されます。

測定値 説明

ServerState SNMPエージェントによって推測される，WebLogicサーバの

状態。Upは，エージェントがサーバに接続できることを示しま

す。Downは，エージェントがサーバに接続できないことを示し

ます。
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測定値 説明

ServerLoginEnable クライアント・ログインがサーバで可能になっている場合は

true。

ServerMaxHeapSpace このサーバの最大ヒープ・サイズ( KB)。

ServerHeapUsedPct サーバで現在使用中のヒープ・スペースの割合。

ServerQueueLength サーバの実行キューの現在の長さ。

ServerQueueThroughput 実行キューの現在のスループット。1秒間に処理される要求

数で表される。

ServerNumEJBDeployment サーバが把握しているEJBデプロイメント・ユニットの総数。

ServerNumEJBBeansDeployed サーバでアクティブにデプロイ済み EJBビーンの総数。

(続き)

WebLogic( SNMP) Listen Tableの測定値

Listen Tableは，プロトコル， IPアドレス，およびサーバがリッスンしているポートの組み合わせのセットで

す。このテーブルには，各サーバに対して複数のエントリがあります。つまり，( protocol， ipAddr，port)
の組み合わせごとに 1つのサーバが対応します。クラスタリングが使用される場合，クラスタリング関連

のMIBオブジェクトの優先度がより高くなります。

測定値 説明

ListenPort ポート番号。

ListenAdminOK 管理要求がこの組み合わせ( protocol， ipAddr，port)に対して

認められる場合は true，認められない場合は false。

ListenState この組み合わせ( protocol， ipAddr，port)がサーバで使用可能

な場合は Listeningとなります。使用不可能な場合はNot
Listeningとなります。サーバは，サーバのLogin Enableの状

態が falseのとき，リッスンしていますが，新しいクライアントは受

け付けていないことがあります。この場合，既存のクライアント

は動作を継続しますが，新しいクライアントは動作しません。

WebLogic( SNMP) ClassPath Tableの測定値

ClassPath Tableは，Java，WebLogic( SNMP)サーバ，およびサーブレットのクラスパス( CP)要素の

テーブルです。このテーブルには，各サーバに対して複数のエントリがあります。また，サーバのパスごと

に複数のエントリがある場合もあります。クラスタリングが使用される場合，クラスタリング関連のMIB
オブジェクトの優先度がより高くなります。
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測定値 説明

CPType CP要素のタイプは Java，WebLogic，servletのいずれかで

す。Java CPTypeは，CP要素が標準 Javaクラスパスの要素

の1つであることを示します。WebLogic CPTypeは，CP要素

がweblogic.class.pathの要素の1つであることを示します。ま

た，servlet CPTypeは，CP要素が動的サーブレット・クラスパ

スの要素の1つであることを示します。

CPIndex パス内の要素の位置。このインデックスは 1から始まります。

WebSphere Application Serverモニタのランタイム・リソースの測定値

Java仮想マシンにのランタイムおよびORBに関係するリソースが含まれます。

測定値 説明

MemoryFree Java仮想マシンの空きメモリ容量。

MemoryTotal Java仮想マシンに割り当てられたメモリの総量。

MemoryUse Java仮想マシンで使用中のメモリの総量。

Websphere Application ServerモニタのBeanDataの測定値

サーバ上のすべてのホームは，ホームにデプロイ済みビーンの種類に応じてパフォーマンス・データを提

供します。トップ・レベルのビーン・データには，すべてのコンテナのデータの集合が含まれます。

測定値 説明

BeanDestroys 個々のビーン・オブジェクトが破棄された回数。ビーンの種類に

関係なく，あらゆるビーンが対象となります。

StatelessBeanDestroys ステートレス・セッション・ビーン・オブジェクトが破棄された回数。

StatefulBeanDestroys ステートフル・セッション・ビーン・オブジェクトが破棄された回数。

Websphere Application ServerモニタのBeanObjectPoolの測定値

サーバには，ビーン・オブジェクトのキャッシュが保持されます。各ホームにはキャッシュがあるため，コンテ

ナごとに 1つのBeanObjectPoolContainerがあります。トップ・レベルのBeanObjectPoolには，すべて

のコンテナ・データの集合が含まれます。

測定値 説明

NumGetFound プールに対する呼び出しのうち，使用可能なビーンが検出され

た回数。

NumPutsDiscarded プールがいっぱいであったために，プールに解放されたビーンが

破棄された回数。

Websphere Application ServerモニタのOrbThreadPoolの測定値

サーバ上のORBスレッド・プールに関係するリソースを以下に示します。
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測定値 説明

ActiveThreads プール内のアクティブ・スレッドの平均数。

TotalThreads プール内のスレッドの平均数。

PercentTimeMaxed プール内のスレッド数が適正最大数に到達，またはそれを超

えた時間の割合の平均。

Websphere Application ServerモニタのDBConnectionMgrの測定値

データベース接続マネージャに関係するリソースを以下に示します。データベース接続マネージャは，

一連のデータ・ソース，および各パフォーマンス測定値のトップ・レベルの集合で構成されます。

測定値 説明

ConnectionWaitTime 接続許可の平均時間 (秒 )。

ConnectionTime 接続が使用されている平均時間 (秒 )。

ConnectionPercentUsed 使用中であるプールの割合の平均。

Websphere Application ServerモニタのTransactionDataの測定値

トランザクションに関係のあるリソースを以下に示します。

測定値 説明

NumTransactions 処理されたトランザクションの数。

ActiveTransactions アクティブ・トランザクションの平均数。

TransactionRT 各トランザクションの平均所要時間。

RolledBack ロールバックされたトランザクションの数。

タイムアウト 非活動タイムアウトによりタイムアウトとなったトランザクションの

数。

TransactionSuspended トランザクションが中断された平均回数。

Websphere Application ServerモニタのServletEngineの測定値

サーブレットとJSPに関係のあるリソースを以下に示します。

測定値 説明

ServletErrors エラーまたは例外となった要求の数。

Websphere Application Serverモニタのセッションの測定値

HTTPセッション・プールに関する一般的な測定値を以下に示します。
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測定値 説明

SessionsInvalidated 無効になったセッションの数。データベース・モードでセッションを

使用している場合は，有効ではないことがあります。

［Microsoft Active Server Pages( ASP) ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時のASPサーバのリソース使用状況に関する統計データ

が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ASPサーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオ実行前

に，Microsoft ASPオンライン・モニタを( Controller)から起動

し，表示する標準の設定値を選択しておく必要があります。

関連項目 「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要」 (220
ページ)

「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測定値」 (221
ページ)

［Oracle9iAS HTTP サーバ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時のOracle9iAS HTTPサーバのリソース使用状況に関す

る統計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Oracle9iAS HTTPサーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオ実行前

に，Oracle9iAS HTTPオンライン・モニタを( Controller)から起

動し，表示する標準の設定値を選択しておく必要がありま

す。

関連項目 「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要」 (220
ページ)

「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測定値」 (221
ページ)

［WebLogic( SNMP) ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時のWebLogic( SNMP)サーバ(バージョン 6.0以前 )のリ

ソース使用状況に関する統計データが表示されます。
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X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 WebLogic( SNMP)サーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，WebLogic( SNMP)オンライン・モニタを( Controllerから)起
動し，表示する標準の測定値を選択しておく必要がありま

す。

関連項目 「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要」 (220
ページ)

「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測定値」 (221
ページ)

［WebSphere Application Server］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時のWebSphereアプリケーション・サーバのリソース使用状

況に関する統計データが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 WebSphereアプリケーション・サーバのリソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，WebSphere Application Serverオンライン・モニタを

( Controllerから)設定し，表示する標準の測定値を選択して

おく必要があります。

関連項目 「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの概要」 (220
ページ)

「Webアプリケーション・サーバ・リソース・グラフの測定値」 (221
ページ)

データベース・サーバ・リソース・グラフ

データベース・サーバ・リソース・グラフの概要

データベース・サーバ・リソース・グラフには，さまざまなデータベース・サーバの統計データが表示されま

す。現在は，DB2，Oracle，SQLServer，およびSybaseデータベースがサポートされています。これら

のグラフを使用するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，測定対象のリソースを指定する必要

があります。オンライン・モニタのセクションの詳細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・

ガイド』を参照してください。
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DB2 データベース・マネージャのカウンタ

測定値 説明

rem_cons_in リモート・クライアントによって監視対象のデータベース・マネー

ジャのインスタンスに対して開始された現在の接続の数。

rem_cons_in_exec 現在，データベースに接続されていて，監視対象のデータベー

ス・マネージャのインスタンス内で作業単位を処理しているリ

モート・アプリケーションの数。

local_cons 監視対象のデータベース・マネージャのインスタンス内で現在

データベースに接続されているローカル・アプリケーションの数。

local_cons_in_exec 監視対象のデータベース・マネージャのインスタンス内で作業

単位を処理しているローカル・アプリケーションの数。

con_local_dbases アプリケーションが接続されているローカル・データベースの数。

agents_registered 監視対象のデータベース・マネージャのインスタンスに登録され

ているエージェントの数 (調整プログラム・エージェントおよびサ

ブ・エージェント )。

agents_waiting_on_token データベース・マネージャでトランザクションを実行するために

トークンを待っているエージェントの数。

idle_agents エージェント・プール内のエージェントで，現在アプリケーションに

割り当てられていない「アイドル」となっているエージェントの数。

agents_from_pool エージェント・プールから割り当てられたエージェントの数。

agents_created_empty_pool エージェント・プールが空だったために作成されたエージェントの

数。

agents_stolen アプリケーションからエージェントが「スチールされた」回数。アプリ

ケーションに関連付けられたアイドル・エージェントが，ほかのア

プリケーションに再割り当てされたときに，「スチールされた」と言

います。

comm_private_mem スナップショットを撮るときにデータベース・マネージャのインスタン

スが現在コミットしているプライベート・メモリの量。

inactive_gw_agents DRDA接続プール内のDRDAエージェントで，DRDAデータ

ベースに接続されてプライム状態になっているが，アクティブに

なっていないDRDAエージェントの数。

num_gw_conn_switches エージェント・プールのエージェントが，接続されてプライム状態

になっていたにもかかわらず別のDRDAデータベースで使用す

るために「スチールされた」回数。

sort_heap_allocated スナップショットを撮るときに，選択したレベルでの全ソートに割

り当てられているソート・ヒープ領域の総ページ数。
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測定値 説明

post_threshold_sorts ソート・ヒープしきい値に達した後に，ヒープを要求したソートの

数。

piped_sorts_requested 要求されたパイプ・ソートの数。

piped_sorts_accepted 受け付けられたパイプ・ソートの数。

(続き)

DB2 データベース・カウンタ

測定値 説明

appls_cur_cons 現在，データベースに接続されているアプリケーションの数を表

示します。

appls_in_db2 現在，データベースに接続されていて，データベース・マネー

ジャが現在，要求を処理しているアプリケーションの数。

total_sec_cons サブ・エージェントがノードにおいてデータベースに行った接続の

数。

num_assoc_agents アプリケーション・レベルでは，アプリケーションに関連付けられて

いるサブ・エージェントの数。データベース・レベルでは，全アプリ

ケーションのサブ・エージェントの数。

sort_heap_allocated スナップショットを撮るときに，選択したレベルでの全ソートに割

り当てられているソート・ヒープ領域の総ページ数。

total_sorts 実行されたソートの総数。

total_sort_time 実行された全ソートの合計経過時間 (ミリ秒 )。

sort_overflows ソート・ヒープが足りなくなり，一時保存用のディスク領域が必

要となったソートの総計。

active_sorts 現在，データベースでソート・ヒープとなった割り当てられている

ソートの数。

total_hash_joins 実行されたハッシュ結合の総数。

total_hash_loops 利用可能なソート・ヒープ容量よりもハッシュ結合の単一パー

ティションの方が大きかった回数の総計。

hash_join_overflows ハッシュ結合データが，利用可能なソート・ヒープ容量を超過

した回数。

hash_join_small_overflows ハッシュ結合データによる利用可能なソート・ヒープ容量の超

過が10%以下だった回数。

pool_data_l_reads バッファ・プールを通ったデータ・ページの論理読み取り要求の

数。
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測定値 説明

pool_data_p_reads データ・ページをバッファ・プールに読み込むために I/Oを必要と

した読み取り要求の数。

pool_data_writes バッファ・プール・データ・ページがディスクに物理的に書き込まれ

た回数。

pool_index_l_reads バッファ・プールを通った索引ページへの論理読み取り要求の

数。

pool_index_p_reads 索引ページをバッファ・プールに置くための物理的読み取り要

求の数。

pool_index_writes バッファ・プール索引ページがディスクに物理的に書き込まれた

回数。

pool_read_time データまたは索引ページが，ディスクからバッファ・プールに物理

的に読み込まれる原因となった読み取り要求の処理にかかっ

た経過時間の合計。

pool_write_time データまたは索引ページをバッファ・プールからディスクに物理的

に書き込む時間の合計。

files_closed 閉じられたデータベース・ファイルの総数。

pool_async_data_reads バッファ・プールに非同期的に読み込まれるページ数。

pool_async_data_writes バッファ・プール・データ・ページが，非同期ページ・クリーナ，また

はプリフェッチ機能によってディスクに物理的に書き込まれた回

数。プリフェッチ機能は先読みされているページ用の空き容量

を確保するためにダーティ・ページを書き込むことがあります。

pool_async_index_writes バッファ・プール索引ページが，非同期ページ・クリーナまたはプ

リフェッチ機能によってディスクに物理的に書き込まれた回数。

プリフェッチ機能は先読みされているページ用の空き容量を確

保するためにダーティ・ページを書き込むことがあります。

pool_async_index_reads プリフェッチ機能により，非同期でバッファ・プールに読み込まれ

た索引ページの数。

pool_async_read_time データベース・マネージャのプリフェッチ機能による読み取り所要

時間の合計。

pool_async_write_time データベース・マネージャのページ・クリーナによって，データまた

は索引ページがバッファ・プールからディスクに書き込まれた所

要時間の合計。

pool_async_data_read_reqs 非同期読み取り要求の数。

pool_lsn_gap_clns 使用ログ容量が，データベースで定義された範囲に到達した

ことにより，ページ・クリーナが呼び出された回数。

(続き)
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測定値 説明

pool_drty_pg_steal_clns データベースのビクティム・バッファ置換の間に必要とされた同期

書き込みのために，ページ・クリーナが呼び出された回数。

pool_drty_pg_thrsh_clns バッファ・プールが，データベースのダーティ・ページのしきい値に

到達したためにページ・クリーナが呼び出された回数。

prefetch_wait_time I/Oサーバ(プリフェッチ機能 )が，ページをバッファ・プールに読み

込み終えるまでアプリケーションが待機した時間。

pool_data_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール・データ・ページの

数。

pool_index_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール索引ページの数。

pool_data_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール・データ・ページの

数。

pool_index_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール索引ページの数。

direct_reads バッファ・プールを使用しない読み取り操作の回数。

direct_writes バッファ・プールを使用しない書き込み操作の回数。

direct_read_reqs 1つ以上のデータ・セクタで直接読み取りを行うための要求

数。

direct_write_reqs 1つ以上のデータ・セクタで直接書き込みを行うための要求

数。

direct_read_time 直接読み込みの実行に必要な経過時間 (ミリ秒 )。

direct_write_time 直接書き込みの所要時間 (ミリ秒 )。

cat_cache_lookups 表記述子情報を取得するためにカタログ・キャッシュが参照さ

れた回数。

cat_cache_inserts システムが，カタログ・キャッシュに表記述子情報を挿入しようと

した回数。

cat_cache_overflows カタログ・キャッシュ容量がいっぱいであったためにカタログ・キャッ

シュへの挿入が失敗した回数。

cat_cache_heap_full データベース・ヒープでヒープがいっぱいであったために，カタログ・

キャッシュへの挿入が失敗した回数。

pkg_cache_lookups パッケージ・キャッシュ内でアプリケーションがセクションまたはパッ

ケージを検索した回数。データベース・レベルでは，データベー

スの開始以降，または監視データのリセット以降の参照回数

の合計を示します。

(続き)
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測定値 説明

pkg_cache_inserts 要求セクションが使用できないために，パッケージ・キャッシュに

読み込まれた回数。このカウントには，システムによる暗黙の

準備も含まれます。

pkg_cache_num_overflows パッケージ・キャッシュが割り当てられたメモリからオーバーフロー

した回数。

appl_section_lookups アプリケーションによるSQL作業域からのSQLセクションの参

照数。

appl_section_inserts アプリケーションによるSQL作業域からのSQLセクションの挿

入数。

sec_logs_allocated 現在，データベースに使用されている 2次ログ・ファイルの総

数。

log_reads ログ機能がディスクから読み取ったログ・ページの数。

log_writes ログ機能がディスクに書き込んだログ・ページの数。

total_log_used データベースで現在使用中のアクティブなログ・スペースの合計

(バイト )。

locks_held 現在保持されているロックの数。

lock_list_in_use 使用中のロック・リスト・メモリの合計 (バイト )。

deadlocks 発生したデッドロックの総数。

lock_escals ロックが複数の行ロックから表ロックにエスカレートした回数。

x_lock_escals ロックが複数の行ロックから 1つの排他的な表ロックにエスカ

レートした回数。または，行の排他的ロックに起因して，表

ロックが排他的ロックになった回数。

lock_timeouts オブジェクトをロックする要求が承諾されずにタイムアウトになっ

た回数。

lock_waits アプリケーションまたは接続がロック発生まで待機した回数の

合計。

lock_wait_time ロックできるまで待機した時間の総計。

locks_waiting ロックを待機しているエージェントの数。

rows_deleted 行の削除を試みた回数。

rows_inserted 行の挿入を試みた回数。

rows_updated 行の更新を試みた回数。

rows_selected 選択の結果，アプリケーションに戻された行の数。

(続き)
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測定値 説明

int_rows_deleted 内部活動の結果として，データベースから削除された行の数。

int_rows_updated 内部活動の結果として，データベースから更新された行の数。

int_rows_inserted トリガによって生じた内部活動の結果として，データベースに

挿入された行の数。

static_sql_stmts 試行された静的 SQLステートメントの数。

dynamic_sql_stmts 試行された動的 SQLステートメントの数。

failed_sql_stmts 試行された SQLステートメント数のうち，失敗した数。

commit_sql_stmts 試行された SQLCOMMITステートメントの総数。

rollback_sql_stmts 試行された SQLROLLBACKステートメントの総数。

select_sql_stmts 実行された SQLSELECTステートメントの数。

uid_sql_stmts 実行された SQLUPDATE， INSERT，DELETEステートメント

の数。

ddl_sql_stmts 実行された SQLデータ定義言語 ( DDL)ステートメントの数。

int_auto_rebinds 試行された自動再バインド (または再コンパイル)の数。

int_commits データベース・マネージャにより内部的に行われたコミットの総

数。

int_rollbacks データベース・マネージャにより内部的に行われたロールバックの

総数。

int_deadlock_rollbacks デッドロックによりデータベース・マネージャが行った強制ロール

バックの総数。ロールバックは，データベース・マネージャがデッド

ロックを解決するために選択したアプリケーションの現在の作業

単位を対象に行われます。

binds_precompiles 試行されたバインドおよびプリコンパイルの数。

(続き)

DB2 アプリケーション・カウンタ

測定値 説明

agents_stolen アプリケーションからエージェントが「スチールされた」回数。アプリ

ケーションに関連付けられたアイドル・エージェントが，ほかのア

プリケーションに再割り当てされたときに，「スチールされた」と言

います。
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測定値 説明

num_assoc_agents アプリケーション・レベルでは，アプリケーションに関連付けられて

いるサブ・エージェントの数。データベース・レベルでは，全アプリ

ケーションのサブ・エージェントの数。

total_sorts 実行されたソートの総数。

total_sort_time 実行された全ソートの合計経過時間 (ミリ秒 )。

sort_overflows ソート・ヒープが足りなくなり，一時保存用のディスク領域が必

要となったソートの総計。

total_hash_joins 実行されたハッシュ結合の総数。

total_hash_loops 利用可能なソート・ヒープ容量よりもハッシュ結合の単一パー

ティションの方が大きかった回数の総計。

hash_join_overflows ハッシュ結合データが，利用可能なソート・ヒープ容量を超過

した回数。

hash_join_small_overflows ハッシュ結合データによる利用可能なソート・ヒープ容量の超

過が10%以下だった回数。

pool_data_l_reads バッファ・プールを通ったデータ・ページの論理読み取り要求の

数。

pool_data_p_reads データ・ページをバッファ・プールに読み込むために I/Oを必要と

した読み取り要求の数。

pool_data_writes バッファ・プール・データ・ページがディスクに物理的に書き込まれ

た回数。

pool_index_l_reads バッファ・プールを通った索引ページへの論理読み取り要求の

数。

pool_index_p_reads 索引ページをバッファ・プールに置くための物理的読み取り要

求の数。

pool_index_writes バッファ・プール索引ページがディスクに物理的に書き込まれた

回数。

pool_read_time データまたは索引ページが，ディスクからバッファ・プールに物理

的に読み込まれる原因となった読み取り要求の処理にかかっ

た経過時間の合計。

prefetch_wait_time I/Oサーバ(プリフェッチ機能 )が，ページをバッファ・プールに読み

込み終えるまでアプリケーションが待機した時間。

pool_data_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール・データ・ページの

数。

pool_index_to_estore 拡張記憶域にコピーされたバッファ・プール索引ページの数。

(続き)
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測定値 説明

pool_data_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール・データ・ページの

数。

pool_index_from_estore 拡張記憶域からコピーされたバッファ・プール索引ページの数。

direct_reads バッファ・プールを使用しない読み取り操作の回数。

direct_writes バッファ・プールを使用しない書き込み操作の回数。

direct_read_reqs 1つ以上のデータ・セクタで直接読み取りを行うための要求

数。

direct_write_reqs 1つ以上のデータ・セクタで直接書き込みを行うための要求

数。

direct_read_time 直接読み込みの実行に必要な経過時間 (ミリ秒 )。

direct_write_time 直接書き込みの所要時間 (ミリ秒 )。

cat_cache_lookups 表記述子情報を取得するためにカタログ・キャッシュが参照さ

れた回数。

cat_cache_inserts システムが，カタログ・キャッシュに表記述子情報を挿入しようと

した回数。

cat_cache_overflows カタログ・キャッシュ容量がいっぱいであったためにカタログ・キャッ

シュへの挿入が失敗した回数。

cat_cache_heap_full データベース・ヒープでヒープがいっぱいであったために，カタログ・

キャッシュへの挿入が失敗した回数。

pkg_cache_lookups パッケージ・キャッシュ内でアプリケーションがセクションまたはパッ

ケージを検索した回数。データベース・レベルでは，データベー

スの開始以降，または監視データのリセット以降の参照回数

の合計を示します。

pkg_cache_inserts 要求セクションが使用できないために，パッケージ・キャッシュに

読み込まれた回数。このカウントには，システムによる暗黙の

準備も含まれます。

appl_section_lookups アプリケーションによるSQL作業域からのSQLセクションの参

照数。

appl_section_inserts アプリケーションによるSQL作業域からのSQLセクションの挿

入数。

uow_log_space_used 監視されているアプリケーションの現在の作業単位に使用され

ているログ領域の量 (バイト )。

locks_held 現在保持されているロックの数。

deadlocks 発生したデッドロックの総数。

(続き)
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測定値 説明

lock_escals ロックが複数の行ロックから表ロックにエスカレートした回数。

x_lock_escals ロックが複数の行ロックから 1つの排他的な表ロックにエスカ

レートした回数。または，行の排他的ロックに起因して，表

ロックが排他的ロックになった回数。

lock_timeouts オブジェクトをロックする要求が承諾されずにタイムアウトになっ

た回数。

lock_waits アプリケーションまたは接続がロック発生まで待機した回数の

合計。

lock_wait_time ロックできるまで待機した時間の総計。

locks_waiting ロックを待機しているエージェントの数。

uow_lock_wait_time この作業単位がロックを待機した時間の合計。

rows_deleted 行の削除を試みた回数。

rows_inserted 行の挿入を試みた回数。

rows_updated 行の更新を試みた回数。

rows_selected 選択の結果，アプリケーションに戻された行の数。

rows_written 表内で変更 (挿入，削除，更新 )があった行の数。

rows_read 表から読み取られた行数。

int_rows_deleted 内部活動の結果として，データベースから削除された行の数。

int_rows_updated 内部活動の結果として，データベースから更新された行の数。

int_rows_inserted トリガによって生じた内部活動の結果として，データベースに

挿入された行の数。

open_rem_curs このアプリケーションで現在開いている「open_rem_curs_blk」で
カウントされるカーソルも含めたリモート・カーソル数。

open_rem_curs_blk このアプリケーションで現在開いているリモート・ブロッキング・

カーソル数。

rej_curs_blk サーバで I/Oブロック要求が拒否され，ノン・ブロック I/Oに変換

された総数。

acc_curs_blk I/Oブロック要求が受け入れられた回数。

open_loc_curs このアプリケーションで現在開いている「open_loc_curs_blk」で
カウントされるカーソルを含めたローカル・カーソル数。

open_loc_curs_blk このアプリケーションで開いているローカル・ブロッキング・カーソル

数。

(続き)
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測定値 説明

static_sql_stmts 試行された静的 SQLステートメントの数。

dynamic_sql_stmts 試行された動的 SQLステートメントの数。

failed_sql_stmts 試行された SQLステートメント数のうち，失敗した数。

commit_sql_stmts 試行された SQLCOMMITステートメントの総数。

rollback_sql_stmts 試行された SQLROLLBACKステートメントの総数。

select_sql_stmts 実行された SQLSELECTステートメントの数。

uid_sql_stmts 実行された SQLUPDATE， INSERT，DELETEステートメント

の数。

ddl_sql_stmts 実行された SQLデータ定義言語 ( DDL)ステートメントの数。

int_auto_rebinds 試行された自動再バインド (または再コンパイル)の数。

int_commits データベース・マネージャにより内部的に行われたコミットの総

数。

int_rollbacks データベース・マネージャにより内部的に行われたロールバックの

総数。

int_deadlock_rollbacks デッドロックによりデータベース・マネージャが行った強制ロール

バックの総数。ロールバックは，データベース・マネージャがデッド

ロックを解決するために選択したアプリケーションの現在の作業

単位を対象に行われます。

binds_precompiles 試行されたバインドおよびプリコンパイルの数。

(続き)

Oracle サーバの監視測定値

Oracleサーバの監視時に最も一般的に使用される測定値を次に示します( V$SYSSTATテーブル

から)。

測定値 説明

CPU used by this session ユーザ呼び出しの開始から終了までの間にセッションによって

使用されるCPU時間 ( 10ミリ秒単位 )。ユーザ呼び出しの中

には 10ミリ秒以内に完了するものもあり，結果として，ユーザ

呼び出しの開始時間と終了時間が同じになることがありま

す。その場合は，統計値に 0ミリ秒が加えられます。特にコン

テキスト・スイッチが多く発生しているシステムでは，オペレーティ

ング・システムのレポーティングで同様の問題が起こることがあり

ます。

Bytes received via SQL*Net
from client

Net8を介してクライアントから受信した総バイト数。
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測定値 説明

Logons current 現在の総ログイン数。

Opens of replaced files プロセスのファイル・キャッシュになかったため，再度開く必要が

あったファイルの総数。

User calls Oracleでは，ログイン，解析，または実行するごとに，関連す

るユーザ呼び出しのデータ構造を追跡するために，リソース

( Call State Objects)が割り当てられます。動作状況を確認す

るときは，RPI呼び出しに対するユーザ呼び出しの割合を調べ

れば，ユーザがOracleに送信している要求の種類に応じて，

どの程度の内部作業が発生しているかがわかります。

SQL*Net roundtrips to/from
client

クライアントと送受信されたNet8メッセージの総数。

Bytes sent via SQL*Net to
client

フォアグラウンド・プロセスからクライアントに送信された総バイト

数。

Opened cursors current 現在オープンしているカーソルの総数。

DB block changes この統計値は，一貫性維持と密接に関連しており，更新お

よび削除作業の対象となったすべてのブロックに対して SGAに

おいて加えられた変更の総数がカウントされます。これらの変

更によって REDOログ・エントリが生成されており，トランザク

ションがコミットされると，データベースに対して変更が確定され

ます。この値は，データベースの大まかな総作業量を示しま

す。また，バッファがに変更が加えられる割合を(場合によって

はトランザクションごとのレベルで)示します。

Total file opens インスタンスによって実行されているファイル・オープンの総数。

各プロセスは，データベースを操作するために，多くのファイル

(コントロール・ファイル，ログ・ファイル，データベース・ファイル)を
必要とします。

(続き)

SQL Serverの標準のカウンタ

測定値 説明

% Total Processor Time システム上のすべてのプロセッサが非アイドル・スレッドを実行す

るために使用中となる時間の平均的な割合。マルチプロセッ

サ・システムで，すべてのプロセッサが常に使用中ならば，この

値は 100%です。すべてのプロセッサが50%の時間だけ使用

中ならば，この値は 50%です。4分の1のプロセッサが100%
の時間使用中ならば，この値は 25%です。この値は，何らか

の処理を行うために費やされた時間の割合です。各プロセッサ

にはアイドル・プロセス内のアイドル・スレッドが割り当てられま

す。アイドル・スレッドによって，ほかのスレッドが使用していない

非生産的なプロセッサ・サイクルが消費されます。
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測定値 説明

Cache Hit Ratio 要求されたデータ・ページが(ディスクから読み出される代わり

に)データ・キャッシュで見つかった回数の割合。

I/O - Batch Writes/sec バッチ I/Oによってディスクに書き出されるページの秒ごとの数。

バッチ I/Oは，主にチェックポイント・スレッドが使用します。

I/O - Lazy Writes/sec レイジー・ライタによってディスクにフラッシュされるページの秒ごと

の数。

I/O - Outstanding Reads 保留されている物理読み取りの数。

I/O - Outstanding Writes 保留されている物理書き込みの数。

I/O - Page Reads/sec 物理ページ読み取りの秒ごとの数。

I/O - Transactions/sec 実行された Transact-SQLコマンド・バッチの秒ごとの数。

User Connections オープン・ユーザ接続の数。

% Processor Time プロセッサが非アイドル・スレッドを実行している時間の割合。

このカウンタは，プロセッサの動作状況を示す重要な指標とな

ります。この値は，プロセッサがアイドル・プロセスのスレッドを実

行するのに費やす時間をサンプリング間隔ごとに測定し，その

値を 100%から引くことによって算出されます(各プロセッサに

は，ほかのスレッドが実行する準備ができていないときにサイク

ルを消費するアイドル・スレッドが割り当てられています)。この

値は，あるサンプリング時点から次のサンプリング時点までの間

に何らかの有用な処理を行うために費やされた時間の割合で

す。このカウンタは，サンプリング間隔の間に観察された使用

中の時間の平均的な割合を示します。この値は，サービスが

アクティブではなかった時間を監視し，その値を 100%から引く

ことによって算出されます。

(続き)

Sybase サーバの監視測定値

次の表に，Sybaseサーバで監視可能な測定値を示します。
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オブジェクト 測定値 説明

ネットワーク Average packet size
( Read)

受信したネットワーク・パケットの

数。

Average packet size
( Send)

送信したネットワーク・パケットの

数。

Network bytes( Read) サンプリング間隔の間に受信した

バイト数。

Network bytes( Read)
/sec

秒ごとの受信バイト数。

Network bytes( Send) サンプリング間隔の間に送信した

バイト数。

Network bytes( Send)
/sec

秒ごとの送信バイト数。

Network packets
( Read)

サンプリング間隔の間に受信した

ネットワーク・パケットの数。

Network packets
( Read) /sec

秒ごとの受信ネットワーク・パケット

数。

Network packets
( Send)

サンプリング間隔の間に送信され

たネットワーク・パケット数。

Network packets
( Send) /sec

秒ごとの送信ネットワーク・パケット

数。

Memory Memory ページ・キャッシュに割り当てられた

バイト単位のメモリ数。

Disk Reads データベース・デバイスからの読み

取り数。

Writes データベース・デバイスへの書き込

み数。

Waits デバイスへのアクセスが待たされた

回数。

Grants デバイスへのアクセスが許可された

回数。
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オブジェクト 測定値 説明

Engine Server is busy(%) Adaptive Serverが使用中の状態

である時間の割合。

CPU time エンジンが使用中であった時間の

量。

Logical pages( Read) キャッシュまたはデータベース・デバ

イスからのデータ・ページの読み込

み数。

Pages from disk
( Read)

データ・キャッシュから行われなかっ

たデータ・ページの読み込み数。

Pages stored データベース・デバイスに書き込ま

れたデータ・ページ数。

Stored Procedures Executed( sampling
period)

サンプリング間隔の間にストアド・プ

ロシージャが実行された回数。

Executed( session) セッション中にストアド・プロシージャ

が実行された回数。

Average duration
( sampling period)

サンプリング間隔の間にストアド・プ

ロシージャの実行に要した時間

(秒 )。

Average duration
( session)

セッション中に，ストアド・プロシー

ジャの実行に要した時間 (秒 )。

Locks % Requests 完了したロック要求の割合。

Locks count ロック数。これは，累積値です。

Granted immediately ほかのロックが解放されるのを待た

ずに，すぐに承認されたロックの

数。

Granted after wait ほかのロックが解放されるのを待っ

てから承認されたロックの数。

Not granted 要求されたにもかかわらず承認さ

れなかったロックの数。

Wait time( avg.) ロックの平均待ち時間。

(続き)
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オブジェクト 測定値 説明

SqlSrvr Locks/sec ロック数。これは，累積値です。

% Processor time
( server)

Adaptive Serverが使用中の状態

である時間の割合。

トランザクション コミットされた Transact-SQLステー

トメント・ブロック(トランザクション)の
数。

Deadlocks デッドロックの数。

Cache % Hits データ・ページの読み込みが，物理

的ページ読み込みではなく，キャッ

シュから行われた回数の割合。

Pages( Read) キャッシュまたはデータベース・デバ

イスからのデータ・ページの読み込

み数。

Cache Pages( Read) /sec キャッシュまたはデータベース・デバ

イスからのデータ・ページの秒ごとの

読み込み数。

Pages from disk
( Read)

データ・キャッシュから行われなかっ

たデータ・ページの読み込み数。

Pages from disk
( Read) /sec

データ・キャッシュから行われなかっ

た，データ・ページの秒ごとの読み

込み数。

Pages(Write) データベース・デバイスに書き込ま

れたデータ・ページ数。

Pages(Write) /sec データベース・デバイスに書き込ま

れた秒ごとのデータ・ページ数。

(続き)
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オブジェクト 測定値 説明

Process % Processor time
( process)

全プロセスが「実行」状態になって

いる時間に対して，アプリケーショ

ンを実行しているプロセスが「実

行」状態になっている時間の割

合。

Locks/sec プロセスごとにロックの数。これは，

累積値です。

% Cache hit プロセスによってデータ・ページの読

み込みが，物理的ページ読み込

みではなく，キャッシュから行われた

回数の割合。

Pages(Write) プロセスによってデータベース・デバ

イスに書き込まれたデータ・ページ

数。

トランザクション トランザクション セッション中にコミットされた

Transact-SQLステートメント・ブ

ロック(トランザクション)の数。

(続き)
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オブジェクト 測定値 説明

トランザクション Rows( Deleted) セッション中にデータ・テーブルから

削除された行数。

Inserts セッション中にデータベースに挿入

があった回数。

Updates セッション中のデータ・テーブルへの

更新回数。

Updates in place セッション中の選択範囲内，および

選択範囲外のサイズの大きい更

新の総計 (遅延された更新を除

く)。

Transactions/sec セッション中にコミットされた

Transact-SQLステートメント・ブ

ロック(トランザクション)の秒ごとの

数。

Rows( Deleted) /sec データベース・テーブルから削除され

た秒ごとの行数。

Inserts/sec データベース・テーブルへの挿入の

秒ごとの数。

Updates/sec データベース・テーブルへの更新の

秒ごとの数。

Updates in place/sec 選択範囲内，および選択範囲外

のサイズの大きい更新の秒ごとの

総計 (遅延された更新を除く)。

(続き)

［DB2］グラフ

このグラフには，DB2データベース・サーバ・マシンのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過

時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 DB2データベース・サーバのリソースの使用状況。

注 DB2データベース・サーバ・マシンを監視するには，まずDB2モ
ニタ環境を設定する必要があります。次にDB2モニタで測定

するカウンタを選択して，ControllerからDB2モニタを有効にし

ます。
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関連項目 「データベース・サーバ・リソース・グラフの概要」 (229ページ)

「DB2データベース・マネージャのカウンタ」 (230ページ)

「DB2データベース・カウンタ」 (231ページ)

「DB2アプリケーション・カウンタ」 (235ページ)

［Oracle］グラフ

このグラフは，OracleのV$ テーブルであるV$SESSTAT(セッション統計 )，V$SYSSTAT(システム統

計 )のほか，カスタム・クエリでユーザが定義したそのほかのカウンタからの情報を表示します。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Oracleサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからOracleオン

ライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの

実行前に選択します。

関連項目 「データベース・サーバ・リソース・グラフの概要」 (229ページ)

「Oracleサーバの監視測定値」 (239ページ)

例

次の例では，V$SYSSTATリソースの値が負荷テスト・シナリオの経過時間の関数として示されてい

ます。

［SQL サーバ］グラフ

このグラフには，SQLServerマシンの標準のWindows リソースが表示されます。
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X 軸 負荷テスト・シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 リソースの使用状況

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからSQLServer
オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリ

オの実行前に選択します。

関連項目 「データベース・サーバ・リソース・グラフの概要」 (229ページ)

「SQLServerの標準のカウンタ」 (240ページ)

例

［Sybase］グラフ

このグラフには，Sybaseデータベース・サーバ・マシンのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経

過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Sybaseデータベース・サーバのリソースの使用状況。

注 Sybaseデータベース・サーバ・マシンを監視するには，まず

Sybaseモニタ環境を設定する必要があります。次にSybase
モニタで測定するカウンタを選択して，ControllerからSybase
モニタを有効にします。

関連項目 「データベース・サーバ・リソース・グラフの概要」 (229ページ)

「SQLServerの標準のカウンタ」 (240ページ)

ストリーミング・メディア・グラフ
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ストリーミング・メディア・グラフの概要

ストリーミング・メディア・リソース・グラフには，RealPlayerクライアント，RealPlayer Server，Windows
Media Server，およびMedia Playerクライアント・マシンのパフォーマンス情報が表示されます。

ストリーミング・メディア・グラフのデータを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前

に，RealPlayerクライアントをインストールし，RealPlayer ServerまたはWindows Media Serverのオ

ンライン・モニタを起動しておく必要があります。

RealPlayer ServerまたWindows Media Serverのオンライン・モニタをセットアップする際に，監視する

統計データと測定値を指定します。ストリーミング・メディア・サーバ・モニタのインストールと設定につい

ては，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Analysisは，すべての測定値を 1つのグラフ上に表示できるように，測定値の倍率を変更することが

あります。［凡例］ウィンドウには，各リソースの倍率が示されています。実際の値を知るには，表示さ

れている値にその倍率を乗じます。

Media Player クライアントの監視測定値

［Media Playerクライアント］グラフで使用できる標準の測定値を以下に示します。

測定値 説明

Average Buffering Events Media Playerクライアントがメディア・コンテンツの不足のために

受信メディア・データをバッファリングしなくてはならなかった回

数。

Average Buffering Time( sec) Media Playerクライアントが，メディア・クリップの再生を続けるた

めに十分なメディア・データを確保するまで待機した時間。

Current bandwidth
( Kbits/sec)

受信した秒ごとのキロバイト数。

Number of Packets 特定のメディア・クリップのためにサーバが送信したパケット数。

Stream Interruptions Media Playerクライアントがメディア・クリップの再生時に遭遇し

た割り込みの数。この測定値には，Media Playerクライアント

が受信メディア・データをバッファリングする必要があった回数と，

再生中に遭遇した任意エラーも含まれます。

Stream Quality( Packet-level) 総パケット数に対する受信パケットの割合。

Stream Quality( Sampling-
level)

遅延なく受信したストリームの割合 (受信遅延なし)。

Total number of recovered
packets

回復された喪失パケットの数。この値はネットワーク再生の場

合にだけ適用されます。

Total number of lost packets 回復されなかった喪失パケットの数。この値はネットワーク再生

の場合にだけ適用されます。
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RealPlayer クライアントの監視測定値

［Realクライアント］グラフで監視される測定値を以下に示します。

測定値 説明

Current Bandwidth
( Kbits/sec)

直前の秒におけるキロバイト数。

Buffering Event Time( sec) バッファリングに要した平均時間。

Network Performance 現在の帯域幅とクリップの実際の帯域幅との割合。

Percentage of Recovered
Packets

回復されたエラー・パケットの割合。

Percentage of Lost Packets 喪失したパケットの割合。

Percentage of Late Packets 遅延したパケットの割合。

Time to First Frame
Appearance( sec)

最初のフレームが現れるまでの時間 (再生の開始時点から測

定 )。

Number of Buffering Events 全バッファリング・イベントの平均数。

Number of Buffering Seek
Events

シーク操作に起因するバッファリング・イベントの平均数。

Buffering Seek Time シーク操作に起因するバッファリング・イベントに要した平均時

間。

Number of Buffering
Congestion Events

ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベントの平均

数。

Buffering Congestion Time ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベントに要した

平均時間。

Number of Buffering Live
Pause Events

ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イベントの平

均数。

Buffering Live Pause Time ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イベントに要

した平均時間。

RealPlayer Serverの監視測定値

［Realクライアント］グラフで監視される測定値を以下に示します。

測定値 説明

Current Bandwidth
( Kbits/sec)

直前の秒におけるキロバイト数。
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測定値 説明

Buffering Event Time( sec) バッファリングに要した平均時間。

Network Performance 現在の帯域幅とクリップの実際の帯域幅との割合。

Percentage of Recovered
Packets

回復されたエラー・パケットの割合。

Percentage of Lost Packets 喪失したパケットの割合。

Percentage of Late Packets 遅延したパケットの割合。

Time to First Frame
Appearance( sec)

最初のフレームが現れるまでの時間 (再生の開始時点から測

定 )。

Number of Buffering Events 全バッファリング・イベントの平均数。

Number of Buffering Seek
Events

シーク操作に起因するバッファリング・イベントの平均数。

Buffering Seek Time シーク操作に起因するバッファリング・イベントに要した平均時

間。

Number of Buffering
Congestion Events

ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベントの平均

数。

Buffering Congestion Time ネットワークの輻輳に起因するバッファリング・イベントに要した

平均時間。

Number of Buffering Live
Pause Events

ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イベントの平

均数。

Buffering Live Pause Time ライブ放送の一時停止に起因するバッファリング・イベントに要

した平均時間。

(続き)

Windows Media サーバの標準の測定値

測定値 説明

Active Live Unicast Streams
(Windows)

ストリーミングされているライブ・ユニキャスト・ストリームの数。

Active Streams ストリーミングされているストリームの数。

Active TCP Streams ストリーミングされている TCPストリームの数。

Active UDP Streams ストリーミングされているUDPストリームの数。

Aggregate Read Rate ファイル読み取りの合計速度 (バイト /秒 )。

Aggregate Send Rate ストリーム伝送の合計速度 (バイト /秒 )。
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測定値 説明

Connected Clients サーバに接続されたクライアントの数。

Connection Rate クライアントがサーバに接続されている速度。

Controllers 現在サーバに接続されているControllerの数。

HTTP Streams ストリーミングされているHTTPストリームの数。

Late Reads 秒ごとの遅延読み込み完了数。

Pending Connections サーバへの接続を試みているが，まだ接続していないクライアン

トの数。サーバが許容量の上限に近い状態で稼動していて，

多数の接続要求をすばやく処理できないと，この値が高くなり

ます。

Stations 現在サーバに存在するステーション・オブジェクトの数。

Streams 現在サーバに存在するストリーム・オブジェクトの数。

Stream Errors 発生したエラーの秒ごとの累積数。

(続き)

［Media Player クライアント］グラフ

このグラフには，Windows Media Playerのクライアント・マシンの統計データが負荷テスト・シナリオ経

過時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Windows Media Playerのクライアント・マシンでのリソースの使

用状況

関連項目 「ストリーミング・メディア・グラフの概要」 (249ページ)

「Media Playerクライアントの監視測定値」 (249ページ)

例

次の例では，シナリオの実行開始から 2分 30秒後までの回復パケットの合計数は安定していま

す。パケット数とストリームの中断は，大きく変動しています。平均バッファリング時間は緩やかに増え

ており，Player 帯域幅は増えてから緩やかに減っています。ストリームの中断と平均バッファリング・イ

ベントの測定値の倍率は 10であり，Player 帯域幅の倍率は 1/10です。
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［Real クライアント］グラフ

このグラフには，RealPlayerクライアント・マシンの統計データが負荷テスト・シナリオ経過時間の関数

として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 RealPlayerのクライアント・マシンでのリソースの使用状況

関連項目 「ストリーミング・メディア・グラフの概要」 (249ページ)

「RealPlayerクライアントの監視測定値」 (250ページ)

例

次の例のグラフには，シナリオの実行開始から 4分 30秒後までのパケットの総数，回復パケット

数，現在の帯域幅および最初のフレームの時間の測定値が示されています。これらの測定値の倍

率はすべて同じです。
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［Real サーバ］グラフ

このグラフには，RealPlayer Serverの統計データが負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表示

されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 RealPlayer Serverマシンのリソースの使用状況

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからRealPlayer
サーバ・オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の測定値

をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 「ストリーミング・メディア・グラフの概要」 (249ページ)

「RealPlayer Serverの監視測定値」 (250ページ)

例

次の例のグラフには，シナリオの実行開始から 4分 30秒後までのパケットの総数，回復パケット

数，現在の帯域幅および最初のフレームの時間の測定値が示されています。これらの測定値の倍

率はすべて同じです。
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［Windows Media サーバ］グラフ

このグラフには，Windows Mediaサーバの統計データが負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として

表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 リソース使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからWindows
Mediaサーバ・オンライン・モニタを有効にし，表示する標準の

測定値をシナリオの実行前に選択します。

関連項目 「ストリーミング・メディア・グラフの概要」 (249ページ)

「Windows Mediaサーバの標準の測定値」 (251ページ)

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフ

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの概要

ERP/CRMサーバ・リソース・モニタ・グラフは，ERP/CRMサーバのパフォーマンス情報を示します。こ

れらのグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前に，ERP/CRMサーバ・リソース・オンライ

ン・モニタを起動する必要があります。ERP/CRMサーバ・リソースのオンライン・モニタを設定する際

は，監視する統計値と測定値を指定します。ERP/CRMサーバ・リソース・モニタの起動と設定の詳

細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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注 : ERP/CRM診断グラフは，シナリオ結果に関連データが含まれる場合に，Analysisの［グラ

フの追加］ダイアログにオプションとしてのみ表示されます。

ERP/CRM サーバ・リソース・グラフの測定値

PeopleSoft (Tuxedo)グラフのカウンタ

次の表に，標準で監視可能なカウンタの説明を示します。次の測定値に特に注意することをお勧

めします : % ビジー・クライアント，アクティブ・クライアント，ビジー・クライアント，アイドル・クライアン

ト，APPQ/PSAPPSRVキューのすべてのキュー・カウンタ。

モニタ 測定値

マシン % ビジー・クライアント :アプリケーション・サーバからの応答を待

機している，現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインし

ているアクティブなクライアントの割合。

アクティブ・クライアント :現在 Tuxedoアプリケーション・サーバに

ログインしているアクティブなクライアントの総数。

ビジー・クライアント :アプリケーション・サーバからの応答を待機

している，現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインして

いるアクティブなクライアントの総数。

既存アクセサ : このマシンで直接，またはこのマシンのワークス

テーション・ハンドラを通じて，アプリケーションに現在アクセスし

ている，クライアントおよびサーバの数。

既存トランザクション : このマシンの使用中トランザクション・テー

ブル・エントリの数。

アイドル・クライアント :アプリケーション・サーバからの応答を待

機していない，現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログイン

しているアクティブなクライアントの総数。

ワークロード完了 /秒 :作業が完了したマシンの全サーバにお

ける単位時間当たりのワークロードの合計。

ワークロード開始 /秒 :作業が開始されたマシンの全サーバに

おける単位時間当たりのワークロードの合計。
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モニタ 測定値

キュー % ビジー・サーバ :現在 Tuxedoの要求を処理しているアクティ

ブなサーバの割合。

アクティブ・サーバ : Tuxedoの要求を処理している，または処

理を待機しているアクティブなサーバの総数。

ビジー・サーバ :現在 Tuxedoの要求を処理するために使用

中となっているアクティブなサーバの総数。

アイドル・サーバ :現在 Tuxedoの要求の処理を待機している

アクティブなサーバの総数。

キューの数 :キューに置かれているメッセージの総数。

サーバ 要求 /秒 :処理された秒ごとのサーバ要求数

ワークロード /秒 :ワークロードとは，サーバ要求の加重測定値

のことです。要求の中には，ほかと異なる重みを持つものもあり

ます。標準では，ワークロードは常に要求の数の50倍です。

ワークステーション・ハンドラ

( WSH)
受信バイト数 /秒 :ワークステーション・ハンドラによって受信され

た，秒ごとの合計バイト数。

送信バイト数 /秒 :ワークステーション・ハンドラによってクライアン

トに返された，秒ごとの合計バイト数。

受信済みメッセージ/秒 :ワークステーション・ハンドラによって受

信された，秒ごとのメッセージ数。

送信済みメッセージ/秒 :ワークステーション・ハンドラによってク

ライアントに返された，秒ごとのメッセージ数。

キューブロック数 /秒 :ワークステーション・ハンドラのキューがブ

ロックした，秒ごとの回数。これによって，ワークステーション・ハ

ンドラが過負荷状態になった頻度がわかります。

(続き)

SAP サーバ・グラフのカウンタ

SAPサーバで監視されるカウンタを次に示します。

測定値 説明

Average CPU time ワーク・プロセスで使用される平均 CPU時間。

Average response time ダイアログがディスパッチャ・ワーク・プロセスに要求を送信した

時点から，ダイアログの処理を経て，ダイアログが完了してデー

タがプレゼンテーション層に渡されるまでを計測した平均応答

時間。SAP GUI とディスパッチャの間の応答時間はこの値に

は含まれていません。
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測定値 説明

Average wait time 未処理のダイアログ・ステップがディスパッチャ・キューで空き

ワーク・プロセスを待機する時間。通常は，ディスパッチャ・

ワーク・プロセスはダイアログ・ステップから要求を受信した直後

にダイアログ・ステップをアプリケーション・プロセスに渡します。そ

の場合の平均待機時間は数ミリ秒です。アプリケーション・

サーバまたはシステム全体に大きな負荷がかかっている場合，

ディスパッチャ・キューが長くなります。

Average load time ABAPソース・コードや画面情報などのオブジェクトをデータ

ベースから読み込んで生成するのにかかる時間。

Database calls データベースに送信された解析済みの要求の数。

Database requests データベース内のデータを要求する論理 ABAP要求数。これ

らの要求はR/3データベース・インタフェースを通して渡され，

個別のデータベース呼び出しに解析されます。データベース呼

び出しとデータベース要求の比率は重要です。テーブル内の

情報へのアクセスがSAPバッファで緩衝される場合，データ

ベース・サーバへの呼び出しは不要です。このため，呼び出しと

リクエストの対比から，テーブル・バッファ処理の総体的な効率

を知ることができます。適切な比率は 1:10です。

Roll ins ロール・イン・ユーザ・コンテキスト数。

Roll outs ロール・アウト・ユーザ・コンテキスト数。

Roll in time ロール・インの処理時間。

Roll out time ロール・アウトの処理時間。

Roll wait time ロール領域のキュー時間。同期 RFCが呼び出されると，ダイ

アログ・ステップが完了していなくても，ワーク・プロセスはロール・

アウトを実行し，ロール領域で RFCの終了を待機します。

ロール領域では，RFCサーバ・プログラムは送信されてくるほか

のRFC も待機できます。

Average time per logical DB
call

データベース・システムに送られたすべてのコマンドへの平均応

答時間 (ミリ秒 )。これはデータベース・サーバのCPU，ネット

ワーク，バッファリングの処理能力，データベース・サーバの入

力 /出力処理能力などに依存します。バッファリングされたテー

ブルのアクセス時間は何倍も高速であるため測定値には含ま

れていません。

(続き)

SAPGUIグラフのカウンタ

以下に，最もよく監視の対象にされるカウンタを示します。
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測定値 説明

Average CPU time ワーク・プロセスで使用される平均 CPU時間。

Average response time ダイアログがディスパッチャ・ワーク・プロセスに要求を送信した

時点から，ダイアログの処理を経て，ダイアログが完了してデー

タがプレゼンテーション層に渡されるまでを計測した平均応答

時間。SAPGUI とディスパッチャの間の応答時間はこの値には

含まれていません。

Average wait time 未処理のダイアログ・ステップがディスパッチャ・キューで空き

ワーク・プロセスを待機する時間。通常は，ディスパッチャ・

ワーク・プロセスはダイアログ・ステップから要求を受信した直後

にダイアログ・ステップをアプリケーション・プロセスに渡します。そ

の場合の平均待機時間は数ミリ秒です。アプリケーション・

サーバまたはシステム全体に大きな負荷がかかっている場合，

ディスパッチャ・キューが長くなります。

Average load time ABAPソース・コードや画面情報などのオブジェクトをデータ

ベースから読み込んで生成するのにかかる時間。

Database calls データベースに送信された解析済みの要求の数。

Database requests データベース内のデータを要求する論理 ABAP要求数。これ

らの要求はR/3データベース・インタフェースを通して渡され，

個別のデータベース呼び出しに解析されます。データベース呼

び出しとデータベース要求の比率は重要です。テーブル内の

情報へのアクセスがSAPバッファで緩衝される場合，データ

ベース・サーバへの呼び出しは不要です。このため，呼び出しと

リクエストの対比から，テーブル・バッファ処理の総体的な効率

を知ることができます。適切な比率は 1:10です。

Roll ins ロール・イン・ユーザ・コンテキスト数。

Roll outs ロール・アウト・ユーザ・コンテキスト数。

Roll in time ロール・インの処理時間。

Roll out time ロール・アウトの処理時間。

Roll wait time ロール領域のキュー時間。同期 RFCが呼び出されると，ダイ

アログ・ステップが完了していなくても，ワーク・プロセスはロール・

アウトを実行し，ロール領域で RFCの終了を待機します。

ロール領域では，RFCサーバ・プログラムは送信されてくるほか

のRFC も待機できます。

Average time per logical DB
call

データベース・システムに送られたすべてのコマンドへの平均応

答時間 (ミリ秒 )。これはデータベース・サーバのCPU，ネット

ワーク，バッファリングの処理能力，データベース・サーバの入

力 /出力処理能力などに依存します。バッファリングされたテー

ブルのアクセス時間は何倍も高速であるため測定値には含ま

れていません。
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SAP ポータルグラフのカウンタ

SAPポータルシステム・サーバで監視されるカウンタを以下に示します。

測定値 説明

Accumulated Amount of
Outbound Data( bytes)

累積アウトバウンド・データ量 (バイト )。

Time for all Requests(ms) すべての要求の処理にかかる合計時間 (ミリ秒 )。

Average Amount of
Outbound Data per Request
( bytes)

要求ごとのアウトバウンド・データの平均量 (バイト )。

Average Number of
Component Calls per
Request( bytes)

要求ごとの平均コンポーネント呼び出し数 (バイト )。

Average Time of a Request
(ms)

1つの要求の処理にかかる平均時間 (ミリ秒 )。

Number of Calls with
Outbound Data    

アウトバウンド・データの合計呼び出し数。

Number of Component Calls
for all Requests    

すべての要求のコンポーネント呼び出し数の合計。

Number of Requests since
First Request    

最初の要求以降の要求合計数。

Requests per Second         秒ごとの要求数。

Time Stamp of First Request 最初の要求のタイム・スタンプ。

Siebelサーバ・マネージャ・グラフのカウンタ

Siebelサーバ・マネージャ・サーバで監視されるカウンタを以下に示します。

測定値 説明

Average Connect Time 平均接続時間。

Average Reply Size ユーザ応答の平均サイズ。

Average Request Size ユーザ要求の平均サイズ。

Average Requests Per
Session

セッションごとのユーザ要求平均数。

Average Response Time サーバが1つの要求への応答に要する平均時間。

Average Think Time サーバが1つの要求への応答に要する平均考慮時間。

Avg SQL Execute Time 平均 SQL実行時間。
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測定値 説明

Avg SQL Fetch Time 平均 SQL取り出し時間。

Avg SQL Parse Time 平均 SQL解釈時間。

CPU Time ワーク・プロセスに使用されたCPU時間。

経過時間 合計経過時間。

Num of DBConn Retries データベース接続再試行回数。

Num of DLRbk Retries DLRbk再試行回数。

Num of Exhausted Retries 期限切れとなった再試行の合計数。

Number of SQL Executes SQL実行の合計数。

Number of SQL Fetches SQL取り出しの合計数。

Number of SQL Parses SQL解釈の合計数。

Number of Sleeps スリープ数。

Object Manager Errors オブジェクト・マネージャ・エラーの合計数。

Reply Messages 応答メッセージの合計数。

Request Messages 要求メッセージの合計数。

SQL Execute Time SQL実行時間の合計。

SQL Fetch Time SQL取り出し時間の合計。

SQL Parse Time SQL解釈時間の合計。

Sleep Time 合計スリープ時間。

Tests Attempted テストの試行回数。

Tests Failed 失敗したテストの数。

Tests Successful 成功したテストの数。

Total Reply Size 合計応答サイズ(バイト )。

Total Request Size 合計要求サイズ(バイト )。

Total Response Time 合計応答時間。

Total Tasks 合計タスク数。

Total Think Time 合計思考遅延時間。

(続き)

Siebel Webサーバ・グラフのカウンタ

Siebel Webサーバで監視されるカウンタを以下に示します。
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測定値 説明

Anonymous sessions
requested from the pool

プールから要求された匿名セッションの数。

Open Session Time ユーザがシステムへのログオンに費やす時間。

Anon Session Removed プールから削除された匿名セッションの数。

Anon Session Available プールで使用可能な匿名セッションの数。

Anonymous sessions returns
to the pool

プールに返された匿名セッションの数。

応答時間 ユーザ要求への応答にかかる時間。

Close Session Time ユーザがシステムからのログオフに費やす時間。

Request Time     ユーザ要求の処理にかかる時間。

［PeopleSoft( Tuxedo) ］グラフ

このグラフには，Tuxedoサーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として

表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Tuxedoサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからPeopleSoft
( Tuxedo)モニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリ

オの実行前に選択します。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)

「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの測定値」 (256ページ)

例
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［SAP］グラフ

このグラフには，SAPサーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表

示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAPサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，SAPオンライン・モニタを( Controllerから)起動し，表示す

る標準の測定値を選択しておく必要があります(一部の測定

値は倍率が異なります)。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)

「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの測定値」 (256ページ)
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［SAPGUI］グラフ

このグラフには，SAPサーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表

示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAPサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，SAPオンライン・モニタを( Controllerから)起動し，表示す

る標準の測定値を選択しておく必要があります(一部の測定

値は倍率が異なります)。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)

「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの測定値」 (256ページ)
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［SAP CCMS］グラフ

SAP CCMS( Computer Center Management System)グラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の

SAP R/3ランドスケープ・サーバにおけるすべてのサーバのリソースの使用状況に関する統計データが

表示されます。X軸は，シナリオの実行開始からの経過時間を示します。Y軸は，リソースの使用

量を示します。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAP R/3ランドスケープ・サーバにおけるすべてのサーバのリソー

スの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，SAP CCMSモニタを( Controllerから)起動し，表示する標

準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)
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［SAP ポータル］グラフ

このグラフには，SAPポータルサーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数

として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 SAPポータルサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，SAPポータルモニタを( Controllerから)起動し，表示する

標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)

「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの測定値」 (256ページ)
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［Siebel サーバマネージャ］グラフ

このグラフには，Siebleサーバ・マネージャ・サーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過

時間の関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Siebleサーバ・マネージャ・サーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，Siebelサーバ・マネージャ・モニタを( Controllerから)起動

し，表示する標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)

「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの測定値」 (256ページ)
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［Siebel Web サーバ］グラフ

このグラフには，Siebel Webサーバのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数と

して表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Siebel Webサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，シナリオを実行する前

に，Siebel Webサーバ・モニタを( Controllerから)起動し，表

示する標準の測定値を選択しておく必要があります。

関連項目 「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの概要」 (255ページ)

「ERP/CRMサーバ・リソース・グラフの測定値」 (256ページ)
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アプリケーション・コンポーネント・グラフ

Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要

Microsoft COM+パフォーマンス・グラフは，COM+インタフェースおよびメソッドに関するパフォーマンス

情報を表示します。

グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に，各種 Microsoft COM+パフォー

マンス・モニタを起動しておく必要があります。

Microsoft COM+パフォーマンス・オンライン・モニタを設定する際は，監視する統計値と測定値を指

定します。Microsoft COM+パフォーマンス・モニタの起動と設定の詳細については，『HP
LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Microsoft .NET CLRパフォーマンス・グラフの概要

.NET CLRパフォーマンス・グラフは， .NETクラスおよびメソッドに関するパフォーマンス情報を表示しま

す。グラフ・データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前に， .NET CLRパフォーマンス・

モニタを起動しておく必要があります。

表示する測定値は .NETモニタで指定します。 .NET CLRパフォーマンス・モニタの起動と設定の詳

細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)269 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



［COM+平均応答時間］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時にCOM+のインタフェースまたはメソッドの実行に要した平

均時間を示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+インタフェースまたはメソッドの平均応答時間。

ブレークダウン・オプショ

ン

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線でグラフに示されま

す。インタフェースの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブに表示されま

す。

この凡例では，青色の折れ線は _ConstTimeというCOM+インタフェー

スであることが示されています。上のグラフを見ると，このCOM+インタ

フェースの応答時間がほかのどのCOM+インタフェースより長いことがわか

ります。シナリオの実行開始から 2分 10秒経過した時点で，このインタ

フェースの平均応答時間は 0.87秒となっています。

注 : 0.87秒というデータ・ポイントは平均値であり，10秒のサンプリング

間隔の間 (標準の粒度 )に記録されたすべてのデータ・ポイントに基づい

て算出されたものです。このサンプリング間隔の長さは変更できます。

COM+ メソッドの表示

テーブルには最初 COM+インタフェースが表示されますが，ドリルダウンま

たはフィルタリングを使用して，COM+ メソッドのリストを表示することもで

きます。詳細については，「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え」

(78ページ)および「グラフのドリルダウン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するには，［凡例］タブ

の中で該当するインタフェース行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)
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［COM+ブレークダウン］グラフ

このグラフは，COM+インタフェースまたはメソッドに関する基本的な結果データを要約し，テーブル形

式で示します。

目的 COM+ブレークダウン・テーブルを使用すれば，テスト中に最も

時間を費やしたCOM+インタフェースまたはメソッドを特定でき

ます。このテーブルは，カラムを基準に並べ替えることができま

す。また，データはCOM+インタフェースまたはCOM+ メソッド

別に表示できます。
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ブレークダウン・オプション Average Response Time
［平均応答時間］カラムには，インタフェースまたはメソッドが

実行されるのにかかった平均時間が表示されます。このカラ

ムを視覚的に表現したのが「［COM+平均応答時間］グラ

フ」 (270ページ)です。

呼び出し数

［呼び出し数］カラムには，インタフェースまたはメソッドが呼び

出された回数が示されます。このカラムを視覚的に表現した

のが「［COM+平均応答時間］グラフ」 (270ページ)です。

Total Response Time
［合計応答時間］カラムには，インタフェースまたはメソッドの

実行に要した全部の時間が示されます。このカラムの値は，

最初の2つのデータ・カラムの値を乗じて算出されます。この

カラムを視覚的に表現したのが「［COM+平均応答時間］グ

ラフ」 (270ページ)です。

これらの各カラムの内容を視覚的に表現したのが「［COM+
平均応答時間］グラフ」 (270ページ)，「［COM+呼び出し数

の分散値］グラフ」 (273ページ)，および「［COM+合計実行

時間の分散値］グラフ」 (277ページ)です。

インタフェースは，インタフェース :ホストという形式で［COM+
インタフェース］カラムに表示されます。前述のテーブルによる

と，_ConstTimeインタフェースの実行に平均 0.5秒かか

り，70回呼び出されています。トータルとして，このインタフェー

スの実行に 34.966秒かかりました。

ヒント リストの並べ替え

カラムを基準にリストを並べ替えるには，基準とするカラムの

見出しをクリックします。上記のリストは，［平均応答時間］を

基準に並べ替えられています。カラムの見出しには，降順で

並べ替えられていることを示す三角形が表示されています。

COM+ メソッドの表示

テーブルには最初 COM+インタフェースが表示されます

が，COM+ メソッドのリストを表示することもできます。

［選択したインタフェースのメソッドを表示するには，［COM+
メソッド］オプションを選択します。または，メソッドを表示する

インタフェースの行をダブルクリックします。指定したインタフェー

スのメソッドが［COM+ メソッド］カラムに表示されます。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)
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［COM+呼び出し数の分散値］グラフ

このグラフは，各 COM+インタフェースに対して行われた呼び出しの割合をCOM+インタフェース全

体と比較して示します。また，特定のCOM+ メソッドに対して行われた呼び出しの割合もインタ

フェース内のほかのメソッドと比較して表示できます。

ブレークダウン・オプション インタフェースまたはメソッドに対して行われた呼び出しの数は，

「［COM+ブレークダウン］グラフ」 (271ページ)テーブルの［呼び出し数］カ

ラムに表示されます。

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の扇形で円グラフに示され

ます。インタフェースの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブに表示さ

れます。

この凡例では，緑色の領域は IDispatchというCOM+インタフェースで

あることが示されています。上のグラフを見ると，このインタフェースに対し

て 38.89%の呼び出しが行われたことがわかります。実際の数値は，

「［COM+ブレークダウン］グラフ」 (271ページ)のテーブルの［呼び出し数］

カラムで確認できます。全呼び出し 49件のうち，このインタフェースに対

する呼び出しは 13件です。

COM+ メソッドの表示

テーブルには最初 COM+インタフェースが表示されますが，ドリルダウン

またはフィルタリングを使用して，COM+ メソッドのリストを表示することも

できます。詳細については，「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替

え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウン」 (95ページ)を参照してくださ

い。
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ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するには，［凡例］タ

ブの中で該当するインタフェース行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［COM+呼び出し数］グラフ

このグラフは，テスト中にCOM+インタフェースまたはメソッドが呼び出された回数を表示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+インタフェースまたはメソッドに対する呼び出しが行われた回

数。
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ブレークダウン・オプション 各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線でグラフに示さ

れます。インタフェースの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブに

表示されます。

この凡例では，黄色の折れ線は _RandomTimeというCOM+イ

ンタフェースであることが示されています。上のグラフを見ると，このイ

ンタフェースの呼び出しは，シナリオの実行開始時点で始まってい

ることがわかります。そして，2分 20秒の時点で 20回の呼び出し

が行われています。

COM+ メソッドの表示

テーブルには最初 COM+インタフェースが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，COM+ メソッドのリストを表示

することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウン」 (95ページ)
を参照してください。

注 呼び出し数は，呼び出し頻度に時間間隔を乗じて算出されま

す。これにより，報告される測定値が丸められます。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するには，［凡

例］タブの中で該当するインタフェース行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)
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［COM+秒ごとの呼び出し数］グラフ

このグラフは，COM+インタフェースまたはメソッドの秒ごとの呼び出し回数を示します。

ブレークダウン・オプション このグラフは，Y軸がCOM+インタフェースまたはメソッドに対して行わ

れた秒ごとの呼び出し回数を示す点を除けば「［COM+呼び出し数］

グラフ」 (274ページ)とほぼ同じです。

各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線でグラフに示され

ます。インタフェースの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブに表示さ

れます。

この凡例では，緑色の折れ線は IDispatchというCOM+インタフェース

であることが示されています。上のグラフを見ると，このインタフェースの呼

び出しは，シナリオの実行開始から 1分 55秒経過した時点で始まっ

たことがわかります。そして，2分 10秒の時点で 1秒当たり平均 2.5
回の呼び出しが行われています。

COM+ メソッドの表示

COM+インタフェース内の個々のメソッドの平均応答時間を表示する

には，「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および

「グラフのドリルダウン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するには，［凡例］タ

ブの中で該当するインタフェース行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)
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［COM+合計実行時間の分散値］グラフ

このグラフは，特定のCOM+インタフェースの実行に要した時間の割合をCOM+インタフェース全体

と比較して表示します。また，インタフェース内のすべてのCOM+ メソッドと比較した，COM+ メソッド

の実行に要した時間の割合も表示できます。

目的 このグラフは，非常に時間のかかったCOM+インタフェースまた

はメソッドを特定するのに使用します。

ブレークダウン・オプション 各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の扇形で円グラフ

に示されます。インタフェースの色分けは，グラフの下にある［凡

例］タブに表示されます。

この凡例では，緑色の折れ線は IDispatchというCOM+イン

タフェースであることが示されています。上のグラフを見る

と，COM+実行時間のうちの40.84%がこのインタフェースに

よって占められていることがわかります。

COM+ メソッドの表示

COM+インタフェース内の個々のメソッドの平均応答時間を

表示するには，「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え」

(78ページ)および「グラフのドリルダウン」 (95ページ)を参照してく

ださい。
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ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するには，

［凡例］タブの中で該当するインタフェース行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［COM+合計実行時間］グラフ

このグラフは，テスト中に各 COM+インタフェースまたはメソッドの実行に要した時間を示します。

目的 このグラフは，非常に時間のかかったCOM+インタフェースまたはメ

ソッドを特定するのに使用します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+インタフェースまたはメソッドが実行されていた総時間。
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ブレークダウン・オプション 各インタフェースまたはメソッドは，異なる色の折れ線でグラフに示

されます。インタフェースの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブ

に表示されます。

この凡例では，青色の折れ線は _ConstTimeというCOM+インタ

フェースであることが示されています。上のグラフを見ると，シナリオ

全体を通してこのインタフェースがほかのインタフェースより多くの時

間を消費していることがわかります。特に，シナリオの実行開始から

2分 15秒経過した時点では，このインタフェースに対する呼び出

しに平均 21秒かかっています。

COM+ メソッドの表示

テーブルには最初 COM+インタフェースが表示されますが，ドリルダ

ウンまたはフィルタリングを使用して，COM+ メソッドのリストを表示

することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウン」 (95ペー

ジ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のインタフェースの折れ線を強調表示するには，［凡

例］タブの中で該当するインタフェース行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)
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［Microsoft COM+］グラフ

このグラフには，COM+オブジェクトのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数と

して表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 COM+オブジェクトのリソースの使用状況。

ブレークダウン・オプション 各 COM+オブジェクトは，異なる色の折れ線でグラフに示され

ます。オブジェクトの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブに

表示されます。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

認証の測定値

測定値 説明

Authenticate 成功したメソッド呼び出しレベルの認証の頻度。アプリケーショ

ンの認証レベルを設定する場合は，クライアントがアプリケー

ションを呼び出すときに実行される認証のレベルを指定しま

す。

Authenticate Failed 失敗したメソッド呼び出しレベルの認証の頻度。

アプリケーション・イベント

測定値 説明

Activation アプリケーションの起動の頻度。

Shutdown アプリケーションの終了の頻度。
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スレッド・イベント

測定値 説明

Thread Start アプリケーションのSTA( single-threaded apartment)スレッドが

開始される秒ごとの数。

Thread Terminate アプリケーションのSTA( single-threaded apartment)スレッドが

終了する秒ごとの数。

Work Enque 作業がSTA( single thread apartment)オブジェクトのキューに

置かれた場合に送信されるイベント。注 : このイベント

は，Windows Server 2003以降では通知または送信されませ

ん。

Work Reject 作業がSTA( single thread apartment)オブジェクトから拒否さ

れた場合に送信されるイベント。注 : このイベント

は，Windows Server 2003以降では通知または送信されませ

ん。

トランザクション・イベント

測定値 説明

Transaction Duration 選択したアプリケーションのCOM+ トランザクションの実行時

間。

Transaction Start トランザクションが開始された秒ごとの数。

Transaction Prepared トランザクションが2フェーズ・プロトコルの準備フェーズを完了し

た秒ごとの数。

Transaction Aborted トランザクションが中止された秒ごとの数。

Transaction Commit トランザクションがコミット・プロトコルを完了した秒ごとの数。

オブジェクト・イベント

測定値 説明

Object Life Time オブジェクトが存在する時間 (インスタンス生成から消滅まで)。

Object Create このオブジェクトの新しいインスタンスの作成頻度。

Object Destroy オブジェクトのインスタンスの破壊頻度。

Object Activate 新しい JIT起動オブジェクトのインスタンスの取得頻度。

Object Deactivation SetCompleteまたは SetAbortによって JIT起動オブジェクトを

解放する秒ごとの数。
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測定値 説明

Disable Commit コンテキストでのDisableCommitのクライアント呼び出しの秒ご

との数。DisableCommitは，オブジェクトのトランザクションの更

新に一貫性がなく，現在の状態ではコミットできないことを表し

ます。

Enable Commit あるコンテキストのEnableCommitに対するクライアントからの

呼び出し回数。EnableCommitは，現在のオブジェクトの作業

が必ずしも終了していないことを表しますが，そのトランザクショ

ンの更新に一貫性があること，および現在の形でコミットできる

ことを表します。

Set Complete あるコンテキストのSetCompleteに対するクライアントからの呼

び出し回数。SetCompleteは，オブジェクトが実行されている

トランザクションをコミットできること，および現在実行中のメソッ

ド呼び出しから戻ったときにオブジェクトを終了することを表しま

す。

Set Abort あるコンテキストのSetAbortに対するクライアントからの呼び出

し回数。SetAbortは，オブジェクトが実行されているトランザク

ションを中止する必要があること，および現在実行中のメソッド

呼び出しから戻ったときにオブジェクトを終了することを表しま

す。

(続き)

メソッド・イベント

測定値 説明

Method Duration メソッドの平均実行時間。

Method Frequency メソッド呼び出しの回数。

Method Failed 失敗したメソッド (つまり，エラーのHRESULTコードを返したメ

ソッド )の数。

Method Exceptions 選択したメソッドによってスローされた例外の数。

［.NET 平均応答時間］グラフ

このグラフは，負荷テスト・シナリオ実行時に .NETのクラスまたはメソッドの実行に要した平均時間を

示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 .NETクラスまたはメソッドの平均応答時間。
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ブレークダウン・オプション グラフには最初 .NETクラスが表示されますが，ドリルダウンまた

はフィルタリングを使用して， .NETクラス内の個々のメソッドを

表示することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィ

ルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウ

ン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント サンプリング間隔の長さは変更できます。詳細については，

『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してくだ

さい。

ヒント :グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラ

フの下にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択しま

す。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［.NET ブレークダウン］グラフ

このグラフは， .NETクラスまたはメソッドに関する基本的な結果データを要約し，テーブル形式で示し

ます。

目的 .NETブレークダウン・テーブルを使用すれば，テスト中に最も

時間を費やした .NETクラスまたはメソッドを特定できます。こ

のテーブルは，カラムを基準に並べ替えることができます。また，

データは .NETクラスまたは .NET メソッド別に表示できます。
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ブレークダウン・オプション ［平均応答時間］カラムには，クラスまたはメソッドが実行され

るのにかかった平均時間が表示されます。［呼び出し数］カラム

には，クラスまたはメソッドが呼び出された回数が示されます。

［合計応答時間］カラムには，クラスまたはメソッドの実行に要

した全部の時間が示されます。このカラムの値は，最初の2つ
のカラムの値を乗じて算出されます。

クラスは，クラス :ホストという形式で［.NET クラス］カラムに表

示されます。上記のテーブルによる

と，AtmMachineSample.AtmTeller クラスの実行に平均

783秒かかり，50,912回呼び出されています。トータルとして，

このクラスの実行に 39,316秒かかりました。

カラムを基準にリストを並べ替えるには，基準とするカラムの見

出しをクリックします。

［.NETブレークダウン］グラフの各カラムは，別のグラフで視覚

的に表示されます。詳細については，「［.NETブレークダウン］

グラフ」 (283ページ)を参照してください。

テーブルには最初 .NETクラスが表示されますが， .NET メソッ

ドのリストを表示することもできます。 .NET メソッドを表示する

には，［.NET メソッド］オプションを選択するか，クラス行をダブ

ルクリックします。指定したクラスのメソッドが［.NET メソッド］カラ

ムに表示されます。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［.NET ブレークダウン］グラフ

.NET ブレークダウン・カラム 視覚的な表現

Average Response Time ［.NET平均応答時間］グラフ。

呼び出し数 ［.NET呼び出し数］グラフ

Total Response Time ［.NET合計実行時間の分散値］グラフ。
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［.NET 呼び出し数の分散値］グラフ

このグラフは，各 .NETクラスに対して行われた呼び出しの割合を .NETクラス全体と比較して示しま

す。また，特定の .NET メソッドに対して行われた呼び出しの割合もクラス内のほかのメソッドと比較

して表示できます。

ブレークダウン・オプション クラスまたはメソッドに対して行われた呼び出しの数は，［.NET
ブレークダウン］グラフのテーブルの［呼び出し数］カラムに表示さ

れます。

グラフには最初 .NETクラスが表示されますが，ドリルダウンまた

はフィルタリングを使用して， .NETクラス内の個々のメソッドを

表示することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィ

ルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウ

ン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフの下

にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［.NET 呼び出し数］グラフ

このグラフは，テスト中に .NETクラスまたはメソッドが呼び出された回数を表示します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。
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Y 軸 .NETクラスまたはメソッドに対する呼び出しが行われた回数を

示します。

ブレークダウン・オプション グラフには最初 .NETクラスが表示されますが，ドリルダウンまた

はフィルタリングを使用して， .NETクラス内の個々のメソッドを

表示することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィ

ルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウ

ン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフの下

にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択します。

注 呼び出し数は，呼び出し頻度に時間間隔を乗じて算出され

ます。これにより，報告される測定値が丸められます。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［秒ごとの .NET 呼び出し数］グラフ

このグラフは， .NETクラスまたはメソッドの秒ごとの呼び出し回数を示します。
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ブレークダウン・オプション このグラフは，Y軸が .NETクラスまたはメソッドに対して行われ

た秒ごとの呼び出し回数を示す点を除けば［.NET呼び出し

数］グラフとほぼ同じです。

グラフには最初 .NETクラスが表示されますが，ドリルダウンまた

はフィルタリングを使用して， .NETクラス内の個々のメソッドを

表示することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィ

ルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウ

ン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフの下

にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［.NET リソース］グラフ

このグラフには， .NET メソッドのリソースの使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間の関数として表

示されます。
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ブレークダウン・オプション 各 .NET メソッドは，異なる色の折れ線でグラフに示されます。

メソッドの色分けは，グラフの下にある［凡例］タブに表示されま

す。

.NETカウンタは，アプリケーション，アセンブリ，クラス，およびメ

ソッドのレベルで監視できます。アプリケーションが完全に読み

込まれる前に発生する測定値 (アセンブリのロードにかかる時

間を測定するAssembly Load Timeなど)は測定されません。

次の表に，各レベルで測定可能なカウンタの説明を示しま

す。継続時間はすべて秒単位で，頻度はすべて 5秒のポーリ

ング時間内の1秒当たりの数が，報告されます。たとえば，5
秒のポーリング時間に 20個のイベントが発生した場合，報告

される頻度は 4となります。

l 「アプリケーション・レベル」 (289ページ)

l 「アセンブリ・レベル」 (290ページ)

l 「クラス・レベル」 (290ページ)

l 「メソッド・レベル」 (290ページ)

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)
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アプリケーション・レベル

測定値 説明

Application Lifetime アプリケーションの継続時間を監視します(単位 :秒 )。

Exception Frequency 5秒のポーリング時間の秒ごとの例外の数を監視します。

JIT (Just In Time) Duration JITがコードをコンパイルするのにかかる時間を監視します(単
位 :秒 )。

Thread Creation Frequency ポーリング時間内に作成されるスレッドの数を監視します。

Thread Lifetime スレッドの継続時間を監視します。

Domain Creation Frequency ポーリング時間内に作成されるドメインの数を監視します(ドメ

インのコードの保護領域。すべてのアプリケーションは，それらを

カプセル化したままにするドメイン内で実行されるため，ドメイン

外のほかのアプリケーションに干渉できません)。

Domain Load Time ドメインのロードにかかる時間を監視します(ドメインのコードの

保護領域。すべてのアプリケーションは，それらをカプセル化し

たままにするドメイン内で実行されるため，ドメイン外のほかの

アプリケーションに干渉できません)。

Domain Unload Time ドメインのアンロードにかかる時間を監視します(ドメインのコー

ドの保護領域。すべてのアプリケーションは，それらをカプセル

化したままにするドメイン内で実行されるため，ドメイン外のほ

かのアプリケーションに干渉できません)。

Domain Lifetime ドメインの継続時間を監視します。(ドメインのコードの保護領

域。すべてのアプリケーションは，それらをカプセル化したままに

するドメイン内で実行されるため，ドメイン外のほかのアプリ

ケーションに干渉できません)。

Module Creation Frequency ポーリング時間内に作成されるモジュールの数を監視します

(モジュールは，DLLまたは EXEを構成するアセンブリのグルー

プです)。

Module Load Time モジュールのロードにかかる時間を監視します(モジュール

は，DLLまたは EXEを構成するアセンブリのグループです)。

Module Unload Time モジュールのアンロードにかかる時間を監視します(モジュール

は，DLLまたは EXEを構成するアセンブリのグループです)。

Module Lifetime モジュールの継続時間を監視します(モジュールは，DLLまた

は EXEを構成するアセンブリのグループです)。

Garbage Collection Duration ガベージ・コレクションの開始から停止までの継続時間を監視

します。

Garbage Collection
Frequency

ポーリング時間内のガベージ・コレクションのための割り込みの

回数を監視します。
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測定値 説明

Unmanaged Code Duration 管理されていないコードの呼び出しの継続時間を監視しま

す。

Unmanaged Code Frequency ポーリング時間内の対処されていないコードの呼び出しの回

数を監視します。

アセンブリ・レベル

測定値 説明

Assembly Creation
Frequency

ポーリング時間内に作成されるアセンブリの数を監視します(ア
センブリには .NETバイト・コードとメタデータが含まれます)。

Assembly Load Time アセンブリのロードにかかる時間を監視します。(アセンブリには

.NETバイト・コードとメタデータが含まれます)。

Assembly Unload Time アセンブリのアンロードにかかる時間を監視します。(アセンブリ

には .NETバイト・コードとメタデータが含まれます)。

Assembly Lifetime アセンブリの継続時間を監視します(アセンブリには .NETバイ

ト・コードとメタデータが含まれます)。

クラス・レベル

測定値 説明

Class Lifetime クラスの継続時間を監視します。

Class Load Time クラスのロードにかかる時間を監視します。

Class Unload Time クラスのアンロードにかかる時間を監視します。

メソッド・レベル

メソッド・レベルでは，測定される時間はメソッドごとであり，別のメソッド，管理されていないコードの

呼び出し，およびガベージ・コレクションの時間は含まれません。

測定値 説明

Method Duration メソッドの継続時間を監視します。

Method Frequency ポーリング時間内に呼び出されるメソッドの数を監視します。

［.NET 合計実行時間の分散値］グラフ

このグラフは，特定の .NETクラスの実行に要した時間の割合を .NETクラス全体と比較して表示し

ます。また，クラス内のすべての .NET メソッドと比較した， .NET メソッドの実行に要した時間の割合

も表示できます。
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目的 このグラフは，非常に時間のかかった .NETクラスまたはメソッド

を特定するのに使用します。

ブレークダウン・オプション グラフには最初 .NETクラスが表示されますが，ドリルダウンまた

はフィルタリングを使用して， .NETクラス内の個々のメソッドを

表示することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィ

ルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウ

ン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフの下

にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

［.NET 合計実行時間］グラフ

このグラフは，テスト中に各 .NETクラスまたはメソッドの実行に要した時間を示します。

目的 このグラフは，非常に時間のかかった .NETクラスまたはメソッド

を特定するのに使用します。

X 軸 シナリオの実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 .NETクラスまたはメソッドが実行されていた総時間。
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ブレークダウン・オプション グラフには最初 .NETクラスが表示されますが，ドリルダウンまた

はフィルタリングを使用して， .NETクラス内の個々のメソッドを

表示することもできます。詳細については，「グラフ・データのフィ

ルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)および「グラフのドリルダウ

ン」 (95ページ)を参照してください。

ヒント グラフで特定のクラスの扇形を強調表示するには，グラフの下

にある［凡例］タブの中で該当するクラス行を選択します。

関連項目 「Microsoft COM+パフォーマンス・グラフの概要」 (269ページ)

アプリケーションの導入ソリューション・グラフ

アプリケーションの導入ソリューション・グラフの概要

LoadRunnerのCitrix MetaFrame XPモニタには，負荷テスト・シナリオ実行時のCitrix MetaFrame
XPサーバのアプリケーションの導入の使用状況に関する情報が表示されます。パフォーマンス・データ

を取得するには，シナリオを実行する前に，サーバのオンライン・モニタを起動し，測定するリソースを

指定しておく必要があります。

アプリケーションの導入ソリューション・モニタの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner
Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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Citrix の測定値

非仮想カウンタ

測定値 説明

% Disk Time 選択したディスク・ドライブで読み取りまたは書き込みの要求を

処理していた経過時間の割合。

% Processor Time プロセッサが非アイドル・スレッドを実行している時間の割合。

このカウンタは，プロセッサの動作状況を示す重要な指標とな

ります。この値は，プロセッサがアイドル・プロセスのスレッドを実

行するのに費やす時間をサンプリング間隔ごとに測定し，その

値を 100%から引くことによって算出されます(各プロセッサに

は，ほかのスレッドが実行する準備ができていないときにサイク

ルを消費するアイドル・スレッドが割り当てられています)。この

値は，あるサンプリング時点から次のサンプリング時点までの間

に何らかの有用な処理を行うために費やされた時間の割合で

す。このカウンタは，サンプリング間隔の間に観察された使用

中の時間の平均的な割合を示します。この値は，サービスが

アクティブではなかった時間を監視し，その値を 100%から引く

ことによって算出されます。

File Data Operations/sec コンピュータがファイル・システム・デバイスに対する読み書き操

作を行う頻度。これには，ファイル制御操作は含まれません。

Interrupts/sec プロセッサが受け付けてサービスしている秒ごとのハードウェア割

り込み数の平均。これには，DPCは含まれません。DPCは別

にカウントされます。この値は，システム・クロック，マウス，ディ

スク・ドライバ，データ通信回線，ネットワーク・インタフェース・

カードその他の周辺機器など，割り込みを生成するデバイスの

動作状況を示す間接的な指標となります。通常これらのデバ

イスは，タスクの実行が完了したときや，対処を必要とするとき

に，プロセッサに割り込みをかけます。割り込みの間，通常のス

レッドの実行は中断されます。ほとんどのシステム・クロック

は，10ミリ秒ごとにプロセッサに割り込みをかけることで，割り込

み活動のバックグラウンドを作成します。このカウンタには，最

後の2回のサンプリングで観測された値の差をサンプリング間

隔で割った値が表示されます。

Output Session Line Speed セッションにおけるサーバからクライアントへのbps単位の回線

速度。

Input Session Line Speed セッションにおけるクライアントからサーバへのbps単位の回線

速度。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)293 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



測定値 説明

Page Faults/sec プロセッサで発生したページ・フォルトの回数。ページ・フォルト

は，プロセッサが，メイン・メモリ上のワーキング・セットに存在し

ない仮想メモリ・ページを参照したときに発生します。問題の

ページがスタンバイ・リスト上に存在する場合 (したがってすでに

メイン・メモリ中にある場合 )，また，そのページを共有している

別のプロセスによってそのページが使用されている場合には，

ディスクからそのページが取り出されることはありません。

Pages/sec 参照時にメモリに入っていなかったページへのメモリ参照を解

決するために，ディスクから読み取られたページ数またはディ

スクに書き込まれたページ数。このカウンタは，Pages Input/sec
およびPages Output/secの合計です。このカウンタには，シス

テム・キャッシュに代わってアプリケーションのファイル・データに

アクセスするためのページング・トラフィックが含まれます。この値

には，キャッシュ対象外マップ済みメモリ・ファイルとメモリの間で

読み書きされるページも含まれます。メモリが過度に使用され

る点 (つまり，スラッシング)，およびその結果生じる可能性のあ

る過剰なページングが気になる場合には，このカウンタを観察

することが重要になります。

Pool Nonpaged Bytes ページング対象外プールのバイト数。ページング対象外プール

はシステム・メモリ領域の1つで，オペレーティング・システムの各

コンポーネントが指定されたタスクを実行するとき，この領域に

一定の空間を確保します。ページング対象外プールのページ

はページング・ファイルにページ・アウトすることはできず，割り当

てられているかぎりメイン・メモリに残ります。

Private Bytes このプロセスによって割り当てられ，ほかのプロセスとは共有でき

ないバイト数の最新の値。

Processor Queue Length スレッド数で表されるプロセッサ・キューの瞬間的な長さ。このカ

ウンタは，スレッド・カウンタの監視も行われていなければ，常に

0です。プロセッサはすべて，スレッドがプロセッサ・サイクルを待

機する単独のキューを使用します。この長さには，現在実行

中のスレッドは含まれません。一般に，プロセッサ・キューが常に

2より長い場合，プロセッサが輻輳状態であることを意味しま

す。このカウンタは瞬間的な値を示し，一定時間における平

均値ではありません。

Threads データ収集時のコンピュータのスレッド数。このカウンタは瞬間

的な値を示し，一定時間における平均値ではないことに注

意してください。スレッドとは，プロセッサで命令を実行できる，

基本的な実行単位です。

Latency – Session Average セッションの有効期間におけるクライアント・レイテンシの平均。

Latency – Last Recorded このセッションに対して最後に記録されたレイテンシ測定値。

(続き)
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測定値 説明

Latency – Session Deviation セッションに対して測定された最小値と最大値との差。

Input Session Bandwidth セッションにおけるクライアントからサーバへのトラフィックのbps単
位の帯域幅。

Input Session Compression セッションにおけるクライアントからサーバへのトラフィックの圧縮

率。

Output Session Bandwidth セッションにおけるサーバからクライアントへのトラフィックのbps単
位の帯域幅。

Output Session Compression セッションにおけるサーバからクライアントへのトラフィックの圧縮

率。

Output Session Linespeed セッションにおけるサーバからクライアントへのbps単位の回線

速度。

(続き)

仮想チャネル・カウンタ

次の表のすべてのカウンタは，bps(秒ごとのバイト数 )単位で測定されます。

測定値 説明

Input Audio Bandwidth オーディオ・マッピング・チャネルにおける，クライアントからサーバ

へのトラフィックの帯域幅。

Input Clipboard Bandwidth クリップボード・マッピング・チャネルにおける，クライアントからサー

バへのトラフィックの帯域幅。

Input COM1 Bandwidth COM1チャネルにおける，クライアントからサーバへのトラフィック

の帯域幅。

Input COM2 Bandwidth COM2チャネルにおける，クライアントからサーバへのトラフィック

の帯域幅。

Input COM Bandwidth COMチャネルにおける，クライアントからサーバへのトラフィックの

帯域幅。

Input Control Channel
Bandwidth

ICAコントロール・チャネルにおける，クライアントからサーバへの

トラフィックの帯域幅。

Input Drive Bandwidth クライアントのドライブ・マッピング・チャネルにおける，クライアント

からサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Font Data Bandwidth ローカル・テキスト・エコー・フォントおよびキーボード・レイアウト・

チャネルにおける，クライアントからサーバへのトラフィックの帯域

幅。

Input Licensing Bandwidth ライセンシング・チャネルにおける，サーバからクライアントへのト

ラフィックの帯域幅。
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測定値 説明

Input LPT1 Bandwidth LPT1チャネルにおける，クライアントからサーバへのトラフィックの

帯域幅。

Input LPT2 Bandwidth LPT2チャネルにおける，クライアントからサーバへのトラフィックの

帯域幅。

Input Management Bandwidth クライアント管理チャネルにおける，クライアントからサーバへのト

ラフィックの帯域幅。

Input PN Bandwidth プログラム隣接チャネルにおける，クライアントからサーバへのト

ラフィックの帯域幅。

Input Printer Bandwidth プリンタ・スプーラ・チャネルにおける，クライアントからサーバへの

トラフィックの帯域幅。

Input Seamless Bandwidth シームレス・チャネルにおける，クライアントからサーバへのトラ

フィックの帯域幅。

Input Text Echo Bandwidth ローカル・テキスト・エコー・データ・チャネルにおける，クライアント

からサーバへのトラフィックの帯域幅。

Input Thinwire Bandwidth Thinwire(グラフィックス)チャネルにおける，クライアントからサー

バへのトラフィックの帯域幅。

Input VideoFrame Bandwidth VideoFrameチャネルにおける，クライアントからサーバへのトラ

フィックの帯域幅。

Output Audio Bandwidth オーディオ・マッピング・チャネルにおける，サーバからクライアント

へのトラフィックの帯域幅。

Output Clipboard Bandwidth クリップボード・マッピング・チャネルにおける，サーバからクライア

ントへのトラフィックの帯域幅。

Output COM1 Bandwidth COM1チャネルにおける，サーバからクライアントへのトラフィック

の帯域幅。

Output COM2 Bandwidth COM2チャネルにおける，サーバからクライアントへのトラフィック

の帯域幅。

Output COM Bandwidth COMチャネルにおける，サーバからクライアントへのトラフィックの

帯域幅。

Output Control Channel
Bandwidth

ICAコントロール・チャネルにおける，サーバからクライアントへの

トラフィックの帯域幅。

Output Drive Bandwidth クライアント・ドライブ・チャネルにおける，サーバからクライアント

へのトラフィックの帯域幅。

(続き)
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測定値 説明

Output Font Data Bandwidth ローカル・テキスト・エコー・フォントおよびキーボード・レイアウト・

チャネルにおける，サーバからクライアントへのトラフィックの帯域

幅。

Output Licensing Bandwidth ライセンシング・チャネルにおける，サーバからクライアントへのト

ラフィックの帯域幅。

Output LPT1 Bandwidth LPT1チャネルにおける，サーバからクライアントへのトラフィックの

帯域幅。

Output LPT2 Bandwidth LPT2チャネルにおける，サーバからクライアントへのトラフィックの

帯域幅。

Output Management
Bandwidth

クライアント管理チャネルにおける，サーバからクライアントへのト

ラフィックの帯域幅。

Output PN Bandwidth プログラム隣接チャネルにおける，サーバからクライアントへのト

ラフィックの帯域幅。

Output Printer Bandwidth プリンタ・スプーラ・チャネルにおける，サーバからクライアントへの

トラフィックの帯域幅。

Output Seamless Bandwidth シームレス・チャネルにおける，サーバからクライアントへのトラ

フィックの帯域幅。

Output Text Echo Bandwidth ローカル・テキスト・エコー・データ・チャネルにおける，サーバか

らクライアントへのトラフィックの帯域幅。

Output Thinwire Bandwidth Thinwire(グラフィックス)チャネルにおける，サーバからクライアン

トへのトラフィックの帯域幅。

Output VideoFrame
Bandwidth

VideoFrameチャネルにおける，サーバからクライアントへのトラ

フィックの帯域幅。

(続き)

［Citrix MetaFrame XP］グラフ

このグラフは，ネットワークを経由してアプリケーションを配信するアプリケーションの導入ソリューションで

す。Citrix MetaFrameリソース・モニタは，Citrix MetaFrame XPサーバのパフォーマンス情報を提供す

るアプリケーションの導入ソリューション・モニタです。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Citrix MetaFrameサーバのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからCitrix
MetaFrame XPモニタを有効にし，表示する標準の測定値を

シナリオの実行前に選択します。
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関連項目 「アプリケーションの導入ソリューション・グラフの概要」 (292ペー

ジ)

「Citrixの測定値」 (293ページ)

ミドルウェア・パフォーマンス・グラフ

ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの概要

トランザクションの応答時間において最も大切なのは，ミドルウェアのパフォーマンスの状況で

す。LoadRunnerのミドルウェア・パフォーマンス・モニタは，負荷テスト・シナリオ実行時のTuxedoおよ

び IBMWebSphereMQサーバのミドルウェア・パフォーマンスの状況に関する情報を提供します。パ

フォーマンス・データを取得するには，シナリオを実行する前に，サーバのオンライン・モニタを起動し，

測定するリソースを指定しておく必要があります。

ミドルウェア・パフォーマンス・モニタの起動と設定の詳細については，『HP LoadRunner Controllerユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。

IBM WebSphere MQ カウンタ

キュー・パフォーマンス・カウンタ

測定値 説明

Event - Queue Depth High
( events per second)

キュー・デプスが設定された最大デプスに達したときに発行され

るイベント。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)298 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



測定値 説明

Event - Queue Depth Low
( events per second)

キュー・デプスが設定された最小デプスに達したときに発行され

るイベント。

Event - Queue Full( events per
second)

満杯のキューにメッセージを置こうとしたときに発行されるイベン

ト。

Event - Queue Service
Interval High( events per
second)

タイムアウトしきい値以内にメッセージがキューにまったく置かれ

なかったか，またはキューからまったく取得されなかったときに発

行されるイベント。

Event - Queue Service
Interval OK( events per
second)

タイムアウトしきい値以内にメッセージがキューに置かれたか，

またはキューから取得されたときに発行されるイベント。

Status - Current Depth ローカル・キューにあるメッセージの現在の数。この測定値は，

監視されているキュー・マネージャのローカル・キューにのみ適用

されます。

Status - Open Input Count 開いている入力ハンドルの現在の数。入力ハンドルは，アプリ

ケーションがメッセージをキューに「置ける( put) 」ようにするために

開かれます。

Status - Open Output Count 開いている出力ハンドルの現在の数。出力ハンドルは，アプリ

ケーションがメッセージをキューから「取得 ( get) 」できるようにする

ために開かれます。

(続き)

チャネル・パフォーマンス・カウンタ

測定値 説明

Event - Channel Activated
( events per second)

アクティブになるまで待機しているもののキュー・マネージャの

チャネル・スロットが不足しているためにアクティブになることが禁

止されているチャネルが，突然チャネル・スロットが使用できるよ

うになったためにアクティブになったときに生成されるイベント。

Event - Channel Not
Activated( events per second)

キュー・マネージャのチャネル・スロットが不足しているためにアク

ティブになることが禁止されているチャネルが，アクティブになろう

としているときに生成されるイベント。

Event - Channel Started
( events per second)

チャネルの開始時に生成されるイベント。

Event - Channel Stopped
( events per second)

チャネルの停止時に生成されるイベント (停止原因とは無関

係 )。

Event - Channel Stopped by
User( events per second)

チャネルがユーザによって停止されたときに生成されるイベン

ト。
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測定値 説明

Status - Channel State チャネルの現在の状態。チャネルは「停止中」(非アクティブな

状態 )から「実行中」(完全にアクティブな状態 )までさまざまな

状態を経過します。チャネルの状態は 0(停止中 )から 6(実
行中 )まであります。

Status - Messages
Transferred

チャネルを経由して送信されたメッセージの数。チャネルを経

由して発生しているトラフィックがなければ，この測定値は 0に
なります。キュー・マネージャが起動してからチャネルがまだ開始

されていない場合，この測定値は使用できません。

Status - Buffer Received チャネルを経由して受信されたバッファの数。チャネルを経由し

て発生しているトラフィックがなければ，この測定値は 0になり

ます。キュー・マネージャが起動してからチャネルがまだ開始され

ていない場合，この測定値は使用できません。

Status - Buffer Sent チャネルを経由して送信されたバッファの数。チャネルを経由し

て発生しているトラフィックがなければ，この測定値は 0になり

ます。キュー・マネージャが起動してからチャネルがまだ開始され

ていない場合，この測定値は使用できません。

Status - Bytes Received チャネルを経由して受信されたバイト数。チャネルを経由して

発生しているトラフィックがなければ，この測定値は 0と表示さ

れます。キュー・マネージャが起動してからチャネルがまだ開始さ

れていない場合，この測定値は使用できません。

Status - Bytes Sent チャネルを経由して送信されたバイト数。チャネルを経由して

発生しているトラフィックがなければ，この測定値は 0と表示さ

れます。キュー・マネージャが起動してからチャネルがまだ開始さ

れていない場合，この測定値は使用できません。

(続き)

Tuxedo リソース・グラフの測定値

次の表に，標準で監視可能なカウンタの説明を示します。% ビジー・クライアント，アクティブ・クライア

ント，ビジー・クライアント，アイドル・クライアントなどの測定値，および関連するキューのすべてのカウン

タについては，特に注意することをお勧めします。
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モニタ 測定値

マシン % ビジークライアント :アプリケーション・サーバからの応答を待

機している，現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインし

ているアクティブなクライアントの割合。

アクティブクライアント :現在 Tuxedoアプリケーション・サーバに

ログインしているアクティブなクライアントの総数。

ビジークライアント :アプリケーション・サーバからの応答を待機

している，現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインして

いるアクティブなクライアントの総数。

既存アクセサ :このマシンで直接，またはこのマシンのワークス

テーション・ハンドラを通じて，アプリケーションに現在アクセスし

ている，クライアントおよびサーバの数。

既存トランザクション :このマシンの使用中トランザクション・テー

ブル・エントリの数。

アイドルクライアント :アプリケーション・サーバからの応答を待

機していない，現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログイン

しているアクティブなクライアントの総数。

ワークロード完了 /秒 :作業が完了したマシンの全サーバにお

ける単位時間当たりのワークロードの合計。

ワークロード開始 /秒 :作業が開始されたマシンの全サーバに

おける単位時間当たりのワークロードの合計。

キュー % ビジーサーバ :現在 Tuxedoの要求を処理しているアクティ

ブなサーバの割合。

アクティブサーバ : Tuxedoの要求を処理している，または処

理を待機しているアクティブなサーバの総数。

ビジーサーバ :現在 Tuxedoの要求を処理するために使用中

となっているアクティブなサーバの総数。

アイドルサーバ :現在 Tuxedoの要求の処理を待機している

アクティブなサーバの総数。

キューの数 :キューに置かれているメッセージの総数。

サーバ 要求 /秒 :秒ごとに処理されたサーバ要求数。

ワークロード /秒 :ワークロードとは，サーバ要求の加重測定値

のことです。要求の中には，ほかと異なる重みを持つものもあり

ます。標準では，ワークロードは常に要求の数の50倍です。
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モニタ 測定値

ワークステーション・ハンドラ

( WSH)
受信バイト数 /秒 :ワークステーション・ハンドラによって受信さ

れた，秒ごとの合計バイト数。

送信バイト数 /秒 :ワークステーション・ハンドラによってクライア

ントに返された，秒ごとの合計バイト数。

受信済みメッセージ/秒 :ワークステーション・ハンドラによって受

信された，秒ごとのメッセージ数。

送信済みメッセージ/秒 :ワークステーション・ハンドラによってク

ライアントに返された，秒ごとのメッセージ数。

キューブロック数 /秒 :ワークステーション・ハンドラのキューがブ

ロックした，秒ごとの回数。これによって，ワークステーション・ハ

ンドラが過負荷状態になった頻度がわかります。

(続き)

［IBM WebSphere MQ］グラフ

このグラフには， IBMWebSphereMQサーバ・チャネルおよびキュー・パフォーマンス・カウンタのリソース

の使用状況が負荷テスト・シナリオ経過時間に対する関数として表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 IBMWebSphereMQサーバ・チャネルおよびキュー・パフォーマ

ンス・カウンタのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，Controllerから IBM
WebSphereMQモニタを有効にし，表示する標準の測定値を

シナリオの実行前に選択します。

関連項目 「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの概要」 (298ページ)

「IBMWebSphereMQカウンタ」 (298ページ)
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［Tuxedo リソース］グラフ

このグラフには，Tuxedoシステムにおけるサーバ，LoadGeneratorマシン，ワークステーション・ハンド

ラ，およびキューに関する情報が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 Tuxedoシステムでのリソースの使用状況。

注 このグラフのデータを取得するには，ControllerからTUXEDOモ

ニタを有効にし，表示する標準の測定値をシナリオの実行前

に選択します。

関連項目 「ミドルウェア・パフォーマンス・グラフの概要」 (298ページ)

「Tuxedoリソース・グラフの測定値」 (300ページ)
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インフラストラクチャ・リソース・グラフ

インフラストラクチャ・リソース・グラフの概要

LoadRunnerのインフラストラクチャ・リソース・モニタは，負荷テスト・シナリオ実行中のネットワーク・クラ

イアントでのFTP，POP3，SMTP， IMAP，DNS仮想ユーザのパフォーマンスに関する情報を提供し

ます。

ネットワーク・クライアントの測定値

測定値 説明

Pings per sec 秒ごとのPingの数。

Data transfer bytes per sec 秒ごとに送信されるデータのバイト数。

Data receive bytes per sec 秒ごとに受信されるデータのバイト数。

Connections per sec 秒ごとの接続数。

Accept connections per sec 秒ごとの承認された接続数。

SSL Connections per sec 秒ごとのSSL接続数。

SSL Data transfer bytes per
sec

秒ごとに送信されるSSLデータのバイト数。

SSL Data receive bytes per
sec

秒ごとに受信されるSSLデータのバイト数。

SSL Accept connections per
sec

秒ごとの承認された SSL接続数。
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［ネットワーククライアント］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行中のFTP，POP3，SMTP， IMAP，DNS仮想ユーザ用の

ネットワーク・クライアント・データ・ポイントが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 ネットワーク・クライアント・データ・ポイントのリソース値。

関連項目 「インフラストラクチャ・リソース・グラフの概要」 (304ページ)

Analysis レポート

Analysis レポートについて

［トランザクション分析の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，分析対象のトランザクションのグラフと選択したほかのグラフとの相関が

表示されるようにトランザクション分析レポートを設定できます。
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利用方法 次のいずれかを使用します。

l ［レポート］>［トランザクションの分析］>［設定］

l ［ツール］>［オプション］>［トランザクション分析の設定］タブ

関連項目 「［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス」 (307ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

相関 選択したトランザクションのグラフと一致させるグラフを定義しま

す。データが使用可能なグラフは青で表示されます。

少なくとも x% 一致の相関を表

示

分析対象のトランザクションのグラフと上記で選択したグラフと

の正または負のパーセントの相関。パーセント値を変更するに

は，ボックスに値を入力します。標準設定値は 20%です。

最適な時間の範囲を自動的に

設定する

選択した時間範囲内で SLA違反に焦点が合うように，選択

した時間範囲を調整します。このオプションは，トランザクション

分析レポートがサマリ・レポート ( ［X ワースト トランザクション］

セクションまたは［経過時間ごとのシナリオ動作］セクション)から

直接生成された場合にのみ適用されます。
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UI 要素 説明

不十分なデータ行を含む相関を

表示する

いずれかの測定値に 15単位未満の粒度が含まれている相

関が表示されます。

エラー 選択した場合は，トランザクション分析レポートにエラーが表示

されます。

［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス

［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックスでは，トランザクション分析レポートで，選択したトランザク

ションを分析するのに使用する条件を定義します。SLAを定義していない場合でも，トランザクション

の分析は可能です。

利用方法 ［レポート］>［トランザクションの分析］

［サマリレポート］>右クリック・メニュー>［新規項目の追加］>
［トランザクションの分析］

ツールバー>

SLA のないサマリ・レポート>［統計サマリ］セクション>［トラン

ザクション メカニズムの分析］ツールのリンク

注 サマリ・フィルタによって除外されているAnalysisデータ(トラン

ザクションなど)は，トランザクション分析レポートでの分析には

使用できません。

関連項目 「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです(ラベルのない要素は山括弧で囲んで示しま

す)。
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UI 要素 説明

［次に基づいた時間範囲を表

示］ボックス

次のいずれかの表示オプションを選択します。

l 提案 :シナリオ実行のすべてのトランザクションと時間範囲

が表示されます。

l SLA 違反 :SLAを超えたトランザクションと，トランザクション

がSLAを超えた時間範囲のみ表示されます。SLAを超え

たトランザクションがない場合，このオプションは表示されま

せん。

トランザクション 分析するトランザクションをトランザクション・ツリーから選択しま

す。

<時間範囲> 次のいずれかの方法で，分析する時間範囲を選択します。

l トランザクション・ツリーから時間範囲を選択します。

l グラフの上にある［開始］ボックスと［終了］ボックスに時間範

囲を入力します。

l グラフ上のバーをドラッグして時間範囲を選択します。

<表示オプション> 次のいずれかを選択します。

l 実行中の仮想ユーザ

l スループット

l 秒ごとのヒット数

選択したオプションがグラフ上に表示され，トランザクション分析

レポートに表示されるグラフのスナップショットにも表示されます。

この選択はグラフの表示にのみ影響し，相関の計算には影

響しません。

設定 ［設定］をクリックし，［トランザクション分析の設定］ダイアログ・

ボックスでトランザクション分析の設定を行います。詳細につい

ては，「［トランザクション分析の設定］ダイアログ・ボックス」 (305
ページ)を参照してください。

注 : ［オプション］ダイアログ・ボックス( ［ツール］>［オプション］)の
［トランザクション分析の設定］タブでもトランザクション分析の

設定を行うことができます。

レポートの生成 トランザクション分析レポートが開きます。レポートの作成後

は，セッション・エクスプローラからいつでもレポートにアクセスでき

ます。

［新規レポート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，選択したレポート・テンプレートに基づいてレポートを作成できます。必

要なレポート・レイアウトに対応するレポートを生成するために，レポート・テンプレートの設定を調整

できます。
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利用方法 ［レポート］>［新規レポート］

関連項目 「［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックス」 (310ページ)

注 : このダイアログ・ボックスと［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックスは

同じコンポーネントを利用します。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

ベースのテンプレート レポートを作成する基本となるテンプレートです。テンプ

レートを選択すると，対応するレポート・テンプレートの設

定が表示されます。

［一般］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート テン

プレート］の［一般］タブ」 (312ページ)を参照してくださ

い。

［形式］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート テン

プレート］の［フォーマット］タブ」 (313ページ)を参照してく

ださい。

［コンテンツ］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート テン

プレート］の［コンテンツ］タブ」 (315ページ)を参照してくだ

さい。
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UI 要素 説明

テンプレートとして保存 レポート テンプレートのリストに追加されるテンプレート名

の入力が求められます。

生成 設定に従い，レポートを生成します。

Analysis レポート・テンプレート

レポート・テンプレートの概要

レポート・テンプレートを使用して，レポートの生成に使用されるテンプレートを作成およびカスタマイズ

できます。レポート・テンプレートは類似のシナリオ実行全体で使用でき，毎回レポートを再作成する

時間と労力を節約できます。

［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックスを使用して，文書の詳細を記録する，レポートのフォーマッ

トを定義する，レポートに含めるコンテンツ項目を選択する，および各コンテンツ項目を適宜設定する

ことができます。

レポート・テンプレートのリストは［テンプレート］ダイアログ・ボックスの［リッチ レポート］の下に表示されま

す。負荷実行セッションで，Word，Excel，HTMLまたは PDF形式でレポートを生成する場合は，こ

のオプションを選択します。テンプレートの詳細については，「［テンプレートの適用 /編集］ダイアログ・

ボックス」 (73ページ)を参照してください。

［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスで，レポート・テンプレートの追加，変更，インポート，エクスポート，複製ができ

ます。
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利用方法 ［レポート］>［レポート テンプレート］

関連項目 l 「レポート・テンプレートの概要」 (310ページ)

l 「［新規レポート］ダイアログ・ボックス」 (308ページ)

注 : このダイアログ・ボックスと［新規レポート］ダイアログ・

ボックスは同じコンポーネントを利用します。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

新規 :新しいレポート・テンプレートが追加されます。

削除 :選択したテンプレートを削除します。

インポート : XMLファイルからレポート・テンプレートがイン

ポートされます。

エクスポート :選択したテンプレートをXMLファイルとして保

存します。

複製 :選択したテンプレートのコピーが作成されます。

［一般］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート テンプ

レート］の［一般］タブ」 (312ページ)を参照してください。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)311 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



UI 要素 説明

［形式］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート テンプ

レート］の［フォーマット］タブ」 (313ページ)を参照してくださ

い。

［コンテンツ］タブ ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート テンプ

レート］の［コンテンツ］タブ」 (315ページ)を参照してください。

［レポートの生成］ボタン 設定に従い，レポートを生成します。

［レポート テンプレート］の［一般］タブ

このタブでは，タイトル，作成者および役職などの文書の詳細の記録，およびレポート時間の範囲や

粒度などのグローバル設定を指定できます。

利用方法 ［レポート］ > ［新規レポート…］ > ［一般］タブ

あるいは

［レポート］ > ［レポート テンプレート…］ > ［一般］タブ
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関連項目 l 「レポート・テンプレートの概要」 (310ページ)

l 「［新規レポート］ダイアログ・ボックス」 (308ページ)

l 「［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックス」 (310ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

タイトル テンプレートの説明。

名 レポートに表示するユーザの名。

姓 レポートに表示するユーザの姓。

肩書き レポートに表示するユーザの肩書き。

組織 レポートに表示する組織の名称。

説明 説明を入力し，レポート・テンプレートの詳細を含めることがで

きます。

レポート時間の範囲 標準設定は［シナリオ全体］です。レポートに表示するシナリオ

実行の開始から終了までの時間範囲を設定するには，
をクリックします。

粒度 粒度設定 (秒 )を定義します。

精度 グラフ以外のコンテンツ項目で小数点の後に表示される桁

数。

思考遅延時間を含む Analysisデータの処理時に思考遅延時間を含みます。その

後，このデータはレポートの生成に使用されます。

未加工結果タイムゾーンを使

用

レポートの作成時に，未加工結果に生成されたタイム・ゾーン

を使用します。

［レポート テンプレート］の［フォーマット］タブ

このタブでは，レポート・テンプレートのフォーマットを定義できます。
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利用方法 ［レポート］ > ［新規レポート…］ > ［フォーマット］タブ

あるいは

［レポート］ > ［レポート テンプレート…］ > ［フォーマット］タブ

関連項目 l 「レポート・テンプレートの概要」 (310ページ)

l 「［新規レポート］ダイアログ・ボックス」 (308ページ)

l 「［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックス」 (310ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

一般 一般オプションは次のとおりです。

l 表紙を含める

l 目次を含める

l 会社のロゴを含める
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UI 要素 説明

ページのヘッダとフッタ ヘッダとフッタのオプションは次のとおりです。

l フォントの種類，サイズ，色

l 太字，斜体，下線

l 右揃え，中央揃え，左揃え

l 日付，名前，組織などのタグを追加できます。

l ページ数，日付，名前などの必要な詳細を左，中央，ま

たは右カラムに含めることができます。

通常のフォント レポート・テンプレートに使用するフォントの種類です。

見出し 1，見出し 2 見出しのスタイルです。

テーブル テーブルのフォーマットのオプションは次のとおりです。

l フォントの種類，サイズ，色

l 背景色

l 太字，斜体，下線

l 右揃え，中央揃え，左揃え

［レポート テンプレート］の［コンテンツ］タブ

このタブでは，レポートに含めるコンテンツ項目を選択し，各項目の設定を行うことができます。
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利用方法 ［レポート］ > ［新規レポート…］ > ［コンテンツ］タブ

あるいは

［レポート］ > ［レポート テンプレート…］ > ［コンテンツ］タブ

関連項目 l 「レポート・テンプレートの概要」 (310ページ)

l 「［新規レポート］ダイアログ・ボックス」 (308ページ)

l 「［レポート テンプレート］ダイアログ・ボックス」 (310ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

コンテンツの追加 : ［コンテンツ項目の追加］ペインを開きま

す。グリッドから 1つまたは複数の項目を選択して，［OK］をク

リックします。

コンテンツの削除 : 選択した項目をコンテンツ項目ペインから

削除します。

並べ替え : コンテンツ項目を並べ替えて，レポート内でどのよ

うに表示されるかを決めます。
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UI 要素 説明

コンテンツ項目ペイン : レポートに含まれるコンテンツ項目のリストです。

l 項目をさらに追加するには，［コンテンツの追加］ボタンをク

リックします。

l コンテンツ項目について学ぶには，項目を選択し，その下

にある［説明］ペインの情報を確認します。

<設定ペイン> 選択したコンテンツ項目の設定です。このペイン内のコンポー

ネントとタブは，選択したコンテンツ項目に応じて異なります。

l ［パラメータ］タブ : パーセンタイルや要素の数の，整数値の

設定です。

l ［列］タブ : レポートに含める列を選択できます。列を含め

る場合は，その列が［選択した列］ペインに表示されている

ことを確認してください。

l ［フィルタ］タブ : 測定値の特定の範囲を含めるための条件

を入力できます。

l テキスト領域 : ［プレースホルダセクション］や［エグゼクティブ

サマリ］などの，自由にテキストを入力できるリッチ・テキスト・

ボックスです。

レポートの生成 設定に従い，レポートを生成します。

Analysis レポート・タイプ

サマリ・レポートの概要

サマリ・レポートには，負荷テスト・シナリオの実行に関する一般情報が表示されます。このレポート

は，セッション・エクスプローラから，または Analysisのウィンドウのタブで随時表示できます。

サマリ・レポートには，シナリオ実行に関する統計データ一覧が表示されます。また，［実行中の仮想

ユーザ］，［スループット］，［秒ごとのヒット数］，［秒ごとのHTTP応答数］，［トランザクションサマリ］，

および［平均トランザクション応答時間］といったグラフへのリンクもあります。

サマリ・レポートの表示形式と含まれる情報は，SLA(サービス・レベル保証 )が定義されているかどう

かによって異なります。

SLAによってシナリオのゴールが決まります。LoadRunnerは，シナリオの実行中にそのゴールについて

測定し，サマリ・レポートで分析します。SLAの定義の詳細については，「SLAレポート」 (324ページ)
を参照してください。

サマリ・レポートは，結果の相互参照グラフにも表示されます。結果の相互参照グラフの詳細につい

ては，「結果の相互参照グラフの概要」 (113ページ)を参照してください。

注 :サマリ・レポートは，［表示］>［サマリを Excel へエクスポート］を選択するか，ツールバーの［サ

マリを Excel へエクスポート］ボタンをクリックすることで Excelファイルに保存できます。
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サマリ・レポート

サマリ・レポートには，負荷テスト・シナリオの実行に関する一般情報が表示されます。サマリ・レポー

トには，シナリオ実行に関する統計データが一覧表示されます。また，［実行中の仮想ユーザ］，［ス

ループット］，［秒ごとのヒット数］，［秒ごとのHTTP応答数］，［トランザクションサマリ］，および［平均ト

ランザクション応答時間］といったグラフへのリンクもあります。

利用方法 ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリレポート］

重要情報 SAP診断，J2EE/.NET診断，およびSiebel診断のサマリ・レポートに

は，各トランザクションのWeb，アプリケーション，データベースの層にリンク

して表示する使用状況グラフが示され，また，トランザクションごとの総使

用時間が示されます。

関連タスク サマリ・レポートは，［表示］>［サマリを Excel へエクスポート］を選択する

か，ツールバーの をクリックすることで Excelファイルに保存できます。

関連項目 さまざまな診断環境のサマリ・レポートについては，次の項で詳しく説明し

ます。

「SAP診断サマリ・レポート」 (378ページ)

J2EE & .NET Diagnostics Graphs Summary Report

「Siebel診断グラフのサマリ・レポート」 (347ページ)

SLA のないサマリ・レポート

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

シナリオの詳細 分析される負荷テスト・シナリオの基本的な詳細が表示されます。

統計サマリ このセクションには，トランザクションの統計のブレークダウンが表示されます。

また，次に示すツールへのリンクも設定されています。

l SLA設定ウィザード。SLAの定義の詳細については，「SLAレポート」

(324ページ)を参照してください。

l トランザクション分析ツール。トランザクションの分析の詳細については，

「［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス」 (307ページ)を参照してくだ

さい。

経過時間ごとのシ

ナリオ動作

このセクションには，時間範囲ごとにテスト対象アプリケーションが受け取っ

た，秒ごとの平均エラー数が表示されます。たとえば，0は，その時間範囲

に受け取った秒ごとのエラー数が平均でゼロだったことを意味します。ま

た，0+は，受け取ったエラー数が平均でゼロをわずかに超えていることを意

味します。［追加］画面

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)318 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



UI 要素 説明

トランザクション サマ

リ

このセクションには，負荷テスト・シナリオの診断データが示された表が表示さ

れます。この表にはパーセント・カラム( xパーセント )があります。このカラム

は，実行中に処理されたトランザクションのうち，その割合のトランザクション

が応答した最大応答時間を表します。

注 :パーセンタイル・カラムの値は，次のいずれかの方法で変更できます。

l ［オプション］ダイアログ・ボックスを開きます( ［ツール］>［オプション］)。［一

般］タブをクリックし，［サマリレポート］セクションの［トランザクションのパーセ

ンタイル値］ボックスに希望のパーセント値を入力します。

l ［表示］>［サマリフィルタ］を選択するか，ツールバーの をクリックしま
す。［アナリシスサマリフィルタ］ダイアログ・ボックスが開きます。［追加設

定］領域に希望のパーセント値を入力します。

HTTP 応答サマリ このセクションには，負荷テスト・シナリオの実行時にWebサーバから返され

たHTTPステータス・コードの数がステータス・コード別に表示されます。

注 :システムの設定によっては，サマリ・レポートの最後に追加の診断セク

ションが表示されることがあります。詳細については，「サマリ・レポート」 (318
ページ)を参照してください。

(続き)

SLA のあるサマリ・レポート

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

シナリオの詳細 このセクションには，分析される

負荷テスト・シナリオの基本的な

詳細が表示されます。

統計サマリ このセクションには，トランザクショ

ンの統計のブレークダウンが表示

されます。
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UI 要素 説明

X ワースト トラン

ザクション

Xワースト・トランザクションの表に

は，実行中にトランザクションが

SLAの境界を超えた頻度と程

度の観点から，最悪のトランザク

ションが表示されます。サマリ・レ

ポートの［ワースト 5トランザクショ

ン］セクションの例を参照するに

は，ここをクリックしてください。

注 : この表に表示するトランザク

ションの数は，［オプション］ダイア

ログ・ボックスの［一般］タブの［サ

マリレポート］セクションで選択し

ます。［オプション］ダイアログ・

ボックスを開き( ［ツール］>［オプ

ション］)，表示するトランザクショ

ンの数を入力します。標準設定

値は 5です。

詳細情報を確認するには，トラ

ンザクションを展開します。展開

すると，各トランザクションについ

て次の情報が表示されます。

失敗の割合

n トランザクションがSLAを超

えた時間間隔の割合。後

述の［経過時間ごとのシナリ

オ動作］セクションでグラフィカ

ルに表示できます。

失敗値

n 実行全体に対する，トラン

ザクションがSLAを超えた平

均割合。

平均超過割合

n 特定の時間間隔でトラン

ザクションがSLAを超えた平

均割合。たとえば，前述の

スクリーンショットの最初の時

間間隔では，4.25% という

値になっています。これは，そ

の時間間隔において，トラン

ザクションがSLAの境界を数

回超えた可能性があり，そ

このセクションには，時間間隔における

SLAの観点から，各トランザクションがど

のように実行されたかについて表示されま

す。緑色の四角形は，トランザクションが

SLAの境界内に実行された時間間隔を

示しています。赤い四角形はトランザク

ションが失敗した時間間隔を示し，灰色

の四角形は関連するSLAが定義されて

いない時間間隔を示しています。サマリ・

レポートの［経過時間ごとのシナリオ動

作］セクションの例を参照するには，ここ

をクリックしてください。

Analysisでは，特定のトランザクションに

ついてさらに詳しく分析できます。次のい

ずれかの方法で，［経過時間ごとのシナリ

オ動作］セクションから［トランザクションの

分析］ツールを開きます。

l 分析するトランザクションをリストから選

択し，［開始］ボックスと［終了］ボックス

に時間間隔を入力します。そして，

［トランザクションの分析］をクリックしま

す。

l 分析するトランザクションと時間間隔

の上でマウスをドラッグします。そして，

［トランザクションの分析］をクリックしま

す。

トランザクション分析レポートの詳細につ

いては，「［トランザクションの分析］ダイア

ログ・ボックス」 (307ページ)を参照してくだ

さい。

注 : ［経過時間ごとのシナリオ動作］セク

ションに表示される時間間隔は，各間

隔で異なる場合があります。SLAの追跡

期間に設定されている時間間隔は，表

示される最小の時間間隔のみです。

異なるのはこの表示だけです。SLAは，

［詳細設定］セクションで選択した時間

間隔で決められます。

(続き)
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UI 要素 説明

の都度マージンの割合が異

なっていて，平均割合は

4.25%であることを意味して

います。

最大超過割合

n 特定の時間間隔でトラン

ザクションがSLAを超えた最

大の割合。たとえば，上記と

同じ時間間隔で言うと，トラ

ンザクションがSLAを数回超

えた可能性があり，その都

度マージンの割合が異なっ

ています。その最大の割合

が7.39% ということです。

Analysisでは，特定のトラン

ザクションについてさらに詳しく

分析できます。このセクションか

ら［トランザクションの分析］ツー

ルを開くには，［トランザクション

の分析］ボタンをクリックします。

トランザクション分析レポートの

詳細については，「［トランザク

ションの分析］ダイアログ・ボック

ス」 (307ページ)を参照してくださ

い。

(続き)
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UI 要素 説明

トランザクション サ

マリ

このセクションには，負荷テスト・

シナリオの診断データが示された

表が表示されます。この表には

パーセント・カラム( xパーセント )
があります。このカラムは，実行

中に処理されたトランザクションの

うち，その割合のトランザクション

が応答した最大応答時間を表

します。たとえば，次の表で

は，browse special booksの
「88パーセント」カラムの値が

8.072となっています。これ

は，browse special books トラ

ンザクションの88%のトランザク

ションの応答時間が8.072秒未

満だったという意味です。［トラン

ザクションサマリ］の例を参照する

には，ここをクリックしてください。

注 : パーセンタイル・カラムの値

は，［オプション］ダイアログ・ボック

スの［一般］タブの［サマリレポー

ト］セクションで変更できます。［オ

プション］ダイアログ・ボックスを開

き( ［ツール］>［オプション］)，希

望のパーセント値を入力します。

また，サマリ・フィルタで値を変更

することもできます( ［表示］>［サ
マリフィルタ］)。

HTTP 応答サマリ このセクションには，負荷テスト・

シナリオの実行時にWebサーバ

から返されたHTTPステータス・

コードの数がステータス・コード別

に表示されます。

注 : システムの設定によっては，

サマリ・レポートの最後に追加の

診断セクションが表示されること

があります。詳細については，「サ

マリ・レポート」 (318ページ)を参

照してください。

(続き)

結果の相互参照グラフのサマリ・レポート

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

<グラフ> 比較しているシナリオのサマリ情報が表示されます。情報は，異なるシナ

リオのデータを比較できるようにして表示されます。次のものを除く，通常

のサマリ・レポートと同じ種類の情報が表示されます。

l SLA情報

l 診断情報

l 経過時間ごとのシナリオ動作

HTML レポート

Analysisでは，負荷テスト・シナリオの実行に関するHTMLレポートを作成できます。開いているグラ

フおよびレポートのそれぞれに対して別々のページが作成されます。

利用方法 次のいずれかを使用します。

l ［レポート］>［HTML レポート］

l ツールバー>

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)323 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



関連タスク l レポートに含めるグラフをすべて開きます。

l HTMLレポートのパスとファイル名を指定し，［保存］をク

リックします。選択したフォルダのファイルと同じ名前のサマ

リ・レポートが保存されます。残りのグラフは，サマリ・レポート

のファイル名と同じ名前のフォルダに保存されます。HTML
レポートが作成されると，標準のブラウザが開き，サマリ・レ

ポートが表示されます。

l HTMLレポートを別の場所にコピーするには，htmlファイ
ル，およびそのファイルと同じ名前のフォルダを必ずコピーし

てください。たとえば，HTMLレポートに test1という名前を

付けた場合は，test1.htmlとtest1フォルダをコピー先

の場所にコピーします。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

<グラフ> メニューの

左側のフレーム

グラフのHTMLレポートを表示するには，グラフのリンクをクリックします。

グラフ・データが含まれるExcelファイルを表示するには，関連するグラフ・ペー

ジの［Graph data in Excel format］ボタンをクリックします。

SLA レポート

SLA(サービス・レベル保証 )は，負荷テスト・シナリオのゴールを定義するものです。LoadRunnerは，

シナリオの実行中にそのゴールについて測定し，サマリ・レポートで分析します。SLAレポートでは，シ

ナリオ実行に定義されているすべてのSLAについて，成功ステータスまたは失敗ステータスが表示さ

れます。SLAの定義の詳細については，「SLAレポート」 (324ページ)を参照してください。

注 :サマリ・フィルタによって除外されているAnalysisデータ(トランザクションなど)は，SLAレポー

トでの分析には使用できません。

利用方法 SLAレポートは，次のいずれかの方法で作成します。

［レポート］>［SLA の分析］

［サマリ］ペインを右クリック>［新規項目の追加］>［SLA の分析］

［サマリレポート］>

関連項目 「サービス・レベル・アグリーメントの定義  」 (118ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

SLA ステータスの表

示
ゴール定義ごとのSLA ステータス

n 実行全体に対して SLAが定義された場合は，それぞれのゴールの定

義に対して 1つのSLAステータスが表示されます。

時間間隔ごとの各トランザクションのSLA ステータス

n 実行内の時間間隔ごとにSLAが定義された場合は，それぞれのトラ

ンザクションについて時間間隔ごとにSLAステータスが表示されます。

緑色の四角形は，トランザクションがSLAの境界内に実行された時

間間隔を示しています。赤い四角形はトランザクションが失敗した時

間間隔を示し，灰色の四角形は関連するSLAが定義されていない

時間間隔を示しています。

SLA ゴールの定義

n 実行内の時間間隔ごとにSLAが定義された場合は，SLAのゴールの

定義を詳述するセクションも表示されます。

トランザクション分析レポート

このレポートでは，負荷テスト・シナリオ実行の各トランザクションを個別に調べることができます。

利用方法 ［レポート］>［トランザクションの分析］>［レポートの生成］ボタン

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

所見 このセクションには，分析対象のトランザクションのグラフと，［ト

ランザクションの分析］ダイアログ・ボックスで選択した設定に基

づくほかのグラフとの，正と負の両方の相関が表示されます。2
つのグラフが相関されると，その動作は互いに特定のパーセン

ト値で一致することになります。

相関グラフを表示するには，いずれかの結果を選択し，こ
のセクションの下部にある［グラフの表示］アイコンをクリックしま

す。グラフの比較が開きます。

ツールバーの［<トランザクション名>へ戻る］アイコンをク
リックすれば，グラフの比較からいつでもトランザクション分析レ

ポートに戻ることができます。

注 :相関は，標準設定値の20%に基づいて自動的に計算

されます。この割合を調整するには，パーセント値の横にある

矢印をクリックします。次に，［再計算］をクリックします。
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UI 要素 説明

エラー 本項は 2つのサブセクションに分かれています。

l テスト対象アプリケーションのエラー :仮想ユーザの動作の

直接の結果である，トランザクション中に発生したエラーが

表示されます。

l すべてのエラー :テスト対象アプリケーションのエラー，仮想

ユーザの動作とは関係のないエラー，システムに影響しテス

ト対象アプリケーションには影響しないエラーが表示されま

す。

所見の設定 このセクションには，［トランザクションの分析］ダイアログ・ボックス

の［詳細設定］セクションで選択した設定のサマリが表示され

ます。

グラフ ［グラフ］セクションには，分析のために指定表示オプション( ［実
行中の仮想ユーザ］，［スループット］，［秒ごとのヒット数］)で
マージされた，選択したトランザクションのスナップショットと時間

範囲が表示されます。これは単なるスナップショットであり，通

常のグラフのように操作することはできません。

Analysis レポートの概要

負荷テスト・シナリオの実行後，システムのパフォーマンスの概要を示すレポートを表示させることがで

きます。Analysisには，次のレポートを生成するツールが用意されています。

l 「サマリ・レポート」 (318ページ)

l 「SLAレポート」 (324ページ)

l 「トランザクション分析レポート」 (325ページ)

l 「HTMLレポート」 (323ページ)

サマリ・レポートには，シナリオの実行に関する一般情報が表示されます。サマリ・レポートは，セッショ

ン・エクスプローラから随時アクセスできます。

SLAレポートには，失敗したか成功したかのステータスとともに，定義されているSLA(サービス・レベ

ル保証 )の概要が表示されます。

トランザクション分析レポートには，ある期間の特定のトランザクションに関する詳細な分析が表示さ

れます。

AnalysisではHTMLレポートを作成するように指示できます。HTMLレポートでは，開いているグラ

フ，サマリ・レポート，SLAレポート，トランザクション分析レポートのそれぞれに対して 1つのページが

作成されます。

Crystal Reportには，仮想ユーザ・スクリプトの中で定義されているトランザクションに関するパフォーマ

ンス情報が表示されます。このレポートで，結果の統計的なブレークダウンを確認できます。また，レ

ポートを印刷したりレポートのデータをエクスポートしたりできます。
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注 :結果の相互参照グラフを生成する場合は，SLAレポートとトランザクション分析レポートは

使用できません。結果の相互参照グラフの詳細については，「結果の相互参照グラフと結合グ

ラフ」 (113ページ)を参照してください。

外部データのインポート

［データのインポート］ツールの概要

LoadRunner Analysisの［データのインポート］ツールを使用すれば，HP以外の製品で作成された

データを LoadRunner Analysisセッションにインポートして統合することができます。インポート処理を

終えたら，Analysisツールのすべての機能を使用して，データ・ファイルをセッション内のグラフとして表

示できるようになります。

たとえば，NTパフォーマンス・モニタがサーバ上で動作していて，サーバの振る舞いを測定しているとし

ます。サーバに対する LoadRunnerシナリオの実行後，NTパフォーマンス・モニタの結果を取得して，

そのデータを LoadRunnerの結果に統合できます。これにより，LoadRunnerのデータ・セットとNTパ

フォーマンス・モニタのデータ・セット間の傾向と関係を相関できます。

この場合，NTパフォーマンス・モニタの結果は .csvファイルとして保存されます。［データのインポート］

ツールを起動し， .csvファイルとその形式を指定します。LoadRunnerによってファイルが読み込ま

れ，Analysisセッションに結果が統合されます。

サポートされているデータ形式については，「サポートされているファイル・タイプ」 (329ページ)を参照し

てください。独自のユーザ定義データ・ファイルの定義については，「カスタム・ファイル形式の定義方

法」 (329ページ)を参照してください。

［データのインポート］ツールの使用方法

このタスクでは，データ・ファイルをインポートして Analysisセッションに統合する方法について説明しま

す。

1. ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］を選択します。［データのインポート］ダイアログ・

ボックスが開きます。
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2. ［ファイル形式］リスト・ボックスで外部データ・ファイルの形式を選択します。

3. ［ファイルの追加］をクリックします。［インポートするファイルを選択する］ダイアログ・ボックスが開

き，［ファイルの種類］リスト・ボックスに，ステップ 2で選択した形式が表示されます。

4. 「［データのインポート］ダイアログ・ボックス」 (333ページ)の説明に従って，ほかのファイル形式オプ

ションを設定します。マシン名を入力する必要があります。

5. 文字の区切り記号および記号を指定するには，［詳細］をクリックします。詳細については，

「［詳細設定］ダイアログ・ボックス( ［データのインポート］ダイアログ・ボックス) 」 (331ページ)を参照

してください。

6. ［次へ］をクリックします。［データのインポート］ダイアログ・ボックスが開きます。

7. 外部データ・ファイルを生成したモニタの種類を選択します。そのモニタの種類が存在しない場

合は，How to CustomizeMonitor Types for Importで説明しているように，モニタの種類を追加

できます。

新規グラフを開くと，この特定のカテゴリの下に利用可能なグラフの一覧にモニタが追加されてい

ることを確認できます。詳細については，「［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス」 (41ページ)を参

照してください。

8. ［完了］をクリックします。LoadRunner Analysisによって，データ・ファイルがインポートされ，現在

セッションで表示されているすべてのグラフが更新されます。

注 : 2つ以上の結果の相互参照のあるシナリオにデータをインポートする場合，インポートす

るデータは，［ファイル］>［結果を対象に相互参照］ダイアログ・ボックスに表示されている最

後の結果セットに統合されます。詳細については，「結合グラフを作成する方法」 (117ペー

ジ)を参照してください。
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カスタム・ファイル形式の定義方法

このタスクでは，インポート・ファイルのファイル形式がサポートされていない場合にカスタム形式を定義

する方法について説明します。

インポート・ファイルのファイル形式がサポートされていない場合，ユーザ定義のデータ形式を定義でき

ます。

1. ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］を選択します。［データのインポート］ダイアログ・

ボックスが開きます。

2. ［ファイル形式］リストから<カスタムのファイル形式>を選択します。［新規フォーマット名を入力し

てください］ダイアログ・ボックスが開きます。

3. 新しい形式の名前を入力します(ここでは my_monitor_formatとなっています)。

4. ［OK］をクリックします。［外部形式の定義］ダイアログ・ボックスが開きます。

5. 必須および任意のデータを指定します。「［外部形式の定義］ダイアログ・ボックス」 (332ページ)を
参照してください。

6. ［保存］をクリックします。

サポートされているファイル・タイプ

次のファイル・タイプがサポートされています。

NTパフォーマンス・モニタ( .csv)
NTパフォーマンス・モニタの標準のファイル・タイプで，カンマ区切り( CSV)形式です。

次に例を示します。

Windows 2000パフォーマンス・モニタ( .csv)
Windows 2000パフォーマンス・モニタの標準のファイル・タイプですが，NTパフォーマンス・モニタと互換

性はありません。カンマ区切り( CSV)形式です。

次に例を示します。
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標準カンマ区切りファイル( .csv)
このファイル・タイプには次の形式があります。

Date,Time,Measurement_1,Measurement_2, ...

フィールドはカンマで区切られ，最初の行にはカラムのタイトルが入ります。

次の標準 CSVファイルの例では，3つの測定値，つまり割り込み頻度 ( interrupt rate)，ファイル IO
頻度 ( File IO rate)，CPUの使用状況が示されています。最初の行には，1122.19という interrupt
rateと4.18という IO rateが示されています。

マスタ詳細カンマ区切りファイル( .csv)
このファイル・タイプは，上位の測定値をブレークダウンした値を保持する追加のマスタ・カラムがあるこ

とを除けば標準のカンマ区切りファイルと同じです。たとえば，標準のCSVファイルに，任意の時点に

おけるマシンのCPUの全体的な使用率のデータ・ポイントが含まれているとします。

Date,Time,CPU_Usage

しかし，CPUの全体的な使用状況がプロセスごとのCPU時間に分割できる場合，マスタ詳細

CSVファイルには，プロセス名が入るProcessNameという追加カラムが作成されます。

各行には，特定のプロセスによるCPUの使用率の測定値だけが格納されます。形式は次のように

なります。

Date,Time,ProcessName,CPU_Usage

以下に例を示します。

Microsoft Excelファイル( .xls)
Microsoft Excelで作成されます。最初の行にはカラムのタイトルが入ります。

マスタ詳細 Microsoft Excelファイル( .xls)
Microsoft Excelで作成されます。最初の行にはカラムのタイトルが入ります。また，追加のマスタ・カラ

ムが含まれます。このカラムの詳細については，「サポートされているファイル・タイプ」 (329ページ)を参

照してください。
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［詳細設定］ダイアログ・ボックス( ［データのインポート］ダイ
アログ・ボックス)

このダイアログ・ボックスでは，インポートするファイルのデータ形式を地域特有の設定ではない設定に

定義できます。

利用方法 ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］>［詳細］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

ローカル設定を使用 地域特有の標準設定が保持されます。ダイアログ・ボックスの

［カスタム設定］領域が使用できなくなります。
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UI 要素 説明

カスタム設定を使用 ユーザ独自の設定を定義します。ダイアログ・ボックスの［カスタ

ム設定］領域が使用可能になります。

l 日付の区切り :ユーザ定義の記号を入力します(例 :
11/10/02のスラッシュ「/」)

l 時間の区切り :ユーザ定義の記号を入力します(例 :
9:54:19のコロン「 : 」)

l 小数点の記号 :ユーザ定義の記号を入力します(例 :数
値 2.5の小数点「.」)

l AM 記号 :深夜零時から正午までの間の時間を表すカス

タム記号を入力します。

l PM 記号 :正午から深夜零時までの間の時間を表すカス

タム記号を入力します。

［外部形式の定義］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Analysisがサポートしていない外部データ・ファイルに新しいファイル形

式を定義できます。

［外部形式の定義］ダイアログ・ボックスには，必須情報用のタブと任意の情報用の2つのタブがあり

ます。

利用方法 ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］>［ファイル形式］

> <カスタムのファイル形式>

関連タスク 「カスタム・ファイル形式の定義方法」 (329ページ)

［必須］タブ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

日付カラム番号 日付を入れるカラムを入力します。マスタ・カラムがある場合は

( 「サポートされているファイル・タイプ」 (329ページ)を参照 )，そ

の番号を指定します。

時間カラム番号 時間を入れるカラムを入力します。

マスタ カラムを使用する データ・ファイルにマスタ・カラムがある場合にこのオプションを選

択します。マスタ・カラムは，上位の測定値をブレークダウンした

行を指定します。

ファイル拡張子 ファイルの拡張子を入力します。
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UI 要素 説明

フィールド区切り 行内でフィールドを隣接フィールドと区切る区切り文字を入力

します。フィールド区切り文字を選択するには，［参照］をク

リックして，［フィールド区切り文字］ダイアログ・ボックスから文字

を選択します。

［任意］タブ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

日付の形式 インポートするデータ・ファイルの日付の形式を指定します。たと

えば，ヨーロッパ式の日付で年の部分が4桁の場合

は，DD/MM/YYYYを選択します。

タイムゾーン 外部データ・ファイルが記録された時間帯を選択しま

すLoadRunner Analysisは，LoadRunnerの結果と一致するよ

うに，ファイルの時間帯をローカルな時間帯に合わせます

( LoadRunnerは，データ・ファイルそのものは変更しません)。

マシン名 モニタが実行されるマシンの名前を指定します。これにより，マ

シン名が測定値と関連付けられます。

除外するカラム データのインポートに含めないカラム(たとえば説明コメントが

入っているカラム)を指定します。2つ以上のカラムを除外する

場合は，カンマ区切り形式でそのカラムを指定します。たとえ

ば，1,3,8のように指定します。

ファイルを UNIX から DOS 形式

に変換する

多くの場合，モニタはUNIXマシンで実行されます。データ・ファ

イルをWindows形式に変換するには，このオプションを選択し

ます。UNIXファイル内のすべての改行文字 ( Ascii文字の10)
の後にキャリッジ・リターン( Ascii文字の13)が追加されます。

最初の［］行をスキップ データの読み込み時にファイルの先頭からスキップして無視す

る行数を指定します。一般に，ファイルの最初の数行には見

出しと小見出しが含まれます。

［データのインポート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，HP以外の製品で作成されたデータ・ファイルをAnalysisセッションにイン

ポートして，統合できます。
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利用方法 ［ツール］>［外部モニタ］>［データのインポート］

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです(ラベルのない要素は山括弧で囲んで示しま

す)。

UI 要素 説明

次のファイルからデータをインポー

ト

選択したインポート対象ファイルが表示されます。

ファイルの追加 インポートする外部データ・ファイルを選択します。ファイルを選

択するためのダイアログ・ボックスが開きます。

ファイルの削除 リストから外部データ・ファイルが削除されます。

ファイルを開く 適切なアプリケーションを使用して外部データ・ファイルを開き

ます。

ファイル形式 ファイル形式オプションを設定します。

l ファイル形式 :外部データ・ファイルの形式を選択します。

使用可能な形式については，「サポートされているファイル・

タイプ」 (329ページ)を参照してください。

l 日付の形式 :インポートするデータ・ファイルの日付の形式

を指定します。たとえば，ヨーロッパ式の日付で年の部分が

4桁の場合は，DD/MM/YYYYを選択します。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)334 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



UI 要素 説明

タイムゾーン 外部データ・ファイルが記録された時間帯を選択しま

すLoadRunner Analysisは，LoadRunnerの結果と一致するよ

うに，さまざまな国際的な時間帯を補正し，外部データ・ファ

イルの時間帯をローカルな時間帯に合わせます。インポートさ

れたファイルの時間が一貫して一定の時間だけずれている場

合は，時間を同期させることができます。

<シナリオ開始時間と同期する> また［タイムゾーン］には，<シナリオ開始時間との同期化>オプ

ションもあります。このオプションは，データ・ファイルにある最も早

い測定値を LoadRunnerシナリオの開始時間に合わせる場合

に選択します。

マシン名 モニタが実行されるマシンの名前を指定します。これにより，マ

シン名が測定値と関連付けられます。たとえば，fenderとい

うマシンのファイル入出力速度は，File IO Rate:fender

という名前になります。これによって，グラフの設定にマシン名を

使用できるようになります。詳細については，「グラフ・データの

フィルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)を参照してください。

詳細 詳細については，「［詳細設定］ダイアログ・ボックス( ［データの

インポート］ダイアログ・ボックス) 」 (331ページ)を参照してくださ

い。

インポートされたデータをシナリオ

実行時間の 150% まで切り捨

てる

実際の負荷テストよりも長い期間，外部モニタによってデータ

が収集されている場合があります。このオプションでは，負荷テ

ストが実行されていないときに収集されたデータが削除されま

す。データの収集期間は，負荷テストの期間の150%に制限

されます。

Siebel診断グラフ

Siebel 診断グラフの概要

［Siebel診断］グラフを使用すれば，Webサーバ，アプリケーション・サーバ，データベース・サーバを経

由する個々のトランザクションの追跡，時間測定，トラブルシューティングが可能になります。

問題の発生箇所を分析するには，［Siebel診断］グラフ内のデータを［トランザクション応答時間］グラ

フ内のデータと相関させます。

これらのグラフの分析は，負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに平均トランザクション応答時間が表示

されるトランザクション・グラフから始めます。たとえば，次の［トランザクション応答時間 -平均］グラフ

は，Action_Transactionというトランザクションの平均トランザクション応答時間が長かったことを示し

ています。
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［Siebel診断］グラフを使用すれば，このトランザクションの応答時間の遅延の原因が特定できます。

または，サマリ・レポートを使用して，Web層，アプリケーション層，データベース層にブレークダウンされ

た個々のトランザクションや，各トランザクションの総使用時間を表示できます。詳細については，

「Siebel診断グラフのサマリ・レポート」 (347ページ)を参照してください。

注 : ［平均トランザクション応答時間］グラフでブレークダウンされた測定値と，［Siebel診断］グラ

フでブレークダウンされた同じ測定値の値は異なります。これは，［平均トランザクション応答時

間］グラフに平均トランザクション応答時間を表示されるのに対して，［Siebel診断］グラフには，

トランザクション・イベントごとの平均時間 ( Siebel領域の応答時間の合計 )が表示されるためで

す。

Siebel 診断を有効にする方法

Siebel診断データを生成するには，まずERP/CRMMeriator( Mediator)をインストールする必要があ

ります。Mediatorのインストール方法については，『HP LoadRunnerインストール・ガイド』を参照してく

ださい。

Mediatorは，Siebelサーバからオフライン診断データを収集し，照合するために使用します。Meriator
は診断データを処理し，そのデータをControllerに渡します。

注 : Mediatorマシンは，Siebelサーバと同じ LANにある必要があります。

これらのグラフの診断データを取得するには，シナリオを実行する前にSiebel診断モジュールを設定

し，診断グラフで使用する診断データのサンプリングの割合を指定します。Siebel診断の設定の詳

細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診断設定の下で実行され

ます。
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l 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクションを使用するのではなく，

仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動で定義します。実行環境設定の［一般 :その他］

ノードで，［各アクションをトランザクションとして定義］オプションと［各ステップをトランザクションとして

定義］を無効にしてください。

［呼び出しのスタック統計］ウィンドウ

このウィンドウでは，選択したコンポーネントを呼び出したコンポーネントを表示できます。

利用方法 Analysisウィンドウ> <Siebel>グラフ>サブ領域を右クリックして

［Siebel 診断］>［サブ領域のスタック統計の表示］を選択

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

測定値 サブ領域の名前。たとえば「AreaName:SubAreaName」と表
示されます。データベース呼び出しの場合は，クエリ情報も表

示されます。表示されている割合は，このコンポーネントの子か

らこのコンポーネントが呼び出される割合を表します。

ルート・サブ領域の割合 合計ルート・サブ領域時間に対するサブ領域時間の割合を

表示します。

ルートへの呼び出しの数 このトランザクションまたはサブ領域が実行された時間が表示

されます。
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UI 要素 説明

ルートでの平均経過時間 Time spent in rootは，サブ領域がルート・サブ領域 /トランザク

ションで消費する時間です。

Average Time Spent in Root時間は，ルートで消費された合

計時間をサブ領域のインスタンス数で割ったものです。

ルートでの STD 経過時間 ルートで消費される標準偏差時間。

ルートでの最少経過時間 ルートで消費される最小時間。

ルートでの最長経過時間 ルートで消費される最大時間。

呼び出し先の割合 子のサブ領域時間に対するサブ領域時間の割合を表示しま

す。

ルートでの合計時間 子の実行時間を含む，サブ領域の総実行時間が表示されま

す。

すべて展開 :ツリー全体を展開します。

すべて折りたたみ :ツリー全体を折りたたみます。

ワースト パスの展開 :重要なパスで，パスの一部だけを展開

します。

XML ファイルへ保存 XMLファイルにツリー・データを保存します。

プロパティ プロパティ領域 :選択したサブ領域のプロパティがすべて表示さ

れます。

SQL クエリ SQL クエリ :選択したサブ領域のSQLクエリが表示されます

(データベースのみ)。

［呼び出しチェーン］ウィンドウ

このウィンドウでは，選択したトランザクションまたはサブ領域によって呼び出されたコンポーネントを表

示できます。次の図は，親 Action_Transactionサーバ側のトランザクションの重要なパスのすべての

呼び出しを示しています。
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利用方法 次のいずれかを使用します。

l トランザクションの呼び出しチェーンを表示するには，コンポーネントを

右クリックして，［Siebel 診断］>［呼び出しのチェーンの表示］を選択

します。

l サブ領域の統計を表示するには，サブ領域を右クリックして，［呼び

出しのサブ領域チェーンの表示］を選択します。

注 親の最も時間を費やす子は，それぞれ赤いノードで示されます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

呼び出しのサブ領域チェーンに切り替え :呼び出しスタックの

統計サブ領域のデータが表示されている場合に，呼び出し

チェーン・サブ領域のデータを表示します(ルートがサブ領域の

場合のみ)。

サブ領域の呼び出しスタック統計に切り替え :呼び出しチェー

ン・サブ領域のデータが表示されている場合に，呼び出しス

タックの統計サブ領域のデータを表示します(ルートがサブ領域

の場合のみ)。

呼び出しのサブ領域チェーンの表示 : ［呼び出しのサブ領域

チェーン］ウィンドウが表示されます。

サブ領域のスタック統計の表示 : ［サブ領域の呼び出しスタック

統計］ウィンドウが表示されます。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)339 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



UI 要素 説明

プロパティ： プロパティ領域 (下部のペイン)を表示または非表

示にします。

カラム : ［呼び出し］ウィンドウに表示するカラムを選択できま

す。追加のフィールドを表示するには，フィールドを［呼び出し］

ウィンドウの必要な場所までドラッグします。フィールドを削除す

るには，［呼び出し］ウィンドウからカラム・ボックスまでフィールド

をドラッグします。

測定値 サブ領域の名前。たとえば「AreaName:SubAreaName」と表
示されます。データベース呼び出しの場合は，クエリ情報も表

示されます。表示されている割合は，このコンポーネントの親か

らこのコンポーネントが呼び出される割合を表します。

トランザクションの割合 /
ルート・サブ領域

合計トランザクション/ルート・サブ領域時間に対するサブ領域

時間の割合を表示します。

No of Calls このトランザクションまたはサブ領域が実行された時間が表示

されます。

平均応答時間 応答時間とは，実行の開始から終了までの時間です。平均

応答時間とは，合計応答時間を領域 /サブ領域のインスタン

ス数で割ったものです。

STD 応答時間 応答時間の標準偏差。

最短応答時間 最短応答時間。

最長応答時間 最長応答時間。

呼び出し元の割合 親のサブ領域時間に対するサブ領域時間の割合を表示しま

す。

合計時間 子の実行時間を含む，サブ領域の総実行時間が表示されま

す。

［Siebel 領域平均応答時間］グラフ

このグラフには，領域の合計応答時間 /領域呼び出し回数という式で算出されたサーバ側の領域の

平均応答時間が表示されます。

目的 たとえば，ある領域がトランザクションAのインスタンスによって 2
回，同じトランザクションの別のインスタンスによって 1回実行さ

れ，各実行に 3秒かかった場合，平均応答時間は 9/3，つま

り3秒となります。領域時間には，その領域から別の領域に

なされた呼び出しは含みません。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間 (秒 )。
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ブレークダウン・オプション ブレークダウン・オプションについては，「Siebelのブレークダウン・

レベル」 (343ページ)を参照してください。

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebelグラフにフィルタを適用できま

す。

l トランザクション名 :指定したトランザクションのデータが表示

されます。

l シナリオ経過時間 :指定された時間内に終了したトラン

ザクションのデータが表示されます。

フィルタリングの詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)を参照してください。

関連項目 「Siebelのブレークダウン・レベル」 (343ページ)

例

［Siebel 領域呼び出し数］グラフ

このグラフには，各 Siebel領域が呼び出された回数が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 呼び出し数。

ブレークダウン・オプション ブレークダウン・オプションについては，「Siebelのブレークダウン・

レベル」 (343ページ)を参照してください。
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ヒント 次のフィールドに基づいて Siebelグラフにフィルタを適用できま

す。

l トランザクション名 :指定したトランザクションのデータが表示

されます。

l シナリオ経過時間 :指定された時間内に終了したトラン

ザクションのデータが表示されます。

フィルタリングの詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)を参照してください。

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)

［Siebel 領域合計応答時間］グラフ

このグラフには，各 Siebel領域の合計応答時間が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション ブレークダウン・オプションについては，「Siebelのブレークダウン・

レベル」 (343ページ)を参照してください。

ヒント 次のフィールドに基づいて Siebelグラフにフィルタを適用できま

す。

l トランザクション名 :指定したトランザクションのデータが表示

されます。

l シナリオ経過時間 :指定された時間内に終了したトラン

ザクションのデータが表示されます。

フィルタリングの詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)を参照してください。

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)

例
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Siebel のブレークダウン・レベル

Siebel層を領域，サブ領域，サーバ，スクリプトにブレークダウンして，時間がかかっている場所を正

確に特定できます。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のいずれかの

方法を使用します。

l <Siebel 診断グラフ> >［表示］>［Siebel 診断］

l <Siebel 診断グラフ> > トランザクションを選択 > ショートカッ

ト・メニュー>［Siebel 診断］

l 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを表示する

重要情報 ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，要素 (トラン

ザクション，層，領域，サブ領域など)が選択されるまで表示さ

れません。

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)

Siebelブレークダウン・レベルについては，下記を参照してください。
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トランザクション・レベル 次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応答時間］グラフが

示されています。このグラフには，いくつかのトランザクションが表示されて

います。

層レベル
［Sieble層のブレークダウン］ボタンをクリックすると，選択したトラン

ザクションのブレークダウンが表示されます。

［Sieble層のブレークダウンを元に戻す］ボタンをクリックすると，グラ
フがトランザクション・レベルに戻ります。

次の図では，Action_Transaction トランザクションが層 ( Siebelデータ

ベース，アプリケーション，Web)にブレークダウンされています。
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領域レベル
［Siebel 領域のブレークダウン］ボタンをクリックすると，データが

Siebel領域にブレークダウンされます。

［Sieble領域のブレークダウンを元に戻す］ボタンをクリックすると，グ
ラフが層レベルに戻ります。

次の図では，Action_Transaction トランザクションのWeb層がSiebel
領域にブレークダウンされています。 .

スクリプト・レベル
［ Siebel スクリプトのブレークダウン］ボタンをクリックすると，データが
Siebelスクリプトにブレークダウンされます。スクリプト・レベルにブレークダ

ウンできるのは，スクリプト・エンジン領域からのみです。

［ Siebleスクリプトのブレークダウンを元に戻す］ボタンをクリックする
と，グラフがサブ領域レベルに戻ります。

トランザクションをSiebelスクリプト・レベルにさらにブレークダウンすること

もできます。スクリプト・レベルにブレークダウンできるのは，スクリプト・エン

ジン領域からのみです。
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サブ領域レベル
［ Siebel サブ領域のブレークダウン］ボタンをクリックすると，データが
Siebelサブ領域にブレークダウンされます。サブ領域レベルにブレークダ

ウンできるのは，領域レベルからのみです。

［ Siebleサブ領域のブレークダウンを元に戻す］ボタンをクリックする
と，グラフが領域レベルに戻ります。

次の図では，Action_Transaction トランザクションの領域レベルが

Siebelサブ領域にブレークダウンされています。

サーバ・レベル
［ Siebel サーバのブレークダウン］ボタンをクリックすると，データが
Siebelサーバごとにグループ化されます。

［ Siebel サーバのブレークダウンを元に戻す］ボタンをクリックすると，
グラフのデータのグループ化が解除されます。

次の図では，Action_Transaction;WebServer:SWSE:Receive
Request トランザクションがSiebelサーバにブレークダウンされています。

通常，サーバ・レベルのブレークダウンは，過負荷状態のサーバを特定

して負荷分散するのに使用されます。

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)
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Siebel 診断グラフのサマリ・レポート

サマリ・レポートの［Siebel Usage］セクションには，Siebel層ブレークダウンの使用状況グラフが表示さ

れます。このレポートは，セッション・エクスプローラから，または Analysisのウィンドウのタブで表示でき

ます。

ブレークダウン・オプション ［Siebel層使用率］セクションは，次の各トランザクションに分け

られます。

l Webサーバ

l Siebelサーバ

l データベース層

l 各トランザクションの総使用時間

ヒント サマリ・レポートのサーバ側の診断データを表示するには，トラ

ンザクション・ブレークダウンを実行するSiebel層をクリックしま

す。［Siebel トランザクション応答時間］グラフが開き，選択した

トランザクションのブレークダウンが表示されます。

注 ［サマリレポート］で診断データが表示されない場合は，ユーザ

定義のテンプレートを使用しているかどうか確認してください。

関連データを表示するには，テンプレートのリストから別のテン

プレートを選択するか，新しいテンプレートを作成および適用し

ます。テンプレートの使用の詳細については，「［テンプレートの

適用 /編集］ダイアログ・ボックス」 (73ページ)を参照してくださ

い。

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)

［Siebel 要求平均応答時間］グラフ

このグラフには，HTTP要求ごとの応答時間が表示されます。

目的 時間は，合計リクエスト応答時間 /特定のリクエストのインスタ

ンス数の合計という式で算出されます。たとえば，ある要求が

トランザクションAのインスタンスによって 2回，同じトランザク

ションの別のインスタンスによって 1回実行され，各実行に 3
秒かかった場合，平均応答時間は 9/3，つまり3秒となりま

す。要求時間には，各要求内からのネストされた呼び出しは

含まれません。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション ブレークダウン・オプションについては，「Siebelのブレークダウン・

レベル」 (343ページ)を参照してください。
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ヒント 次のフィールドに基づいて Siebelグラフにフィルタを適用できま

す。

l トランザクション名 :指定したトランザクションのデータが表示

されます。

l シナリオ経過時間 :指定された時間内に終了したトラン

ザクションのデータが表示されます。

フィルタリングの詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)を参照してください。

関連項目 「Siebel診断グラフの概要」 (335ページ)

例

［Siebel トランザクション平均応答時間］グラフ

このグラフには，層または領域の合計応答時間 /関連するトランザクションの総数という式で算出され

た，各トランザクション内の選択した領域 (層，領域，サブ領域 )のサーバ応答時間が表示されま

す。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 領域ごとの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション ブレークダウン・オプションについては，「Siebelのブレークダウン・

レベル」 (343ページ)を参照してください。

HP LoadRunner Analysis (Service Pack 11.52)348 / 412ページ

ユーザ・ガイド

Analysis



ヒント 次のフィールドに基づいて Siebelグラフにフィルタを適用できま

す。

l トランザクション名 :指定したトランザクションのデータが表示

されます。

l シナリオ経過時間 :指定された時間内に終了したトラン

ザクションのデータが表示されます。

フィルタリングの詳細については，「グラフ・データのフィルタリング

および並べ替え」 (78ページ)を参照してください。

関連項目 「Siebelのブレークダウン・レベル」 (343ページ)

例

診断モジュールを使った作業

Siebel DB 診断グラフ

Siebel DB診断グラフの概要

［Siebel DB診断］グラフは，Siebelシステムのトランザクションによって生成された SQLのパフォーマン

ス情報を示します。これらのグラフには，各トランザクションのSQLが表示されるほか，各スクリプトで

問題が生じているSQLクエリ，およびどの時点で問題が発生したかが示されます。

問題の発生箇所を分析するには，［Siebel DB診断］グラフ内のデータをトランザクション応答時間グ

ラフ内のデータと相関させます。
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これらのグラフの分析は，負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに平均トランザクション応答時間が表示

されるトランザクション・グラフから始めます。たとえば，次の［トランザクション応答時間 -平均］グラフ

は，query_for_contactというトランザクションの平均トランザクション応答時間が長かったことを示して

います。

［Siebel DB診断］グラフを使用すれば，このトランザクションの応答時間の遅延の原因が特定できま

す。

注 : ［平均トランザクション応答時間］グラフでブレークダウンされた測定値は，［Siebel DBサイド

トランザクション］グラフでブレークダウンされた同じ測定値の値とは異なります。これは，［平均トラ

ンザクション応答時間］グラフに平均トランザクション時間が表示されるのに対して，［Siebel DB
サイド トランザクション］グラフには，トランザクション・イベントごとの平均時間 ( SQLコンポーネント

の応答時間の合計 )が表示されるためです。

Siebel DB診断を有効にする方法

Siebel DB診断データを生成するには，まずERP/CRMMediatorをインストールする必要がありま

す。Mediatorのインストール方法については，『HP LoadRunnerインストール・ガイド』を参照してくださ

い。

Mediatorは，Siebelサーバからオフライン診断データを収集し，照合するために使用します。Meriator
は診断データを処理し，そのデータをControllerに渡します。

注 : Mediatorマシンは，Siebelサーバと同じ LANにある必要があります。

これらのグラフの診断データを取得するには，シナリオを実行する前にSiebel DB診断モジュールを設

定し，診断グラフで使用する診断データのサンプリングの割合を指定します。Siebel DB診断の設定

の詳細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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注 :

l Siebel DB診断グラフの解析中は，データが不完全になる可能性があるため，データの時間

範囲機能 ( ［ツール］>［オプション］>［結果の収集］>［データの時間範囲］)は使用してはい

けません。

l 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診断設定の下で実行

されます。

l 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクションを使用するのでは

なく，仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動で定義します。実行環境設定の［一般

:その他］ノードで，［各アクションをトランザクションとして定義］オプションと［各ステップをトラン

ザクションとして定義］を無効にしてください。

Siebel の時計の設定を同期化する方法

このタスクでは，SQLとトランザクションの正しい相関関係を維持するために，LoadGeneratorと
Siebelアプリケーション・サーバの時計を同期化する方法について説明します。

1. ［ツール］ > ［Siebel データベース診断のオプション］を選択します。

2. ［アプリケーション サーバの時間設定の適用］を選択します。

3. ［追加］をクリックし，「［Siebelデータベース診断のオプション］ダイアログ・ボックス」 (356ページ)の
説明に従って情報を入力します。

4. ［OK］をクリックしてデータを保存し，ダイアログ・ボックスを閉じます。

注 :時間の同期化を適用するには，結果ファイルを再度開く必要があります。

［測定値の説明］ダイアログ・ボックス

選択した SQL要素の完全な SQLステートメントを表示するには，［凡例］ウィンドウの［測定値と説

明を表示］を選択します。［測定値の説明］ダイアログ・ボックスが開き，選択した測定値の名前と完

全な SQLステートメントが表示されます。
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利用方法 ［凡例］ウィンドウ>

関連項目 「Siebelデータベースのブレークダウン・レベル」 (352ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

データを下のレベルにブレークダウンします。

前のレベルに戻ります。

［測定値の説明］ダイアログ・ボックスにフォーカスを保つには，［常に最前面に

表示］ボタンをクリックします。これにより，［凡例］ウィンドウを選択することに

よって任意の測定値の完全な SQLステートメントを表示できます。フォーカス

を移動するには，このボタンを再度クリックします。

［分解対象測定値］ボタンをクリックして，選択した測定値のトランザクション

名とSQLエイリアス名を表示します。

Siebel データベースのブレークダウン・レベル

Siebel層を領域，サブ領域，サーバ，スクリプトにブレークダウンして，時間がかかっている場所を正

確に特定できます。
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利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のいずれかの

方法を使用します。

l <Siebel DB 診断グラフ> >［表示］>［Siebel DB 診断］

l <Siebel DB 診断グラフ> > トランザクションを選択 > ショー

トカット・メニュー >［Siebel DB 診断］

l 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを表示する

重要情報 ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，トランザク

ションが選択されるまで表示されません。

関連項目 「Siebel DB診断グラフの概要」 (349ページ)

Siebelブレークダウン・レベルについては，下記を参照してください。

トランザクション・レベル 次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応答時間］グラフが

示されています。このグラフには，いくつかのトランザクションが表示されて

います。このグラフをブレークダウンして，SQLステートメントとSQLステー

ジ・レベルを表示できます。
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SQL ステートメント・レベ

ル ［Sieble SQL ステートメント ブレークダウン］ボタンをクリックすると，
選択したトランザクションのブレークダウンが表示されます。

次の図の［Siebel DBサイド トランザクション］グラフには，SQLステートメ

ントにブレークダウンされた Action_Transactionが示されています。
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SQL ステージ・レベル
［測定値のブレークダウン］ボタン。データを下のレベルにブレークダ

ウンします。

［測定値のブレークダウンを元に戻す］ボタン。前のレベルに戻しま
す。

次の図の［SQLステージごとSiebel DBサイド トランザクション］グラフに

は，SQLステージにブレークダウンされた Action_Transaction:SQL-33
(準備，実行，初期フェッチ)が示されています。

測定値と説明を表示 選択した SQL要素の完全な SQLステートメントを表示するには，［凡

例］ウィンドウの［測定値と説明を表示］を選択します。［測定値の説

明］ダイアログ・ボックスが開き，選択した測定値の名前と完全な SQL
ステートメントが表示されます。

関連項目 「Siebel DB診断グラフの概要」 (349ページ)
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［Siebel データベース診断のオプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，LoadGeneratorとSiebelアプリケーション・サーバの時計の同期化を行う

ことができます。

利用方法 ［ツール］>［Siebel データベース診断のオプション］

注 時間の同期化を適用するには，結果ファイルを再度開く必要

があります。

関連項目 「Siebelの時計の設定を同期化する方法」 (351ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

アプリケーション サーバの時間設

定の適用

同期化した時間の設定オプションを有効にします。

アプリケーション サーバ名 Siebelアプリケーション・サーバの名前を入力します。

タイムゾーン Siebelアプリケーション・サーバのタイムゾーンを入力します

( GMTまたは Local)。GMTにするとアプリケーション・サーバの

時間はGMT時間で報告され，Localにするとアプリケーショ

ン・サーバの時間は現地時間で報告されます。

時差 (秒 ) LoadGeneratorとSiebelアプリケーション・サーバ間の時間差

を入力します(秒単位 )。Siebelアプリケーション・サーバの時

間がLoadGeneratorの時間より進んでいる場合は，マイナス

記号 ( 「-」)を使います。たとえば，アプリケーション・サーバの時

間がLoadGeneratorの時間より2分進んでいる場合は，［時

間差］フィールドに -120と入力します。

追加 リストにアプリケーション・サーバの時間設定を追加できます。

削除 リストからサーバ・ブレークダウンの時間設定を削除します。
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［Siebel DBサイド トランザクション］グラフ

このグラフには，Siebelデータベースでの平均トランザクション実行時間が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション ［Siebel DBサイド トランザクション］グラフでトランザクションをブ

レークダウンし，SQLステートメントを表示できます。次の図で

は，Action_Transaction トランザクションがSQLステートメント

にブレークダウンされています。

関連項目 「Siebel DB診断グラフの概要」 (349ページ)

［SQL ステージごとのSiebel DBサイド トランザクション］グラフ

このグラフには，各 SQLに要した時間が準備，実行，初期フェッチのSQLステージに分けられて表

示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各 SQLステージの実行に要した平均時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「Siebelデータベースのブレークダウン・レベル」 (352ページ)

関連項目 「Siebel DB診断グラフの概要」 (349ページ)

［Siebel SQL 平均実行時間］グラフ

このグラフには，Siebelデータベースで実行された各 SQLの平均実行時間が表示されます。
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目的 これにより，問題のあるSQLをそれが生成されたトランザクショ

ンに関係なく特定できます。その後で［凡例］ウィンドウから［測

定値と説明を表示］を選択して，完全な SQLステートメントを

表示します。SQLステートメントは，数字の IDでリストされま

す。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各 SQLの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「Siebelデータベースのブレークダウン・レベル」 (352ページ)

関連項目 「Siebel DB診断グラフの概要」 (349ページ)

Oracle 11i 診断グラフ

Oracle 11i 診断グラフの概要

［Oracle 11i診断］グラフは，Oracle NCAシステムのトランザクションによって生成された SQLのパ

フォーマンス情報を示します。これらのグラフには，各トランザクションのSQLが表示されるほか，各スク

リプトで問題が生じているSQLクエリ，およびどの時点で問題が発生したかが示されます。

問題の発生箇所を分析するには，［Oracle 11i診断］グラフ内のデータをトランザクション応答時間グ

ラフ内のデータと相関させます。

これらのグラフの分析は，負荷テスト・シナリオの経過秒ごとに平均トランザクション応答時間が表示

されるトランザクション・グラフから始めます。たとえば，次の［トランザクション応答時間 -平均］グラフ

は，enterというトランザクションの平均トランザクション応答時間が長かったことを示しています。

［Oracle 11i診断］グラフを使用すれば，このトランザクションの応答時間の遅延の原因が特定できま

す。
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注 :

l ［平均トランザクション応答時間］グラフでブレークダウンされた測定値は，［Oracle 11i(DB)
Side Transactions］グラフでブレークダウンされた同じ測定値とは異なります。これは，［平均

トランザクション応答時間］グラフに平均トランザクション時間が表示されるのに対して，

［Oracle 11iDB Side Transactions］グラフには，トランザクション・イベントごとの平均時間

( SQLコンポーネントの応答時間の合計 )が表示されるためです。

l Oracleのvuser_initアクションとvuser_endアクションは，ブレークダウンできません。詳細に

ついては，『HP Virtual User Generator User Guide』を参照してください。

Oracle 11i 診断を有効にする方法

Oracle 11i診断データを生成するには，まずERP/CRMMediatorをインストールする必要がありま

す。Mediatorのインストール方法については，『HP LoadRunnerインストール・ガイド』を参照してくださ

い。

Mediatorは，Oracleサーバからオフライン診断データを収集し，照合するために使用します。Meriator
は診断データを処理し，そのデータをControllerに渡します。

注 : Mediatorマシンは，Oracleサーバと同じ LANにある必要があります。

これらのグラフの診断データを取得するには，シナリオを実行する前にOracle 11i診断モジュールを設

定し，診断グラフで使用する診断データのサンプリングの割合を指定します。Oracle 11i診断の設定

の詳細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注 :

l 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診断設定の下で実行

されます。

l 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクションを使用するのでは

なく，仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動で定義します。実行環境設定の［一般

:その他］ノードで，［各アクションをトランザクションとして定義］オプションと［各ステップをトラン

ザクションとして定義］を無効にしてください。

l Oracle 11i トレースが組み込み式のメカニズムを使用して自動的に有効にならない場合は，

仮想ユーザ・スクリプト内で nca_set_custom_dbtrace関数とnca_set_dbtrace_file_index
関数を使用して手作業で有効にできます。これは，標準 UIを持たないユーザ定義のアプリ

ケーションを使用している場合に起こります。

l Oracle 11i診断グラフの解析中は，データが不完全になる可能性があるため，データの時間

範囲機能 ( ［ツール］>［オプション］>［結果の収集］>［データの時間範囲］)は使用してはい

けません。

［測定値の説明］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，選択した SQL要素の完全な SQLステートメントを表示できます。
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利用方法 ［凡例］ウィンドウ>

関連項目 l 「Oracle 11i診断グラフの概要」 (358ページ)

l 「Oracleのブレークダウン・レベル」 (360ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

［測定値の詳細］ダイアログ・ボックスにフォーカスを保つには，［常に最前

面に表示］ボタンをクリックします。これにより，［凡例］ウィンドウを選択する

ことによって任意の測定値の完全な SQLステートメントを表示できます。

フォーカスを移動するには，このボタンを再度クリックします。

［分解対象測定値］ボタンをクリックして，選択した測定値のトランザクショ

ン名とSQLエイリアス名を表示します。

Oracle のブレークダウン・レベル

ControllerマシンでOracle 11i診断を有効にして負荷テスト・シナリオを実行すると，診断データを表

示できます。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のいずれかの方法

を使用します。

l <Oracle診断グラフ> >［表示］>［Oracle診断］

l <Oracle診断グラフ> > トランザクションを選択 > ショートカット・

メニュー >［Oracle診断］

l 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを表示する
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重要情報 ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，トランザクション

が選択されるまで表示されません。

関連項目 「Oracle 11i診断グラフの概要」 (358ページ)

次にOracleのブレークダウン・レベルについて説明します。

トランザクション・レベル 次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応答時間］グラ

フが示されています。このグラフには，いくつかのトランザクションが表

示されています。
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SQL ステートメント・レベル
［Oracle SQL ステートメント ブレークダウン］ボタンをクリックす

ると，選択したトランザクションのブレークダウンが表示されます。

次の図の［Oracle 11iDB Side Transactions］グラフには，SQLス
テートメントにブレークダウンされた Action_Transaction トランザク

ションが示されています。

SQL ステージ・レベル 次の図の［Oracle 11iDB Side Transactions by SQL Stage］グラフ

には，Action_Transaction:SQL-37が解析時間，実行時間，

フェッチ時間，およびその他の時間のSQLステージにブレークダウン

されています。［その他の時間］には，結合時間などのその他の

データベース時間が含まれます。
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データを下のレベルにブレークダウンできます。

前のレベルに戻ることができます。

［Oracle 11iDB側のトランザクション］グラフ

このグラフには，Oracleデータベースでの平均トランザクション実行時間が表示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 各トランザクションの応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション ［Oracle 11iDB Side Transactions］グラフでトランザクションをブ

レークダウンし，SQLステートメントを表示できます。次の図で

は，Action_Transaction トランザクションがSQLステートメントに

ブレークダウンされています。

表示されている要素をブレークダウンする方法については，

「Oracleのブレークダウン・レベル」 (360ページ)を参照してくださ

い。

関連項目 「Oracle 11i診断グラフの概要」 (358ページ)

［SQL ステージのOracle 11iDB側のトランザクション］グラフ

このグラフには，各 SQLに要した時間が，解析時間，実行時間，フェッチ時間，およびその他の時

間の各 SQLステージに分けられて表示されます。［その他の時間］には，結合時間などのその他の

データベース時間が含まれます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。
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Y 軸 各 SQLステージの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「Oracleのブレークダウン・レベル」 (360ページ)

関連項目 「Oracle 11i診断グラフの概要」 (358ページ)

［Oracle 11i SQL 平均実行時間］グラフ

このグラフには，Oracleデータベースで実行された各 SQLの平均実行時間が表示されます。

目的 このグラフにより，問題のあるSQLをそれが生成されたトラン

ザクションに関係なく特定できます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 各 SQLの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「Oracleのブレークダウン・レベル」 (360ページ)

ヒント ［凡例］ウィンドウから［測定値の説明の表示］を選択して，完

全な SQLステートメントを表示します。

注 SQLステートメントは，数字のインジケータで短く表示されてい

ます。

関連項目 「Oracle 11i診断グラフの概要」 (358ページ)

SAP 診断グラフ

SAP 診断グラフの概要

SAP診断によって，特定の問題 (たとえば，DBA，ネットワーク，WAS，アプリケーション，OS/ハード

ウェア)の根本的原因をすばやく簡単に特定できます。またチームの全員にその問題を提示する必

要はなく適切なエキスパートだけに対処させることが可能です。

SAP診断を使用して，グラフやレポートを作成できます。これらのグラフやレポートは，発生した問題

について話し合う場合に関連するエキスパートに提示できます。

SAP診断を使用することで，SAPパフォーマンス・エキスパートの1人 (ある分野の専門家 )が必要

な根本原因の分析をよりすばやく簡単に行うこともできます。

SAP 診断を有効にする方法

SAP診断データを生成するには，まずERP/CRMMediatorをインストールする必要がありま

す。Mediatorのインストール方法については，『HP LoadRunnerインストール・ガイド』を参照してくださ

い。

Mediatorコンポーネントは，SAPサーバからオフライン診断データを収集し，照合するために使用しま

す。Meriatorは診断データを処理し，そのデータをControllerに渡します。
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これらのグラフの診断データを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行する前にSAP診断モジュー

ルを設定し，診断グラフで使用する診断データのサンプリングの割合を指定します。SAP診断の設

定の詳細については，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

重要なヒント

l SAP診断を効率的に実行するために，安全で一貫した SAPソフトウェアのパフォーマンスを使用

します。SAPソフトウェアの設定が不適当であると，SAP診断が誤ったデータ収集を行う可能性

があります。

l 有効な診断データが生成されたことを確認するには，自動トランザクションを使用するのではなく，

仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動で定義します。実行環境設定の［一般 :その他］

ノードで，［各アクションをトランザクションとして定義］オプションと［各ステップをトランザクションとして

定義］を無効にしてください。

l ERP/CRMMediatorには，SAPGUI 6.20または 6.40をインストールする必要があります。

l ERP/CRMMediatorといずれかのSAPアプリケーション・サーバの間で接続を確立できない場合

は，ワーク・プロセスまたはOS監視データは SAPサーバに収集されません。ただし，サーバの1つ
が接続されているかぎり，応答時間ブレークダウンの統計記録は使用できません。

l 設定はシナリオごとに行います。シナリオ内のすべてのスクリプトは同じ診断設定の下で実行され

ます。

SAP 警告を設定する方法

SAP診断には，あらかじめしきい値が定義された警告ルール一式が含まれています。

Analysisで LoadRunner結果ファイル( .lrr)を開くと，警告ルールが負荷テスト・シナリオ結果に適用

されます。また，しきい値を超えると，Analysisは問題が存在しているという警告を生成します。

LoadRunner結果ファイルを開く前に，［Alerts Configuration］ダイアログ・ボックスを使用して警告ルー

ルに対して新しいしきい値を定義できます。その後，結果ファイルを開くと，ユーザ定義の警告ルール

が適用されます。

注 : Analysisセッションが開いていると，［Alerts Configuration］ダイアログ・ボックスは編集できませ

ん。［Alerts Configuration］ダイアログ・ボックスでしきい値を編集するには，開いているセッションを

すべて閉じます。

このタスクでは，負荷テスト・シナリオの結果を分析するときの警告ルールのしきい値を定義する方法

について説明します。

1. 開いているAnalysisセッションをすべて閉じます。

2. ［ツール］メニューから，［SAP 診断の警告設定］を選択します。

3. ［警告の生成条件］カラムにルールが一覧表示されます。各ルールのしきい値を［しきい値］カラ

ムで設定します。

4. 標準設定では，すべての定義済み警告ルールが有効になっています。警告ルールを無効にす

るには，該当のルールの横のチェック・ボックスをオフにします。

5. ［OK］をクリックし，変更を適用して［SAP警告の設定］ダイアログ・ボックスを閉じます。

注 :警告ルールを変更しても，保存された Analysisセッションの結果には影響しません。新しい
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設定を有効にするには，結果を再分析する必要があります。

［SAP 診断 - ガイド フロー］タブ

SAP診断グラフは，Analysisサマリ・レポート，または［セッション エクスプローラ］>［グラフ］>［SAP 診

断 -ガイド フロー］から開きます。

このタブは，Analysisのアプリケーション・フロー全体を通して開いたままです。またその内容はブレーク

ダウン・フローによって異なります。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

1次グラフ・ペイン ［SAP診断 -ガイド フロー］タブの上部のペインは，1次グラフ・

ペインと呼ばれます。このペインには，トランザクションのグラフと

グラフをブレークダウンしたダイアログ・ステップまたはコンポーネン

ト，およびその他の関連リソースが表示されます。

このペインに表示されているグラフを，ガイド・フローの右側のブ

レークダウン・オプションを使用してブレークダウンします( 「SAP
ブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)を参照 )。

このペインの右上角にある［グラフの拡大］ボタンをクリックして，

表示されるグラフを全画面表示で開くことができます。拡大さ

れたグラフは新しいタブで開きます。

2次グラフ・ペイン ［SAP診断 -ガイド フロー］タブの下部のペインは，2次グラフ・

ペインと呼ばれ，1次グラフ・ペインに表示されるグラフをサポー

トする 2次情報を示すグラフが表示されます。

このペインに表示されているグラフの凡例を参照するには，右

上角にある［グラフの凡例］ボタンをクリックします。［凡例］のす

べてのデータを参照するには，横スクロール・バーに沿ってスク

ロールします。

このペインの右上角にある［グラフの拡大］ボタンをクリックして，

表示されるグラフを全画面表示で開くことができます。拡大さ

れたグラフは新しいタブで開きます。

［タスク］ペイン ［SAP診断 -ガイド フロー］タブの右側のペインは，タスク・ペイ

ンと呼ばれます。タスク・ペインを使用して，表示するブレークダ

ウンのレベルを選択したり，トランザクションやサーバ情報をフィ

ルタおよびグループ化したり，ブレークダウンしたグラフ内で前後

に移動したりします。

詳細については，「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373
ページ)を参照してください。

アプリケーション・フロー

次の図に，SAP診断の全体的なフローを示します。
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SAP診断のメイン・ビューには，SAP診断データのシナリオ実行のすべてのトランザクションが表示さ

れます。各トランザクションはサーバ時間コンポーネントにブレークダウンできます。または，まずトラン

ザクションを構成するダイアログ・ステップにブレークダウンして，次にサーバ時間コンポーネントにブ

レークダウンできます。サーバ・コンポーネントはさらに，サブコンポーネントまたは関連するほかのデータ

にブレークダウンできます。

秒ごとのダイアログ・ボックス，OSモニタ，およびワーク・プロセスの，3つの独立または並列のビューがあ

ります。通常これらはブレークダウン・フローには参加しません。また表示，非表示を選択できます。

［秒ごとのダイアログステップ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行の経過秒ごとに，すべてのサーバで実行されたダイアログ・ス

テップの数が表示されます。

X 軸 経過シナリオ時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 秒ごとのダイアログ・ステップ数。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「仮想ユーザ・グラフ」 (153ページ)

「［ワークプロセス］グラフ」 (381ページ)

「［OSモニタ］グラフ」 (369ページ)

例
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［OS モニタ］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行全体を通して測定されたオペレーティング・システムのリソー

スが表示されます。

X 軸 経過シナリオ時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 リソース値。

注 このグラフは，サーバ・フィルタが1つ適用されている場合にのみ使用で

きます。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「［秒ごとのダイアログステップ］グラフ」 (368ページ)

「［ワークプロセス］グラフ」 (381ページ)

例

［SAP 警告の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Analysisで結果ファイル( .lrr)を開くときに使用される警告ルールのしき

い値を定義できます。
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重要情報 警告ルールを変更しても，保存された Analysisセッションの結果

には影響しません。新しい設定を有効にするには，結果を再分

析する必要があります。

関連項目 「SAP診断グラフの概要」 (364ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

有効 標準設定では，すべての定義済み警告ルールが有効になってい

ます。警告ルールを無効にするには，該当のルールの横の

チェック・ボックスをオフにします。

警告の生成条件 ［警告の生成条件］カラムにルールが一覧表示されます。

しきい値 各ルールのしきい値を［しきい値］カラムで設定します。

［SAP 警告］ウィンドウ

このウィンドウには，Analysisのウィンドウに現在表示されているグラフのデータに関係する警告の一

覧が表示されます。

利用方法 ［ウィンドウ］>［SAP 警告］

関連項目 「［SAP警告］ウィンドウ」 (370ページ)

「SAP警告を設定する方法」 (365ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

タイプ 警告の種類を表す次のいずれかのアイコンが表示されます。

標準警告 :この警告は，あらかじめ定義された警告ルール
の条件が満たされると，トランザクションおよびサーバのコンテキ

ストで生成されます。

重要警告 :次の2種類の警告があります。

l 一般アプリケーションの問題の警告 :標準警告がトラン

ザクションのコンテキストで生成され，同じ時間範囲に実行

されていたほかのすべてのトランザクションのコンテキストで同

じ警告が生成されると，一般アプリケーションの問題がある

ことを示すこの重要警告が生成されます。

注 : ( 1つのダイアログ・ステップに対して)ダイアログ・ステップ・

フィルタが適用されている場合は，この警告は生成されませ

ん。

l サーバ固有の問題の警告 :この警告は，ある測定値の全

体的なサーバ・パフォーマンスが十分であっても，その測定

値のしきい値を特定のサーバが超えた場合，そのサーバに

対して生成されます。この種類の警告は，サーバに関連す

る問題があることを示します。

注 : サーバ固有の問題の警告は，現在のサーバ・コンテキス

トが「すべてのサーバ」の場合にのみ生成されます。

時間間隔 問題が発生したときの時間間隔。

トランザクション/サーバ 問題が発生したトランザクションとサーバの名前。

説明 警告の説明です。

推奨ステップ より深いレベルで問題を理解するために推奨する手順です。

アクション 警告で説明されたデータを表示するグラフへのリンクで，警告

をよりグラフィカルに表示しています。このリンクをダブルクリックす

ると，グラフが表示されます。

［SAP アプリケーション処理時間のブレークダウン］グラフ

このグラフには，アプリケーションの処理時間に関連付けられているリソースの動作，つまりABAP時

間およびCPU時間が表示されます。

X 軸 負荷テスト・シナリオの経過時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均時間 (秒 )。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

例
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SAP 1 次グラフ

SAP診断グラフは，1次グラフ・ペインで表示します。

1次グラフ・ペインの右上角にある をクリックして，グラフを全画面表示で開くことができます。拡
大されたグラフは新しいタブで開きます。

グラフに表示されているデータをフィルタまたはグループ化する方法については，「SAPブレークダウン・

タスク・ペイン」 (373ページ)を参照してください。

［SAP 平均ダイアログステップ応答時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，特定のトランザクションのダイアログ・ステップの，平均応答時間のブレークダウンが表

示されます。グラフには，1つのトランザクションの［ネットワーク時間］，［サーバ応答時間］( GUI時間

を含む)，および［Other Time］(クライアントがダイアログ・ステップを処理するのにかかった時間 )が表示

されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 ダイアログ・ステップ数で割った平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション コンポーネント

このオプションを選択すると，「［SAPサーバ時間ブレークダウ

ン］グラフ」 (377ページ)が開きます。

ダイアログステップ

このオプションを選択すると，「［SAPサーバ時間ブレークダウン

(ダイアログステップ)］グラフ」 (376ページ)が開きます。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

例
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［SAP 平均トランザクション応答時間］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオのSAP関連のすべてのトランザクションが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )

［ブレークダウン］グラフ 「［SAP平均ダイアログステップ応答時間ブレークダウン］グラ

フ」 (372ページ)

ヒント 次のいずれかの方法でトランザクションを選択します。

l ［タスク］ペインの［トランザクションのブレークダウン］リストか

ら，トランザクションを選択します。

l このトランザクションを表す折れ線をグラフから選択して，トラ

ンザクションを強調表示します。

l グラフの凡例から，トランザクションを選択します。これによ

り，グラフで折れ線が強調表示されます。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

SAP ブレークダウン・タスク・ペイン

このタスク・ペインでは，表示するブレークダウンのレベルの選択，トランザクションやサーバ情報のフィル

タおよびグループ化，ブレークダウンしたグラフ内の前後の移動を実行できます。

利用方法 ［セッション エクスプローラ］>［グラフ］>［SAP 診断］>［SAP 診

断 -ガイド フロー］

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

SAP ブレークダウン・ツールバー

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

戻る :クリックして前のブレークダウン・グラフを表示します。またはデータのグ

ループ化を解除します。

次へ :クリックして次のブレークダウン・グラフを表示します。

ホーム :クリックして最初の［SAP平均トランザクション応答時間］グラフに

戻ります。

ヘルプ :クリックしてブレークダウン・オプションのヘルプ情報を表示します。

ブレークダウン・オプション

SAP診断データをブレークダウンするには，タスク・ペインでブレークダウン・オプションおよびフィルタ・オプ

ションを選択します。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

トランザクションのブレークダウン このリストからトランザクションを選択し，ダイアログ・ステップ・ブ

レークダウンの平均応答時間を表示します。

サーバ時間のブレークダウン単位 ［ダイアログステップブレークダウン -平均応答時間］グラフに対

するブレークダウン・オプションを表示します。

l ［コンポーネント］を選択すると，トランザクションのサーバ・コン

ポーネント，つまりデータベース時間，インタフェース時間，ア

プリケーションの処理時間，およびシステム時間のブレークダ

ウンが表示されます。

l ［ダイアログステップ］を選択すると，トランザクションのダイア

ログ・ステップのブレークダウンが表示されます。

ブレークダウン・ダイアログ・ステッ

プ <ダイアログ・ステップ>
ダイアログ・ステップをサーバ時間コンポーネント，つまりデータ

ベース時間，インタフェース時間，アプリケーション処理時間，

およびシステム時間にブレークダウンします。

次と関連するデータを表示する

<コンポーネント>
サーバ時間コンポーネント (データベース時間，インタフェース時

間，アプリケーションの処理時間，システム時間 )をブレークダウ

ンし，これに関連するデータを表示します。

利用可能なブレークダウンがあり

ません

これ以上のブレークダウン・オプションはありません。

適用 クリックして，選択したブレークダウン・オプションを適用します。

現在のフィルタ設定

このセクションでは，1次グラフ・ペインで現在表示されているグラフのフィルタ設定またはグループ設定

が表示されます。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

開始 /終了 値 ( hh:mm:ss形式 )を入力して，指定した時間間隔内のグ

ラフにフィルタを適用します。

トランザクション グラフに表示されているトランザクションの名前を表示します。

ダイアログステップ グラフに表示されているダイアログ・ステップの名前を表示しま

す。

サーバ グラフに表示されているサーバの名前を表示します。

フィルタ設定の編集

このボタンをクリックして，フィルタ設定またはグループ設定を変更します。［フィルタ設定の編集］をク

リックすると，フィルタまたはグループ化オプションが編集可能になります。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

フィルタ このオプションを使用して，現在のグラフを時間間隔，トラン

ザクション，ダイアログ・ステップ，またはサーバでフィルタリングしま

す。

l 開始 /終了 :値 ( hh:mm:ss形式 )を入力して，指定した

時間間隔内のグラフにフィルタを適用します。

l トランザクションごと :リストからトランザクションを選択すること

により，グラフにフィルタを適用して特定のトランザクションに

関する情報を表示します。

l ダイアログステップごとリストからダイアログ・ステップを選択す

ることにより，グラフにフィルタを適用して特定のダイアログ・ス

テップに関する情報を表示します。

l サーバごと :リストからサーバ名を選択することにより，グラフ

にフィルタを適用してサーバに関する情報を表示します。

注 : 現在のグラフに表示されているデータと関連するサーバだ

けが［サーバごと］リストに一覧表示されます。
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UI 要素 説明

グループ このオプションを使用して，トランザクション，またはサーバによっ

てグラフに表されたデータをグループ化します。リストからトラン

ザクション，コンポーネント，またはサブコンポーネントを選択しま

す。

l トランザクションごと :トランザクション単位でグループ化する場

合は，このチェック・ボックスを選択します。

l サーバごと :サーバ単位でグループ化する場合は，この

チェック・ボックスを選択します。

注 :グラフにグループ化を適用したら，ブレークダウン・オプション

をさらに適用するために，データのグループ化を解除する必要

があります。データのグループ化を解除するには，ツールバーの

［戻る］ボタンをクリックします。

重要 :保存されたセッションを開くと，［戻る］は無効になってい

ます。グループ化されたデータがある場合は，［ホーム］ボタン

をクリックするか，新しい［SAP診断 -ガイド フロー］タブを開い

て SAPブレークダウンをやり直す必要があります。

OK ［OK］をクリックして，選択したフィルタ設定またはグループ化設

定を適用します。［現在のフィルタ設定］領域に，選択した設

定が非編集モードで表示されます。

注 :

l グローバル・フィルタは，SAP診断グラフを表示する場合

(特別な SAPビューにより)に有効ですが，グラフに適用す

ることはできません。

l ［SAP診断 -ガイド フロー］タブではローカル・フィルタは無

効です。ローカル・フィルタを［ガイド フロー］タブに表示されて

いるSAP診断グラフに適用するには，［グラフの拡大］ボタ

ンをクリックして，新しいタブでグラフを開きます。

［SAP サーバ時間ブレークダウン (ダイアログステップ)］グラフ

このグラフには，特定のトランザクションのダイアログ・ステップが表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間 (秒 )。

［ブレークダウン］グラフ 「［SAPサーバ時間ブレークダウン］グラフ」 (377ページ)

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

例
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［SAP サーバ時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，1つのトランザクションのサーバ時間コンポーネント，つまりデータベース時間，アプリ

ケーションの処理時間，インタフェース時間，およびシステム時間が表示されます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間 (秒 )を示します。

ブレークダウン・グラフ l 「［SAPデータベース時間ブレークダウン］グラフ」 (378ページ)

l 「［SAPアプリケーション処理時間のブレークダウン］グラフ」

(371ページ)

l 「［SAPシステム時間ブレークダウン］グラフ」 (380ページ)

l 「［SAPインタフェース時間ブレークダウン］グラフ」 (379ペー

ジ)

ヒント タスク・ペインで，［次と関連するデータを表示する］ボックスから

コンポーネントを選択します。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

例
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［SAP データベース時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，データベース時間に関連付けられているリソースの動作，つまりレコードへのアクセスに

要した時間，データベース時間，およびダイアログ・ステップごとのアクセスされたレコードの数が表示さ

れます。

X 軸 実行開始時点から経過した時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 ダイアログ・ステップごとのリソース値 (ミリ秒 )を示します。

ヒント
1次グラフ・ペインの右上角にある をクリックして，グラフを
全画面表示で開くことができます。拡大されたグラフは新しい

タブで開きます。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

例

SAP 診断サマリ・レポート

このレポートには，Analysisセッションを開くときに生成される重要警告と，SAP診断データのサマリが

表示されます。
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利用方法 次のいずれかを使用します。

l ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリレポート］>
［重要警告］

l ［セッション エクスプローラ］>［レポート］>［サマリレポート］>
［SAP 診断サマリ］

注 ［サマリレポート］で診断データが表示されない場合は，ユーザ

定義のテンプレートを使用しているかどうか確認してください。

関連データを表示するには，テンプレートのリストから別のテン

プレートを選択するか，新しいテンプレートを作成および適用し

ます。テンプレートの使用の詳細については，「［テンプレートの

適用 /編集］ダイアログ・ボックス」 (73ページ)を参照してくださ

い。

関連項目 「SAP診断グラフの概要」 (364ページ)

SAP 診断サマリ

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

トランザクション 個々のトランザクション。トランザクション名をクリックして，そのト

ランザクションに対するサーバ時間ブレークダウンを表示できま

す。

SAP Diagnostics Layers 層にブレークダウンされた相対サーバ時間。層をクリックすると，

コンポーネントに関連付けられたデータが表示されます。

合計時間 各トランザクションの総使用時間。

重要警告

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

時間間隔 問題が発生したときの時間間隔。

トランザクション/サーバ 関与したトランザクションとサーバ。

説明 警告の説明です。

アクション このカラムには，問題のグラフィカルな説明へのリンクが表示さ

れます。

［SAP インタフェース時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，インタフェース時間に関連付けられているリソースの動作，つまりGUI時間，RFC時

間，およびロール待機時間が表示されます。
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X 軸 負荷テスト・シナリオの経過時間 ( hh:mm:ss形式 )

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間 (秒 )。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「SAP 2次グラフ」 (381ページ)

例

［SAP システム時間ブレークダウン］グラフ

このグラフには，システム時間コンポーネントのサブコンポーネントの動作，つまりディスパッチャ待機時

間，ロード時間および生成時間，ロール・イン時間およびロール・アウト時間が表示されます。

X 軸 負荷テスト・シナリオの経過時間 ( hh:mm:ss形式 )

Y 軸 ダイアログ・ステップごとの平均応答時間 (秒 )

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「2次グラフ・ペイン」 (367ページ)

例
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SAP 2 次グラフ

［SAP診断 -ガイド フロー］タブの2次グラフ・ペインには，1次グラフ・ペインに表示されるグラフをサ

ポートするグラフが表示されます。2次グラフ領域に表示されている 1つのグラフだけを時間の経過と

相関させることができます。

このペインに表示されているグラフの凡例を参照するには，右上角にある［グラフの凡例］ボタン
をクリックします。［凡例］のすべてのデータを参照するには，横スクロール・バーに沿ってスクロールしま

す。

このペインの右上角にある［グラフの拡大］ボタン をクリックして，表示されるグラフを全画面表示
で開くことができます。拡大されたグラフは新しいタブで開きます。

2次グラフ領域では，次のグラフを表示します。

l 「仮想ユーザ・グラフ」 (153ページ)

l 「［秒ごとのダイアログステップ］グラフ」 (368ページ)

l 「［ワークプロセス］グラフ」 (381ページ)

l 「［OSモニタ］グラフ」 (369ページ)

［ワークプロセス］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ全体を通して実行されたワーク・プロセスの数と分布が表示され

ます。

X 軸 経過シナリオ時間 ( hh:mm:ss形式 )。

Y 軸 ワーク・プロセスの数。

注 このグラフは，サーバ・フィルタが1つ適用されている場合にのみ

使用できます。

関連項目 「SAPブレークダウン・タスク・ペイン」 (373ページ)

「仮想ユーザ・グラフ」 (153ページ)

「［秒ごとのダイアログステップ］グラフ」 (368ページ)

「［OSモニタ］グラフ」 (369ページ)

例
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J2EE & .NET 診断グラフ

J2EE & .NET 診断グラフの概要

LoadRunner AnalysisのJ2EE & .NET診断グラフを使用すれば，J2EE & .NETWebサーバ，アプリ

ケーション・サーバ，データベース・サーバを経由する個々のトランザクションおよびサーバ要求の追跡，

時間測定，トラブルシューティングが可能になります。また，このグラフでは，問題のあるサーブレットお

よび JDBC呼び出しを特定し，ビジネス・プロセスのパフォーマンス，スケーラビリティ，効率を最大限

に高めることができます。

J2EE & .NET診断グラフは次の2つのグループで構成されています。

l J2EE & .NET 診断グラフ :仮想ユーザのトランザクションで生成された要求およびメソッドのパ

フォーマンスを表示します。また，各要求で生成されたトランザクションを表示します。

l J2EE & .NET サーバ診断グラフ :監視対象アプリケーションのすべての要求およびメソッドのパ

フォーマンスを表示します。これには，仮想ユーザのトランザクションで生成された要求，および実

際のユーザによって生成された要求が含まれます。

J2EE & .NET の診断を有効にする方法

J2EE & .NETの診断データを生成するには，まずHP Diagnosticsをインストールする必要がありま

す。

LoadRunnerで HP Diagnosticsを使用するには，LoadRunnerにDiagnostics Serverの詳細を確実

に指定しておく必要があります。また，特定の負荷テスト・シナリオのJ2EE & .NETの診断データを

表示するには，そのシナリオにDiagnosticsパラメータを設定しておく必要があります。LoadRunnerと
連動するようにHP Diagnosticsを設定する方法については，『HP LoadRunner Controllerユーザー

ズ・ガイド』を参照してください。

注 :シナリオの実行中に有効な J2EE/.NET診断データが確実に生成されるようにするには，自

動トランザクションを使用するのではなく，仮想ユーザ・スクリプトで各トランザクションの開始と終

了を手作業で示す必要があります。

J2EE to SAP R3 リモート呼び出しの表示

SAPのRemote Function Call(RFC)プロトコルにより，SAP J2EE環境とSAP R3環境間で発生す

る通信が許可されます。SAP J2EE環境とSAP R3環境間でリモート呼び出しが行われる
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と，Analysisに各関数名を含むRFC関数に関する情報が表示されます。

RFC関数に関する情報は，SAP R3層をブレークダウンして表示します。グラフまたは［呼び出し

チェーン］ウィンドウで RFC関数情報を表示できます。

1. サマリ・レポートの［J2EE/.NET 診断使用率］セクションに移動します。関連するトランザクション

の横で，SAP.R3層を表す色をクリックします。

［J2EE/.NET -要素内でのトランザクション経過時間］グラフが開き，SAP.R3層が表示されま

す。

2. グラフを右クリックし，［J2EE/.NET 診断］>［Break down the class to methods］を選択しま

す。

3. グラフをさらにブレークダウンするには，グラフを右クリックして［J2EE/.NET 診断］>［Break down
the method to SQLs］を選択します。

グラフは，異なるRFC関数にブレークダウンされます。

4. 各 RFC関数名を表示するには，グラフの凡例の［測定値］カラムで RFC測定値を右クリック

し，［測定値と説明を表示］を選択します。

［測定値の設定］ダイアログ・ボックスが開きます。RFC関数名が［SQL］ボックスに表示されます。
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［呼び出しチェーン］ウィンドウで RFC 関数情報を表示する

1. サマリ・レポートの［J2EE/.NET 診断使用率］セクションに移動します。関連するトランザクション

の横で，SAP.R3層を表す色をクリックします。

［J2EE/.NET -要素内でのトランザクション経過時間］グラフが開き，SAP.R3層が表示されま

す。

2. グラフを右クリックし，［J2EE/.NET 診断］>［呼び出しのチェーンの表示］を選択します。

［呼び出しのトランザクションチェーン］ウィンドウが開きます。［測定値］カラムで任意のRFC関数

をクリックすると，［RFC 名］タブの下部ペインに関数名が表示されます。

J2EE & .NET 診断データ

J2EE & .NET診断グラフで，システムのサーバ・サイドの動作のチェーン全体の概要を把握できま

す。同時に，J2EE/.NET層をクラスとメソッドにブレークダウンして，時間がかかっている場所を正確に

特定できます。また，J2EE/.NETプローブで監視するよう設定したユーザ定義のクラスまたはパッケー

ジを表示できます。さらに，トランザクションの呼び出しチェーンと呼び出しスタックの統計を表示して，

トランザクションの各部分で費やされる時間の割合を追跡することもできます。

エンド・ユーザから見た応答時間を，Webサーバの動作 (サーブレットおよび JSPの動作データ)，ア

プリケーション・サーバの動作 ( JNDIの動作データ)，およびデータベース要求のバックエンド動作

( JDBC メソッドおよびSQLクエリの動作 )と突き合わせて相関関係を把握することができます。

トランザクション・ブレークダウンの例

次のグラフは，層，クラス，メソッドへのトランザクションのブレークダウンを示しています。

トランザクション・レベル

次の図には，トップ・レベルの［平均トランザクション応答時間］グラフが示されています。このグラフに

は，Birds，Bulldog，Checkout，Startといったいくつかのトランザクションが表示されています。
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層レベル

次の図では，Start トランザクションが層 ( DB，EJB，JNDI，Web)にブレークダウンされていま

す。J2EE/.NET トランザクションでは，一般的にWeb層が最も大きくなります。
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クラス・レベル

次の図では，StartトランザクションのWeb層がクラスにブレークダウンされています。
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メソッドおよびクエリ・レベル

次の図では，StartトランザクションのWeb層のweblogic.servlet.FileServletコンポーネントがメソッ

ドにブレークダウンされています。
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注 : JDBC メソッドの中には，SQLを呼び出すものもあります。SQLはブレークダウンがさらに可能

なことがあります。その場合は，SQLStatements という，もう 1レベルのブレークダウンが用意され

ています。このレベルのブレークダウンに達したときにSQLステートメントへのブレークダウンが可能

でないメソッドの場合は，NoSql と表示されます。

クロス VM Analysis
サーバ・リクエストがリモート・メソッドを呼び出すと，J2EE & .NET診断グラフにはこれらのリクエストに

関係するクラスとメソッドに関する特定の測定値が表示されます。これらの測定値は層，クラス，およ

びメソッド・レベルで表示されます。呼び出しを行うVMを「呼び出し元 VM」，リモート呼び出しを実

行するVMを「呼び出し先 VM」と呼びます。

各測定値について，次の表で説明します。

測定値 説明

クロス VM 層 2つ以上の仮想マシン上で行われるサーバ・リクエストのリモー

ト・クラスおよびメソッドからのデータを統合するダミー層を表す

測定値。
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測定値 説明

リモート・クラス 2つ以上の仮想マシン上で行われるサーバ・リクエストのリモー

ト・メソッドからのデータを統合するダミー・クラスを表す測定値。

リモート・クラス : リモート・メソッド ダミー・メソッドを表す測定値。Remote-Class: Remote
Methodは，呼び出し元仮想マシンに対して，リモートに実行

されるメソッドの合計時間，呼び出しカウント，排他的レイテン

シ，最小値および最大値，標準偏差などを測定します。

注 : このデータは呼び出し元仮想マシンで測定されるため，排他的レイテンシにはネットワーク・

レイテンシなどのリモート・メソッド呼び出しを行うのに必要な時間全体が含まれます。

J2EE & .NET ブレークダウン・オプションの使用

J2EE & .NETブレークダウン・オプションについて，次の表で説明します。

利用方法 ブレークダウン・オプションにアクセスするには，次のいずれかの

方法を使用します。

l <J2EE & .NET グラフ> >［表示］>［J2EE & .NET 診断］

l <J2EE & .NET 診断グラフ> > トランザクションを選択 >
ショートカット・メニュー >［J2EE & .NET 診断］

l 各ブレークダウン・レベルのツールバー・オプションを表示する

注 l ブレークダウンのメニュー・オプションおよびボタンは，要素 (ト
ランザクション，サーバ・リクエスト，層など)が選択されるまで

表示されません。

l SQLにURIがない場合，［測定値の説明］ダイアログ・

ボックスの完全な測定値の記述の前にURI-Noneが表示

されます。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

［平均応答時間］グラフ

内のトランザクションを<
右クリック>

［J2EE/.NET診断］>［サーバ要求を表示する］を選択します。新しいグ

ラフが開き，選択したトランザクションのブレークダウンが表示されます。そ

のトランザクションの名前が［分解対象測定値］ボックスに表示されま

す。

選択した SQL要素の完全な SQLステートメントを表示するには，［凡

例］ウィンドウの右クリック・メニューから［測定値と説明を表示］を選択し

ます。［測定値の説明］ダイアログ・ボックスが開き，選択した測定値の

名前と完全な SQLステートメントが表示されます。

測定値のブレークダウンに対するトランザクションのプロパティを表示する

には，［分解対象測定値］ボタンをクリックします。この機能を無効にす

るには，［表示］>［表示オプション］を選択し，［分解対象測定値の表

示］チェック・ボックスをオフにします。

［表示］ > ［J2EE/.NET 診断］ > ［サーバ要求をレイヤにブレークダウン

する］を選択するか，グラフ上部のツールバーの［測定値のブレークダウ

ン］ボタンをクリックします。

注 : ［J2EE/.NET 診断］メニューのオプションおよび［測定値のブレークダ

ウン］ボタンのツールのヒントは，ブレークダウンする要素によって変化しま

す。  たとえば，サーバ・リクエストを選択する場合，メニュー・オプションと

ツールチップは［サーバ要求をレイヤにブレークダウンする］です。
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UI 要素 説明

［表示］ > ［J2EE/.NET 診断］ > ［VM を表示する］を選択するか，グラ

フ上部のツールバーの［VM を表示する］ボタンをクリックします。これは

データをアプリケーション・ホスト名 ( VM)にブレークダウンします。

［表示］ > ［J2EE/.NET 診断］ > ［サーバ要求のレイヤへのブレークダウ

ンを取り消す］を選択するか，グラフ上部のツールバーで，［ <測定値の

ブレークダウン >を取り消す］ボタンをクリックします。  

注 : ［J2EE/.NET 診断］メニューのオプションおよび［測定値のブレークダ

ウン］ボタンのツールヒントは，元に戻すブレークダウンの要素によって変

化します。  たとえば，層を選択する場合，メニュー・オプションとツールの

ヒントは［サーバ要求のレイヤへのブレークダウンを取り消す］です。

［表示］ > ［J2EE/.NET 診断］ > ［VM を非表示にする］を選択する

か，グラフ上部のツールバーの［VM を非表示にする］ボタンをクリックしま

す。

測定値ツリー・ウィンドウに呼び出しチェーンまたは呼び出しスタックの統

計を表示するには，グラフ上で，データを表示する終了時間まで時間

のオレンジ色の線をドラッグし，［表示］ > ［J2EE/.NET 診断］ > ［呼び

出しのチェーンの表示］を選択するか，グラフ上部のツールバーの［呼び

出しのチェーンの表示］ボタンをクリックします。       

注 : ［トランザクションの平均メソッド応答時間］グラフでブレークダウンさ

れた測定値は，［J2EE/.NET -要素内でのトランザクション経過時間］

グラフでブレークダウンされた同じ測定値と異なります。これは，

［J2EE/.NET トランザクション内での平均メソッド応答時間］グラフには

平均トランザクション時間が表示されるのに対して，［J2EE/.NET要素

内でのトランザクション経過時間］グラフにはトランザクション・イベントごと

の平均時間 (メソッドの実行時間の合計 )が表示されるためです。

呼び出しチェーンと呼び出しスタックの統計値の表示

トランザクションとメソッドの呼び出しチェーンを表示できます。呼び出しチェーンは，「Whom did I call?
(何を呼び出したか) 」という疑問を解明します。

また，メソッドの呼び出しスタックの統計を表示することもできます。呼び出しスタックの統計は，「Who
calledme?(何に呼び出されたか) 」という疑問を解明します。

呼び出しチェーンと呼び出しスタックの統計データは測定値ツリー・ウィンドウに表示されます。ウィンド

ウのタイトルは，表示しているデータの種類に応じて変わります。

l 測定値ツリー・ウィンドウを関連付けるポイントを設定するには，時間のオレンジ色の線を目的の

場所までドラッグする必要があります。

l トランザクションの呼び出しチェーンを表示するには，コンポーネントを右クリックして，［J2EE/.NET 
診断］ > ［呼び出しチェーンの表示］を選択します。    ［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウが開

き，親トランザクションから下方向に呼び出しチェーンが表示されます。   

l メソッドの統計を表示するには，［メソッドの呼び出しチェーン］ウィンドウでメソッドを右クリックして，

［呼び出しメソッド チェーンの表示］または［メソッドの呼び出しのスタック統計の表示］を選択しま

す。   
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［呼び出しメソッド チェーン］ウィンドウ

選択したトランザクションまたはメソッドが呼び出したコンポーネントを表示するには，［呼び出しメソッ

ド チェーン］ウィンドウを使用します。次の図には，Startサーバ・サイド・トランザクションの重要なパス

のすべての呼び出しが表示されています。

注 :親の最も時間を費やす子は，それぞれ赤いノードで示されます。

選択したコンポーネントを呼び出したコンポーネントを表示するには，［メソッド呼び出しのスタック統

計］ウィンドウを使用します。次の図では，FileServlet.serviceがStart(サーバ)によって呼び出され

ました。そして，Start(サーバ)は Start(クライアント )によって呼び出されています。以下同様に，連鎖

の最下部のトランザクションまで続いています。

［メソッドの呼び出しチェーン］ウィンドウについて

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。
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UI 要素 説明

呼び出しメソッド チェーンに切り替え :呼び出しスタックの統計

データが表示されている場合に，呼び出しメソッド・チェーンの

データを表示します(ルートがメソッドの場合のみ)。

メソッド呼び出しのスタック統計に切り替え :呼び出しメソッド・

チェーンのデータが表示されている場合に，メソッド呼び出しス

タックの統計データを表示します(ルートがメソッドの場合の

み)。

呼び出しメソッド チェーンを表示 : ［メソッドの呼び出しチェー

ン］ウィンドウが表示されます。

メソッドの呼び出しのスタック統計を表示 : ［メソッドの呼び出し

スタック統計］ウィンドウが表示されます。

プロパティ： プロパティ領域 (下部のペイン)を表示または非表

示にします。

カラム : ［呼び出し］ウィンドウに表示するカラムを選択できま

す。追加のフィールドを表示するには，フィールドを［呼び出し］

ウィンドウの必要な場所までドラッグします。フィールドを削除す

るには，［呼び出し］ウィンドウからカラム・ボックスまでフィールド

をドラッグします。

すべて展開 :ツリー全体を展開します。

すべて折りたたみ :ツリー全体を折りたたみます。

ワースト パスの展開 :重要なパスで，パスの一部だけを展開

します。

XML ファイルへ保存 XMLファイルにツリー・データを保存します。

メソッド プロパティ 領域。選択したメソッドのプロパティがすべて表示されます。

SQL クエリ 選択したメソッドのSQLクエリが表示されます(データベースの

場合のみ)。次のカラムは［メソッドの呼び出しチェーン］ウィンド

ウで利用可能です。

次のカラムは［メソッドの呼び出しチェーン］ウィンドウで利用可能です。

カラム 説明

測定値 メソッド名。「ComponentName:MethodName」のように表示

されます。データベース呼び出しの場合は，クエリ情報も表示

されます。表示されている割合は，このコンポーネントの親から

このコンポーネントが呼び出される割合を表します。

ルート メソッドの割合 ルート・ツリー項目の総時間のうち，メソッドの総時間の割合。
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カラム 説明

No of Calls このトランザクションまたはメソッドが実行された時間が表示さ

れます。

平均応答時間 応答時間とは，実行の開始から終了までの時間です。平均

応答時間は，合計応答時間をメソッドのインスタンス数で割っ

たものです。

STD 応答時間 応答時間の標準偏差。

最短応答時間 最短応答時間。

最長応答時間 最長応答時間。

呼び出し元の割合 親メソッド時間に対するメソッド時間の割合を表示します。

合計時間 この実行時間を含む，メソッドの総実行時間が表示されま

す。

次のカラムは［メソッドの呼び出しスタック統計］ウィンドウで使用できます。

カラム 説明

測定値 メソッドの名前。ComponentName.MethodNameと表示され

ます。データベース呼び出しの場合は，クエリ情報も表示され

ます。表示されている割合は，このコンポーネントの子からこの

コンポーネントが呼び出される割合を表します。

ルート メソッドの割合 ルート・ツリー項目の総時間のうち，トランザクション(またはメ

ソッド )の総時間の割合。

ルートへの呼び出しの数 このトランザクションまたはメソッドが実行された時間が表示さ

れます。

ルートでの平均経過時間 Time spent in rootは，サブ領域がルート・サブ領域 /領域 /トラ

ンザクションで消費する時間です。

Average Time Spent in Root時間は，ルートで消費された合

計時間をメソッドのインスタンス数で割ったものです。

ルートでの STD 経過時間 ルートで消費される標準偏差時間。

ルートでの最少経過時間 ルートで消費される最小時間。

ルートでの最長経過時間 ルートで消費される最大時間。

呼び出し先の割合 子メソッド時間に対するメソッド時間の割合を表示します。

ルートでの合計時間 この実行時間を含む，メソッドの総実行時間が表示されま

す。
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グラフのフィルタ・プロパティ

J2EE & .NET診断グラフにフィルタを適用して，ニーズに適合したデータを表示できます。フィルタは，

次の方法で適用できます。

l グラフを開く前に，［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックスの［グラフのプロパティ］ボックスにフィルタ条

件を入力します。詳細については，「［新規グラフを開く］ダイアログ・ボックス」 (41ページ)を参照し

てください。

l 開いているグラフで，フィルタ・ダイアログ・ボックスの［フィルタ条件］フィールドにフィルタ条件を入力

します。詳細については，「［フィルタ］ダイアログ・ボックス」 (87ページ)および「グラフのドリルダウン」

(95ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェース要素の説明は次のとおりです。

UI 要素 説明

クラス名 指定したクラスのデータが表示されます。

レイヤ名 指定した層のデータが表示されます。

シナリオ経過時間 指定された時間内に終了したトランザクションのデータが表示

されます。

SQL 論理名 指定した SQL論理名のデータが表示されます。SQL名の中

には長いものがあるため，SQLステートメントを選択した後，

「論理名」が割り当てられます。この論理名は，完全な SQL
ステートメントの代わりに，フィルタ・ダイアログ・ボックス，凡例，

グループ化などで使用されます。完全な SQLステートメント

は，［測定値の詳細］ダイアログ・ボックス( ［表示］ > ［測定値

の説明の表示］)で確認できます。

トランザクション名 - J2EE/.NET 指定したトランザクションのデータが表示されます。

JDBC メソッドの中には，SQLを呼び出せるものがあります( 1つのメソッドが複数の異なるSQLを呼

び出せます)。そのため，SQLステートメントという，もう 1レベルのブレークダウンが用意されています。

注 : このレベルのブレークダウンに達したときにSQLステートメントがないメソッドの場合は，NoSql
と表示されます。

［J2EE/.NET - トランザクションの平均メソッド応答時間］グラフ

このグラフには，メソッドの合計応答時間 /メソッド呼び出し回数という式で算出されたサーバ・サイド・

メソッドの平均応答時間が表示されます。たとえば，あるメソッドがトランザクションAのインスタンスに

よって 2回，同じトランザクションの別のインスタンスによって 1回実行され，各実行に 3秒かかった場

合，平均応答時間は 9/3，つまり3秒となります。メソッド時間には，そのメソッドから別のメソッドにな

された呼び出しは含みません。

X 軸 経過時間。
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Y 軸 メソッドごとの平均応答時間 (秒 )

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例

［J2EE/.NET - トランザクションの平均例外数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッド，トランザクション，または要求ごとのコー

ド例外の平均数が表示されます。

X 軸 経過時間。

Y 軸 イベントの数を表します。

ブレークダウン・オプション 表示されている要素をブレークダウンする方法については，

「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)を
参照してください。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - サーバ上の平均例外数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッドごとのコード例外の平均数が表示されま

す。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 イベントの数。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - トランザクションの平均タイムアウト数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッド，トランザクション，または要求ごとのタイ

ムアウトの平均数が表示されます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 イベントの数を表します。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例

［J2EE/.NET - サーバ上の平均タイムアウト数］グラフ

このグラフには，選択した時間範囲内に監視されたメソッドごとのタイムアウトの平均数が表示されま

す。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 イベントの数。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - 平均サーバメソッド応答時間］グラフ

このグラフには，メソッドの合計応答時間 /メソッド呼び出し回数という式で算出されたサーバ・サイド・

メソッドの平均応答時間が表示されます。

X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 メソッドごとの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

注 メソッド時間には，そのメソッドから別のメソッドになされた呼び

出しは含みません。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - トランザクションの秒ごとのメソッドの呼び出し］グラ
フ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリングされたトランザクションが完

了した回数が表示されます。

サンプルに含まれるトランザクションの数は，Controllerの［診断の分布］ダイアログ・ボックス( ［診断］

 > ［設定］)に設定されているサンプリングの割合によって決まります。詳細については，『HP
LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

X 軸 経過時間。

Y 軸 サンプリングされたトランザクションが1秒あたりに完了した回数

を表します。

ブレークダウン・オプション 表示されている要素をブレークダウンする方法については，

「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)を
参照してください。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例

［J2EE/.NET - プローブ測定値］グラフ

このグラフには，HP Diagnosticsのプローブによって収集されたパフォーマンス測定値が表示されま

す。測定値には，ヒープ使用状況，ガベージ・コレクション，アプリケーション・サーバ固有の測定

値，JDBC( Java Database Connectivity)測定値など，JVM関連のデータが含まれます。
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X 軸 シナリオ実行からの経過時間。

Y 軸 リソース使用状況。次のプローブ測定値データは，オフライン

分析で提供されます。

l HeapUsed

l GC 収集数 /秒

l コレクション内でのGC 経過時間

追加のプローブ測定値データをオフライン分析に含めるに

は，Diagnosticsの設定ファイル( etc./offline.xml)を使用しま

す。詳細については，『HP Diagnostics インストールおよび設

定ガイド』を参照してください。

データのグループ化 標準では，グラフ内のデータは，［カテゴリ名］(診断測定値の

カテゴリ名 )と［プローブ名］でグループ化されます。この結果，グ

ラフの測定値名の標準形式は，次のようになります。
<Diagnosticsからの測定値の名前 (測定値の単位 )
>:<Diagnostics測定値のカテゴリ名>:<プローブ名>
測定値の単位がカウント数の場合，括弧内に単位名は表

示されません。

重要情報 標準では，オフライン分析で提供されるプローブ測定値データ

は，HeapUsed，GC 収集数 /秒，およびコレクション内での

GC 経過時間です。追加のプローブ測定値データをオフライン

分析に含めるには，Diagnosticsの設定ファイル

( etc/offline.xml)を使用します。詳細については，『HP
Diagnostics インストールおよび設定ガイド』を参照してくださ

い。

たとえば，次のような測定値名があります。

l 測定値の名前は「コレクション内でのGC 経過時間」で

す。

l 値はパーセンテージとして測定されます。

l 測定値のカテゴリ名は「GC」です。

l プローブ名は「MyJBossDev」です。

通常の分析フィルタ条件に加えて，診断測定値のコレクタ名

およびホスト名でもフィルタリングとグループ化ができます。

注 ［プローブ測定値］グラフでシナリオの経過時間を正確に表示

するには，Controllerマシンと診断サーバでオペレーティング・シ

ステムの時間設定を同期する必要があります。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - 秒ごとのサーバメソッドの呼び出し］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリングされたメソッドが完了した回

数が表示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 サンプリングされたメソッドが1秒あたりに完了した回数。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

注 サンプルに含まれるメソッドの数は，Controllerの［診断の分

布］ダイアログ・ボックス( ［診断］ > ［設定］)に設定されている

サンプリングの割合によって決まります。詳細については，『HP
LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - 秒ごとのサーバ要求］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリングされた要求が完了した回

数が表示されます。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 サンプリングされた要求が1秒あたりに完了した回数。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

注 サンプルに含まれる要求の数は，Controllerの［診断の分布］

ダイアログ・ボックス( ［診断］ > ［設定］)に設定されているサン

プリングの割合によって決まります。詳細については，『HP
LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - サーバ要求応答時間］グラフ

このグラフには，J2EE/.NETバックエンドでの動作を生じさせるステップが含まれる要求のサーバ応答

時間が表示されます。

X 軸 シナリオ時間の経過時間。

Y 軸 各要求の実行に要した平均時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

注 報告される時間は，要求がWebサーバに到着した時点から

Webサーバを抜けた時点までを測定した時間で，J2EE/.NET
バックエンドで費やされた時間だけを含みます。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - 要素内でのサーバ要求経過時間］グラフ

このグラフには，各サーバ要求内の選択された要素 (層，クラス，メソッド )のサーバ応答時間が表示

されます。

目的 時間は，合計応答時間 /サーバ要求の総数という式で算出さ

れます。たとえば，あるメソッドがサーバ要求 Aのインスタンスに

よって 2回，同じサーバ要求の別のインスタンスによって 1回
実行され，各実行に 3秒かかった場合，平均応答時間は

9/2，つまり4.5秒となります。サーバ要求時間には，各サーバ

要求内からのネストされた呼び出しは含まれません。

X 軸 シナリオ実行の経過時間。

Y 軸 サーバ要求内の要素ごとの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)
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フィルタのプロパティ グラフの表示は，次のように，グラフが開くときに選択されるグラ

フのプロパティによって決まります。

なし

n 各サーバ要求で費やされた時間

サーバ要求

n サーバ要求でフィルタリング。層でグループ化。

サーバ要求および層

n サーバ要求および層でフィルタリング。クラスでグループ化。

サーバ要求，層，およびクラス

n サーバ要求，層，クラスでフィルタリング。メソッドでグループ

化。

ヒント このグラフのデータを取得するには，まずHP Diagnosticsをイン

ストールする必要があります。また，特定の負荷テスト・シナリオ

のJ2EE & .NETの診断データを表示するには，そのシナリオに

Diagnosticsパラメータを設定しておく必要があります。詳細に

ついては，『HP LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を

参照してください。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例
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［J2EE/.NET - 秒ごとのトランザクション］グラフ

このグラフには，負荷テスト・シナリオ実行時の経過秒ごとに，サンプリングされたトランザクションが完

了した回数が表示されます。

サンプルに含まれるトランザクションの数は，Controllerの［診断の分布］ダイアログ・ボックス( ［診断］

 > ［設定］)に設定されているサンプリングの割合によって決まります。詳細については，『HP
LoadRunner Controllerユーザーズ・ガイド』を参照してください。

X 軸 経過時間。

Y 軸 サンプリングされたトランザクションが1秒あたりに完了した回数

ブレークダウン・オプション 表示されている要素をブレークダウンする方法については，

「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)を
参照してください。

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例

［J2EE/.NET - トランザクション応答時間サーバ側］グラフ

このグラフには，J2EE/.NETバックエンドでの動作を生じさせるステップが含まれるトランザクションのトラ

ンザクション・サーバ応答時間が表示されます。報告される時間は，トランザクションがWebサーバに

到着した時点からWebサーバを抜けた時点までを測定した時間で，J2EE/.NETバックエンドで費や

された時間だけを含みます。

X 軸 経過時間。

Y 軸 各トランザクションの平均応答時間 (秒 )。
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ブレークダウン・オプション 「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ページ)

関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

例

［J2EE/.NET - 要素内でのトランザクション経過時間］グラフ

このグラフには，各トランザクション内の選択された要素 (層，クラス，メソッド )のサーバ応答時間が表

示されます。

X 軸 経過時間。

Y 軸 トランザクション内の要素ごとの平均応答時間 (秒 )。

ブレークダウン・オプション 次の表に示すように，グラフ・データの表示は，グラフが開くとき

に選択されていたグラフのプロパティによって決まります。グラフ・

データでのフィルタリングの方法については，「［J2EE/.NET -要
素内でのトランザクション経過時間］グラフ」 (408ページ)を参照

してください。

表示されている要素をブレークダウンできます。詳細について

は，「J2EE & .NETブレークダウン・オプションの使用」 (389ペー

ジ)を参照してください。

ヒント グラフのデータを取得するには，負荷テスト・シナリオを実行す

る前に，J2EE & .NET診断モジュールを( Controllerから)起動

しておく必要があります。

注 時間は，合計応答時間 /トランザクションの総数という式で算

出されます。たとえば，あるメソッドがトランザクションAのインス

タンスによって 2回，同じトランザクションの別のインスタンスに

よって 1回実行され，各実行に 2秒かかった場合，平均応

答時間は 9/4.5，つまり3秒となります。トランザクション時間に

は，各トランザクション内からのネストされた呼び出しは含まれ

ません。
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関連項目 「J2EE & .NET診断グラフの概要」 (382ページ)

「グラフ・データのフィルタリングおよび並べ替え」 (78ページ)

例

グラフ・データの表示

選択されたプロパティ 表示されるグラフ・データ

なし 各トランザクションで費やされた時間。

トランザクション トランザクションでフィルタリング。層でグループ化。

トランザクションおよび層 トランザクションおよび層でフィルタリング。クラスでグループ化。

トランザクション，層，およびクラス トランザクション，層，クラスでフィルタリング。メソッドでグループ

化。
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HP LoadRunnerチュートリアル
HP LoadRunnerチュートリアルは，オンラインで自分のペースで学習できる，印刷可能なガイドです。

負荷テストのすべてのプロセスについて説明しており，LoadRunnerテスト環境について理解を深める

ことができます。

l チュートリアルの印刷版にアクセスするには，［スタート］>［すべてのプログラム］>［HP ソフトウェア］>
［HP LoadRunner］>［ドキュメント］>［Tutorial］をクリックしてください。
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HP LoadRunner Analysis API Reference
HP Analysis APIセットは，Analysisセッションを無人作成する場合や，Controllerでのテスト実行の

結果からユーザ定義のデータ抽出を実行する場合に使用できます。

このガイドを表示するには，［スタート］>［すべてのプログラム］>［HP ソフトウェア］>［HP
LoadRunner］>［ドキュメント］>［Analysis API Reference］に移動します。
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